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1   ようこそ 

1.1   イントロダクション 

Teradiciの PCoIP ゼロクライアント/ホスト管理者ウェブヘルプへようこそ。このヘ

ルプシステムでは、PCoIP デプロイメント内のホストやゼロクライアントにアクセ

スして管理できるようにするための PCoIP デバイスファームウエアの設定方法につ

いて説明します。このヘルプは以下のメインセクションで構成されています。 

· 最新情報：このセクションでは、各ファームウエアリリースの新機能について説

明します。各機能の詳細が記載されたトピックへのリンクが含まれています。 
· PCoIP 管理ツール：このセクションでは、以下の PCoIP 管理ツールへのアクセス

方法と使用方法について説明します。 
· 管理コンソール（MC）：MC を使用すれば、PCoIP デプロイメント内のデバ

イスを集中的に制御・管理できます。このヘルプシステムでは、特定の

PCoIP グループ（1 つ以上のホストまたはクライアントのセット）に割り当て

るためのプロファイル（デバイス構成設定の集合）の設定方法について説明

します。MC は、中規模から大規模なデプロイメントに最適なツールであり、

大抵は、コネクションブローカと組み合わせて使用されます。詳細について

は、「MC について」を参照してください。 
· 管理用ウェブインターフェース（AWI）：AWI を使用すれば、インターネッ

トブラウザから特定のクライアントまたはホストにリモートでアクセスして

設定を実行することができます。詳細については、「AWIについて」を参照

してください。 
· オンスクリーンディスプレイ（OSD）：OSD はクライアントに内蔵されたグ

ラフィカルユーザインターフェース（GUI）です。クライアントをリモート

ワークステーション内の仮想デスクトップまたはホストに接続するために使

用されます。クライアントの設定にも使用され、MC と AWIで使用可能な設

定パラメータのサブセットが用意されています。詳細については、「OSD に

ついて」を参照してください。 
· PCoIP デプロイメントシナリオ：このセクションでは、ホストとクライアントを

PCoIP ネットワークにデプロイするための最も一般的な方法を、図を使って説明

します。シナリオごとの設定手順とともに、詳細を参照可能な「PCoIP GUIリフ

ァレンス」内のトピックへのリンクが含まれています。これらのシナリオは新し

いデプロイメントの設定に着手する場合にとても参考になります。 
· PCoIP GUI リファレンス：このセクションは、MC、AWI、および OSD の各ペ

ージに表示される設定パラメータに関する詳細なリファレンスです。このリファ

レンスは、MC を使用してデバイスプロファイルを設定する場合や AWI または

OSDを使用してデバイスを個別に設定する場合に参考にすることができます。

PCoIP GUIリファレンスは MC の Manage Profiles ページに表示されるカテゴリ
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別に編成されていますが、MC 内のページとは無関係な AWIメニューと OSD メ

ニューに固有のセクションも含まれています。 
· PCoIP テクノロジリファレンス：このセクションには、ヘルプシステム内で使用

される一部の用語の定義が含まれています。 



2   最新情報 

2.1   ファームウエア 4.0.2 の最新情報 

Teradiciファームウエア 4.0.2リリースでは次のような機能の追加や強化が行われま

した。 
 

· Tera2 プロセッサファミリのサポート：ファームウエア 4.0.2は、表示機能、イ

メージング性能、メモリ、電源管理、およびその他の重要な機能が強化された新

しい Tera2 プロセッサに対応しています。例えば、TERA2140ゼロクライアント

は、最大 4 台のディスプレイ（DVI-D または DisplayPort）をサポートし、リモー

トワークステーション用の最大 3 億ピクセル/秒（Mpps）と仮想デスクトップ用

の最大 50 Mpps の速度でイメージエンコーディングを実行することができます。

第 2 世代 PCoIP ゼロクライアントと、新しいプロセッサが搭載されたホストカー

ドの詳細については、http://www.teradici.com にある Teradici ウェブサイトを参照

してください。このファームウエアリリースでサポートされているホストカード

とゼロクライアントの完全なリストについては、「PCoIP ホストカードとゼロク

ライアント」を参照してください。 
 

· プロセッサファミリ情報：デバイス内部のプロセッサファミリやチップセットに

関する情報をさまざまな方法で表示することができるようになりました。詳細に

ついては、「プロセッサ情報の表示」を参照してください。 
 

· ディスプレイトポロジ設定の強化：新しい Tera2ディスプレイ機能をサポートす

るために、管理コンソール（MC）上の Display Topology Configuration ページとオ

ンスクリーンディスプレイ（OSD）上の Display Topology設定を使用すれば、デ

ュアルディスプレイトポロジとクアッドディスプレイトポロジのレイアウト、位

置合わせ、および解像度プロパティを設定することができるようになりました。 
 

· 優先解像度オーバーライドの強化：このリリースでは、デフォルトの拡張ディス

プレイ識別データ（EDID）情報をホストワークステーション内のグラフィック

スプロセッシングユニット（GPU）にアドバタイズするようにゼロクラインを設

定するときの、デフォルト解像度の拡張リストが追加されています。Tera2 クラ

イアントでは、最大 4 台のディスプレイの優先（デフォルト）解像度を設定する

ことができます。詳細については、「OSD Tera2：ディスプレイ設定」を参照し

てください。 
 

· テストディスプレイ解像度の拡張リスト：管理用ウェブインターフェース

（AWI）の Display ページに、ゼロクライアント上でテストパターンを確認する

場合のディスプレイ解像度の拡張リストが表示されるようになりました。テスト

パターンの設定方法については、「AWIクライアント：ディスプレイ設定」を
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参照してください。 
 

· 新しい Tera2 切断オプション：ユーザがリモートワークステーションとのセッシ

ョン中に、Tera2 ゼロクライアント上の接続/切断ボタンを押すと、新しいダイア

ログがポップアップ表示され、セッションを切断するか、リモートワークステー

ションの電源をオフにするかを選択することができます。このポップアップダイ

アログは、Ctrl+Alt+F12 ホットキーシーケンスを使用して表示することもできま

す。この新機能の詳細については、「セッションの切断」を参照してください。 
 

· OSD メッセージングの拡張：OSD 上のメッセージングが拡張され、新しいオー

バーレイウィンドウと新しいインラインメッセージが OSD の Connect ページに

表示されるようになりました。例えば、ユーザがユーザ名またはパスワードを間

違えて入力した場合や Caps Lock キーがオンになっている場合は、このページの

Connect ボタンの上にユーザに対する警告メッセージが表示されます。ネットワ

ーク接続の消失/ダウン/アップメッセージもこの場所に表示され、右下のネット

ワークアイコンの表示が変化します。詳細については、「セッションへの接続」

と「オーバーレイウィンドウ」を参照してください。 
 

· 管理コンソールのキャッシュ対象 VCS アドレスの拡張：管理コンソールの

Session Configuration – View Connection Server ページで、キャッシュ対象 View 
Connection Server アドレスを 25 個まで設定できるようになりました。これらのサ

ーバは、ユーザが VMware View Connection Server を使用して仮想デスクトップ

に接続しているときに OSD Connect ページのドロップダウンリストに表示され

ます。詳細については、「MC：View Connection Server セッション設定」を参照

してください。 
 

· Imprivata OneSign 設定の強化：View Connection Server – Imprivata OneSign ペ

ージの新しいパラメータを使用すれば、OneSign サーバのデスクトップ名を設定

することができます。デスクトッププールリストにこの名前を持つプールが含ま

れているときに、ゼロクライアントがこのデスクトップとのセッションを開始し

ます。MC：View Connection Server + Imprivata OneSign ページでこのオプション

を使用してプロファイルを設定することも、AWI Client：view Connection Server 
+ Imprivata Onesign ページまたは OSD：View Connection Server + Imprivata 
Onesign ページで特定のゼロクライアントを設定することもできます。 
 

· 管理者用オンラインヘルプ：このリリースでは、PCoIP ゼロクライアント/ホス

トカード管理者マニュアルがオンラインヘルプとして配布されており、この中に

PCoIP 管理者ツール（MC、AWI、および OSD）を使用したデバイスファームウ

エアの設定方法を含む完全な GUIリファレンスが掲載されています。また、一

般的な PCoIP デバイスデプロイメントシナリオに関するトピックも掲載されてお

り、図、説明、およびそれぞれの設定詳細へのリンクが提供されます。 



3   PCoIP 管理ツール 

3.1   MC について 

PCoIP 管理コンソール（MC）を使用すれば、PCoIP デプロイメント内のデバイスを

集中的に管理することができます。このコンソールは VMware Player 上で動作する

VMware®仮想マシン（VM）としてパッケージ化されています。この MC は、デバ

イスのステータス情報を確認したり、グループやプロファイルを作成したり、グル

ープ（同じ設定が必要な 1 つ以上のデバイス）に適用可能なプロファイル（構成設

定の集合）を設定したり、証明書やファームウエアをデバイスにアップロードした

り、デバイスの電源設定を制御したり、デバイスイベントログの監視を管理したり

するために使用することができます。 

このヘルプシステム内の MC トピックでは、MC を使用したデバイスプロファイル

の設定方法について説明します。MC のインストール、セットアップ、および使用

方法については、『PCoIP Management Console User Manual』（TER0812002）を参照

してください。 

MC ウェブインターフェースの IP アドレスを Internet Explorer または Mozilla Firefox
ブラウザに入力すると、ブラウザから HTTPS（SSLソケット経由の HTTP）を使用

して MC ウェブインターフェースに接続されます。MCウェブインターフェースの

IP アドレスはインストール後の MC 仮想マシンコンソールから（静的にまたは

DHCP 経由で）設定します。MC へのアクセスは管理パスワードを使用して制御さ

れます。このパスワードもインストール後の MC 仮想マシンコンソールから設定し

ます。これらのセットアップ手順の詳細は、『PCoIP Management Console User 
Manual』（TER0812002）に記載されています。 

MC の HTTPS 接続は、PCoIP MC ルート認証局（CA）証明書を使用して保護されま

す。この証明書のインストール方法については、『PCoIP Management Console User 
Manual』（TER0812002）を参照してください。 

このリリースを使用してテスト済みのブラウザは次のとおりです。 

· Firefoxバージョン 3 以降 
· Internet Explorer 7.0 および 8.0 

上記以外のブラウザを使用して MC ウェブインターフェースにログインしようとす

ると、エラーメッセージとともにサポートされているブラウザのリストが表示され

ます。 
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3.2   MC へのログイン 

管理コンソールウェブインターフェースにログインするには： 

1. インターネットブラウザに MC ウェブページの IP アドレスを入力します。この

IP アドレスは、MC の設定方法に応じて、静的アドレスにも動的アドレスにもす

ることができます。 
· 静的 IP アドレス：IP アドレスがハードコードされるため、覚えておく必要が

あります。 
· 動的 IP アドレス：IP アドレスが動的ホスト構成プロトコル（DHCP）サーバ

によって動的に割り当てられます。IP アドレスは DHCP サーバから入手する

ことができます。 
2. ログインページで、管理パスワードを入力します。デフォルト値は空白（つま

り、""）です。 

 
図 3-1：MC ログインページ 

3. MC に初めてログインした場合は、使用許諾契約書の受け入れを要求するプロン

プトが表示されます。契約書の内容を読んでから、このページの Agree をクリ

ックします。これ以降のログインではこのプロンプトが表示されません。 

MC にログインすると、Home ページが表示されます。 

3.3   MC Home ページ 

MC Home ページには、全 MC 機能へのリンクの他に、MC で検出された PCoIP デバ

イスに関する概要情報を含む Site Status セクションも表示されます。 



 
図 3-2：MC Home ページ 

デバイスファームウエアは、MC 上でプロファイルを定義してからそれをデバイス

のグループに適用することによって設定されます。Profiles タブをクリックすると、

システム内のプロファイルを管理するための Profile Management ページが表示され

ます。 

3.4   MC Profile Management ページ 

Profile Management ページでは、プロファイルを表示、追加、複製、設定（つまり、

そのプロパティの設定）、編集、削除、およびエクスポートすることができます。 
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図 3-3：MC Profile Management ページ 

プロファイルを作成したら、Set Properties リンクをクリックして Manage Profiles
ページを表示し、プロファイルのデバイス設定の定義を開始することができます。 

3.5   MC Manage Profiles ページ 

下の図は、特定のプロファイルの Manage Profiles ページを示しています。このペー

ジには、デバイスファームウエアの設定に使用されるすべてのカテゴリのリストが

表示されます。 



 
図 3-4：MC Manage Profiles ページ 

カテゴリを設定するには、下の例で示すように、それを展開して、Edit Properties
リンクをクリックします。 

 
図 3-5：Edit Properties リンク 
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このリンクは、そのカテゴリの Set Properties ページを表示します。このページでカ

テゴリの個々のパラメータを設定することができます。下の例は、Network 
Configuration カテゴリのパラメータを示しています。 

 
図 3-6：ネットワーク設定用の Set Properties ページ 

注意：カテゴリごとのパラメータテーブルには各パラメータの説明が記載された

Description 列があります。これらのパラメータについては GUIリファレンスの MC
セクションにも説明があります。 

必要なプロパティの設定が完了すると、Manage Profiles ページでカテゴリが拡張さ

れ、それらの設定が表示されます。展開/折りたたみリンクを使用してこの情報の表

示を制御することができます。 

いくつかのカテゴリが設定されたプロファイルの例を以下に示します。 



 
図 3-7：MC Manage Profiles ページ – 設定後 

このヘルプシステムの GUIリファレンスに各カテゴリの詳細が記載されています。

これらの MC ページを使用してデバイスを設定または管理する方法については、

GUIリファレンスの該当するセクションを参照してください。 
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プロファイルの適用方法については、『PCoIP Management Console User Manual』
（TER0812002）を参照してください。 

3.6   AWI について 

PCoIP 管理用ウェブインターフェース（AWI）を使用すれば、PCoIP ホストまたは

クライアントとリモートでデータをやり取りすることができます。AWIでは、ホス

トまたはクライアントを管理および設定したり、それらに関する重要な情報を表示

したり、それらにファームウエアや証明書をアップロードしたりすることもできま

す。 

デバイスの IP アドレスを Internet Explorerまたは Mozilla Firefox ブラウザに入力する

と、ブラウザから HTTPS（SSLソケット経由の HTTP）を使用してデバイスの AWI
ウェブページに接続されます。AWIへのアクセスは、管理パスワードを使用して制

御されます。このパスワードはいつでも無効にすることができます。 

AWIの HTTPS 接続は、PCoIP MC ルート認証局（CA）証明書を使用して保護され

ます。AWIにログインしたときの警告メッセージを避けるために、この証明書はブ

ラウザでインストールすることをお勧めします。証明書ファイル（"cacert.pem"）は

ファームウエアリリースに含まれていますが、Teradici サポートサイトから直接ダ

ウンロードすることもできます。証明書のインストール手順については、Teradici
サポートサイトで知識ベースサポートトピック 15134-529 を参照してください。 

このリリースを使用してテスト済みのブラウザは次のとおりです。 

· Firefoxバージョン 3 以降 
· Internet Explorer 7.0 および 8.0 

3.7   AWI へのログイン 

ホストまたはクライアントの管理用ウェブインターフェースウェブページにログイ

ンするには： 

1. インターネットブラウザで、ホストまたはクライアントの IP アドレスを入力し

ます。IP アドレスは、IP ネットワーク内の IP アドレスの決定方法に応じて、静

的アドレスにも動的アドレスにもすることができます。 
· 静的 IP アドレス：IP アドレスがハードコードされるため、覚えておく必要が

あります。 
· 動的 IP アドレス：IP アドレスが動的ホスト構成プロトコル（DHCP）サーバ

によって動的に割り当てられます。IP アドレスは DHCP サーバから入手する

ことができます。 
2. Log In ページで、管理パスワードを入力します。デフォルト値は空白（つまり、

""）です。 



 
図 3-8：AWI Log In ページ 

3. アイドルタイムアウト（デバイスが自動的にログオフされるまでの時間）を変

更するには、Idle Timeout ドロップダウンメニューからオプションを選択します。 
4. Log In をクリックします。 

注意：DHCP 使用しているネットワークによっては、PCoIP デバイス名を使用して

AWIにアクセスできる場合があります。 

注意：パスワード保護が無効になっている PCoIP デバイスの場合は、ログイン時に

パスワードが要求されません。パスワード保護は MC の Manage Profiles ページのセ

キュリティ設定を通して有効または無効にすることができます。 

ファームウエアデフォルトに設定されている場合は、初めてのログイン時に Initial 
Setup ページが表示されます。このページではオーディオ、ネットワーク、および

セッションの各パラメータを設定することができます。Apply をクリックすると、

以降のセッションごとに Home ページが表示されます。このページではデバイスス

テータスの概要が提供されます。 

ログインしようとして警告メッセージが表示された場合は、そのデバイス上で既に

セッションが進行中です。一度にデバイスにログインできるのは 1 人のユーザだけ

です。新しいセッションがログインすると、現在のセッションが終了して、1 つ前

のユーザが Log In ページに戻ります。 

3.8   AWI Initial Setup ページ 

AWIの Initial Setup ページには、クライアントまたはホストデバイスを使用する前

に設定しなければならないオーディオ、ネットワーク、およびセッションの設定パ

ラメータが表示されます。このページは、初期セットアップを簡略化して、新しい

ユーザが PCoIP ゼロクライアントとリモートワークステーション内の PCoIP ホスト

カード間でセッションを確立する時間の短縮を支援します。 

AWIのクライアント Initial Setup ページとホスト Initial Setup ページは同じではあ

りません。それぞれのページにクライアントとホストに適用されるパラメータが表

示されます。 
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ファームウエアデフォルトに設定されている場合は、初めてのログイン時に Initial 
Setup ページが表示されます。Apply をクリックすると、ファームウエアパラメータ

がリセットされていなければ、以降のセッションで Home ページが表示されます。 

注意：ホストディスカバリまたは接続管理システムを使用しているより複雑な環境

では、Initial Setup ページで使用可能なその他の設定が必要になります。 

3.9   AWI Home ページ 

AWI Home ページには、ホストまたはクライアントに関する統計情報の概要が表示

されます。メニューバーの左上のセクションにある Home リンクをクリックすれば、

いつでも Home ページを表示することができます。 

 
図 3-9：AWI ホスト：Home ページ 



 
図 3-10：AWI クライアント：Home ページ 

注意：上の図は、4 台のディスプレイを接続可能なデバイスに関するセッション統

計情報を示しています。デプロイメントで 2 台のディスプレイしかサポートされて

いない場合は、その 2 台のディプレイに関する情報がページの下部領域に表示され

ます。 

表 3-1：AWI Home ページの統計情報 

統計情報 説明 

Processor PCoIP プロセッサのタイプ、バージョン、および RAM サイズ 

Time Since Boot PCoIP プロセッサが動作していた時間長 



  

PCoIP ゼロクライアント/ホスト管理者ガイド 

TER1206003 第 1 版 33 

統計情報 説明 

PCoIP Device Name デバイスの論理名。 
このフィールドは、DHCP が有効になっている場合またはシステムが

DNS サーバへのホスト名登録をサポートするように設定されている

場合に、ホストまたはクライアントが DNS サーバに登録する名前で

す （Label ページの PCoIP Device Name パラメータを参照してくだ

さい）。 

Connection State PCoIP セッションの現在（または最後）の状態。値には以下が含まれ

ます。 
· Asleep 
· Canceling 
· Connected 
· Connection Pending 
· Disconnected 
· Waking 

802.1X Authentication 
Status 

デバイス上で 802.1X 認証が有効になっているか、無効になっている

かを示します。 

Session Encryption Type セッションがアクティブ時に使用される暗号化のタイプ： 
· AES-128-GCM 
· SALSA20-256-Round 12 

PCoIP Packets Statistics PCoIP Packets Sent：現在/最後のセッションで送信された PCoIP パ

ケットの総数。 
PCoIP Packets Received：現在/最後のセッションで受信された

PCoIP パケットの総数。 
PCoIP Packets Lost：現在/最後のセッションで消失された PCoIP パ

ケットの総数。 

Bytes Bytes Sent：現在/最後のセッションで送信されたバイトの総数。 
Bytes Received：現在/最後のセッションで受信されたバイトの総

数。 

Round Trip Latency PCoIP システムとネットワークの往復遅延の最小値、平均値、および

最大値（ミリ秒（+/- 1 ms）単位） 

Bandwidth Statistics Transmit Bandwidth：Tera プロセッサによって送信された最小、平

均、および最大トラフィック。有効帯域幅限界は Tera プロセッサが

生成する可能性のあるネットワークトラフィックの最大量です。この

値は、設定された帯域幅パラメータと現在（または最後）のネットワ

ークの混雑レベルから抽出されます。 
Receive Bandwidth：Tera プロセッサによって受信された最小、平

均、および最大トラフィック。 



統計情報 説明 

Pipeline Processing 
Rate 

イメージエンジンによって現在処理されているイメージデータの容量

（メガピクセル数/秒単位）。 

Endpoint Image Settings 
In Use 

使用されているイメージ設定がクライアントで設定されたのか、ホス

トで設定されたのかを示します。これは、ホストデバイスの Image
ページで Use Client Image Settings フィールドがどのように設定さ

れているかに基づきます。 

Image Quality 最低品質設定と最高品質設定はデバイスの Image ページから取得さ

れます。 
アクティブ設定は現在セッションで使用されている設定で、ホスト上

にのみ表示されます。 

Image Quality 
Preference 

この設定は、Image ページの Image Quality Preference フィールド

から取得されます。この値は、イメージがよりスムーズなイメージに

設定されているのか、よりシャープなイメージに設定されているのか

を示します。 

Build to Lossless このフィールドに表示されるオプションには以下が含まれます。 
Enabled：Image ページの Disable Build to Lossless フィールドが

オフになっています。 
Disabled：Disable Build to Lossless フィールドがオンになってい

ます。 

Display ディスプレイのポート番号。 

Maximum Rate この列は取り付けられたディスプレイのリフレッシュレートを表しま

す。 
Image ページの Maximum Rate フィールドが 0（つまり、無制限）

に設定されている場合は、最大レートがモニタのリフレッシュレート

から取得されます。 
Image ページの Maximum Rate フィールドが 0 より大きい値に設定

されている場合は、リフレッシュレートが"User Defined"として表示

されます。 

Input Change Rate GPU からのコンテンツ変更率。これには、ユーザが実行しているす

べてのもの（カーソル移動、電子メール編集、ストリーミングビデオ

など）が含まれます。 
注意：このオプションはホスト上でのみ使用することができます。ク

ライアント上には表示されません。 

Output Process Rate ホスト上のイメージエンジンからクライアントに現在送信されている

フレームレート。 



  

PCoIP ゼロクライアント/ホスト管理者ガイド 

TER1206003 第 1 版 35 

統計情報 説明 

Image Quality 取り付けられたディスプレイの現在のロスレス状態を示します。 
· Lossy 
· Perceptually lossless 
· Lossless 

注意：ホストの Session Statistics ページまたはクライアントの Session Statistics ペー

ジで Reset Statistics ボタンをクリックすると、Home ページに報告される統計情報

もリセットされます。 

3.10   AWI メニュー 

AWIには、さまざまな設定ページとステータスページにリンクされた 5つのメイン

メニューがあります。 

· Configuration：このメニュー下のページを使用すれば、ネットワーク設定、言語、

セッションパラメータなど、デバイスのさまざまな側面を設定することができま

す。 
· Permissions：このメニュー下のページを使用すれば、クライアント上の USB、

オーディオ、および電源に対する承認とホスト上の USB とオーディオに対する

承認をセットアップすることができます。 
· Diagnostics：このメニュー下のページを使用すれば、デバイスのトラブルシュー

ティングが支援されます。 
· Info：このメニュー下のページを使用すれば、ファームウエア情報と現在デバイ

スに接続されているデバイスを表示することができます。 
· Upload：このメニュー下のページを使用すれば、新しいファームウエアバージョ

ン、OSD ロゴ、および証明書をデバイスにアップロードすることができます。 

下の図は、AWIで使用可能なメニューとページを示しています。 

注意：クライアントからしか使用できないページには（*C）が付けられ、ホストか

らしか使用できないページには（*H）が付けられています。 



 
図 3-11：AWI メニューの概要 

このヘルプシステムの GUIリファレンスに各ページの詳細が記載されています。こ

れらの AWIページを使用してデバイスを設定または管理する方法については、GUI
リファレンスの該当するセクションを参照してください。 

3.11   OSD について 

下の図に示す PCoIP オンスクリーンディスプレイ（OSD）は、クライアントに内蔵

されたグラフィカルユーザインターフェース（GUI）です。この画面はクライアン

トの電源がオンになっており、PCoIP セッションが始まっていない場合に表示され

ます。この唯一の例外は、クライアントが管理起動または自動再接続に設定されて

いる場合です。 
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図 3-12：OSD メインウィンドウ 

左上の Options メニューを使用すれば、クライアントを設定したり、それに関する

情報を表示したりするためのさまざまなサブメニューにアクセスすることができま

す。ウィンドウの中央にある Connect ボタンを使用すれば、クライアントを仮想デ

スクトップまたはリモートワークステーション内のホストカードに接続することが

できます。 

3.12   セッションへの接続 

OSD を使用すれば、Connect ウィンドウの中央にある緑色の Connect ボタンをクリ

ックすることにより、クライアントとリモートワークステーション内のホストカー

ド間（またはクライアントと仮想デスクトップ間）でセッションを構築することが

できます。接続が確立されると、OSD のローカル GUIが消去され、セッションイメ

ージが表示されます。 

下の図は、Direct to Hostセッションタイプ、つまり、クライアントがリモートワー

クステーション内のホストカードに接続している場合の Connect ウィンドウを示し

ています。 



 
図 3-13：OSD Direct to Host 接続ウィンドウ 

ネットワーク接続が初期化中に、次のような進捗を示すさまざまなステータスメッ

セージがボタンの上に表示されます。 

 
図 3-14：OSD 接続ステータス 

起動中に問題が発生した場合、例えば、接続が確立されなかったり、DHCP リース

に失敗したりした場合は、問題の特徴を示す別のメッセージがこの領域に表示され

ます。 

下の図は、View Connection Server 接続用、つまり、クライアントが VMware View 
Connection Server を使用して仮想デスクトップに接続している場合の Connect ウィ

ンドウを示しています。 
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図 3-15：OSD View Connection Server 接続ウィンドウ 

注意：Connect ボタンの上に表示されるロゴは、クライアントの AWIから Upload > 
OSD Logo メニューを使用して交換イメージをアップロードすることにより、変更

することができます。 

接続の初期化中は、ユーザに接続の進捗を報告するため、または、ユーザに問題を

警告するためのステータスメッセージが Connect ボタンの上に表示される場合もあ

ります。 

View Connection Server に接続すると、次のような仮想デスクトップのログインペー

ジが表示されます。  

 
図 3-16：仮想デスクトップのログインページ 

ユーザ名とパスワードが間違って入力された場合、または、Caps Lockキーがオン

になっている場合は、これらの問題を示すメッセージがこのページに表示されます。 



VMware View Connection Server 用の正しい信頼できる SSLルート証明書がクライア

ントにインストールされていない場合は、次のような警告が表示されます。 

 
図 3-17：OSD View Connection Server 証明書の警告 

この警告でユーザが Continue をクリックすると、セッションが保護されません。こ

のことは、ウィンドウの左上にある錠前上の警告アイコンと同時に、赤色の取り消

し線付きの"https"によって示され、セキュアな HTTPS プロトコルが接続に使用され

ないことがユーザに伝達されます。 

 
図 3-18：安全でない警告が表示された OSD ログイン画面 

管理者であれば、次に示す Options > User Settings > VMware View ページを使用し

て、検証不可能なサーバへの接続を拒否するようにゼロクライアントを設定するこ

とにより、ユーザが安全でないセッションを開始できないようにすることができま

す。 
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図 3-19：OSD VMware View ページ 

AWIを使用すれば、Session – View Connection Server ページで VCS Certificate Check 
Mode Lockout を有効にして、ユーザがこの設定を変更できないようにすることがで

きます。 

関連項目： 

· MC を使用して証明書をプロファイルにアップロードする方法については、

「MC：証明ストア管理」を参照してください。 
· AWIを使用して証明書をデバイスに個別にアップロードする方法については、

「AWI：証明書アップロード設定」を参照してください。 
· 起動中またはセッション確立後のユーザセッションの上部に表示されるその他の

OSDメッセージの詳細については、「オーバーレイウィンドウ」を参照してく

ださい。 

3.13   セッションの切断 

Tera1 クライアントの場合は、デバイス上の接続/切断ボタンを押すことによって、

セッションを切断して OSD に戻ることができます。 



Tera2 クライアントの場合は、デバイスの接続/切断ボタンを押すことによって、仮

想デスクトップセッションを切断して OSDに戻ることができます。ただし、リモー

トワークステーション内のホストカードとのセッション中にこのボタンを押すと、

下の図に示すように、Zero Client Control Panel オーバーレイが開いて、セッション

を切断する、リモートワークステーションの電源をオフにする、または操作をキャ

ンセルするためのオプションが表示されます。 

 
図 3-20：Zero Client Control Panel 

ユーザは次のような方法でこのオーバーレイからオプションを選択できます。 

· 接続/切断ボタンをタップしながらオプションを切り替えて必要なオプションが

強調表示されたら、確定するまで 4 秒のカウントダウンを待ちます。 
· キーボードの上/下矢印キーを使用して必要なオプションを強調表示してから、

Enter キーを押します。 
· 必要なオプションの番号を入力して直接選択します。 

以下のオプションが事前に設定されていれば、セッション中に、Ctrl+Alt+F12 ホッ

トキーシーケンスを使用してこのオーバーレイを表示することもできます。 

·  Session – View Connection Server ページの詳細オプション内の Enable Session 
Disconnect Hotkeyを有効にする必要があります。 

· ホストコンピュータ上の PCoIP ホストソフトウエアで Enable Local Cursor and 
Keyboard 機能を有効にする必要があります。詳細については、『PCoIP Host 
Software User Guide』（TER0810001）を参照してください。 

· クライアント上で、キーボードがローカルに接続されている（つまり、ブリッジ

されていない）ことが認識されている必要があります。 

注意：後の 2 つのオプションは、上/下矢印キーを使用するか、番号を入力すること

によってこのオーバーレイ上の切断オプションを選択できるように設定しておく必

要もあります。 

2 番目のオーバーレイオプション（ワークステーションの電源をオフにする）を使

用できるようにするには、「ハード」電源オフを許可するようにクライアント上の
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電源承認を設定する必要があります。このパラメータは MC Power Permissions ペー

ジまたは AWI Power Permissions ページから設定することができます。 

3.14   オーバーレイウィンドウ 

オーバーレイウィンドウは、状態が変化したとき、例えば、ネットワーク接続が失

われたり、未承認の USB デバイスがプラグインされたりした場合に、関連情報を伝

達するためにユーザの PCoIP セッションに対して表示される場合があります。この

オーバーレイには、下の例に示すように、ネットワーク、USB デバイス、およびモ

ニタのステータスがアイコンとテキストで表示されます。 

3.14.1   Display Link Training Failed 
このオーバーレイは、DisplayPort ディスプレイインターフェース（DVIインターフ

ェースの対するもの）を備えた Tera2 クライアント上にのみ表示されます。

DisplayPort プロトコルでは、さまざまなケーブル長や信号品質に適合するためのリ

ンクトレーニングシーケンスが必要です。このトレーニングに失敗した場合は、

「Display link training failed」というメッセージを含む以下のオーバーレイが表示さ

れます。 

 
図 3-21：Display Link Training Failed オーバーレイ 

3.14.2   Half Duplex オーバーレイ 
PCoIP テクノロジは半二重ネットワーク接続と互換性がありません。半二重接続が

検出された場合は、「Half-duplex network connection」というメッセージを含む以下

のオーバーレイが表示されます。 

 
図 3-22：Half Duplex オーバーレイ 

3.14.3   Network Connection Lost オーバーレイ 
ネットワーク接続の消失は、最新のスクリーンデータ経由の「Network connection 
lost」というメッセージを含むオーバーレイを使用して示されます。このオーバーレ

イは、クライアントネットワークケーブルが外された場合、または、クライアント

で PCoIP プロトコルトラフィックが 2 秒以上受信されなかった場合に表示されます。 



 
図 3-23：Network Connection Lost オーバーレイ 

このネットワーク接続消失メッセージは、ネットワークが回復するか、タイムアウ

トが切れる（および PCoIP セッションが終了する）まで表示されます。 

注意：仮想デスクトップを備えた PCoIP デバイスを使用している場合は、この通知

メッセージの使用はお勧めできません。仮想デスクトップハイパーバイザ内部の通

常のスケジューリングによってこのメッセージが誤ってトリガーされる場合があり

ます。この問題を回避するには、Enable Peer Loss Overlay 設定を無効にする必要が

あります。 

3.14.4   No Support Resolutions Found 
このオーバーレイは Tera2 クライアント上にのみ表示されます。ディスプレイの解

像度は、4 つすべてのポートに大型のディスプレイが接続されている場合にリソー

ス制約の影響を受ける可能性があります。解像度の制限を超えると、「No support 
resolutions found. Please try unplugging other displays.」というメッセージを含む以下の

オーバーレイが表示されます。 

 
図 3-24：No Support Resolutions Found オーバーレイ 

3.14.5   Preparing Desktop オーバーレイ 
始めて PCoIP セッションにログインしたときに、「Preparing desktop」というメッセ

ージを含む以下のオーバーレイが表示されます。 

 
図 3-25：Preparing Desktop オーバーレイ 

3.14.6   USB Device Not Authorized オーバーレイ 
非許可 USB デバイスが接続された場合は、「USB device not authorized」というメッ

セージを含む以下のオーバーレイが表示されます。このオーバーレイは約 5 秒間表

示されます。 
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図 3-26：USB Device Not Authorized オーバーレイ 

3.14.7   USB Over Current Notice オーバーレイ 
クライアントに接続された USB デバイスを USB ポートで処理できない場合は、

「USB over current notice」というメッセージを含む以下のオーバーレイが表示され

ます。このオーバーレイは、USB デバイスが取り除かれ、現在の USB ポートの処

理が解消されるまで表示されます。 

 
図 3-27：USB Over Current Notice オーバーレイ 

3.14.8   USB Device Not Supported Behind a High-speed Hub
オーバーレイ 
USB デバイスによってはハイスピード（USB 2.0）ハブ経由で接続できないものが

あるため、その場合は、ゼロクライアントに直接接続するか、フルスピード（USB 
1.1）ハブ経由で接続する必要があります。このようなデバイスがハイスピードハブ

経由でゼロクライアントに接続されている場合は、「USB device not supported behind 
high speed hub」というメッセージを含む以下のオーバーレイが表示されます。この

オーバーレイは約 5 秒間表示されます。 

 
図 3-28：USB Device Not Supported Behind a High-speed Hub オーバーレイ 

3.14.9   Resolution Not Supported オーバーレイ 
クライアントに接続されたモニタの解像度がホストでサポートできない場合は、モ

ニタがデフォルト解像度に設定され、「Resolution not supported」というメッセージ

を含む以下のオーバーレイが表示されます。 

 
図 3-29：Resolution Not Supported オーバーレイ 



3.14.10   Video Source オーバーレイ 
不適切なホストビデオソースの接続は 2 つのオーバーレイで示される可能性があり

ます。これらのオーバーレイは約 5分間表示されます。モニタは、オーバーレイが

表示されてから約 15 秒でスリープモードに入ります。 

· ホストにビデオソースが接続れていない場合は、「No source signal」というメッ

セージを含む以下のオーバーレイが表示されます。これは、ホストにビデオソー

スが接続されていない状況やホスト PCがビデオ信号の駆動を停止していた状況

をデバッグするのに役立ちます。これを修正するには、ホスト PC ビデオをホス

トに接続します （このメッセージは、ホストがディスプレイ電源セーブモード

に入ったときにもトリガーされる可能性があります）。 

 
図 3-30：No Source Signal オーバーレイ 

· ホストへのビデオソースがクライアント上で使用されているビデオポートに対応

していない場合は、「Source signal on other port」というメッセージを含む以下の

オーバーレイが表示されます。これは、ビデオソースが間違ったポートに接続さ

れている状況をデバッグするのに役立ちます。これを修正するには、ホストまた

はクライアントでビデオポートを交換します。 

 
図 3-31：Source Signal on Other Port オーバーレイ 

3.15   OSD メニュー 

画面左上の Options メニューには、OSD 設定ページ、情報ページ、およびステータ

スページにリンクされた 5 つのサブメニューがあります。 

· Configuration：このメニューには、デバイスの動作と環境との相互作用を定義可

能なページへのリンクが含まれています。各タブには、加えられた設定変更を受

け入れたり、キャンセルしたりするための OK、Cancel、および Apply の各ボタ

ンがあります。 
· Diagnostics：このメニューには、クライアントに関する問題の診断を支援するペ

ージへのリンクが含まれています。 
· Information：このメニュー下のページには、デバイスに関するハードウエアと

ファームウエアのバージョン情報が表示されます。 
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· User Settings：このメニューには、マウス、キーボード、イメージ、ディスプレ

イ、およびタッチスクリーンの設定と VMware View証明書チェックモードを定

義するためのページへのリンクが含まれています。 
· Password：このメニュー下のページで、デバイスの管理パスワードを更新するこ

とができます。 

 
図 3-32：OSD Options メニュー 

注意：単一のメニュー項目、Options メニュー全体、またはすべてのメニューを非

表示にすることができます。詳細については、「MC：OSD 設定」を参照してくだ

さい。 

このヘルプシステムの GUIリファレンスに各ページの詳細が記載されています。こ

れらの OSD ページを使用してデバイスを設定または管理する方法については、GUI
リファレンス内の該当するセクションを参照してください。 



4   PCoIP デプロイメントシナリオ 

4.1   PCoIP ホストカードとゼロクライアント 

下の表は、PCoIP ネットワークにデプロイ可能な PCoIP ホストカードとゼロクライ

アントの一覧です。デバイスサポートごとのディスプレイ解像度のセットも含まれ

ています。 

注意：プロセッサ名は PCoIP デバイス内で使用されているチップセットを表してい

ます。例えば、TERA2140 は第 2 世代 TERA2140 ゼロクライアントで使用されてい

るプロセッサであり、TERA2240 は第 2 世代 TERA2240 PCIe ホストカード（タワー

PC またはラックマウントワークステーション用）と TERA2240 PCI Mezzanine ホス

トカード（ブレードワークステーション用）で使用されているプロセッサです。

Teradici PCoIP プロセッサの詳細については、http://www.teradici.com にある Teradici
ウェブサイトを参照してください。 

任意のホストカードと任意のゼロクライアントを組み合わせることができます。た

だし、ゼロクライアントをホストカードに接続する場合は、クライアントに接続さ

れたディスプレイの最大サポート解像度が 2 つのデバイス間の最も一般的な基準に

合わせられます。例えば、TERA2140ゼロクライアントを TERA2240 ホストカード

に接続する場合は、最大 4 台の 1920x1200 ディスプレイまたは 2 台の 2560x1600 デ

ィスプレイを接続することができます。ただし、TERA2321 ゼロクライアントを同

じホストカードに接続する場合は、選択肢が最大 2 台の 1920x1200 ディスプレイか、

1 台の 2560x1600 ディスプレイになります。 

表 4-1：PCoIP ホストカードとゼロクライアントのサポート解像度 

プロセッサ名 サポート解像度の最大数 デバイスタイプ プロセッサファミリ 

TERA1100 2 x 1920x1200 ゼロクライアント Tera1 

TERA2321 2 x 1920x1200 
1 x 2560x1600* 

ゼロクライアント Tera2 

TERA2140 4 x 1920x1200 
2 x 2560x1600* 

ゼロクライアント Tera2 

TERA1202 2 x 1920x1200 ホストカード Tera1 

TERA2220 2 x 1920x1200 
1 x 2560x1600 

ホストカード Tera2 

TERA2240 4 x 1920x1200 ホストカード Tera2 
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プロセッサ名 サポート解像度の最大数 デバイスタイプ プロセッサファミリ 

2 x 2560x1600 

*Tera2 ゼロクライアントは、DVI インターフェースまたは DisplayPort インターフェースを使用して接

続されたディスプレイ上で 2560x1600 解像度をサポートします。この解像度をサポートするための

DVI ポートまたは DisplayPort ポートを使用した Tera2 ゼロクライアントへのケーブルの接続方法につ

いては、「DVI インターフェースと DisplayPort インターフェース」を参照してください。 

4.1.1   プロセッサ情報の表示 
ホストまたはクライアントの AWI Home ページ上の Processor フィールドには、デ

バイスのプロセッサまたはチップセットの名前が表示されます。 

 
図 4-1：AWI Home ページ上のプロセッサ情報 



プロセッサファミリ名はホストまたはクライアントの AWI Version ページに表示さ

れます。 

 
図 4-2：AWI Version ページ上のプロセッサファミリ情報 

デバイスの OSD Versionページにゼロクライアントのプロセッサファミリ名を表示

することもできます。 
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図 4-3：OSD Version ページ上のプロセッサファミリ情報 

4.2   TERA1100 ゼロクライアントと TERA1202 ホストカー

ドの接続 

このトピックでは、第 1世代 TERA1100 ゼロクライアントと第 1 世代 TERA1202 ホ

ストカード間の接続の設定方法について説明します。 

注意：使用されているホストカードとゼロクライアントを特定するには、「プロセ

ッサ情報の表示」を参照してください。クライアントとホストのディスプレイオプ

ションを確認するには、「PCoIP ホストカードとゼロクライアント」を参照してく

ださい。 



 
図 4-4：TERA1100 ゼロクライアントと TERA1202 ホストカードの接続 

図の左側は、タワーワークステーション、ラックワークステーション、ブレードワ

ークステーションなどのホストカードをインストール可能なリモートワークステー

ションに関するフォームファクタを示しています。右側のゼロクライアントは、

SLP ディスカバリ、VMware View Connection Server ブローカ、または別のサードパ

ーティ製コネクションブローカを経由する直接ホスト/クライアント割り当てを通し

てリモートワークステーションに接続することができます。これらの接続オプショ

ンについては後述します。 

注意：その他のクライアントオプションには、PCoIP 対応ディスプレイ、電話機、

ラップトップ、iPad、およびその他の PCoIP 対応モバイルプラットフォームが含ま

れます。 

4.3   前提条件 

ホストカードとゼロクライアントを接続する前に、以下の条件を満たす必要があり

ます。 

· ホストカードとゼロクライアントのファームウエアバージョンを一致させる必要

があります。MC を使用したファームウエアのアップロード方法については、

『PCoIP Management Console User Manual』（TER0812002）を参照してください。

MC を使用したプロファイルへのファームウエアファイルの割り当て方法につい

ては、「MC：ファームウエア管理」を参照してください。AWIを使用した単一
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ホストまたはクライアントへのファームウエアのアップロード方法については、

「AWI：ファームウエアアップロード設定」を参照してください。 
· ネットワークリソースは、帯域幅、QoS、遅延、ジッタ、およびパケットロスに

関する要件を満たすことができる必要があります。PCoIP ネットワークアーキテ

クチャの設計方法については、『PC-over-IP Protocol Virtual Desktop Network 
Design Checklist』（TER1105004）を参照してください。 

4.3.1   セッション接続タイプ 
PCoIP デプロイメントの規模によっては、管理コンソールまたはコネクションブロ

ーカを使用してホストカードとゼロクライアント間の接続を管理したり、AWIを使

用して個々のホストとクライアントを、直接セッション接続タイプを使用するよう

に設定したりすることができます。 

注意：OSDを使用してセッション接続タイプ構成のクライアント側を設定すること

もできます。 

次の 4 つの接続オプションが使用できます。 

· ホストとクライアントの静的な接続 
· SLP ホストディスカバリを使用したホストとクライアントの接続 
· サードパーティ製コネクションブローカを使用したホストとクライアントの接続 
· VMware View Connection Server ブローカを使用したホストとクライアントの接続 

4.3.2   ホストとクライアントの静的な接続 
クライアントを特定のホストカードに直接接続するように静的に設定するには、

Direct to Host セッション接続タイプを使用します。このオプションの場合は、ホス

トの IP アドレス（または DNS 名）を指定する必要があります。 

ホスト上で Direct from Client セッション接続タイプを設定する必要もあります。ホ

ストが任意のクライアントからの接続要求または特定のクライアントだけからの接

続要求を受け入れるようにするためのオプションがあります。後者の場合は、クラ

イアントの MAC アドレスを指定する必要があります。 

このオプションの設定方法については、GUIリファレンス内の以下のトピックを参

照してください。 

· MC：Direct to Host：MC を使用して、クライアントデバイスの Direct to Host セ
ッション接続タイプを定義したプロファイルを設定する方法について説明します。

MC を使用した特定のホストとクライアントの静的なリンク方法については、

『PCoIP Management Console User Manual』（TER0812002）を参照してください。 
· AWIクライアント：Direct to Host：AWIを使用して、クライアントを特定のホス

トカードに静的に接続するための設定方法について説明します。 
· AWIホスト：Direct from Client：AWIを使用して、ホストカードを任意のクライ

アントからの接続要求または特定のクライアントだけからの接続要求を受け入れ

るように設定する方法について説明します。 



4.3.3   SLP ホストディスカバリを使用したホストとクライアン

トの接続 
ホストがクライアントと同じネットワークサブネット上に存在する場合は、Direct 
to Host + SLP セッション接続タイプを使用して、クライアントがサービスロケーシ

ョンプロトコル（SLP）を使用してサブネット上のホストを検出するように設定す

ることができます。この設定では、クライアント OSD に、発見された最初の 10 ホ

ストが一覧表示されます。必要なホストを選択してそれに接続することができます。 

注意：SLP ホストディスカバリは、ホストが 10 を超える大規模なデプロイメントで

クライアントがいずれかのホストに接続しなければならない場合には適していませ

ん。この場合は、サードパーティ製コネクションブローカが必要です。 

ホスト上で Direct from Client セッション接続タイプを設定する必要もあります。ホ

ストが任意のクライアントからの接続要求または特定のクライアントだけからの接

続要求を受け入れるようにするためのオプションがあります。後者の場合は、クラ

イアントの MAC アドレスを指定する必要があります。 

このオプションの設定方法については、GUIリファレンス内の以下のトピックを参

照してください。 

· MC：Direct to Host + SLP：MC を使用して、クライアントデバイスの Direct to 
Host + SLP セッション接続タイプを定義したプロファイルを設定する方法につい

て説明します。 
· AWIクライアント：Direct to Host + SLP：AWIを使用して、クライアントを SLP

ディスカバリ経由でホストカードに接続するための設定方法について説明します。 
· AWIホスト：Direct from Client：AWIを使用して、ホストカードを任意のクライ

アントからの接続要求または特定のクライアントだけからの接続要求を受け入れ

るように設定する方法について説明します。 
· OSD：Direct to Host + SLP：OSD を使用して、クライアントを SLP ディスカバリ

経由でホストカードに接続するための設定方法について説明します。 

4.3.4   サードパーティ製コネクションブローカを使用したホスト

とクライアントの接続 
サードパーティ製コネクションブローカは、ゼロクライアントから接続を確立して

いるユーザの ID に基づいて動的にホスト PC をゼロクライアントに割り当てるリソ

ースマネージャです。コネクションブローカはホストのプールをゼロクライアント

のグループに割り当てるためにも使用されます。コネクションブローカの多くは、

大規模な PCoIP デプロイメントやホストとクライアントが同じサブネット上に存在

しない環境で使用されます。 

このオプションの場合は、ホストとクライアントの両方で Connection Management 
Interface セッション接続タイプを使用します。サードパーティ製コネクションブロ

ーカの IP アドレス（または DNS 名）を指定する必要があります。 

注意：サードパーティ製コネクションブローカの詳細については、Teradici サポー

トサイトで知識ベースサポートトピック 15134-24 を参照してください。 
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このオプションの設定方法については、GUIリファレンス内の以下のトピックを参

照してください。 

· MC：Connection Management Interface：MC を使用して、クライアントデバイス

とホストデバイスの Connection Management Interface セッション接続タイプを

定義したプロファイルを設定する方法について説明します。 
· AWIクライアント：Connection Management Interface：AWIを使用して、クライ

アントをサードパーティ製コネクションブローカ経由でクライアントとホスト間

の接続を仲介するように設定する方法について説明します。 
· AWIホスト：Connection Management Interface：AWIを使用して、ホストをサー

ドパーティ製コネクションブローカ経由でクライアントからの接続要求を受け入

れるように設定する方法について説明します。 
· OSD：Connection Management Interface：OSD を使用して、クライアントをサード

パーティ製コネクションブローカ経由でクライアントとホスト間の接続を仲介す

るように設定する方法について説明します。 

4.3.5   VMware View Connection Server ブローカを使用したホ

ストとクライアントの接続 
VMware View Connection Server ブローカを使用してクライアントとホストカード間

の接続を仲介することもできます。 

注意：これは、ゼロクライアントを VMware View仮想デスクトップに接続するため

の設定方法と同じではありません。 

このオプションの場合は、VMware View Agent をホストワークステーションにイン

ストールして、クライアントとホストの両方に関するその他のさまざまな設定要件

をクリアする必要があります。詳細については、『Using PCoIP Host Cards with 
VMware View』（TER0911004）を参照してください。 

4.3.6   その他の設定リンク 
このセッションタイプに関するすべての範囲のファームウエアパラメータを設定す

るには、以下のトピックを参照してください。 

注意：OSDでは一部の設定機能が使用できません。 

MC を使用している場合 AWI を使用している場合 OSD を使用している場合 

  AWI ホスト：初期セットアップ 
AWI クライアント：初期セット

アップ 

  

MC：ネットワーク設定 AWI：ネットワーク設定 OSD：ネットワーク設定 

MC を使用したデバイスネーミ AWI：ラベル設定 OSD：ラベル設定 



ングの管理方法については、

『PCoIP Management Console 
User Manual』
（TER0812002）を参照してく

ださい。 

MC：ディスカバリ設定 AWI：ディスカバリ設定 OSD：ディスカバリ設定 

MC：SNMP 設定 AWI：SNMP 設定   

MC：Direct to Host 
MC：Direct to Host + SLP ホス

トディスカバリ 
MC：Connection Management 
Interface 

AWI ホスト：Direct from Client 
AWI クライアント：Direct to 
Host 
AWI クライアント：Direct to 
Host + SLP ホストディスカバ

リ 
AWI ホスト：Connection 
Management Interface 
AWI クライアント：Connection 
Management Interface 

OSD：Direct to Host 
OSD：Direct to Host + SLP ホ

ストディスカバリ 
OSD：Connection 
Management Interface 

MC：暗号化設定 AWI：暗号化設定   

MC：帯域幅設定 AWI：帯域幅設定   

MC：言語設定 AWI クライアント：言語設定 OSD：言語設定 

MC：OSD 設定 AWI：OSD 設定 OSD：OSD 設定 

MC：イメージ設定 AWI ホスト：イメージ設定 
AWI クライアント：イメージ設

定 

OSD：イメージ設定 

MC：モニタエミュレーション AWI Tera1 ホスト：モニタエミ

ュレーション 
  

MC：時間設定 AWI：時間設定   

MC：セキュリティ設定 AWI：セキュリティ設定   

MC：オーディオ承認 AWI ホスト：オーディオ承認 
AWI クライアント：オーディオ

承認 
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MC：電源承認 AWI クライアント：電源承認   

MC：ホストドライバ機能 AWI ホスト：ホストドライバ機

能 
  

MC：イベントログ設定 AWI：イベントログ設定 OSD：イベントログ設定 

MC：周辺機器設定 AWI クライアント：周辺機器設

定 
  

MC：IPv6 設定 AWI：IPv6 設定 OSD：IPv6 設定 

MC：ディスプレイトポロジ設

定 
  OSD Tera1：ディスプレイトポ

ロジ設定 

MC：OSD ロゴ設定 AWI クライアント：OSD ロゴ

設定 
  

MC：フォームウエア管理 AWI：ファームウエアアップロ

ード設定 
  

MC：USB 承認 AWI ホスト：USB 承認 
AWI クライアント：USB 承認 

  

MC：証明書ストア管理 AWI：証明書アップロード設定   

MC：VMware View 証明書チェ

ック設定 
AWI：VMware View 証明書チ

ェック設定 
OSD：VMware View 証明書チ

ェック設定 

4.4   TERA2321 ゼロクライアントと TERA1202 ホストカー

ドの接続 

このトピックでは、第 2世代 TERA2321 ゼロクライアントと第 1 世代 TERA1202 ホ

ストカード間の接続の設定方法について説明します。 

注意：使用されているホストカードとゼロクライアントを特定するには、「プロセ

ッサ情報の表示」を参照してください。クライアントとホストのディスプレイオプ

ションを確認するには、「PCoIP ホストカードとゼロクライアント」を参照してく

ださい。 



 
図 4-5：TERA2321 ゼロクライアントと TERA1202 ホストカードの接続 

図の左側は、タワーワークステーション、ラックワークステーション、ブレードワ

ークステーションなどのホストカードをインストール可能なリモートワークステー

ションに関するフォームファクタを示しています。右側のゼロクライアントは、

SLP ディスカバリ、VMware View Connection Server ブローカ、または別のサードパ

ーティ製コネクションブローカを経由する直接ホスト/クライアント割り当てを通し

てリモートワークステーションに接続することができます。これらの接続オプショ

ンについては後述します。 

注意：その他のクライアントオプションには、PCoIP 対応ディスプレイ、電話機、

ラップトップ、iPad、およびその他の PCoIP 対応モバイルプラットフォームが含ま

れます。 

4.5   前提条件 

ホストカードとゼロクライアントを接続する前に、以下の条件を満たす必要があり

ます。 

· ホストカードとゼロクライアントのファームウエアバージョンを一致させる必要

があります。MC を使用したファームウエアのアップロード方法については、

『PCoIP Management Console User Manual』（TER0812002）を参照してください。

MC を使用したプロファイルへのファームウエアファイルの割り当て方法につい

ては、「MC：ファームウエア管理」を参照してください。AWIを使用した単一
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ホストまたはクライアントへのファームウエアのアップロード方法については、

「AWI：ファームウエアアップロード設定」を参照してください。 
· ネットワークリソースは、帯域幅、QoS、遅延、ジッタ、およびパケットロスに

関する要件を満たすことができる必要があります。PCoIP ネットワークアーキテ

クチャの設計方法については、『PC-over-IP Protocol Virtual Desktop Network 
Design Checklist』（TER1105004）を参照してください。 

4.5.1   セッション接続タイプ 
PCoIP デプロイメントの規模によっては、管理コンソールまたはコネクションブロ

ーカを使用してホストカードとゼロクライアント間の接続を管理したり、AWIを使

用して個々のホストとクライアントを直接セッション接続タイプを使用するように

設定したりすることができます。 

注意：OSDを使用してセッション接続タイプ構成のクライアント側を設定すること

もできます。 

次の 4 つの接続オプションが使用できます。 

· ホストとクライアントの静的な接続 
· SLP ホストディスカバリを使用したホストとクライアントの接続 
· サードパーティ製コネクションブローカを使用したホストとクライアントの接続 
· VMware View Connection Server ブローカを使用したホストとクライアントの接続 

4.5.2   ホストとクライアントの静的な接続 
クライアントを特定のホストカードに直接接続するように静的に設定するには、

Direct to Host セッション接続タイプを使用します。このオプションの場合は、ホス

トの IP アドレス（または DNS 名）を指定する必要があります。 

ホスト上で Direct from Client セッション接続タイプを設定する必要もあります。ホ

ストが任意のクライアントからの接続要求または特定のクライアントだけからの接

続要求を受け入れるようにするためのオプションがあります。後者の場合は、クラ

イアントの MAC アドレスを指定する必要があります。 

このオプションの設定方法については、GUIリファレンス内の以下のトピックを参

照してください。 

· MC：Direct to Host：MC を使用して、クライアントデバイスの Direct to Host セ
ッション接続タイプを定義したプロファイルを設定する方法について説明します。

MC を使用した特定のホストとクライアントの静的なリンク方法については、

『PCoIP Management Console User Manual』（TER0812002）を参照してください。 
· AWIクライアント：Direct to Host：AWIを使用して、クライアントを特定のホス

トカードに静的に接続するための設定方法について説明します。 
· AWIホスト：Direct from Client：AWIを使用して、ホストカードを任意のクライ

アントからの接続要求または特定のクライアントだけからの接続要求を受け入れ

るように設定する方法について説明します。 



4.5.3   SLP ホストディスカバリを使用したホストとクライアン

トの接続 
ホストがクライアントと同じネットワークサブネット上に存在する場合は、Direct 
to Host + SLP セッション接続タイプを使用して、クライアントがサービスロケーシ

ョンプロトコル（SLP）を使用してサブネット上のホストを検出するように設定す

ることができます。この設定では、クライアント OSD に、発見された最初の 10 ホ

ストが一覧表示されます。必要なホストを選択してそれに接続することができます。 

注意：SLP ホストディスカバリは、ホストが 10 を超える大規模なデプロイメントで

クライアントがいずれかのホストに接続しなければならない場合には適していませ

ん。この場合は、サードパーティ製コネクションブローカが必要です。 

ホスト上で Direct from Client セッション接続タイプを設定する必要もあります。ホ

ストが任意のクライアントからの接続要求または特定のクライアントだけからの接

続要求を受け入れるようにするためのオプションがあります。後者の場合は、クラ

イアントの MAC アドレスを指定する必要があります。 

このオプションの設定方法については、GUIリファレンス内の以下のトピックを参

照してください。 

· MC：Direct to Host + SLP：MC を使用して、クライアントデバイスの Direct to 
Host + SLP セッション接続タイプを定義したプロファイルを設定する方法につい

て説明します。 
· AWIクライアント：Direct to Host + SLP：AWIを使用して、クライアントを SLP

ディスカバリ経由でホストカードに接続するための設定方法について説明します。 
· AWIホスト：Direct from Client：AWIを使用して、ホストカードを任意のクライ

アントからの接続要求または特定のクライアントだけからの接続要求を受け入れ

るように設定する方法について説明します。 
· OSD：Direct to Host + SLP：OSD を使用して、クライアントを SLP ディスカバリ

経由でホストカードに接続するための設定方法について説明します。 

4.5.4   サードパーティ製コネクションブローカを使用したホスト

とクライアントの接続 
サードパーティ製コネクションブローカは、ゼロクライアントから接続を確立して

いるユーザの ID に基づいて動的にホスト PC をゼロクライアントに割り当てるリソ

ースマネージャです。コネクションブローカはホストのプールをゼロクライアント

のグループに割り当てるためにも使用されます。コネクションブローカの多くは、

大規模な PCoIP デプロイメントやホストとクライアントが同じサブネット上に存在

しない環境で使用されます。 

このオプションの場合は、ホストとクライアントの両方で Connection Management 
Interface セッション接続タイプを使用します。サードパーティ製コネクションブロ

ーカの IP アドレス（または DNS 名）を指定する必要があります。 

注意：サードパーティ製コネクションブローカの詳細については、Teradici サポー

トサイトで知識ベースサポートトピック 15134-24 を参照してください。 
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このオプションの設定方法については、GUIリファレンス内の以下のトピックを参

照してください。 

· MC：Connection Management Interface：MC を使用して、クライアントデバイス

とホストデバイスの Connection Management Interface セッション接続タイプを

定義したプロファイルを設定する方法について説明します。 
· AWIクライアント：Connection Management Interface：AWIを使用して、クライ

アントをサードパーティ製コネクションブローカ経由でクライアントとホスト間

の接続を仲介するように設定する方法について説明します。 
· AWIホスト：Connection Management Interface：AWIを使用して、ホストをサー

ドパーティ製コネクションブローカ経由でクライアントからの接続要求を受け入

れるように設定する方法について説明します。 
· OSD：Connection Management Interface：OSD を使用して、クライアントをサード

パーティ製コネクションブローカ経由でクライアントとホスト間の接続を仲介す

るように設定する方法について説明します。 

4.5.5   VMware View Connection Server ブローカを使用したホ

ストとクライアントの接続 
VMware View Connection Server ブローカを使用してクライアントとホストカード間

の接続を仲介することもできます。 

注意：これは、ゼロクライアントを VMware View仮想デスクトップに接続するため

の設定方法と同じではありません。 

このオプションの場合は、VMware View Agent をホストワークステーションにイン

ストールして、クライアントとホストの両方に関するその他のさまざまな設定要件

をクリアする必要があります。詳細については、『Using PCoIP Host Cards with 
VMware View』（TER0911004）を参照してください。 

4.5.6   その他の設定リンク 
このセッションタイプに関するすべての範囲のファームウエアパラメータを設定す

るには、以下のトピックを参照してください。 

注意：OSDでは一部の設定機能が使用できません。 

注意：TERA2321 ゼロクライアントには第 1 世代 TERA1100 クライアントと同じデ

ィスプレイトポロジがあります。このことは、このセクション内のディスプレイト

ポロジページへのリンクに反映されています。 

MC を使用している場合 AWI を使用している場合 OSD を使用している場合 

  AWI ホスト：初期セットアップ 
AWI クライアント：初期セット

アップ 

  



MC：ネットワーク設定 AWI：ネットワーク設定 OSD：ネットワーク設定 

MC を使用したデバイスネーミ

ングの管理方法については、

『PCoIP Management Console 
User Manual』
（TER0812002）を参照してく

ださい。 

AWI：ラベル設定 OSD：ラベル設定 

MC：ディスカバリ設定 AWI：ディスカバリ設定 OSD：ディスカバリ設定 

MC：SNMP 設定 AWI：SNMP 設定   

MC：Direct to Host 
MC：Direct to Host + SLP ホス

トディスカバリ 
MC：Connection Management 
Interface 

AWI ホスト：Direct from Client 
AWI クライアント：Direct to 
Host 
AWI クライアント：Direct to 
Host + SLP ホストディスカバ

リ 
AWI ホスト：Connection 
Management Interface 
AWI クライアント：
Connection Management 
Interface 

OSD：Direct to Host 
OSD：Direct to Host + SLP ホ

ストディスカバリ 
OSD：Connection 
Management Interface 

MC：暗号化設定 AWI：暗号化設定   

MC：帯域幅設定 AWI：帯域幅設定   

MC：言語設定 AWI クライアント：言語設定 OSD：言語設定 

MC：OSD 設定 AWI：OSD 設定 OSD：OSD 設定 

MC：イメージ設定 AWI ホスト：イメージ設定 
AWI クライアント：イメージ設

定 

OSD：イメージ設定 

MC：モニタエミュレーション AWI Tera1 ホスト：モニタエミ

ュレーション 
  

MC：時間設定 AWI：時間設定   

MC：セキュリティ設定 AWI：セキュリティ設定   

MC：オーディオ承認 AWI ホスト：オーディオ承認   
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AWI クライアント：オーディオ

承認 

MC：電源承認 AWI クライアント：電源承認   

MC：ホストドライバ機能 AWI ホスト：ホストドライバ機

能 
  

MC：イベントログ設定 AWI：イベントログ設定 OSD：イベントログ設定 

MC：周辺機器設定 AWI クライアント：周辺機器設

定 
  

MC：IPv6 設定 AWI：IPv6 設定 OSD：IPv6 設定 

MC：ディスプレイトポロジ設

定 
  OSD Tera1：ディスプレイトポ

ロジ設定 

MC：OSD ロゴ設定 AWI クライアント：OSD ロゴ

設定 
  

MC：フォームウエア管理 AWI：ファームウエアアップロ

ード設定 
  

MC：USB 承認 AWI ホスト：USB 承認 
AWI クライアント：USB 承認 

  

MC：証明書ストア管理 AWI：証明書アップロード設定   

MC：VMware View 証明書チェ

ック設定 
AWI：VMware View 証明書チ

ェック設定 
OSD：VMware View 証明書チ

ェック設定 

4.6   TERA2140 ゼロクライアントと TERA1202 ホストカー

ドの接続  

このトピックでは、第 2世代 TERA2140 ゼロクライアントと第 1 世代 TERA1202 ホ

ストカード間の接続の設定方法について説明します。 

注意：使用されているホストカードとゼロクライアントを特定するには、「プロセ

ッサ情報の表示」を参照してください。クライアントとホストのディスプレイオプ

ションを確認するには、「PCoIP ホストカードとゼロクライアント」を参照してく

ださい。 



 
図 4-6：TERA2140 ゼロクライアントと TERA1202 ホストカードの接続 

図の左側は、タワーワークステーション、ラックワークステーション、ブレードワ

ークステーションなどのホストカードをインストール可能なリモートワークステー

ションに関するフォームファクタを示しています。右側のゼロクライアントは、

SLP ディスカバリ、VMware View Connection Server ブローカ、または別のサードパ

ーティ製コネクションブローカを経由する直接ホスト/クライアント割り当てを通し

てリモートワークステーションに接続することができます。これらの接続オプショ

ンについては後述します。 

注意：その他のクライアントオプションには、PCoIP 対応ディスプレイ、電話機、

ラップトップ、iPad、およびその他の PCoIP 対応モバイルプラットフォームが含ま

れます。 

4.7   前提条件 

ホストカードとゼロクライアントを接続する前に、以下の条件を満たす必要があり

ます。 

· ホストカードとゼロクライアントのファームウエアバージョンを一致させる必要

があります。MC を使用したファームウエアのアップロード方法については、

『PCoIP Management Console User Manual』（TER0812002）を参照してください。

MC を使用したプロファイルへのファームウエアファイルの割り当て方法につい

ては、「MC：ファームウエア管理」を参照してください。AWIを使用した単一
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ホストまたはクライアントへのファームウエアのアップロード方法については、

「AWI：ファームウエアアップロード設定」を参照してください。 
· ネットワークリソースは、帯域幅、QoS、遅延、ジッタ、およびパケットロスに

関する要件を満たすことができる必要があります。PCoIP ネットワークアーキテ

クチャの設計方法については、『PC-over-IP Protocol Virtual Desktop Network 
Design Checklist』（TER1105004）を参照してください。 

4.7.1   セッション接続タイプ 
PCoIP デプロイメントの規模によっては、管理コンソールまたはコネクションブロ

ーカを使用してホストカードとゼロクライアント間の接続を管理したり、AWIを使

用して個々のホストとクライアントを、直接セッション接続タイプを使用するよう

に設定したりすることができます。 

注意：OSDを使用してセッション接続タイプ構成のクライアント側を設定すること

もできます。 

次の 4 つの接続オプションが使用できます。 

· ホストとクライアントの静的な接続 
· SLP ホストディスカバリを使用したホストとクライアントの接続 
· サードパーティ製コネクションブローカを使用したホストとクライアントの接続 
· VMware View Connection Server ブローカを使用したホストとクライアントの接続 

4.7.2   ホストとクライアントの静的な接続 
クライアントを特定のホストカードに直接接続するように静的に設定するには、

Direct to Host セッション接続タイプを使用します。このオプションの場合は、ホス

トの IP アドレス（または DNS 名）を指定する必要があります。 

ホスト上で Direct from Client セッション接続タイプを設定する必要もあります。ホ

ストが任意のクライアントからの接続要求または特定のクライアントだけからの接

続要求を受け入れるようにするためのオプションがあります。後者の場合は、クラ

イアントの MAC アドレスを指定する必要があります。 

このオプションの設定方法については、GUIリファレンス内の以下のトピックを参

照してください。 

· MC：Direct to Host：MC を使用して、クライアントデバイスの Direct to Host セ
ッション接続タイプを定義したプロファイルを設定する方法について説明します。

MC を使用した特定のホストとクライアントの静的なリンク方法については、

『PCoIP Management Console User Manual』（TER0812002）を参照してください。 
· AWIクライアント：Direct to Host：AWIを使用して、クライアントを特定のホス

トカードに静的に接続するための設定方法について説明します。 
· AWIホスト：Direct from Client：AWIを使用して、ホストカードを任意のクライ

アントからの接続要求または特定のクライアントだけからの接続要求を受け入れ

るように設定する方法について説明します。 



4.7.3   SLP ホストディスカバリを使用したホストとクライアン

トの接続 
ホストがクライアントと同じネットワークサブネット上に存在する場合は、Direct 
to Host + SLP セッション接続タイプを使用して、クライアントがサービスロケーシ

ョンプロトコル（SLP）を使用してサブネット上のホストを検出するように設定す

ることができます。この設定では、クライアント OSD に、発見された最初の 10 ホ

ストが一覧表示されます。必要なホストを選択してそれに接続することができます。 

注意：SLP ホストディスカバリは、ホストが 10 を超える大規模なデプロイメントで

クライアントがいずれかのホストに接続しなければならない場合には適していませ

ん。この場合は、サードパーティ製コネクションブローカが必要です。 

ホスト上で Direct from Client セッション接続タイプを設定する必要もあります。ホ

ストが任意のクライアントからの接続要求または特定のクライアントだけからの接

続要求を受け入れるようにするためのオプションがあります。後者の場合は、クラ

イアントの MAC アドレスを指定する必要があります。 

このオプションの設定方法については、GUIリファレンス内の以下のトピックを参

照してください。 

· MC：Direct to Host + SLP：MC を使用して、クライアントデバイスの Direct to 
Host + SLP セッション接続タイプを定義したプロファイルを設定する方法につい

て説明します。 
· AWIクライアント：Direct to Host + SLP：AWIを使用して、クライアントを SLP

ディスカバリ経由でホストカードに接続するための設定方法について説明します。 
· AWIホスト：Direct from Client：AWIを使用して、ホストカードを任意のクライ

アントからの接続要求または特定のクライアントだけからの接続要求を受け入れ

るように設定する方法について説明します。 
· OSD：Direct to Host + SLP：OSD を使用して、クライアントを SLP ディスカバリ

経由でホストカードに接続するための設定方法について説明します。 

4.7.4   サードパーティ製コネクションブローカを使用したホスト

とクライアントの接続 
サードパーティ製コネクションブローカは、ゼロクライアントから接続を確立して

いるユーザの ID に基づいて動的にホスト PC をゼロクライアントに割り当てるリソ

ースマネージャです。コネクションブローカはホストのプールをゼロクライアント

のグループに割り当てるためにも使用されます。コネクションブローカの多くは、

大規模な PCoIP デプロイメントやホストとクライアントが同じサブネット上に存在

しない環境で使用されます。 

このオプションの場合は、ホストとクライアントの両方で Connection Management 
Interface セッション接続タイプを使用します。サードパーティ製コネクションブロ

ーカの IP アドレス（または DNS 名）を指定する必要があります。 

注意：サードパーティ製コネクションブローカの詳細については、Teradici サポー

トサイトで知識ベースサポートトピック 15134-24 を参照してください。 
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このオプションの設定方法については、GUIリファレンス内の以下のトピックを参

照してください。 

· MC：Connection Management Interface：MC を使用して、クライアントデバイス

とホストデバイスの Connection Management Interface セッション接続タイプを

定義したプロファイルを設定する方法について説明します。 
· AWIクライアント：Connection Management Interface：AWIを使用して、クライ

アントをサードパーティ製コネクションブローカ経由でクライアントとホスト間

の接続を仲介するように設定する方法について説明します。 
· AWIホスト：Connection Management Interface：AWIを使用して、ホストをサー

ドパーティ製コネクションブローカ経由でクライアントからの接続要求を受け入

れるように設定する方法について説明します。 
· OSD：Connection Management Interface：OSD を使用して、クライアントをサード

パーティ製コネクションブローカ経由でクライアントとホスト間の接続を仲介す

るように設定する方法について説明します。 

4.7.5   VMware View Connection Server ブローカを使用したホ

ストとクライアントの接続 
VMware View Connection Server ブローカを使用してクライアントとホストカード間

の接続を仲介することもできます。 

注意：これは、ゼロクライアントを VMware View仮想デスクトップに接続するため

の設定方法と同じではありません。 

このオプションの場合は、VMware View Agent をホストワークステーションにイン

ストールして、クライアントとホストの両方に関するその他のさまざまな設定要件

をクリアする必要があります。詳細については、『Using PCoIP Host Cards with 
VMware View』（TER0911004）を参照してください。 

4.7.6   その他の設定リンク 
このセッションタイプに関するすべての範囲のファームウエアパラメータを設定す

るには、以下のトピックを参照してください。 

注意：OSDでは一部の設定機能が使用できません。 

MC を使用している場合 AWI を使用している場合 OSD を使用している場合 

  AWI ホスト：初期セットアップ 
AWI クライアント：初期セット

アップ 

  

MC：ネットワーク設定 AWI：ネットワーク設定 OSD：ネットワーク設定 

MC を使用したデバイスネーミ AWI：ラベル設定 OSD：ラベル設定 



ングの管理方法については、

『PCoIP Management Console 
User Manual』
（TER0812002）を参照してく

ださい。 

MC：ディスカバリ設定 AWI：ディスカバリ設定 OSD：ディスカバリ設定 

MC：SNMP 設定 AWI：SNMP 設定   

MC：Direct to Host 
MC：Direct to Host + SLP ホス

トディスカバリ 
MC：Connection Management 
Interface 

AWI ホスト：Direct from Client 
AWI クライアント：Direct to 
Host 
AWI クライアント：Direct to 
Host + SLP ホストディスカバ

リ 
AWI ホスト：Connection 
Management Interface 
AWI クライアント：
Connection Management 
Interface 

OSD：Direct to Host 
OSD：Direct to Host + SLP ホ

ストディスカバリ 
OSD：Connection 
Management Interface 

MC：暗号化設定 AWI：暗号化設定   

MC：帯域幅設定 AWI：帯域幅設定   

MC：言語設定 AWI クライアント：言語設定 OSD：言語設定 

MC：OSD 設定 AWI：OSD 設定 OSD：OSD 設定 

MC：イメージ設定 AWI ホスト：イメージ設定 
AWI クライアント：イメージ設

定 

OSD：イメージ設定 

MC：モニタエミュレーション AWI Tera1 ホスト：モニタエミ

ュレーション 
  

MC：時間設定 AWI：時間設定   

MC：セキュリティ設定 AWI：セキュリティ設定   

MC：オーディオ承認 AWI ホスト：オーディオ承認 
AWI クライアント：オーディオ

承認 
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MC：電源承認 AWI クライアント：電源承認   

MC：ホストドライバ機能 AWI ホスト：ホストドライバ機

能 
  

MC：イベントログ設定 AWI：イベントログ設定 OSD：イベントログ設定 

MC：周辺機器設定 AWI クライアント：周辺機器設

定 
  

MC：IPv6 設定 AWI：IPv6 設定 OSD：IPv6 設定 

MC：ディスプレイトポロジ設

定 
  OSD Tera2：ディスプレイトポ

ロジ設定 

MC：OSD ロゴ設定 AWI クライアント：OSD ロゴ

設定 
  

MC：フォームウエア管理 AWI：ファームウエアアップロ

ード設定 
  

MC：USB 承認 AWI ホスト：USB 承認 
AWI クライアント：USB 承認 

  

MC：証明書ストア管理 AWI：証明書アップロード設定   

MC：VMware View 証明書チェ

ック設定 
AWI：VMware View 証明書チ

ェック設定 
OSD：VMware View 証明書チ

ェック設定 

4.8   TERA1100 ゼロクライアントと TERA2220 ホストカー

ドの接続 

このトピックでは、第 1世代 TERA1100 ゼロクライアントと第 2 世代 TERA2220 ホ

ストカード間の接続の設定方法について説明します。 

注意：使用されているホストカードとゼロクライアントを特定するには、「プロセ

ッサ情報の表示」を参照してください。クライアントとホストのディスプレイオプ

ションを確認するには、「PCoIP ホストカードとゼロクライアント」を参照してく

ださい。 



 
図 4-7：TERA1100 ゼロクライアントと TERA2220 ホストカードの接続 

図の左側は、タワーワークステーション、ラックワークステーション、ブレードワ

ークステーションなどのホストカードをインストール可能なリモートワークステー

ションに関するフォームファクタを示しています。右側のゼロクライアントは、

SLP ディスカバリ、VMware View Connection Server ブローカ、または別のサードパ

ーティ製コネクションブローカを経由する直接ホスト/クライアント割り当てを通し

てリモートワークステーションに接続することができます。これらの接続オプショ

ンについては後述します。 

注意：その他のクライアントオプションには、PCoIP 対応ディスプレイ、電話機、

ラップトップ、iPad、およびその他の PCoIP 対応モバイルプラットフォームが含ま

れます。 

4.9   前提条件 

ホストカードとゼロクライアントを接続する前に、以下の条件を満たす必要があり

ます。 

· ホストカードとゼロクライアントのファームウエアバージョンを一致させる必要

があります。MC を使用したファームウエアのアップロード方法については、

『PCoIP Management Console User Manual』（TER0812002）を参照してください。

MC を使用したプロファイルへのファームウエアファイルの割り当て方法につい

ては、「MC：ファームウエア管理」を参照してください。AWIを使用した単一
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ホストまたはクライアントへのファームウエアのアップロード方法については、

「AWI：ファームウエアアップロード設定」を参照してください。 
· ネットワークリソースは、帯域幅、QoS、遅延、ジッタ、およびパケットロスに

関する要件を満たすことができる必要があります。PCoIP ネットワークアーキテ

クチャの設計方法については、『PC-over-IP Protocol Virtual Desktop Network 
Design Checklist』（TER1105004）を参照してください。 

4.9.1   セッション接続タイプ 
PCoIP デプロイメントの規模によっては、管理コンソールまたはコネクションブロ

ーカを使用してホストカードとゼロクライアント間の接続を管理したり、AWIを使

用して個々のホストとクライアントを、直接セッション接続タイプを使用するよう

に設定したりすることができます。 

注意：OSDを使用してセッション接続タイプ構成のクライアント側を設定すること

もできます。 

次の 4 つの接続オプションが使用できます。 

· ホストとクライアントの静的な接続 
· SLP ホストディスカバリを使用したホストとクライアントの接続 
· サードパーティ製コネクションブローカを使用したホストとクライアントの接続 
· VMware View Connection Server ブローカを使用したホストとクライアントの接続 

4.9.2   ホストとクライアントの静的な接続 
クライアントを特定のホストカードに直接接続するように静的に設定するには、

Direct to Host セッション接続タイプを使用します。このオプションの場合は、ホス

トの IP アドレス（または DNS 名）を指定する必要があります。 

ホスト上で Direct from Client セッション接続タイプを設定する必要もあります。ホ

ストが任意のクライアントからの接続要求または特定のクライアントだけからの接

続要求を受け入れるようにするためのオプションがあります。後者の場合は、クラ

イアントの MAC アドレスを指定する必要があります。 

このオプションの設定方法については、GUIリファレンス内の以下のトピックを参

照してください。 

· MC：Direct to Host：MC を使用して、クライアントデバイスの Direct to Host セ
ッション接続タイプを定義したプロファイルを設定する方法について説明します。

MC を使用した特定のホストとクライアントの静的なリンク方法については、

『PCoIP Management Console User Manual』（TER0812002）を参照してください。 
· AWIクライアント：Direct to Host：AWIを使用して、クライアントを特定のホス

トカードに静的に接続するための設定方法について説明します。 
· AWIホスト：Direct from Client：AWIを使用して、ホストカードを任意のクライ

アントからの接続要求または特定のクライアントだけからの接続要求を受け入れ

るように設定する方法について説明します。 



4.9.3   SLP ホストディスカバリを使用したホストとクライアン

トの接続 
ホストがクライアントと同じネットワークサブネット上に存在する場合は、Direct 
to Host + SLP セッション接続タイプを使用して、クライアントがサービスロケーシ

ョンプロトコル（SLP）を使用してサブネット上のホストを検出するように設定す

ることができます。この設定では、クライアント OSD に、発見された最初の 10 ホ

ストが一覧表示されます。必要なホストを選択してそれに接続することができます。 

注意：SLP ホストディスカバリは、ホストが 10 を超える大規模なデプロイメントで

クライアントがいずれかのホストに接続しなければならない場合には適していませ

ん。この場合は、サードパーティ製コネクションブローカが必要です。 

ホスト上で Direct from Client セッション接続タイプを設定する必要もあります。ホ

ストが任意のクライアントからの接続要求または特定のクライアントだけからの接

続要求を受け入れるようにするためのオプションがあります。後者の場合は、クラ

イアントの MAC アドレスを指定する必要があります。 

このオプションの設定方法については、GUIリファレンス内の以下のトピックを参

照してください。 

· MC：Direct to Host + SLP：MC を使用して、クライアントデバイスの Direct to 
Host + SLP セッション接続タイプを定義したプロファイルを設定する方法につい

て説明します。 
· AWIクライアント：Direct to Host + SLP：AWIを使用して、クライアントを SLP

ディスカバリ経由でホストカードに接続するための設定方法について説明します。 
· AWIホスト：Direct from Client：AWIを使用して、ホストカードを任意のクライ

アントからの接続要求または特定のクライアントだけからの接続要求を受け入れ

るように設定する方法について説明します。 
· OSD：Direct to Host + SLP：OSD を使用して、クライアントを SLP ディスカバリ

経由でホストカードに接続するための設定方法について説明します。 

4.9.4   サードパーティ製コネクションブローカを使用したホスト

とクライアントの接続 
サードパーティ製コネクションブローカは、ゼロクライアントから接続を確立して

いるユーザの ID に基づいて動的にホスト PC をゼロクライアントに割り当てるリソ

ースマネージャです。コネクションブローカはホストのプールをゼロクライアント

のグループに割り当てるためにも使用されます。コネクションブローカの多くは、

大規模な PCoIP デプロイメントやホストとクライアントが同じサブネット上に存在

しない環境で使用されます。 

このオプションの場合は、ホストとクライアントの両方で Connection Management 
Interface セッション接続タイプを使用します。サードパーティ製コネクションブロ

ーカの IP アドレス（または DNS 名）を指定する必要があります。 

注意：サードパーティ製コネクションブローカの詳細については、Teradici サポー

トサイトで知識ベースサポートトピック 15134-24 を参照してください。 
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このオプションの設定方法については、GUIリファレンス内の以下のトピックを参

照してください。 

· MC：Connection Management Interface：MC を使用して、クライアントデバイス

とホストデバイスの Connection Management Interface セッション接続タイプを

定義したプロファイルを設定する方法について説明します。 
· AWIクライアント：Connection Management Interface：AWIを使用して、クライ

アントをサードパーティ製コネクションブローカ経由でクライアントとホスト間

の接続を仲介するように設定する方法について説明します。 
· AWIホスト：Connection Management Interface：AWIを使用して、ホストをサー

ドパーティ製コネクションブローカ経由でクライアントからの接続要求を受け入

れるように設定する方法について説明します。 
· OSD：Connection Management Interface：OSD を使用して、クライアントをサード

パーティ製コネクションブローカ経由でクライアントとホスト間の接続を仲介す

るように設定する方法について説明します。 

4.9.5   VMware View Connection Server ブローカを使用したホ

ストとクライアントの接続 
VMware View Connection Server ブローカを使用してクライアントとホストカード間

の接続を仲介することもできます。 

注意：これは、ゼロクライアントを VMware View仮想デスクトップに接続するため

の設定方法と同じではありません。 

このオプションの場合は、VMware View Agent をホストワークステーションにイン

ストールして、クライアントとホストの両方に関するその他のさまざまな設定要件

をクリアする必要があります。詳細については、『Using PCoIP Host Cards with 
VMware View』（TER0911004）を参照してください。 

4.9.6   その他の設定リンク 
このセッションタイプに関するすべての範囲のファームウエアパラメータを設定す

るには、以下のトピックを参照してください。 

注意：OSDでは一部の設定機能が使用できません。 

MC を使用している場合 AWI を使用している場合 OSD を使用している場合 

  AWI ホスト：初期セットアップ 
AWI クライアント：初期セット

アップ 

  

MC：ネットワーク設定 AWI：ネットワーク設定 OSD：ネットワーク設定 

MC を使用したデバイスネーミ AWI：ラベル設定 OSD：ラベル設定 



ングの管理方法については、

『PCoIP Management Console 
User Manual』
（TER0812002）を参照してく

ださい。 

MC：ディスカバリ設定 AWI：ディスカバリ設定 OSD：ディスカバリ設定 

MC：SNMP 設定 AWI：SNMP 設定   

MC：Direct to Host 
MC：Direct to Host + SLP ホス

トディスカバリ 
MC：Connection Management 
Interface 

AWI ホスト：Direct from Client 
AWI クライアント：Direct to 
Host 
AWI クライアント：Direct to 
Host + SLP ホストディスカバ

リ 
AWI ホスト：Connection 
Management Interface 
AWI クライアント：
Connection Management 
Interface 

OSD：Direct to Host 
OSD：Direct to Host + SLP ホ

ストディスカバリ 
OSD：Connection 
Management Interface 

MC：暗号化設定 AWI：暗号化設定   

MC：帯域幅設定 AWI：帯域幅設定   

MC：言語設定 AWI クライアント：言語設定 OSD：言語設定 

MC：OSD 設定 AWI：OSD 設定 OSD：OSD 設定 

MC：イメージ設定 AWI ホスト：イメージ設定 
AWI クライアント：イメージ設

定 

OSD：イメージ設定 

MC：モニタエミュレーション AWI Tera2 ホスト：モニタエミ

ュレーション 
  

MC：時間設定 AWI：時間設定   

MC：セキュリティ設定 AWI：セキュリティ設定   

MC：オーディオ承認 AWI ホスト：オーディオ承認 
AWI クライアント：オーディオ

承認 
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MC：電源承認 AWI クライアント：電源承認   

MC：ホストドライバ機能 AWI ホスト：ホストドライバ機

能 
  

MC：イベントログ設定 AWI：イベントログ設定 OSD：イベントログ設定 

MC：周辺機器設定 AWI クライアント：周辺機器設

定 
  

MC：IPv6 設定 AWI：IPv6 設定 OSD：IPv6 設定 

MC：ディスプレイトポロジ設

定 
  OSD Tera1：ディスプレイトポ

ロジ設定 

MC：OSD ロゴ設定 AWI クライアント：OSD ロゴ

設定 
  

MC：フォームウエア管理 AWI：ファームウエアアップロ

ード設定 
  

MC：USB 承認 AWI ホスト：USB 承認 
AWI クライアント：USB 承認 

  

MC：証明書ストア管理 AWI：証明書アップロード設定   

MC：VMware View 証明書チェ

ック設定 
AWI：VMware View 証明書チ

ェック設定 
OSD：VMware View 証明書チ

ェック設定 

4.10   TERA2321 ゼロクライアントと TERA2220 ホスト

カードの接続 

このトピックでは、第 2世代 TERA2321 ゼロクライアントと第 2 世代 TERA2220 ホ

ストカード間の接続の設定方法について説明します。 

注意：使用されているホストカードとゼロクライアントを特定するには、「プロセ

ッサ情報の表示」を参照してください。クライアントとホストのディスプレイオプ

ションを確認するには、「PCoIP ホストカードとゼロクライアント」を参照してく

ださい。 



 
図 4-8：TERA2321 ゼロクライアントと TERA2220 ホストカードの接続 

図の左側は、タワーワークステーション、ラックワークステーション、ブレードワ

ークステーションなどのホストカードをインストール可能なリモートワークステー

ションに関するフォームファクタを示しています。右側のゼロクライアントは、

SLP ディスカバリ、VMware View Connection Server ブローカ、または別のサードパ

ーティ製コネクションブローカを経由する直接ホスト/クライアント割り当てを通し

てリモートワークステーションに接続することができます。これらの接続オプショ

ンについては後述します。 

注意：その他のクライアントオプションには、PCoIP 対応ディスプレイ、電話機、

ラップトップ、iPad、およびその他の PCoIP 対応モバイルプラットフォームが含ま

れます。 

4.11   前提条件 

ホストカードとゼロクライアントを接続する前に、以下の条件を満たす必要があり

ます。 

· ホストカードとゼロクライアントのファームウエアバージョンを一致させる必要

があります。MC を使用したファームウエアのアップロード方法については、

『PCoIP Management Console User Manual』（TER0812002）を参照してください。

MC を使用したプロファイルへのファームウエアファイルの割り当て方法につい

ては、「MC：ファームウエア管理」を参照してください。AWIを使用した単一
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ホストまたはクライアントへのファームウエアのアップロード方法については、

「AWI：ファームウエアアップロード設定」を参照してください。 
· ネットワークリソースは、帯域幅、QoS、遅延、ジッタ、およびパケットロスに

関する要件を満たすことができる必要があります。PCoIP ネットワークアーキテ

クチャの設計方法については、『PC-over-IP Protocol Virtual Desktop Network 
Design Checklist』（TER1105004）を参照してください。 

4.11.1   セッション接続タイプ 
PCoIP デプロイメントの規模によっては、管理コンソールまたはコネクションブロ

ーカを使用してホストカードとゼロクライアント間の接続を管理したり、AWIを使

用して個々のホストとクライアントを、直接セッション接続タイプを使用するよう

に設定したりすることができます。 

注意：OSDを使用してセッション接続タイプ構成のクライアント側を設定すること

もできます。 

次の 4 つの接続オプションが使用できます。 

· ホストとクライアントの静的な接続 
· SLP ホストディスカバリを使用したホストとクライアントの接続 
· サードパーティ製コネクションブローカを使用したホストとクライアントの接続 
· VMware View Connection Server ブローカを使用したホストとクライアントの接続 

4.11.2   ホストとクライアントの静的な接続 
クライアントを特定のホストカードに直接接続するように静的に設定するには、

Direct to Host セッション接続タイプを使用します。このオプションの場合は、ホス

トの IP アドレス（または DNS 名）を指定する必要があります。 

ホスト上で Direct from Client セッション接続タイプを設定する必要もあります。ホ

ストが任意のクライアントからの接続要求または特定のクライアントだけからの接

続要求を受け入れるようにするためのオプションがあります。後者の場合は、クラ

イアントの MAC アドレスを指定する必要があります。 

このオプションの設定方法については、GUIリファレンス内の以下のトピックを参

照してください。 

· MC：Direct to Host：MC を使用して、クライアントデバイスの Direct to Host セ
ッション接続タイプを定義したプロファイルを設定する方法について説明します。

MC を使用した特定のホストとクライアントの静的なリンク方法については、

『PCoIP Management Console User Manual』（TER0812002）を参照してください。 
· AWIクライアント：Direct to Host：AWIを使用して、クライアントを特定のホス

トカードに静的に接続するための設定方法について説明します。 
· AWIホスト：Direct from Client：AWIを使用して、ホストカードを任意のクライ

アントからの接続要求または特定のクライアントだけからの接続要求を受け入れ

るように設定する方法について説明します。 



4.11.3   SLP ホストディスカバリを使用したホストとクライアン

トの接続 
ホストがクライアントと同じネットワークサブネット上に存在する場合は、Direct 
to Host + SLP セッション接続タイプを使用して、クライアントがサービスロケーシ

ョンプロトコル（SLP）を使用してサブネット上のホストを検出するように設定す

ることができます。この設定では、クライアント OSD に、発見された最初の 10 ホ

ストが一覧表示されます。必要なホストを選択してそれに接続することができます。 

注意：SLP ホストディスカバリは、ホストが 10 を超える大規模なデプロイメントで

クライアントがいずれかのホストに接続しなければならない場合には適していませ

ん。この場合は、サードパーティ製コネクションブローカが必要です。 

ホスト上で Direct from Client セッション接続タイプを設定する必要もあります。ホ

ストが任意のクライアントからの接続要求または特定のクライアントだけからの接

続要求を受け入れるようにするためのオプションがあります。後者の場合は、クラ

イアントの MAC アドレスを指定する必要があります。 

このオプションの設定方法については、GUIリファレンス内の以下のトピックを参

照してください。 

· MC：Direct to Host + SLP：MC を使用して、クライアントデバイスの Direct to 
Host + SLP セッション接続タイプを定義したプロファイルを設定する方法につい

て説明します。 
· AWIクライアント：Direct to Host + SLP：AWIを使用して、クライアントを SLP

ディスカバリ経由でホストカードに接続するための設定方法について説明します。 
· AWIホスト：Direct from Client：AWIを使用して、ホストカードを任意のクライ

アントからの接続要求または特定のクライアントだけからの接続要求を受け入れ

るように設定する方法について説明します。 
· OSD：Direct to Host + SLP：OSD を使用して、クライアントを SLP ディスカバリ

経由でホストカードに接続するための設定方法について説明します。 

4.11.4   サードパーティ製コネクションブローカを使用したホスト

とクライアントの接続 
サードパーティ製コネクションブローカは、ゼロクライアントから接続を確立して

いるユーザの ID に基づいて動的にホスト PC をゼロクライアントに割り当てるリソ

ースマネージャです。コネクションブローカはホストのプールをゼロクライアント

のグループに割り当てるためにも使用されます。コネクションブローカの多くは、

大規模な PCoIP デプロイメントやホストとクライアントが同じサブネット上に存在

しない環境で使用されます。 

このオプションの場合は、ホストとクライアントの両方で Connection Management 
Interface セッション接続タイプを使用します。サードパーティ製コネクションブロ

ーカの IP アドレス（または DNS 名）を指定する必要があります。 

注意：サードパーティ製コネクションブローカの詳細については、Teradici サポー

トサイトで知識ベースサポートトピック 15134-24 を参照してください。 
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このオプションの設定方法については、GUIリファレンス内の以下のトピックを参

照してください。 

· MC：Connection Management Interface：MC を使用して、クライアントデバイス

とホストデバイスの Connection Management Interface セッション接続タイプを

定義したプロファイルを設定する方法について説明します。 
· AWIクライアント：Connection Management Interface：AWIを使用して、クライ

アントをサードパーティ製コネクションブローカ経由でクライアントとホスト間

の接続を仲介するように設定する方法について説明します。 
· AWIホスト：Connection Management Interface：AWIを使用して、ホストをサー

ドパーティ製コネクションブローカ経由でクライアントからの接続要求を受け入

れるように設定する方法について説明します。 
· OSD：Connection Management Interface：OSD を使用して、クライアントをサード

パーティ製コネクションブローカ経由でクライアントとホスト間の接続を仲介す

るように設定する方法について説明します。 

4.11.5   VMware View Connection Server ブローカを使用したホ

ストとクライアントの接続 
VMware View Connection Server ブローカを使用してクライアントとホストカード間

の接続を仲介することもできます。 

注意：これは、ゼロクライアントを VMware View仮想デスクトップに接続するため

の設定方法と同じではありません。 

このオプションの場合は、VMware View Agent をホストワークステーションにイン

ストールして、クライアントとホストの両方に関するその他のさまざまな設定要件

をクリアする必要があります。詳細については、『Using PCoIP Host Cards with 
VMware View』（TER0911004）を参照してください。 

4.11.6   その他の設定リンク 
このセッションタイプに関するすべての範囲のファームウエアパラメータを設定す

るには、以下のトピックを参照してください。 

注意：OSDでは一部の設定機能が使用できません。 

注意：TERA2321 ゼロクライアントには第 1 世代 TERA1100 クライアントと同じデ

ィスプレイトポロジがあります。このことは、このセクション内のディスプレイト

ポロジページへのリンクに反映されています。  

MC を使用している場合 AWI を使用している場合 OSD を使用している場合 

  AWI ホスト：初期セットアップ 
AWI クライアント：初期セット

アップ 

  



MC：ネットワーク設定 AWI：ネットワーク設定 OSD：ネットワーク設定 

MC を使用したデバイスネーミ

ングの管理方法については、

『PCoIP Management Console 
User Manual』
（TER0812002）を参照してく

ださい。 

AWI：ラベル設定 OSD：ラベル設定 

MC：ディスカバリ設定 AWI：ディスカバリ設定 OSD：ディスカバリ設定 

MC：SNMP 設定 AWI：SNMP 設定   

MC：Direct to Host 
MC：Direct to Host + SLP ホス

トディスカバリ 
MC：Connection Management 
Interface 

AWI ホスト：Direct from Client 
AWI クライアント：Direct to 
Host 
AWI クライアント：Direct to 
Host + SLP ホストディスカバ

リ 
AWI ホスト：Connection 
Management Interface 
AWI クライアント：Connection 
Management Interface 

OSD：Direct to Host 
OSD：Direct to Host + SLP ホ

ストディスカバリ 
OSD：Connection 
Management Interface 

MC：暗号化設定 AWI：暗号化設定   

MC：帯域幅設定 AWI：帯域幅設定   

MC：言語設定 AWI クライアント：言語設定 OSD：言語設定 

MC：OSD 設定 AWI：OSD 設定 OSD：OSD 設定 

MC：イメージ設定 AWI ホスト：イメージ設定 
AWI クライアント：イメージ設

定 

OSD：イメージ設定 

MC：モニタエミュレーション AWI Tera2 ホスト：モニタエミ

ュレーション 
  

MC：時間設定 AWI：時間設定   

MC：セキュリティ設定 AWI：セキュリティ設定   

MC：オーディオ承認 AWI ホスト：オーディオ承認   
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AWI クライアント：オーディオ

承認 

MC：電源承認 AWI クライアント：電源承認   

MC：ホストドライバ機能 AWI ホスト：ホストドライバ機

能 
  

MC：イベントログ設定 AWI：イベントログ設定 OSD：イベントログ設定 

MC：周辺機器設定 AWI クライアント：周辺機器設

定 
  

MC：IPv6 設定 AWI：IPv6 設定 OSD：IPv6 設定 

MC：ディスプレイトポロジ設

定 
  OSD Tera1：ディスプレイトポ

ロジ設定 

MC：OSD ロゴ設定 AWI クライアント：OSD ロゴ

設定 
  

MC：フォームウエア管理 AWI：ファームウエアアップロ

ード設定 
  

MC：USB 承認 AWI ホスト：USB 承認 
AWI クライアント：USB 承認 

  

MC：証明書ストア管理 AWI：証明書アップロード設定   

MC：VMware View 証明書チェ

ック設定 
AWI：VMware View 証明書チ

ェック設定 
OSD：VMware View 証明書チ

ェック設定 

4.12   TERA2140 ゼロクライアントと TERA2220 ホスト

カードの接続 

このトピックでは、第 2世代 TERA2140 ゼロクライアントと第 2 世代 TERA2220 ホ

ストカード間の接続の設定方法について説明します。 

注意：使用されているホストカードとゼロクライアントを特定するには、「プロセ

ッサ情報の表示」を参照してください。クライアントとホストのディスプレイオプ

ションを確認するには、「PCoIP ホストカードとゼロクライアント」を参照してく

ださい。 



 
図 4-9：TERA2140 ゼロクライアントと TERA2220 ホストカードの接続 

図の左側は、タワーワークステーション、ラックワークステーション、ブレードワ

ークステーションなどのホストカードをインストール可能なリモートワークステー

ションに関するフォームファクタを示しています。右側のゼロクライアントは、

SLP ディスカバリ、VMware View Connection Server ブローカ、または別のサードパ

ーティ製コネクションブローカを経由する直接ホスト/クライアント割り当てを通し

てリモートワークステーションに接続することができます。これらの接続オプショ

ンについては後述します。 

注意：その他のクライアントオプションには、PCoIP 対応ディスプレイ、電話機、

ラップトップ、iPad、およびその他の PCoIP 対応モバイルプラットフォームが含ま

れます。 

4.13   前提条件 

ホストカードとゼロクライアントを接続する前に、以下の条件を満たす必要があり

ます。 

· ホストカードとゼロクライアントのファームウエアバージョンを一致させる必要

があります。MC を使用したファームウエアのアップロード方法については、

『PCoIP Management Console User Manual』（TER0812002）を参照してください。

MC を使用したプロファイルへのファームウエアファイルの割り当て方法につい

ては、「MC：ファームウエア管理」を参照してください。AWIを使用した単一
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ホストまたはクライアントへのファームウエアのアップロード方法については、

「AWI：ファームウエアアップロード設定」を参照してください。 
· ネットワークリソースは、帯域幅、QoS、遅延、ジッタ、およびパケットロスに

関する要件を満たすことができる必要があります。PCoIP ネットワークアーキテ

クチャの設計方法については、『PC-over-IP Protocol Virtual Desktop Network 
Design Checklist』（TER1105004）を参照してください。 

4.13.1   セッション接続タイプ 
PCoIP デプロイメントの規模によっては、管理コンソールまたはコネクションブロ

ーカを使用してホストカードとゼロクライアント間の接続を管理したり、AWIを使

用して個々のホストとクライアントを直接セッション接続タイプを使用するように

設定したりすることができます。 

注意：OSDを使用してセッション接続タイプ構成のクライアント側を設定すること

もできます。 

次の 4 つの接続オプションが使用できます。 

· ホストとクライアントの静的な接続 
· SLP ホストディスカバリを使用したホストとクライアントの接続 
· サードパーティ製コネクションブローカを使用したホストとクライアントの接続 
· VMware View Connection Server ブローカを使用したホストとクライアントの接続 

4.13.2   ホストとクライアントの静的な接続 
クライアントを特定のホストカードに直接接続するように静的に設定するには、

Direct to Host セッション接続タイプを使用します。このオプションの場合は、ホス

トの IP アドレス（または DNS 名）を指定する必要があります。 

ホスト上で Direct from Client セッション接続タイプを設定する必要もあります。ホ

ストが任意のクライアントからの接続要求または特定のクライアントだけからの接

続要求を受け入れるようにするためのオプションがあります。後者の場合は、クラ

イアントの MAC アドレスを指定する必要があります。 

このオプションの設定方法については、GUIリファレンス内の以下のトピックを参

照してください。 

· MC：Direct to Host：MC を使用して、クライアントデバイスの Direct to Host セ
ッション接続タイプを定義したプロファイルを設定する方法について説明します。

MC を使用した特定のホストとクライアントの静的なリンク方法については、

『PCoIP Management Console User Manual』（TER0812002）を参照してください。 
· AWIクライアント：Direct to Host：AWIを使用して、クライアントを特定のホス

トカードに静的に接続するための設定方法について説明します。 
· AWIホスト：Direct from Client：AWIを使用して、ホストカードを任意のクライ

アントからの接続要求または特定のクライアントだけからの接続要求を受け入れ

るように設定する方法について説明します。 



4.13.3   SLP ホストディスカバリを使用したホストとクライアン

トの接続 
ホストがクライアントと同じネットワークサブネット上に存在する場合は、Direct 
to Host + SLP セッション接続タイプを使用して、クライアントがサービスロケーシ

ョンプロトコル（SLP）を使用してサブネット上のホストを検出するように設定す

ることができます。この設定では、クライアント OSD に、発見された最初の 10 ホ

ストが一覧表示されます。必要なホストを選択してそれに接続することができます。 

注意：SLP ホストディスカバリは、ホストが 10 を超える大規模なデプロイメントで

クライアントがいずれかのホストに接続しなければならない場合には適していませ

ん。この場合は、サードパーティ製コネクションブローカが必要です。 

ホスト上で Direct from Client セッション接続タイプを設定する必要もあります。ホ

ストが任意のクライアントからの接続要求または特定のクライアントだけからの接

続要求を受け入れるようにするためのオプションがあります。後者の場合は、クラ

イアントの MAC アドレスを指定する必要があります。 

このオプションの設定方法については、GUIリファレンス内の以下のトピックを参

照してください。 

· MC：Direct to Host + SLP：MC を使用して、クライアントデバイスの Direct to 
Host + SLP セッション接続タイプを定義したプロファイルを設定する方法につい

て説明します。 
· AWIクライアント：Direct to Host + SLP：AWIを使用して、クライアントを SLP

ディスカバリ経由でホストカードに接続するための設定方法について説明します。 
· AWIホスト：Direct from Client：AWIを使用して、ホストカードを任意のクライ

アントからの接続要求または特定のクライアントだけからの接続要求を受け入れ

るように設定する方法について説明します。 
· OSD：Direct to Host + SLP：OSD を使用して、クライアントを SLP ディスカバリ

経由でホストカードに接続するための設定方法について説明します。 

4.13.4   サードパーティ製コネクションブローカを使用したホスト

とクライアントの接続 
サードパーティ製コネクションブローカは、ゼロクライアントから接続を確立して

いるユーザの ID に基づいて動的にホスト PC をゼロクライアントに割り当てるリソ

ースマネージャです。コネクションブローカはホストのプールをゼロクライアント

のグループに割り当てるためにも使用されます。コネクションブローカの多くは、

大規模な PCoIP デプロイメントやホストとクライアントが同じサブネット上に存在

しない環境で使用されます。 

このオプションの場合は、ホストとクライアントの両方で Connection Management 
Interface セッション接続タイプを使用します。サードパーティ製コネクションブロ

ーカの IP アドレス（または DNS 名）を指定する必要があります。 

注意：サードパーティ製コネクションブローカの詳細については、Teradici サポー

トサイトで知識ベースサポートトピック 15134-24 を参照してください。 
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このオプションの設定方法については、GUIリファレンス内の以下のトピックを参

照してください。 

· MC：Connection Management Interface：MC を使用して、クライアントデバイス

とホストデバイスの Connection Management Interface セッション接続タイプを

定義したプロファイルを設定する方法について説明します。 
· AWIクライアント：Connection Management Interface：AWIを使用して、クライ

アントをサードパーティ製コネクションブローカ経由でクライアントとホスト間

の接続を仲介するように設定する方法について説明します。 
· AWIホスト：Connection Management Interface：AWIを使用して、ホストをサー

ドパーティ製コネクションブローカ経由でクライアントからの接続要求を受け入

れるように設定する方法について説明します。 
· OSD：Connection Management Interface：OSD を使用して、クライアントをサード

パーティ製コネクションブローカ経由でクライアントとホスト間の接続を仲介す

るように設定する方法について説明します。 

4.13.5   VMware View Connection Server ブローカを使用したホ

ストとクライアントの接続 
VMware View Connection Server ブローカを使用してクライアントとホストカード間

の接続を仲介することもできます。 

注意：これは、ゼロクライアントを VMware View仮想デスクトップに接続するため

の設定方法と同じではありません。 

このオプションの場合は、VMware View Agent をホストワークステーションにイン

ストールして、クライアントとホストの両方に関するその他のさまざまな設定要件

をクリアする必要があります。詳細については、『Using PCoIP Host Cards with 
VMware View』（TER0911004）を参照してください。 

4.13.6   その他の設定リンク 
このセッションタイプに関するすべての範囲のファームウエアパラメータを設定す

るには、以下のトピックを参照してください。 

注意：OSDでは一部の設定機能が使用できません。 

MC を使用している場合 AWI を使用している場合 OSD を使用している場合 

  AWI ホスト：初期セットアップ 
AWI クライアント：初期セット

アップ 

  

MC：ネットワーク設定 AWI：ネットワーク設定 OSD：ネットワーク設定 

MC を使用したデバイスネーミ AWI：ラベル設定 OSD：ラベル設定 



ングの管理方法については、

『PCoIP Management Console 
User Manual』
（TER0812002）を参照してく

ださい。 

MC：ディスカバリ設定 AWI：ディスカバリ設定 OSD：ディスカバリ設定 

MC：SNMP 設定 AWI：SNMP 設定   

MC：Direct to Host 
MC：Direct to Host + SLP ホス

トディスカバリ 
MC：Connection Management 
Interface 

AWI ホスト：Direct from Client 
AWI クライアント：Direct to 
Host 
AWI クライアント：Direct to 
Host + SLP ホストディスカバ

リ 
AWI ホスト：Connection 
Management Interface 
AWI クライアント：
Connection Management 
Interface 

OSD：Direct to Host 
OSD：Direct to Host + SLP ホ

ストディスカバリ 
OSD：Connection 
Management Interface 

MC：暗号化設定 AWI：暗号化設定   

MC：帯域幅設定 AWI：帯域幅設定   

MC：言語設定 AWI クライアント：言語設定 OSD：言語設定 

MC：OSD 設定 AWI：OSD 設定 OSD：OSD 設定 

MC：イメージ設定 AWI ホスト：イメージ設定 
AWI クライアント：イメージ設

定 

OSD：イメージ設定 

MC：モニタエミュレーション AWI Tera2 ホスト：モニタエミ

ュレーション 
  

MC：時間設定 AWI：時間設定   

MC：セキュリティ設定 AWI：セキュリティ設定   

MC：オーディオ承認 AWI ホスト：オーディオ承認 
AWI クライアント：オーディオ

承認 
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MC：電源承認 AWI クライアント：電源承認   

MC：ホストドライバ機能 AWI ホスト：ホストドライバ機

能 
  

MC：イベントログ設定 AWI：イベントログ設定 OSD：イベントログ設定 

MC：周辺機器設定 AWI クライアント：周辺機器設

定 
  

MC：IPv6 設定 AWI：IPv6 設定 OSD：IPv6 設定 

MC：ディスプレイトポロジ設

定 
  OSD Tera2：ディスプレイトポ

ロジ設定 

MC：OSD ロゴ設定 AWI クライアント：OSD ロゴ

設定 
  

MC：フォームウエア管理 AWI：ファームウエアアップロ

ード設定 
  

MC：USB 承認 AWI ホスト：USB 承認 
AWI クライアント：USB 承認 

  

MC：証明書ストア管理 AWI：証明書アップロード設定   

MC：VMware View 証明書チェ

ック設定 
AWI：VMware View 証明書チ

ェック設定 
OSD：VMware View 証明書チ

ェック設定 

4.14   TERA1100 ゼロクライアントと TERA2240 ホスト

カードの接続  

このトピックでは、第 1世代 TERA1100 ゼロクライアントと第 2 世代 TERA2240 ホ

ストカード間の接続の設定方法について説明します。 

注意：使用されているホストカードとゼロクライアントを特定するには、「プロセ

ッサ情報の表示」を参照してください。クライアントとホストのディスプレイオプ

ションを確認するには、「PCoIP ホストカードとゼロクライアント」を参照してく

ださい。 



 
図 4-10：TERA1100 ゼロクライアントと TERA2240 ホストカードの接続 

図の左側は、タワーワークステーション、ラックワークステーション、ブレードワ

ークステーションなどのホストカードをインストール可能なリモートワークステー

ションに関するフォームファクタを示しています。右側のゼロクライアントは、

SLP ディスカバリ、VMware View Connection Server ブローカ、または別のサードパ

ーティ製コネクションブローカを経由する直接ホスト/クライアント割り当てを通し

てリモートワークステーションに接続することができます。これらの接続オプショ

ンについては後述します。 

注意：その他のクライアントオプションには、PCoIP 対応ディスプレイ、電話機、

ラップトップ、iPad、およびその他の PCoIP 対応モバイルプラットフォームが含ま

れます。 

4.15   前提条件 

ホストカードとゼロクライアントを接続する前に、以下の条件を満たす必要があり

ます。 

· ホストカードとゼロクライアントのファームウエアバージョンを一致させる必要

があります。MC を使用したファームウエアのアップロード方法については、

『PCoIP Management Console User Manual』（TER0812002）を参照してください。

MC を使用したプロファイルへのファームウエアファイルの割り当て方法につい

ては、「MC：ファームウエア管理」を参照してください。AWIを使用した単一
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ホストまたはクライアントへのファームウエアのアップロード方法については、

「AWI：ファームウエアアップロード設定」を参照してください。 
· ネットワークリソースは、帯域幅、QoS、遅延、ジッタ、およびパケットロスに

関する要件を満たすことができる必要があります。PCoIP ネットワークアーキテ

クチャの設計方法については、『PC-over-IP Protocol Virtual Desktop Network 
Design Checklist』（TER1105004）を参照してください。 

4.15.1   セッション接続タイプ 
PCoIP デプロイメントの規模によっては、管理コンソールまたはコネクションブロ

ーカを使用してホストカードとゼロクライアント間の接続を管理したり、AWIを使

用して個々のホストとクライアントを、直接セッション接続タイプを使用するよう

に設定したりすることができます。 

注意：OSDを使用してセッション接続タイプ構成のクライアント側を設定すること

もできます。 

次の 4 つの接続オプションが使用できます。 

· ホストとクライアントの静的な接続 
· SLP ホストディスカバリを使用したホストとクライアントの接続 
· サードパーティ製コネクションブローカを使用したホストとクライアントの接続 
· VMware View Connection Server ブローカを使用したホストとクライアントの接続 

4.15.2   ホストとクライアントの静的な接続 
クライアントを特定のホストカードに直接接続するように静的に設定するには、

Direct to Host セッション接続タイプを使用します。このオプションの場合は、ホス

トの IP アドレス（または DNS 名）を指定する必要があります。 

ホスト上で Direct from Client セッション接続タイプを設定する必要もあります。ホ

ストが任意のクライアントからの接続要求または特定のクライアントだけからの接

続要求を受け入れるようにするためのオプションがあります。後者の場合は、クラ

イアントの MAC アドレスを指定する必要があります。 

このオプションの設定方法については、GUIリファレンス内の以下のトピックを参

照してください。 

· MC：Direct to Host：MC を使用して、クライアントデバイスの Direct to Host セ
ッション接続タイプを定義したプロファイルを設定する方法について説明します。

MC を使用した特定のホストとクライアントの静的なリンク方法については、

『PCoIP Management Console User Manual』（TER0812002）を参照してください。 
· AWIクライアント：Direct to Host：AWIを使用して、クライアントを特定のホス

トカードに静的に接続するための設定方法について説明します。 
· AWIホスト：Direct from Client：AWIを使用して、ホストカードを任意のクライ

アントからの接続要求または特定のクライアントだけからの接続要求を受け入れ

るように設定する方法について説明します。 



4.15.3   SLP ホストディスカバリを使用したホストとクライアン

トの接続 
ホストがクライアントと同じネットワークサブネット上に存在する場合は、Direct 
to Host + SLP セッション接続タイプを使用して、クライアントがサービスロケーシ

ョンプロトコル（SLP）を使用してサブネット上のホストを検出するように設定す

ることができます。この設定では、クライアント OSD に、発見された最初の 10 ホ

ストが一覧表示されます。必要なホストを選択してそれに接続することができます。 

注意：SLP ホストディスカバリは、ホストが 10 を超える大規模なデプロイメントで

クライアントがいずれかのホストに接続しなければならない場合には適していませ

ん。この場合は、サードパーティ製コネクションブローカが必要です。 

ホスト上で Direct from Client セッション接続タイプを設定する必要もあります。ホ

ストが任意のクライアントからの接続要求または特定のクライアントだけからの接

続要求を受け入れるようにするためのオプションがあります。後者の場合は、クラ

イアントの MAC アドレスを指定する必要があります。 

このオプションの設定方法については、GUIリファレンス内の以下のトピックを参

照してください。 

· MC：Direct to Host + SLP：MC を使用して、クライアントデバイスの Direct to 
Host + SLP セッション接続タイプを定義したプロファイルを設定する方法につい

て説明します。 
· AWIクライアント：Direct to Host + SLP：AWIを使用して、クライアントを SLP

ディスカバリ経由でホストカードに接続するための設定方法について説明します。 
· AWIホスト：Direct from Client：AWIを使用して、ホストカードを任意のクライ

アントからの接続要求または特定のクライアントだけからの接続要求を受け入れ

るように設定する方法について説明します。 
· OSD：Direct to Host + SLP：OSD を使用して、クライアントを SLP ディスカバリ

経由でホストカードに接続するための設定方法について説明します。 

4.15.4   サードパーティ製コネクションブローカを使用したホスト

とクライアントの接続 
サードパーティ製コネクションブローカは、ゼロクライアントから接続を確立して

いるユーザの ID に基づいて動的にホスト PC をゼロクライアントに割り当てるリソ

ースマネージャです。コネクションブローカはホストのプールをゼロクライアント

のグループに割り当てるためにも使用されます。コネクションブローカの多くは、

大規模な PCoIP デプロイメントやホストとクライアントが同じサブネット上に存在

しない環境で使用されます。 

このオプションの場合は、ホストとクライアントの両方で Connection Management 
Interface セッション接続タイプを使用します。サードパーティ製コネクションブロ

ーカの IP アドレス（または DNS 名）を指定する必要があります。 

注意：サードパーティ製コネクションブローカの詳細については、Teradici サポー

トサイトで知識ベースサポートトピック 15134-24 を参照してください。 
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このオプションの設定方法については、GUIリファレンス内の以下のトピックを参

照してください。 

· MC：Connection Management Interface：MC を使用して、クライアントデバイス

とホストデバイスの Connection Management Interface セッション接続タイプを

定義したプロファイルを設定する方法について説明します。 
· AWIクライアント：Connection Management Interface：AWIを使用して、クライ

アントをサードパーティ製コネクションブローカ経由でクライアントとホスト間

の接続を仲介するように設定する方法について説明します。 
· AWIホスト：Connection Management Interface：AWIを使用して、ホストをサー

ドパーティ製コネクションブローカ経由でクライアントからの接続要求を受け入

れるように設定する方法について説明します。 
· OSD：Connection Management Interface：OSD を使用して、クライアントをサード

パーティ製コネクションブローカ経由でクライアントとホスト間の接続を仲介す

るように設定する方法について説明します。 

4.15.5   VMware View Connection Server ブローカを使用したホ

ストとクライアントの接続 
VMware View Connection Server ブローカを使用してクライアントとホストカード間

の接続を仲介することもできます。 

注意：これは、ゼロクライアントを VMware View仮想デスクトップに接続するため

の設定方法と同じではありません。 

このオプションの場合は、VMware View Agent をホストワークステーションにイン

ストールして、クライアントとホストの両方に関するその他のさまざまな設定要件

をクリアする必要があります。詳細については、『Using PCoIP Host Cards with 
VMware View』（TER0911004）を参照してください。 

4.15.6   その他の設定リンク 
このセッションタイプに関するすべての範囲のファームウエアパラメータを設定す

るには、以下のトピックを参照してください。 

注意：OSDでは一部の設定機能が使用できません。 

MC を使用している場合 AWI を使用している場合 OSD を使用している場合 

  AWI ホスト：初期セットアップ 
AWI クライアント：初期セット

アップ 

  

MC：ネットワーク設定 AWI：ネットワーク設定 OSD：ネットワーク設定 

MC を使用したデバイスネーミ AWI：ラベル設定 OSD：ラベル設定 



ングの管理方法については、

『PCoIP Management Console 
User Manual』
（TER0812002）を参照してく

ださい。 

MC：ディスカバリ設定 AWI：ディスカバリ設定 OSD：ディスカバリ設定 

MC：SNMP 設定 AWI：SNMP 設定   

MC：Direct to Host 
MC：Direct to Host + SLP ホス

トディスカバリ 
MC：Connection Management 
Interface 

AWI ホスト：Direct from Client 
AWI クライアント：Direct to 
Host 
AWI クライアント：Direct to 
Host + SLP ホストディスカバ

リ 
AWI ホスト：Connection 
Management Interface 
AWI クライアント：
Connection Management 
Interface 

OSD：Direct to Host 
OSD：Direct to Host + SLP ホ

ストディスカバリ 
OSD：Connection 
Management Interface 

MC：暗号化設定 AWI：暗号化設定   

MC：帯域幅設定 AWI：帯域幅設定   

MC：言語設定 AWI クライアント：言語設定 OSD：言語設定 

MC：OSD 設定 AWI：OSD 設定 OSD：OSD 設定 

MC：イメージ設定 AWI ホスト：イメージ設定 
AWI クライアント：イメージ設

定 

OSD：イメージ設定 

MC：モニタエミュレーション AWI Tera2 ホスト：モニタエミ

ュレーション 
  

MC：時間設定 AWI：時間設定   

MC：セキュリティ設定 AWI：セキュリティ設定   

MC：オーディオ承認 AWI ホスト：オーディオ承認 
AWI クライアント：オーディオ

承認 
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MC：電源承認 AWI クライアント：電源承認   

MC：ホストドライバ機能 AWI ホスト：ホストドライバ機

能 
  

MC：イベントログ設定 AWI：イベントログ設定 OSD：イベントログ設定 

MC：周辺機器設定 AWI クライアント：周辺機器設

定 
  

MC：IPv6 設定 AWI：IPv6 設定 OSD：IPv6 設定 

MC：ディスプレイトポロジ設

定 
  OSD Tera1：ディスプレイトポ

ロジ設定 

MC：OSD ロゴ設定 AWI クライアント：OSD ロゴ

設定 
  

MC：フォームウエア管理 AWI：ファームウエアアップロ

ード設定 
  

MC：USB 承認 AWI ホスト：USB 承認 
AWI クライアント：USB 承認 

  

MC：証明書ストア管理 AWI：証明書アップロード設定   

MC：VMware View 証明書チェ

ック設定 
AWI：VMware View 証明書チ

ェック設定 
OSD：VMware View 証明書チ

ェック設定 

4.16   TERA2321 ゼロクライアントと TERA2240 ホスト

カードの接続  

このトピックでは、第 2世代 TERA2321 ゼロクライアントと第 2 世代 TERA2240 ホ

ストカード間の接続の設定方法について説明します。 

注意：使用されているホストカードとゼロクライアントを特定するには、「プロセ

ッサ情報の表示」を参照してください。クライアントとホストのディスプレイオプ

ションを確認するには、「PCoIP ホストカードとゼロクライアント」を参照してく

ださい。 



 
図 4-11：TERA2321 ゼロクライアントと TERA2240 ホストカードの接続 

図の左側は、タワーワークステーション、ラックワークステーション、ブレードワ

ークステーションなどのホストカードをインストール可能なリモートワークステー

ションに関するフォームファクタを示しています。右側のゼロクライアントは、

SLP ディスカバリ、VMware View Connection Server ブローカ、または別のサードパ

ーティ製コネクションブローカを経由する直接ホスト/クライアント割り当てを通し

てリモートワークステーションに接続することができます。これらの接続オプショ

ンについては後述します。 

注意：その他のクライアントオプションには、PCoIP 対応ディスプレイ、電話機、

ラップトップ、iPad、およびその他の PCoIP 対応モバイルプラットフォームが含ま

れます。 

4.17   前提条件 

ホストカードとゼロクライアントを接続する前に、以下の条件を満たす必要があり

ます。 

· ホストカードとゼロクライアントのファームウエアバージョンを一致させる必要

があります。MC を使用したファームウエアのアップロード方法については、

『PCoIP Management Console User Manual』（TER0812002）を参照してください。

MC を使用したプロファイルへのファームウエアファイルの割り当て方法につい

ては、「MC：ファームウエア管理」を参照してください。AWIを使用した単一
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ホストまたはクライアントへのファームウエアのアップロード方法については、

「AWI：ファームウエアアップロード設定」を参照してください。 
· ネットワークリソースは、帯域幅、QoS、遅延、ジッタ、およびパケットロスに

関する要件を満たすことができる必要があります。PCoIP ネットワークアーキテ

クチャの設計方法については、『PC-over-IP Protocol Virtual Desktop Network 
Design Checklist』（TER1105004）を参照してください。 

4.17.1   セッション接続タイプ 
PCoIP デプロイメントの規模によっては、管理コンソールまたはコネクションブロ

ーカを使用してホストカードとゼロクライアント間の接続を管理したり、AWIを使

用して個々のホストとクライアントを、直接セッション接続タイプを使用するよう

に設定したりすることができます。 

注意：OSDを使用してセッション接続タイプ構成のクライアント側を設定すること

もできます。 

次の 4 つの接続オプションが使用できます。 

· ホストとクライアントの静的な接続 
· SLP ホストディスカバリを使用したホストとクライアントの接続 
· サードパーティ製コネクションブローカを使用したホストとクライアントの接続 
· VMware View Connection Server ブローカを使用したホストとクライアントの接続 

4.17.2   ホストとクライアントの静的な接続 
クライアントを特定のホストカードに直接接続するように静的に設定するには、

Direct to Host セッション接続タイプを使用します。このオプションの場合は、ホス

トの IP アドレス（または DNS 名）を指定する必要があります。 

ホスト上で Direct from Client セッション接続タイプを設定する必要もあります。ホ

ストが任意のクライアントからの接続要求または特定のクライアントだけからの接

続要求を受け入れるようにするためのオプションがあります。後者の場合は、クラ

イアントの MAC アドレスを指定する必要があります。 

このオプションの設定方法については、GUIリファレンス内の以下のトピックを参

照してください。 

· MC：Direct to Host：MC を使用して、クライアントデバイスの Direct to Host セ
ッション接続タイプを定義したプロファイルを設定する方法について説明します。

MC を使用した特定のホストとクライアントの静的なリンク方法については、

『PCoIP Management Console User Manual』（TER0812002）を参照してください。 
· AWIクライアント：Direct to Host：AWIを使用して、クライアントを特定のホス

トカードに静的に接続するための設定方法について説明します。 
· AWIホスト：Direct from Client：AWIを使用して、ホストカードを任意のクライ

アントからの接続要求または特定のクライアントだけからの接続要求を受け入れ

るように設定する方法について説明します。 



4.17.3   SLP ホストディスカバリを使用したホストとクライアン

トの接続 
ホストがクライアントと同じネットワークサブネット上に存在する場合は、Direct 
to Host + SLP セッション接続タイプを使用して、クライアントがサービスロケーシ

ョンプロトコル（SLP）を使用してサブネット上のホストを検出するように設定す

ることができます。この設定では、クライアント OSD に、発見された最初の 10 ホ

ストが一覧表示されます。必要なホストを選択してそれに接続することができます。 

注意：SLP ホストディスカバリは、ホストが 10 を超える大規模なデプロイメントで

クライアントがいずれかのホストに接続しなければならない場合には適していませ

ん。この場合は、サードパーティ製コネクションブローカが必要です。 

ホスト上で Direct from Client セッション接続タイプを設定する必要もあります。ホ

ストが任意のクライアントからの接続要求または特定のクライアントだけからの接

続要求を受け入れるようにするためのオプションがあります。後者の場合は、クラ

イアントの MAC アドレスを指定する必要があります。 

このオプションの設定方法については、GUIリファレンス内の以下のトピックを参

照してください。 

· MC：Direct to Host + SLP：MC を使用して、クライアントデバイスの Direct to 
Host + SLP セッション接続タイプを定義したプロファイルを設定する方法につい

て説明します。 
· AWIクライアント：Direct to Host + SLP：AWIを使用して、クライアントを SLP

ディスカバリ経由でホストカードに接続するための設定方法について説明します。 
· AWIホスト：Direct from Client：AWIを使用して、ホストカードを任意のクライ

アントからの接続要求または特定のクライアントだけからの接続要求を受け入れ

るように設定する方法について説明します。 
· OSD：Direct to Host + SLP：OSD を使用して、クライアントを SLP ディスカバリ

経由でホストカードに接続するための設定方法について説明します。 

4.17.4   サードパーティ製コネクションブローカを使用したホスト

とクライアントの接続 
サードパーティ製コネクションブローカは、ゼロクライアントから接続を確立して

いるユーザの ID に基づいて動的にホスト PC をゼロクライアントに割り当てるリソ

ースマネージャです。コネクションブローカはホストのプールをゼロクライアント

のグループに割り当てるためにも使用されます。コネクションブローカの多くは、

大規模な PCoIP デプロイメントやホストとクライアントが同じサブネット上に存在

しない環境で使用されます。 

このオプションの場合は、ホストとクライアントの両方で Connection Management 
Interface セッション接続タイプを使用します。サードパーティ製コネクションブロ

ーカの IP アドレス（または DNS 名）を指定する必要があります。 

注意：サードパーティ製コネクションブローカの詳細については、Teradici サポー

トサイトで知識ベースサポートトピック 15134-24 を参照してください。 
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このオプションの設定方法については、GUIリファレンス内の以下のトピックを参

照してください。 

· MC：Connection Management Interface：MC を使用して、クライアントデバイス

とホストデバイスの Connection Management Interface セッション接続タイプを

定義したプロファイルを設定する方法について説明します。 
· AWIクライアント：Connection Management Interface：AWIを使用して、クライ

アントをサードパーティ製コネクションブローカ経由でクライアントとホスト間

の接続を仲介するように設定する方法について説明します。 
· AWIホスト：Connection Management Interface：AWIを使用して、ホストをサー

ドパーティ製コネクションブローカ経由でクライアントからの接続要求を受け入

れるように設定する方法について説明します。 
· OSD：Connection Management Interface：OSD を使用して、クライアントをサード

パーティ製コネクションブローカ経由でクライアントとホスト間の接続を仲介す

るように設定する方法について説明します。 

4.17.5   VMware View Connection Server ブローカを使用したホ

ストとクライアントの接続 
VMware View Connection Server ブローカを使用してクライアントとホストカード間

の接続を仲介することもできます。 

注意：これは、ゼロクライアントを VMware View仮想デスクトップに接続するため

の設定方法と同じではありません。 

このオプションの場合は、VMware View Agent をホストワークステーションにイン

ストールして、クライアントとホストの両方に関するその他のさまざまな設定要件

をクリアする必要があります。詳細については、『Using PCoIP Host Cards with 
VMware View』（TER0911004）を参照してください。 

4.17.6   その他の設定リンク 
このセッションタイプに関するすべての範囲のファームウエアパラメータを設定す

るには、以下のトピックを参照してください。 

注意：OSDでは一部の設定機能が使用できません。 

注意：TERA2321 ゼロクライアントには第 1 世代 TERA1100 クライアントと同じデ

ィスプレイトポロジがあります。このことは、このセクション内のディスプレイト

ポロジページへのリンクに反映されています。  

MC を使用している場合 AWI を使用している場合 OSD を使用している場合 

  AWI ホスト：初期セットアップ 
AWI クライアント：初期セット

アップ 

  



MC：ネットワーク設定 AWI：ネットワーク設定 OSD：ネットワーク設定 

MC を使用したデバイスネーミ

ングの管理方法については、

『PCoIP Management Console 
User Manual』
（TER0812002）を参照してく

ださい。 

AWI：ラベル設定 OSD：ラベル設定 

MC：ディスカバリ設定 AWI：ディスカバリ設定 OSD：ディスカバリ設定 

MC：SNMP 設定 AWI：SNMP 設定   

MC：Direct to Host 
MC：Direct to Host + SLP ホス

トディスカバリ 
MC：Connection Management 
Interface 

AWI ホスト：Direct from Client 
AWI クライアント：Direct to 
Host 
AWI クライアント：Direct to 
Host + SLP ホストディスカバ

リ 
AWI ホスト：Connection 
Management Interface 
AWI クライアント：
Connection Management 
Interface 

OSD：Direct to Host 
OSD：Direct to Host + SLP ホ

ストディスカバリ 
OSD：Connection 
Management Interface 

MC：暗号化設定 AWI：暗号化設定   

MC：帯域幅設定 AWI：帯域幅設定   

MC：言語設定 AWI クライアント：言語設定 OSD：言語設定 

MC：OSD 設定 AWI：OSD 設定 OSD：OSD 設定 

MC：イメージ設定 AWI ホスト：イメージ設定 
AWI クライアント：イメージ設

定 

OSD：イメージ設定 

MC：モニタエミュレーション AWI Tera2 ホスト：モニタエミ

ュレーション 
  

MC：時間設定 AWI：時間設定   

MC：セキュリティ設定 AWI：セキュリティ設定   

MC：オーディオ承認 AWI ホスト：オーディオ承認   
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AWI クライアント：オーディオ

承認 

MC：電源承認 AWI クライアント：電源承認   

MC：ホストドライバ機能 AWI ホスト：ホストドライバ機

能 
  

MC：イベントログ設定 AWI：イベントログ設定 OSD：イベントログ設定 

MC：周辺機器設定 AWI クライアント：周辺機器設

定 
  

MC：IPv6 設定 AWI：IPv6 設定 OSD：IPv6 設定 

MC：ディスプレイトポロジ設

定 
  OSD Tera1：ディスプレイトポ

ロジ設定 

MC：OSD ロゴ設定 AWI クライアント：OSD ロゴ

設定 
  

MC：フォームウエア管理 AWI：ファームウエアアップロ

ード設定 
  

MC：USB 承認 AWI ホスト：USB 承認 
AWI クライアント：USB 承認 

  

MC：証明書ストア管理 AWI：証明書アップロード設定   

MC：VMware View 証明書チェ

ック設定 
AWI：VMware View 証明書チ

ェック設定 
OSD：VMware View 証明書チ

ェック設定 

4.18   TERA2140 ゼロクライアントと TERA2240 ホスト

カードの接続  

このトピックでは、第 2世代 TERA2140 ゼロクライアントと第 2 世代 TERA2240 ホ

ストカード間の接続の設定方法について説明します。 

注意：使用されているホストカードとゼロクライアントを特定するには、「プロセ

ッサ情報の表示」を参照してください。クライアントとホストのディスプレイオプ

ションを確認するには、「PCoIP ホストカードとゼロクライアント」を参照してく

ださい。 



 
図 4-12：TERA2140 ゼロクライアントと TERA2240 ホストカードの接続 

図の左側は、タワーワークステーション、ラックワークステーション、ブレードワ

ークステーションなどのホストカードをインストール可能なリモートワークステー

ションに関するフォームファクタを示しています。右側のゼロクライアントは、

SLP ディスカバリ、VMware View Connection Server ブローカ、または別のサードパ

ーティ製コネクションブローカを経由する直接ホスト/クライアント割り当てを通し

てリモートワークステーションに接続することができます。これらの接続オプショ

ンについては後述します。 

注意：その他のクライアントオプションには、PCoIP 対応ディスプレイ、電話機、

ラップトップ、iPad、およびその他の PCoIP 対応モバイルプラットフォームが含ま

れます。 

4.19   前提条件 

ホストカードとゼロクライアントを接続する前に、以下の条件を満たす必要があり

ます。 

· ホストカードとゼロクライアントのファームウエアバージョンを一致させる必要

があります。MC を使用したファームウエアのアップロード方法については、

『PCoIP Management Console User Manual』（TER0812002）を参照してください。

MC を使用したプロファイルへのファームウエアファイルの割り当て方法につい

ては、「MC：ファームウエア管理」を参照してください。AWIを使用した単一
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ホストまたはクライアントへのファームウエアのアップロード方法については、

「AWI：ファームウエアアップロード設定」を参照してください。 
· ネットワークリソースは、帯域幅、QoS、遅延、ジッタ、およびパケットロスに

関する要件を満たすことができる必要があります。PCoIP ネットワークアーキテ

クチャの設計方法については、『PC-over-IP Protocol Virtual Desktop Network 
Design Checklist』（TER1105004）を参照してください。 

4.19.1   セッション接続タイプ 
PCoIP デプロイメントの規模によっては、管理コンソールまたはコネクションブロ

ーカを使用してホストカードとゼロクライアント間の接続を管理したり、AWIを使

用して個々のホストとクライアントを直接セッション接続タイプを使用するように

設定したりすることができます。 

注意：OSDを使用してセッション接続タイプ構成のクライアント側を設定すること

もできます。 

次の 4 つの接続オプションが使用できます。 

· ホストとクライアントの静的な接続 
· SLP ホストディスカバリを使用したホストとクライアントの接続 
· サードパーティ製コネクションブローカを使用したホストとクライアントの接続 
· VMware View Connection Server ブローカを使用したホストとクライアントの接続 

4.19.2   ホストとクライアントの静的な接続 
クライアントを特定のホストカードに直接接続するように静的に設定するには、

Direct to Host セッション接続タイプを使用します。このオプションの場合は、ホス

トの IP アドレス（または DNS 名）を指定する必要があります。 

ホスト上で Direct from Client セッション接続タイプを設定する必要もあります。ホ

ストが任意のクライアントからの接続要求または特定のクライアントだけからの接

続要求を受け入れるようにするためのオプションがあります。後者の場合は、クラ

イアントの MAC アドレスを指定する必要があります。 

このオプションの設定方法については、GUIリファレンス内の以下のトピックを参

照してください。 

· MC：Direct to Host：MC を使用して、クライアントデバイスの Direct to Host セ
ッション接続タイプを定義したプロファイルを設定する方法について説明します。

MC を使用した特定のホストとクライアントの静的なリンク方法については、

『PCoIP Management Console User Manual』（TER0812002）を参照してください。 
· AWIクライアント：Direct to Host：AWIを使用して、クライアントを特定のホス

トカードに静的に接続するための設定方法について説明します。 
· AWIホスト：Direct from Client：AWIを使用して、ホストカードを任意のクライ

アントからの接続要求または特定のクライアントだけからの接続要求を受け入れ

るように設定する方法について説明します。 



4.19.3   SLP ホストディスカバリを使用したホストとクライアン

トの接続 
ホストがクライアントと同じネットワークサブネット上に存在する場合は、Direct 
to Host + SLP セッション接続タイプを使用して、クライアントがサービスロケーシ

ョンプロトコル（SLP）を使用してサブネット上のホストを検出するように設定す

ることができます。この設定では、クライアント OSD に、発見された最初の 10 ホ

ストが一覧表示されます。必要なホストを選択してそれに接続することができます。 

注意：SLP ホストディスカバリは、ホストが 10 を超える大規模なデプロイメントで

クライアントがいずれかのホストに接続しなければならない場合には適していませ

ん。この場合は、サードパーティ製コネクションブローカが必要です。 

ホスト上で Direct from Client セッション接続タイプを設定する必要もあります。ホ

ストが任意のクライアントからの接続要求または特定のクライアントだけからの接

続要求を受け入れるようにするためのオプションがあります。後者の場合は、クラ

イアントの MAC アドレスを指定する必要があります。 

このオプションの設定方法については、GUIリファレンス内の以下のトピックを参

照してください。 

· MC：Direct to Host + SLP：MC を使用して、クライアントデバイスの Direct to 
Host + SLP セッション接続タイプを定義したプロファイルを設定する方法につい

て説明します。 
· AWIクライアント：Direct to Host + SLP：AWIを使用して、クライアントを SLP

ディスカバリ経由でホストカードに接続するための設定方法について説明します。 
· AWIホスト：Direct from Client：AWIを使用して、ホストカードを任意のクライ

アントからの接続要求または特定のクライアントだけからの接続要求を受け入れ

るように設定する方法について説明します。 
· OSD：Direct to Host + SLP：OSD を使用して、クライアントを SLP ディスカバリ

経由でホストカードに接続するための設定方法について説明します。 

4.19.4   サードパーティ製コネクションブローカを使用したホスト

とクライアントの接続 
サードパーティ製コネクションブローカは、ゼロクライアントから接続を確立して

いるユーザの ID に基づいて動的にホスト PC をゼロクライアントに割り当てるリソ

ースマネージャです。コネクションブローカはホストのプールをゼロクライアント

のグループに割り当てるためにも使用されます。コネクションブローカの多くは、

大規模な PCoIP デプロイメントやホストとクライアントが同じサブネット上に存在

しない環境で使用されます。 

このオプションの場合は、ホストとクライアントの両方で Connection Management 
Interface セッション接続タイプを使用します。サードパーティ製コネクションブロ

ーカの IP アドレス（または DNS 名）を指定する必要があります。 

注意：サードパーティ製コネクションブローカの詳細については、Teradici サポー

トサイトで知識ベースサポートトピック 15134-24 を参照してください。 
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このオプションの設定方法については、GUIリファレンス内の以下のトピックを参

照してください。 

· MC：Connection Management Interface：MC を使用して、クライアントデバイス

とホストデバイスの Connection Management Interface セッション接続タイプを

定義したプロファイルを設定する方法について説明します。 
· AWIクライアント：Connection Management Interface：AWIを使用して、クライ

アントをサードパーティ製コネクションブローカ経由でクライアントとホスト間

の接続を仲介するように設定する方法について説明します。 
· AWIホスト：Connection Management Interface：AWIを使用して、ホストをサー

ドパーティ製コネクションブローカ経由でクライアントからの接続要求を受け入

れるように設定する方法について説明します。 
· OSD：Connection Management Interface：OSD を使用して、クライアントをサード

パーティ製コネクションブローカ経由でクライアントとホスト間の接続を仲介す

るように設定する方法について説明します。 

4.19.5   VMware View Connection Server ブローカを使用したホ

ストとクライアントの接続 
VMware View Connection Server ブローカを使用してクライアントとホストカード間

の接続を仲介することもできます。 

注意：これは、ゼロクライアントを VMware View仮想デスクトップに接続するため

の設定方法と同じではありません。 

このオプションの場合は、VMware View Agent をホストワークステーションにイン

ストールして、クライアントとホストの両方に関するその他のさまざまな設定要件

をクリアする必要があります。詳細については、『Using PCoIP Host Cards with 
VMware View』（TER0911004）を参照してください。 

4.19.6   その他の設定リンク 
このセッションタイプに関するすべての範囲のファームウエアパラメータを設定す

るには、以下のトピックを参照してください。 

注意：OSDでは一部の設定機能が使用できません。 

MC を使用している場合 AWI を使用している場合 OSD を使用している場合 

  AWI ホスト：初期セットアップ 
AWI クライアント：初期セット

アップ 

  

MC：ネットワーク設定 AWI：ネットワーク設定 OSD：ネットワーク設定 

MC を使用したデバイスネーミ AWI：ラベル設定 OSD：ラベル設定 



ングの管理方法については、

『PCoIP Management Console 
User Manual』
（TER0812002）を参照してく

ださい。 

MC：ディスカバリ設定 AWI：ディスカバリ設定 OSD：ディスカバリ設定 

MC：SNMP 設定 AWI：SNMP 設定   

MC：Direct to Host 
MC：Direct to Host + SLP ホス

トディスカバリ 
MC：Connection Management 
Interface 

AWI ホスト：Direct from Client 
AWI クライアント：Direct to 
Host 
AWI クライアント：Direct to 
Host + SLP ホストディスカバ

リ 
AWI ホスト：Connection 
Management Interface 
AWI クライアント：
Connection Management 
Interface 

OSD：Direct to Host 
OSD：Direct to Host + SLP ホ

ストディスカバリ 
OSD：Connection 
Management Interface 

MC：暗号化設定 AWI：暗号化設定   

MC：帯域幅設定 AWI：帯域幅設定   

MC：言語設定 AWI クライアント：言語設定 OSD：言語設定 

MC：OSD 設定 AWI：OSD 設定 OSD：OSD 設定 

MC：イメージ設定 AWI ホスト：イメージ設定 
AWI クライアント：イメージ設

定 

OSD：イメージ設定 

MC：モニタエミュレーション AWI Tera2 ホスト：モニタエミ

ュレーション 
  

MC：時間設定 AWI：時間設定   

MC：セキュリティ設定 AWI：セキュリティ設定   

MC：オーディオ承認 AWI ホスト：オーディオ承認 
AWI クライアント：オーディオ

承認 
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MC：電源承認 AWI クライアント：電源承認   

MC：ホストドライバ機能 AWI ホスト：ホストドライバ機

能 
  

MC：イベントログ設定 AWI：イベントログ設定 OSD：イベントログ設定 

MC：周辺機器設定 AWI クライアント：周辺機器設

定 
  

MC：IPv6 設定 AWI：IPv6 設定 OSD：IPv6 設定 

MC：ディスプレイトポロジ設

定 
  OSD Tera2：ディスプレイトポ

ロジ設定 

MC：OSD ロゴ設定 AWI クライアント：OSD ロゴ

設定 
  

MC：フォームウエア管理 AWI：ファームウエアアップロ

ード設定 
  

MC：USB 承認 AWI ホスト：USB 承認 
AWI クライアント：USB 承認 

  

MC：証明書ストア管理 AWI：証明書アップロード設定   

MC：VMware View 証明書チェ

ック設定 
AWI：VMware View 証明書チ

ェック設定 
OSD：VMware View 証明書チ

ェック設定 

4.20   TERA1100 ゼロクライアントと VMware View 仮

想デスクトップの接続 

このトピックでは、第 1世代 TERA1100 ゼロクライアントと VMware View仮想デス

クトップ間の接続の設定方法について説明します。 

注意：使用されているゼロクライアントを特定するには、「プロセッサ情報の表

示」を参照してください。このクライアントの表示オプションを確認するには、

「PCoIP ホストカードとゼロクライアント」を参照してください。 



 
図 4-13：TERA1100 ゼロクライアントと VMware View 仮想デスクトップの接続   

図の左側は、一般的なサーバホスト型 VMware View実装で、仮想デスクトップ（仮

想デスクトップインフラストラクチャや VDIと呼ばれることもある）と APEX 2800
サーバオフロードカードのセットがハードウエア駆動型 PCoIP イメージエンコーデ

ィングを可能にします。右側のゼロクライアントは VMware View Connection Server
ブローカを使用して VMware View仮想デスクトップに接続しています。手動または

自動ログオンを使用して、VMware Viewキオスクモード（デスクトップ上の情報に

対する複数ユーザアクセスを提供する場合）を使用して、あるいは Imprivata 
OneSign テクノロジ（VDIローミング実装で近接型カードをサポートする場合）を

使用して VMware View仮想デスクトップに接続するように設定することができます。

これらの VMware View設定オプションについては後述します。 

注意：APEX 2800 の詳細については、『Teradici APEX 2800 Server Offload Card 
Administrator's Guide』（TER1109003）を参照してください。PCoIP ゼロクライアン

トと一緒に使用する場合の VMware Viewの設定方法については、『Using PCoIP 
Zero Clients with VMware View User Guide』（TER0904005）を参照してください。 

4.21   前提条件 

クライアントを VMware View仮想デスクトップに接続する前に以下の条件をクリア

する必要があります。 

· VMware View Managerと VMware View Agent を含む VMware Viewインストール

はバージョン 4.0.1以降にする必要があります。詳細については、VMware のマ
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ニュアルと『Using PCoIP Zero Clients with VMware View User Guide』
（TER0904005）を参照してください。 

· ゼロクライアントのファームウエアバージョンは 3.1.0 以降にする必要がありま

す。MC を使用したファームウエアのアップロード方法については、『PCoIP 
Management Console User Manual』（TER0812002）を参照してください。MC を

使用したプロファイルへのファームウエアファイルの割り当て方法については、

「MC：ファームウエア管理」を参照してください。AWIを使用した単一ホスト

またはクライアントへのファームウエアのアップロード方法については、

「AWI：ファームウエアアップロード設定」を参照してください。 
· ネットワークリソースは、帯域幅、QoS、遅延、ジッタ、およびパケットロスに

関する要件を満たすことができる必要があります。PCoIP ネットワークアーキテ

クチャの設計方法については、『PC-over-IP Protocol Virtual Desktop Network 
Design Checklist』（TER1105004）を参照してください。 

4.22   セッション接続タイプ 

PCoIP デプロイメントの規模によっては、管理コンソールを使用して VMware View
セッション接続タイプを含むプロファイルを設定することも、AWIまたは OSD を

使用して個別のゼロクライアントを VMware Viewセッション接続タイプを使用する

ように設定することもできます。 

次の 4 つの接続オプションが使用できます。 

· View Connection Server 
· View Connection Server + 自動ログオン 
· View Connection Server + キオスク 
· View Connection Server + Imprivata OneSign 

4.22.1   View Connection Server 
クライアントを VMware 仮想デスクトップに接続するように設定するには、View 
Connection Server セッション接続タイプを使用します。このオプションの場合は、

VMware View Connection Server の IP アドレス（または DNS 名）を指定する必要が

あります。 

このオプションの設定方法については、GUIリファレンス内の以下のトピックを参

照してください。 

· MC：View Connection Server：MC を使用してクライアントデバイスの View 
Connection Server セッション接続タイプを定義したプロファイルを設定する方

法について説明します。 
· AWIクライアント：View Connection Server：AWIを使用して、クライアントを

VMware View Connection Server 経由で仮想デスクトップに接続するための設定方

法について説明します。 



· OSD：View Connection Server：OSDを使用して、クライアントを VMware View 
Connection Server 経由で仮想デスクトップに接続するための設定方法について説

明します。 

4.22.2   View Connection Server + 自動ログオン 
クライアントが仮想デスクトップに接続したときに自動的にユーザのログイン詳細

を入力するように設定するには、View Connection Server + 自動ログオンセッション

接続タイプを使用します。VMware View Connection Server の IP アドレス（または

DNS 名）の他に、ユーザ名、ユーザパスワード、およびサーバに送信するユーザの

ドメイン名も指定する必要があります。 

このオプションの設定方法については、GUIリファレンス内の以下のトピックを参

照してください。 

· MC：View Connection Server + 自動ログオン：MC を使用して、クライアントデ

バイスの View Connection Server + 自動ログオンセッション接続タイプを定義し

たプロファイルを設定する方法について説明します。 
· AWIクライアント：View Connection Server + 自動ログオン：AWIを使用して、

クライアントが VMware View Connection Server 経由で仮想デスクトップに接続

したときに自動的にユーザのログイン詳細を入力するための設定方法について説

明します。 
· OSD：View Connection Server + 自動ログオン：OSD を使用して、クライアント

が VMware View Connection Server 経由で仮想デスクトップに接続したときに自

動的にユーザのログイン詳細を入力するための設定方法について説明します。 

4.22.3   View Connection Server + キオスク 
VMware Viewキオスクモードを使用すれば、複数のユーザがデスクトップに接続し

て個人情報以外の情報を入手する場合などに、キオスク実装に使用されるデスクト

ップに接続するようにクライアントを設定することができます。少なくとも、

VMware View Connection Server の IP アドレス（または DNS 名）とキオスクユーザ

名（キオスクのカスタムユーザ名または MAC アドレス）を指定する必要がありま

す。 

このオプションの設定方法については、GUIリファレンス内の以下のトピックを参

照してください。 

· MC：View Connection Server + キオスク：MC を使用して、クライアントデバイ

スの View Connection Server + Kiosk セッション接続タイプを定義したプロファ

イルを設定する方法について説明します。 
· AWIクライアント：View Connection Server + キオスク：AWIを使用して、クラ

イアントを VMware View Connection Server 経由で仮想デスクトップに接続する

ときにキオスクモードを使用するように設定する方法について説明します。 
· OSD：View Connection Server + キオスク：OSD を使用して、クライアントを

VMware View Connection Server 経由で仮想デスクトップに接続するときにキオス

クモードを使用するように設定する方法について説明します。 
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4.22.4   View Connection Server + Imprivata OneSign 
VMware View Imprivata OneSign モードを使用すれば、クライアントを VMware View 
Connection Server 経由で仮想デスクトップに接続するときに Imprivata OneSign 近接

型カードを使用するように設定することができます。VMware View Connection 
Server の IP アドレス（または DNS 名）と OneSign サーバのブートストラップ URL
を指定する必要があります。 

このオプションの設定方法については、GUIリファレンス内の以下のトピックを参

照してください。 

· MC：View Connection Server + Imprivata OneSign：MC を使用して、クライアント

デバイスの View Connection Server + Imprivata OneSign セッション接続タイプ

を定義したプロファイルを設定する方法について説明します。 
· AWIクライアント：View Connection Server + Imprivata OneSign：AWIを使用して、

クライアントを VMware View Connection Server 経由で仮想デスクトップに接続

するときに Imprivata OneSign モードを使用するように設定する方法について説明

します。 
· OSD：View Connection Server + Imprivata OneSign：OSD を使用して、クライアン

トを VMware View Connection Server 経由で仮想デスクトップに接続するときに

Imprivata OneSign モードを使用するように設定する方法について説明します。 

4.22.5   その他の設定リンク 
このセッションタイプに関するすべての範囲のファームウエアパラメータを設定す

るには、以下のトピックを参照してください。 

注意：OSDでは一部の設定機能が使用できません。 

MC を使用している場合 AWI を使用している場合 OSD を使用している場合 

  AWI クライアント：初期セット

アップ 

  

MC：ネットワーク設定 AWI：ネットワーク設定 OSD：ネットワーク設定 

MC を使用したデバイスネーミ

ングの管理方法については、

『PCoIP Management Console 
User Manual』
（TER0812002）を参照してく

ださい。 

AWI：ラベル設定 OSD：ラベル設定 

MC：SNMP 設定 AWI：SNMP 設定   

MC：View Connection Server 
MC：View Connection Server 

AWI クライアント：View 
Connection Server 

OSD：View Connection Server 
OSD：View Connection Server 



+ 自動ログオン 
MC：View Connection Server 
+ キオスク 
MC：View Connection Server 
+ Imprivata OneSign 

AWI クライアント：View 
Connection Server + 自動ログ

オン 
AWI クライアント：View 
Connection Server + キオスク 
AWI クライアント：View 
Connection Server + Imprivata 
OneSign 

+ 自動ログオン 
OSD：View Connection Server 
+ キオスク 
OSD：View Connection Server 
+ Imprivata OneSign 

MC：暗号化設定 AWI：暗号化設定   

MC：帯域幅設定 AWI：帯域幅設定   

MC：言語設定 AWI クライアント：言語設定 OSD：言語設定 

MC：OSD 設定 AWI：OSD 設定 OSD：OSD 設定 

MC：イメージ設定 AWI クライアント：イメージ設

定 
OSD：イメージ設定 

MC：時間設定 AWI：時間設定   

MC：セキュリティ設定 AWI：セキュリティ設定   

MC：オーディオ承認 AWI クライアント：オーディオ

承認 
  

MC：イベントログ設定 AWI：イベントログ設定 OSD：イベントログ設定 

MC：周辺機器設定 AWI クライアント：周辺機器設

定 
  

MC：IPv6 設定 AWI：IPv6 設定 OSD：IPv6 設定 

MC：ディスプレイトポロジ設

定 
  OSD Tera1：ディスプレイトポ

ロジ設定 

MC：OSD ロゴ設定 AWI クライアント：OSD ロゴ

設定 
  

MC：フォームウエア管理 AWI：ファームウエアアップロ

ード設定 
  

MC：USB 承認 AWI クライアント：USB 承認   
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MC：証明書ストア管理 AWI：証明書アップロード設定   

MC：VMware View 証明書チェ

ック設定 
AWI：VMware View 証明書チ

ェック設定 
OSD：VMware View 証明書チ

ェック設定 

4.23   TERA2321 ゼロクライアントと VMware View 仮

想デスクトップの接続  

このトピックでは、第 2世代 TERA2321 ゼロクライアントと VMware View仮想デス

クトップ間の接続の設定方法について説明します。 

注意：使用されているゼロクライアントを特定するには、「プロセッサ情報の表

示」を参照してください。このクライアントの表示オプションを確認するには、

「PCoIP ホストカードとゼロクライアント」を参照してください。 

 
図 4-14：TERA2321 ゼロクライアントと VMware View 仮想デスクトップの接続  

図の左側は、一般的なサーバホスト型 VMware View実装で、仮想デスクトップ（仮

想デスクトップインフラストラクチャや VDIと呼ばれることもある）と APEX 2800
サーバオフロードカードのセットがハードウエア駆動型 PCoIP イメージエンコーデ

ィングを可能にします。右側のゼロクライアントは VMware View Connection Server
ブローカを使用して VMware View仮想デスクトップに接続しています。手動または

自動ログオンを使用して、VMware Viewキオスクモード（デスクトップ上の情報に

対する複数ユーザアクセスを提供する場合）を使用して、あるいは Imprivata 
OneSign テクノロジ（VDIローミング実装で近接型カードをサポートする場合）を



使用して VMware View仮想デスクトップに接続するように設定することができます。

これらの VMware View設定オプションについては後述します。 

注意：APEX 2800 の詳細については、『Teradici APEX 2800 Server Offload Card 
Administrator's Guide』（TER1109003）を参照してください。PCoIP ゼロクライアン

トと一緒に使用する場合の VMware Viewの設定方法については、『Using PCoIP 
Zero Clients with VMware View User Guide』（TER0904005）を参照してください。 

4.24   前提条件 

クライアントを VMware View仮想デスクトップに接続する前に以下の条件をクリア

する必要があります。 

· VMware View Managerと VMware View Agent を含む VMware Viewインストール

はバージョン 4.0.1以降にする必要があります。詳細については、VMware のマ

ニュアルと『Using PCoIP Zero Clients with VMware View User Guide』
（TER0904005）を参照してください。 

· ゼロクライアントのファームウエアバージョンは 3.1.0 以降にする必要がありま

す。MC を使用したファームウエアのアップロード方法については、『PCoIP 
Management Console User Manual』（TER0812002）を参照してください。MC を

使用したプロファイルへのファームウエアファイルの割り当て方法については、

「MC：ファームウエア管理」を参照してください。AWIを使用した単一ホスト

またはクライアントへのファームウエアのアップロード方法については、

「AWI：ファームウエアアップロード設定」を参照してください。 
· ネットワークリソースは、帯域幅、QoS、遅延、ジッタ、およびパケットロスに

関する要件を満たすことができる必要があります。PCoIP ネットワークアーキテ

クチャの設計方法については、『PC-over-IP Protocol Virtual Desktop Network 
Design Checklist』（TER1105004）を参照してください。 

4.25   セッション接続タイプ 

PCoIP デプロイメントの規模によっては、管理コンソールを使用して VMware View
セッション接続タイプを含むプロファイルを設定することも、AWIまたは OSD を

使用して個別のゼロクライアントを VMware Viewセッション接続タイプを使用する

ように設定することもできます。 

次の 4 つの接続オプションが使用できます。 

· View Connection Server 
· View Connection Server + 自動ログオン 
· View Connection Server + キオスク 
· View Connection Server + Imprivata OneSign 
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4.25.1   View Connection Server 
クライアントを VMware 仮想デスクトップに接続するように設定するには、View 
Connection Server セッション接続タイプを使用します。このオプションの場合は、

VMware View Connection Server の IP アドレス（または DNS 名）を指定する必要が

あります。 

このオプションの設定方法については、GUIリファレンス内の以下のトピックを参

照してください。 

· MC：View Connection Server：MC を使用してクライアントデバイスの View 
Connection Server セッション接続タイプを定義したプロファイルを設定する方

法について説明します。 
· AWIクライアント：View Connection Server：AWIを使用して、クライアントを

VMware View Connection Server 経由で仮想デスクトップに接続するための設定方

法について説明します。 
· OSD：View Connection Server：OSDを使用して、クライアントを VMware View 

Connection Server 経由で仮想デスクトップに接続するための設定方法について説

明します。 

4.25.2   View Connection Server + 自動ログオン 
クライアントが仮想デスクトップに接続したときに自動的にユーザのログイン詳細

を入力するように設定するには、View Connection Server + 自動ログオンセッション

接続タイプを使用します。VMware View Connection Server の IP アドレス（または

DNS 名）の他に、ユーザ名、ユーザパスワード、およびサーバに送信するユーザの

ドメイン名も指定する必要があります。 

このオプションの設定方法については、GUIリファレンス内の以下のトピックを参

照してください。 

· MC：View Connection Server + 自動ログオン：MC を使用して、クライアントデ

バイスの View Connection Server + 自動ログオンセッション接続タイプを定義し

たプロファイルを設定する方法について説明します。 
· AWIクライアント：View Connection Server + 自動ログオン：AWIを使用して、

クライアントが VMware View Connection Server 経由で仮想デスクトップに接続

したときに自動的にユーザのログイン詳細を入力するための設定方法について説

明します。 
· OSD：View Connection Server + 自動ログオン：OSD を使用して、クライアント

が VMware View Connection Server 経由で仮想デスクトップに接続したときに自

動的にユーザのログイン詳細を入力するための設定方法について説明します。 

4.25.3   View Connection Server + キオスク 
VMware Viewキオスクモードを使用すれば、複数のユーザがデスクトップに接続し

て個人情報以外の情報を入手する場合などに、キオスク実装に使用されるデスクト

ップに接続するようにクライアントを設定することができます。少なくとも、



VMware View Connection Server の IP アドレス（または DNS 名）とキオスクユーザ

名（キオスクのカスタムユーザ名または MAC アドレス）を指定する必要がありま

す。 

このオプションの設定方法については、GUIリファレンス内の以下のトピックを参

照してください。 

· MC：View Connection Server + キオスク：MC を使用して、クライアントデバイ

スの View Connection Server + Kiosk セッション接続タイプを定義したプロファ

イルを設定する方法について説明します。 
· AWIクライアント：View Connection Server + キオスク：AWIを使用して、クラ

イアントを VMware View Connection Server 経由で仮想デスクトップに接続する

ときにキオスクモードを使用するように設定する方法について説明します。 
· OSD：View Connection Server + キオスク：OSD を使用して、クライアントを

VMware View Connection Server 経由で仮想デスクトップに接続するときにキオス

クモードを使用するように設定する方法について説明します。 

4.25.4   View Connection Server + Imprivata OneSign 
VMware View Imprivata OneSign モードを使用すれば、クライアントを VMware View 
Connection Server 経由で仮想デスクトップに接続するときに Imprivata OneSign 近接

型カードを使用するように設定することができます。VMware View Connection 
Server の IP アドレス（または DNS 名）と OneSign サーバのブートストラップ URL
を指定する必要があります。 

このオプションの設定方法については、GUIリファレンス内の以下のトピックを参

照してください。 

· MC：View Connection Server + Imprivata OneSign：MC を使用して、クライアント

デバイスの View Connection Server + Imprivata OneSign セッション接続タイプ

を定義したプロファイルを設定する方法について説明します。 
· AWIクライアント：View Connection Server + Imprivata OneSign：AWIを使用して、

クライアントを VMware View Connection Server 経由で仮想デスクトップに接続

するときに Imprivata OneSign モードを使用するように設定する方法について説明

します。 
· OSD：View Connection Server + Imprivata OneSign：OSD を使用して、クライアン

トを VMware View Connection Server 経由で仮想デスクトップに接続するときに

Imprivata OneSign モードを使用するように設定する方法について説明します。 

4.25.5   その他の設定リンク 
このセッションタイプに関するすべての範囲のファームウエアパラメータを設定す

るには、以下のトピックを参照してください。 

注意：OSDでは一部の設定機能が使用できません。 
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注意：TERA2321 ゼロクライアントには第 1 世代 TERA1100 クライアントと同じデ

ィスプレイトポロジがあります。このことは、このセクション内のディスプレイト

ポロジページへのリンクに反映されています。 

MC を使用している場合 AWI を使用している場合 OSD を使用している場合 

  AWI クライアント：初期セット

アップ 

  

MC：ネットワーク設定 AWI：ネットワーク設定 OSD：ネットワーク設定 

MC を使用したデバイスネーミ

ングの管理方法については、

『PCoIP Management Console 
User Manual』
（TER0812002）を参照してく

ださい。 

AWI：ラベル設定 OSD：ラベル設定 

MC：SNMP 設定 AWI：SNMP 設定   

MC：View Connection Server 
MC：View Connection Server 
+ 自動ログオン 
MC：View Connection Server 
+ キオスク 
MC：View Connection Server 
+ Imprivata OneSign 

AWI クライアント：View 
Connection Server 
AWI クライアント：View 
Connection Server + 自動ログ

オン 
AWI クライアント：View 
Connection Server + キオスク 
AWI クライアント：View 
Connection Server + Imprivata 
OneSign 

OSD：View Connection Server 
OSD：View Connection Server 
+ 自動ログオン 
OSD：View Connection Server 
+ キオスク 
OSD：View Connection Server 
+ Imprivata OneSign 

MC：暗号化設定 AWI：暗号化設定   

MC：帯域幅設定 AWI：帯域幅設定   

MC：言語設定 AWI クライアント：言語設定 OSD：言語設定 

MC：OSD 設定 AWI：OSD 設定 OSD：OSD 設定 

MC：イメージ設定 AWI クライアント：イメージ設

定 
OSD：イメージ設定 

MC：時間設定 AWI：時間設定   

MC：セキュリティ設定 AWI：セキュリティ設定   



MC：オーディオ承認 AWI クライアント：オーディオ

承認 
  

MC：イベントログ設定 AWI：イベントログ設定 OSD：イベントログ設定 

MC：周辺機器設定 AWI クライアント：周辺機器設

定 
  

MC：IPv6 設定 AWI：IPv6 設定 OSD：IPv6 設定 

MC：ディスプレイトポロジ設

定 
  OSD Tera1：ディスプレイトポ

ロジ設定 

MC：OSD ロゴ設定 AWI クライアント：OSD ロゴ

設定 
  

MC：フォームウエア管理 AWI：ファームウエアアップロ

ード設定 
  

MC：USB 承認 AWI クライアント：USB 承認   

MC：証明書ストア管理 AWI：証明書アップロード設定   

MC：VMware View 証明書チェ

ック設定 
AWI：VMware View 証明書チ

ェック設定 
OSD：VMware View 証明書チ

ェック設定 

4.26   TERA2140 ゼロクライアントと VMware View 仮

想デスクトップの接続  

このトピックでは、第 2世代 TERA2140 ゼロクライアントと VMware View仮想デス

クトップ間の接続の設定方法について説明します。 

注意：使用されているゼロクライアントを特定するには、「プロセッサ情報の表

示」を参照してください。このクライアントの表示オプションを確認するには、

「PCoIP ホストカードとゼロクライアント」を参照してください。 
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図 4-15：TERA2140 ゼロクライアントと VMware View 仮想デスクトップの接続  

図の左側は、一般的なサーバホスト型 VMware View実装で、仮想デスクトップ（仮

想デスクトップインフラストラクチャや VDIと呼ばれることもある）と APEX 2800
サーバオフロードカードのセットがハードウエア駆動型 PCoIP イメージエンコーデ

ィングを可能にします。右側のゼロクライアントは VMware View Connection Server
ブローカを使用して VMware View仮想デスクトップに接続しています。手動または

自動ログオンを使用して、VMware Viewキオスクモード（デスクトップ上の情報に

対する複数ユーザアクセスを提供する場合）を使用して、あるいは Imprivata 
OneSign テクノロジ（VDIローミング実装で近接型カードをサポートする場合）を

使用して VMware View仮想デスクトップに接続するように設定することができます。

これらの VMware View設定オプションについては後述します。 

注意：APEX 2800 の詳細については、『Teradici APEX 2800 Server Offload Card 
Administrator's Guide』（TER1109003）を参照してください。PCoIP ゼロクライアン

トと一緒に使用する場合の VMware Viewの設定方法については、『Using PCoIP 
Zero Clients with VMware View User Guide』（TER0904005）を参照してください。 

4.27   前提条件 

クライアントを VMware View仮想デスクトップに接続する前に以下の条件をクリア

する必要があります。 

· VMware View Managerと VMware View Agent を含む VMware Viewインストール

はバージョン 4.0.1以降にする必要があります。詳細については、VMware のマ



ニュアルと『Using PCoIP Zero Clients with VMware View User Guide』
（TER0904005）を参照してください。 

· ゼロクライアントのファームウエアバージョンは 3.1.0 以降にする必要がありま

す。MC を使用したファームウエアのアップロード方法については、『PCoIP 
Management Console User Manual』（TER0812002）を参照してください。MC を

使用したプロファイルへのファームウエアファイルの割り当て方法については、

「MC：ファームウエア管理」を参照してください。AWIを使用した単一ホスト

またはクライアントへのファームウエアのアップロード方法については、

「AWI：ファームウエアアップロード設定」を参照してください。 
· ネットワークリソースは、帯域幅、QoS、遅延、ジッタ、およびパケットロスに

関する要件を満たすことができる必要があります。PCoIP ネットワークアーキテ

クチャの設計方法については、『PC-over-IP Protocol Virtual Desktop Network 
Design Checklist』（TER1105004）を参照してください。 

4.28   セッション接続タイプ 

PCoIP デプロイメントの規模によっては、管理コンソールを使用して VMware View
セッション接続タイプを含むプロファイルを設定することも、AWIまたは OSD を

使用して個別のゼロクライアントを VMware Viewセッション接続タイプを使用する

ように設定することもできます。 

次の 4 つの接続オプションが使用できます。 

· View Connection Server 
· View Connection Server + 自動ログオン 
· View Connection Server + キオスク 
· View Connection Server + Imprivata OneSign 

4.28.1   View Connection Server 
クライアントを VMware 仮想デスクトップに接続するように設定するには、View 
Connection Server セッション接続タイプを使用します。このオプションの場合は、

VMware View Connection Server の IP アドレス（または DNS 名）を指定する必要が

あります。 

このオプションの設定方法については、GUIリファレンス内の以下のトピックを参

照してください。 

· MC：View Connection Server：MC を使用してクライアントデバイスの View 
Connection Server セッション接続タイプを定義したプロファイルを設定する方

法について説明します。 
· AWIクライアント：View Connection Server：AWIを使用して、クライアントを

VMware View Connection Server 経由で仮想デスクトップに接続するための設定方

法について説明します。 
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· OSD：View Connection Server：OSDを使用して、クライアントを VMware View 
Connection Server 経由で仮想デスクトップに接続するための設定方法について説

明します。 

4.28.2   View Connection Server + 自動ログオン 
クライアントが仮想デスクトップに接続したときに自動的にユーザのログイン詳細

を入力するように設定するには、View Connection Server + 自動ログオンセッション

接続タイプを使用します。VMware View Connection Server の IP アドレス（または

DNS 名）の他に、ユーザ名、ユーザパスワード、およびサーバに送信するユーザの

ドメイン名も指定する必要があります。 

このオプションの設定方法については、GUIリファレンス内の以下のトピックを参

照してください。 

· MC：View Connection Server + 自動ログオン：MC を使用して、クライアントデ

バイスの View Connection Server + 自動ログオンセッション接続タイプを定義し

たプロファイルを設定する方法について説明します。 
· AWIクライアント：View Connection Server + 自動ログオン：AWIを使用して、

クライアントが VMware View Connection Server 経由で仮想デスクトップに接続

したときに自動的にユーザのログイン詳細を入力するための設定方法について説

明します。 
· OSD：View Connection Server + 自動ログオン：OSD を使用して、クライアント

が VMware View Connection Server 経由で仮想デスクトップに接続したときに自

動的にユーザのログイン詳細を入力するための設定方法について説明します。 

4.28.3   View Connection Server + キオスク 
VMware Viewキオスクモードを使用すれば、複数のユーザがデスクトップに接続し

て個人情報以外の情報を入手する場合などに、キオスク実装に使用されるデスクト

ップに接続するようにクライアントを設定することができます。少なくとも、

VMware View Connection Server の IP アドレス（または DNS 名）とキオスクユーザ

名（キオスクのカスタムユーザ名または MAC アドレス）を指定する必要がありま

す。 

このオプションの設定方法については、GUIリファレンス内の以下のトピックを参

照してください。 

· MC：View Connection Server + キオスク：MC を使用して、クライアントデバイ

スの View Connection Server + Kiosk セッション接続タイプを定義したプロファ

イルを設定する方法について説明します。 
· AWIクライアント：View Connection Server + キオスク：AWIを使用して、クラ

イアントを VMware View Connection Server 経由で仮想デスクトップに接続する

ときにキオスクモードを使用するように設定する方法について説明します。 
· OSD：View Connection Server + キオスク：OSD を使用して、クライアントを

VMware View Connection Server 経由で仮想デスクトップに接続するときにキオス

クモードを使用するように設定する方法について説明します。 



4.28.4   View Connection Server + Imprivata OneSign 
VMware View Imprivata OneSign モードを使用すれば、クライアントを VMware View 
Connection Server 経由で仮想デスクトップに接続するときに Imprivata OneSign 近接

型カードを使用するように設定することができます。VMware View Connection 
Server の IP アドレス（または DNS 名）と OneSign サーバのブートストラップ URL
を指定する必要があります。 

このオプションの設定方法については、GUIリファレンス内の以下のトピックを参

照してください。 

· MC：View Connection Server + Imprivata OneSign：MC を使用して、クライアント

デバイスの View Connection Server + Imprivata OneSign セッション接続タイプ

を定義したプロファイルを設定する方法について説明します。 
· AWIクライアント：View Connection Server + Imprivata OneSign：AWIを使用して、

クライアントを VMware View Connection Server 経由で仮想デスクトップに接続

するときに Imprivata OneSign モードを使用するように設定する方法について説明

します。 
· OSD：View Connection Server + Imprivata OneSign：OSD を使用して、クライアン

トを VMware View Connection Server 経由で仮想デスクトップに接続するときに

Imprivata OneSign モードを使用するように設定する方法について説明します。 

4.28.5   その他の設定リンク 
このセッションタイプに関するすべての範囲のファームウエアパラメータを設定す

るには、以下のトピックを参照してください。 

注意：OSDでは一部の設定機能が使用できません。 

MC を使用している場合 AWI を使用している場合 OSD を使用している場合 

  AWI クライアント：初期セット

アップ 

  

MC：ネットワーク設定 AWI：ネットワーク設定 OSD：ネットワーク設定 

MC を使用したデバイスネーミ

ングの管理方法については、

『PCoIP Management Console 
User Manual』
（TER0812002）を参照してく

ださい。 

AWI：ラベル設定 OSD：ラベル設定 

MC：SNMP 設定 AWI：SNMP 設定   

MC：View Connection Server 
MC：View Connection Server + 

AWI クライアント：View 
Connection Server 

OSD：View Connection Server 
OSD：View Connection Server 
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自動ログオン 
MC：View Connection Server + 
キオスク 
MC：View Connection Server + 
Imprivata OneSign 

AWI クライアント：View 
Connection Server + 自動ログ

オン 
AWI クライアント：View 
Connection Server + キオスク 
AWI クライアント：View 
Connection Server + Imprivata 
OneSign 

+ 自動ログオン 
OSD：View Connection Server 
+ キオスク 
OSD：View Connection Server 
+ Imprivata OneSign 

MC：暗号化設定 AWI：暗号化設定   

MC：帯域幅設定 AWI：帯域幅設定   

MC：言語設定 AWI クライアント：言語設定 OSD：言語設定 

MC：OSD 設定 AWI：OSD 設定 OSD：OSD 設定 

MC：イメージ設定 AWI クライアント：イメージ設

定 
OSD：イメージ設定 

MC：時間設定 AWI：時間設定   

MC：セキュリティ設定 AWI：セキュリティ設定   

MC：オーディオ承認 AWI クライアント：オーディオ

承認 
  

MC：イベントログ設定 AWI：イベントログ設定 OSD：イベントログ設定 

MC：周辺機器設定 AWI クライアント：周辺機器設

定 
  

MC：IPv6 設定 AWI：IPv6 設定 OSD：IPv6 設定 

MC：ディスプレイトポロジ設

定 
  OSD Tera2：ディスプレイトポ

ロジ設定 

MC：OSD ロゴ設定 AWI クライアント：OSD ロゴ

設定 
  

MC：フォームウエア管理 AWI：ファームウエアアップロ

ード設定 
  

MC：USB 承認 AWI クライアント：USB 承認   



MC：証明書ストア管理 AWI：証明書アップロード設定   

MC：VMware View 証明書チェ

ック設定 
AWI：VMware View 証明書チ

ェック設定 
OSD：VMware View 証明書チ

ェック設定 

4.29   VMware View クライアントと VMware View 仮想

デスクトップの接続 

PC、ラップトップ、電話機、またはモバイルプラットフォームにインストールされ

た VMware View 4 以降のソフトウエアクライアント経由で VMware View仮想デス

クトップに接続することにより、PCoIP プロトコルテクノロジを利用することもで

きます。この VMware View VDIソリューションをインストールして管理する方法に

ついては、VMware Viewのマニュアルを参照してください。 
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5   PCoIP GUI リファレンス 

5.1   初期セットアップ 

5.1.1   AWI ホスト：Initial Setup ページ 
このページは、Configuration > Initial Setup メニューから表示することができます。 

 
図 5-1：AWI ホスト Initial Setup ページ 

表 5-1：オーディオパラメータ 

パラメータ 説明 

Enable HD Audio ホストまたはクライアント上でのオーディオサポートを有効にし

ます。 



パラメータ 説明 

Enable Microsoft® Windows 
Vista® 64-bit Mode 

ホスト上で 64 ビットモードを有効にします。このモードは

Windows Vista 64 ビットバージョンと Windows 7® 64 ビットバー

ジョン以外では使用しないでください。オーディオ機能が正常に

動作しない可能性があります。 
注意：Linux、Windows 7® 32 ビット、Windows Vista 32 ビット、

または Windows XP（32 ビットまたは 64 ビット）では、64 ビッ

トモードを有効にする必要がありません。 

Enable Audio Line In 有効化：クライアント上で発見されたライン入力コネクタが使用

されます。 
無効化：ライン入力コネクタがマイクロホン入力として使用され

ます。 
デバイス上に Windows Vista または Windows 7 がインストールさ

れている場合は、画面上の指示に従ってください。 

表 5-2：ネットワークパラメータ 

パラメータ 説明 

Enable DHCP DHCP を有効にします（手動 IP アドレス設定を使用する場合とは

対照的）。 

IP Address デバイスの IP アドレス 

Subnet Mask デバイスのサブネットマスク 

Gateway デバイスのゲートウェイ IP アドレス 

Primary DNS Server デバイスのプライマリ DNS IP アドレス 

Secondary DNS Server デバイスのセカンダリ DNS IP アドレス 

表 5-3：セッションパラメータ 

パラメータ 説明 

Accept Any Client ホストが任意のクライアントからの PCoIP セッションを受け入れ

るようにします。 

Client MAC Address PCoIP セッションのクライアント MAC アドレスを指定できるよ

うにします。 
注意：クライアント MAC アドレスを 00-00-00-00-00-00 に設定す

ることはできません。 
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5.1.2   AWI クライアント：Initial Setup ページ 
このページは、Configuration > Initial Setup メニューから表示することができます。 

 
図 5-2：AWI クライアント Initial Setup ページ 

表 5-4：オーディオパラメータ 

パラメータ 説明 

Enable HD Audio ホストまたはクライアント上でのオーディオサポートを有効にし

ます。 

表 5-5：ネットワークパラメータ 

パラメータ 説明 

Enable DHCP DHCP を有効にします（手動 IP アドレス設定を使用する場合とは

対照的）。 



パラメータ 説明 

IP Address デバイスの IP アドレス 

Subnet Mask デバイスのサブネットマスク 

Gateway デバイスのゲートウェイ IP アドレス 

Primary DNS Server デバイスのプライマリ DNS IP アドレス 

Secondary DNS Server デバイスのセカンダリ DNS IP アドレス 

表 5-6：セッションパラメータ 

パラメータ 説明 

Identify Host By ホスト識別方法を指定します。 

Host IP Address ホスト IP アドレスを指定します。 

Host MAC Address ホスト MAC アドレスを指定します。 
ホスト MAC アドレスを 00-00-00-00-00-00 に設定してセッショ

ン開始時にこのフィールドを無視することができます。 

注意：クライアント上でホストディスカバリまたは接続管理が設定されている場合

は、クライアントセッションパラメータを変更することができません。セッション

パラメータの代わりにメッセージが Initial Setup Client ページに表示されます。 

5.2   ネットワークの設定 

5.2.1   MC：ネットワーク設定 
このページの設定を使用すれば、動的ホスト構成プロトコル（DHCP）、最大転送

単位（MTU）、およびシンプルネットワークマネージメントプロトコルの各パラメ

ータを使用してプロファイルを構成することができます。 

MC でプロパティを有効にするには、Set in Profile チェックボックスをオンにし、

指示に従ってフィールドを設定します。このページでプロパティを更新したら、

Save をクリックして変更を保存します。 
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図 5-3：MC ネットワーク設定 

表 5-7：MC ネットワーク設定パラメータ 

パラメータ 説明 

Enable DHCP 有効になっている場合は、デバイスが DHCP サーバに IP アドレス、

サブネットマスク、ゲートウェイ IP アドレス、および DNS サーバを

割り当てるように指示し、ドメイン名（オプション 15）、ホスト名

（オプション 12）、およびクライアント完全修飾ドメイン名

（FQDN）も要求します。 
無効になっている場合は、これらのパラメータを手動で設定する必要

があります。 
注意：MC ディスカバリの場合は、デバイスがベンダクラスオプショ

ン 60/43 も要求します。 

注意：このプロパティを変更した場合はデバイスを再起動する必要が

あります。 

Maximum MTU Size 最大転送単位パケットサイズを設定することができます。 
PCoIP パケットはフラグメント化することができないため、VPN ト

ンネリングなどの状況では、MTU を小さくする必要があります。ホ

ストとクライアント間のエンドツーエンド接続では、Maximum MTU 
Size をネットワークパス MTU よりも小さな値に設定します。 
Maximum MTU Size の範囲は、すべてのファームウエアバージョン

で 600～1500 バイトです。 
注意：PCoIP ゼロクライアントと PCoIP ホストカード間のセッショ

ンのデフォルト MTU は 1400 です。 

VMware View などの PCoIP ソフトウエア（ホストまたはクライアン

ト上）のデフォルト MTU は 1300 です。 



パラメータ 説明 

Enable SNMP 有効になっている場合は、デバイスが PCoIP SNMP エージェントか

ら SNMP 要求に応答できるようにします。SNMP エージェントを無

効にすると、SNMP 要求に応答することも、トラップを生成すること

もできなくなります。また、PCoIP SNMP MIB にアクセスすること

もできなくなります。 

SNMP NMS Address デバイスから SNMP ネットワーク管理システム（NMS）に SNMP ト

ラップを送信したい場合は、SNMP NMS の IP アドレスまたは完全修

飾ドメイン名（FQDN）を入力します。 

Enable SNMP Cold Start 
Trap 

有効になっている場合は、デバイスが電源投入後またはリセット後に

SNMP NMS に SNMP コールドスタートトラップを送信します。 

Enable SNMP V1 Traps 有効になっている場合は、SNMPv1 トラップの生成が可能になりま

す。 

Enable SNMP V2c Traps 有効になっている場合は、SNMPv2c トラップの生成が可能になりま

す。 

Enable Static IP Fallback 有効になっている場合は、デバイスが、試行のタイムアウト時間が経

過して DHCP リースの取得に失敗したときに、フォールバック IP ア

ドレス、ネットマスク、およびゲートウェイを使用します。 
注意：このプロパティを変更した場合はデバイスを再起動する必要が

あります。 

Static Fallback IP 
Address 

Static IP Fallback が有効で DHCP リースの取得に失敗した場合に使

用する IP アドレスを設定します。 
注意：このプロパティを変更した場合はデバイスを再起動する必要が

あります。 

Static Fallback Subnet 
Mask 

Static IP Fallback が有効で DHCP リースの取得に失敗した場合に使

用するサブネットマスクを設定します。 
注意：このプロパティを変更した場合はデバイスを再起動する必要が

あります。 

Static Fallback Gateway 
Address 

Static IP Fallback が有効で DHCP リースの取得に失敗した場合に使

用するゲートウェイアドレスを設定します。 
注意：このプロパティを変更した場合はデバイスを再起動する必要が

あります。 

Static Fallback Timeout デバイスがフォールバックアドレス設定を使用する前に DHCP リー

スの取得を試みる時間を秒単位で設定します。60 以上の値を入力す

る必要があります。 
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パラメータ 説明 

 注意：フォールバック設定がアクティブになるまでに、この値より

もさらに最大 30 秒長くかかる場合があります。 

注意：このプロパティを変更した場合はデバイスを再起動する必要が

あります。 

SNMP Community 
Name 

デバイスで使用される SNMP コミュニティ名を設定します。 

5.2.2   AWI：ネットワーク設定 
このページでは、ホストまたはクライアントのネットワーク設定を構成することが

できます。このページは、Configuration > Network メニューから表示することがで

きます。このページでパラメータを更新したら、Apply をクリックして変更を保存

します。 

 注意：ホストの Initial Setup ページとクライアントの Initial Setup ページからもネ

ットワーク情報を設定することができます。 

 
図 5-4：AWI Network ページ 



表 5-8：AWI Network ページパラメータ 

パラメータ 説明 

Enable DHCP 有効になっている場合は、デバイスが DHCP サーバに IP アドレス、

サブネットマスク、ゲートウェイ IP アドレス、および DNS サーバを

割り当てるように指示し、ドメイン名（オプション 15）、ホスト名

（オプション 12）、およびクライアント完全修飾ドメイン名

（FQDN）も要求します。 
無効になっている場合は、これらのパラメータを手動で設定する必要

があります。 

IP Address デバイスの IP アドレス。DHCP が無効になっている場合は、このフ

ィールドを有効な IP アドレスに設定する必要があります。DHCP が

有効になっている場合は、このフィールドを編集することができませ

ん。 

Subnet Mask デバイスのサブネットマスク。DHCP が無効になっている場合は、こ

のフィールドを有効なサブネットマスクに設定する必要があります。

DHCP が有効になっている場合は、このフィールドを編集することが

できません。 
警告：不正な IP アドレス/サブネットマスクの組み合わせ（無効なマ

スクなど）を設定すると、デバイスにアクセスできなくなる可能性が

あります。サブネットマスクの設定は慎重に行ってください。 

Gateway デバイスのゲートウェイ IP アドレス。DHCP が無効になっている場

合は、このフィールドが必須です。DHCP が有効になっている場合

は、このフィールドを編集することができません。 

Primary DNS Server デバイスのプライマリ DNS IP アドレス。このフィールドは省略可能

です。コネクションマネージャの使用中に DNS サーバの IP アドレス

が設定された場合は、コネクションマネージャアドレスを IP アドレ

スの代わりに FQDN として設定することができます。 

Secondary DNS Server デバイスのセカンダリ DNS IP アドレス。このフィールドは省略可能

です。コネクションマネージャの使用中に DNS サーバの IP アドレス

が設定された場合は、コネクションマネージャアドレスを IP アドレ

スの代わりに FQDN として設定することができます。 

Domain Name ホストまたはクライアントのドメイン名（"domain.local"など）。こ

のフィールドは省略可能です。 

FQDN ホストまたはクライアントの完全修飾ドメイン名。デフォルトは

pcoip-host-<MAC>または pcoip-portal-<MAC>です。ここで、<MAC>
はホストまたはクライアントの MAC アドレスです。使用された場合

はドメイン名が付加されます（pcoip-host-<MAC>.domain.local な
ど）。このページのこのフィールドは読み取り専用です。 
注意：FQDN 機能を使用するには、DHCP オプション 81 を使用した
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パラメータ 説明 

DNS サーバを用意して正しく設定する必要があります。 

Ethernet Mode 次のようにホストまたはクライアントのイーサネットモードを設定す

ることができます。 
·  Auto 
· 100 Mbps Full-Duplex 
· 10 Mbps Full-Duplex 
10 Mbps Full Duplex または 100 Mbps Full-Duplex を選択してから

Apply をクリックすると、次の警告メッセージが表示されます。 
「Warning：When Auto-Negotiation is disabled on the PCoIP device, 
it must also be disabled on the switch. Additionally, the PCoIP device 
and switch must be configured to use the same speed and duplex 
parameters. Different parameters may result in a loss of network 
connectivity. Are you sure you want to continue?」  
パラメータを変更する場合は OK をクリックします。 
注意：他のネットワーク機器（スイッチなど）も 10 Mbps 全二重ま

たは 100 Mbps 全二重で動作するように設定されている場合は、必

ず、イーサネットモードを Auto に設定し、10 Mbps Full-Duplex ま

たは 100 Mbps Full-Duplex 以外を使用しないようにする必要があり

ます。イーサネットモードの設定が不適切な場合は、ネットワーク動

作が PCoIP プロトコルでサポートされていない半二重になる可能性

があります。セッションの品質が極端に低下して、最終的に停止しま

す。 

Maximum MTU Size 最大転送単位パケットサイズを設定することができます。 
PCoIP パケットはフラグメント化することができないため、VPN ト

ンネリングなどの状況では、MTU を小さくする必要があります。ホ

ストとクライアント間のエンドツーエンド接続では、Maximum MTU 
Size をネットワークパス MTU よりも小さな値に設定します。 
Maximum MTU Size の範囲は、すべてのファームウエアバージョン

で 600～1500 バイトです。 
注意：PCoIP ゼロクライアントと PCoIP ホストカード間のセッショ

ンのデフォルト MTU は 1400 です。 

VMware View などの PCoIP ソフトウエア（ホストまたはクライアン

ト上）のデフォルト MTU は 1300 です。 

Enable 802.1X Security ネットワークで 802.1X セキュリティが使用されている場合は、すべ

てのホストとゼロクライアントのこのフィールドを有効にします。有

効になっている場合は、Authentication フィールド、Identity フィー

ルド、および Client Certificate フィールドを設定します。 

Authentication このフィールドは TLS（トランスポート層セキュリティ）に設定さ

れ、グレーアウトされています。TLS が現時点でサポートされている

唯一の認証プロトコルです。 



パラメータ 説明 

Identity ネットワーク上でデバイスを識別するための識別文字列を入力しま

す。 

Client Certificate Choose をクリックして 802.1X デバイスに使用するクライアント証

明書を選択します。表示された証明書のリストには、Certificate 
Upload ページからアップロードされた、秘密鍵を含む証明書が含ま

れています。Network ページで選択した証明書は、Certificate 
Upload ページの読み取り専用 Client Certificate フィールドにリンク

されています。 
注意：PCoIP は 1 つの 802.1X クライアント証明書しかサポートして

いません。セキュリティ詳細のすべてが 1 つのファイルに含まれてい

ることを確認してください。802.1X 証明書には秘密鍵が含まれてい

る必要があります。 

5.2.3   OSD：ネットワーク設定 
このページでは、クライアントのネットワーク設定を構成することができます。こ

のページは、Options > Configuration > Network メニューから表示することができ

ます。このページでパラメータを更新したら、Apply をクリックして変更を保存し

ます。 

 
図 5-5：OSD Network ページ 
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表 5-9：OSD Network ページパラメータ 

パラメータ 説明 

Enable DHCP 有効になっている場合は、デバイスが DHCP サーバに IP アドレス、

サブネットマスク、ゲートウェイ IP アドレス、および DNS サーバを

割り当てるように指示し、ドメイン名（オプション 15）、ホスト名

（オプション 12）、およびクライアント完全修飾ドメイン名

（FQDN）も要求します。 
無効になっている場合は、これらのパラメータを手動で設定する必要

があります。 

IP Address デバイスの IP アドレス。DHCP が無効になっている場合は、このフ

ィールドを有効な IP アドレスに設定する必要があります。DHCP が

有効になっている場合は、このフィールドを編集することができませ

ん。 

Subnet Mask デバイスのサブネットマスク。DHCP が無効になっている場合は、こ

のフィールドを有効なサブネットマスクに設定する必要があります。

DHCP が有効になっている場合は、このフィールドを編集することが

できません。 
警告：不正な IP アドレス/サブネットマスクの組み合わせ（無効なマ

スクなど）を設定すると、デバイスにアクセスできなくなる可能性が

あります。サブネットマスクの設定は慎重に行ってください。 

Gateway デバイスのゲートウェイ IP アドレス。DHCP が無効になっている場

合は、このフィールドが必須です。DHCP が有効になっている場合

は、このフィールドを編集することができません。 

Primary DNS Server デバイスのプライマリ DNS IP アドレス。このフィールドは省略可能

です。コネクションマネージャの使用中に DNS サーバの IP アドレス

が設定された場合は、コネクションマネージャアドレスを IP アドレ

スの代わりに FQDN として設定することができます。 

Secondary DNS Server デバイスのセカンダリ DNS IP アドレス。このフィールドは省略可能

です。コネクションマネージャの使用中に DNS サーバの IP アドレス

が設定された場合は、コネクションマネージャアドレスを IP アドレ

スの代わりに FQDN として設定することができます。 

Domain Name ホストまたはクライアントのドメイン名（"domain.local"など）。こ

のフィールドは省略可能です。 

FQDN ホストまたはクライアントの完全修飾ドメイン名。デフォルトは

pcoip-host-<MAC>または pcoip-portal-<MAC>です。ここで、<MAC>
はホストまたはクライアントの MAC アドレスです。使用された場合

はドメイン名が付加されます（pcoip-host-<MAC>.domain.local な
ど）。このページのこのフィールドは読み取り専用です。 
注意：FQDN 機能を使用するには、DHCP オプション 81 を使用した



パラメータ 説明 

DNS サーバを用意して正しく設定する必要があります。 

Ethernet Mode 次のようにホストまたはクライアントのイーサネットモードを設定す

ることができます。 
·  Auto 
· 100 Mbps Full-Duplex 
· 10 Mbps Full-Duplex 
10 Mbps Full Duplex または 100 Mbps Full-Duplex を選択してから

Apply をクリックすると、次の警告メッセージが表示されます。 
「Warning：When Auto-Negotiation is disabled on the PCoIP device, 
it must also be disabled on the switch. Additionally, the PCoIP device 
and switch must be configured to use the same speed and duplex 
parameters. Different parameters may result in a loss of network 
connectivity. Are you sure you want to continue?」  
パラメータを変更する場合は OK をクリックします。 
注意：他のネットワーク機器（スイッチなど）も 10 Mbps 全二重ま

たは 100 Mbps 全二重で動作するように設定されている場合は、必

ず、イーサネットモードを Auto に設定し、10 Mbps Full-Duplex ま

たは 100 Mbps Full-Duplex 以外を使用しないようにする必要があり

ます。イーサネットモードの設定が不適切な場合は、ネットワーク動

作が PCoIP プロトコルでサポートされていない半二重になる可能性

があります。セッションの品質が極端に低下して、最終的に停止しま

す。 

5.3   ラベル設定 

5.3.1   AWI：ラベル設定 
Label ページでは、デバイスに名前を割り当てることができます。このページは、

ホストまたはクライアントの Configuration > Label メニューから表示することがで

きます。 
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図 5-6：AWI Label ページ 

表 5-10：AWI Label ページパラメータ 

パラメータ 説明 

PCoIP Device Name ホストまたはクライアントに論理名を付けることができます。デフォ

ルトは pcoip-host-<MAC>または pcoip-portal-<MAC>です。ここで、

<MAC>はデバイスの MAC アドレスです。 
このフィールドは、DHCP が有効になっており、システムが DNS サ

ーバへのホスト名登録をサポートするように設定されている場合に、

ホストまたはクライアントが DNS サーバに登録する名前です  
PCoIP Device Name がネットワーク上のエンドポイントごとに一意

であり、以下の命名規則に従っていることを保証することが重要で

す。 
· 先頭と末尾の文字はアルファベット（A～Z または a～z）または

数字（0～9）にする必要があります。 
· 残りの文字はアルファベット、数字、またはハイフンにする必要

があります。 
· 長さは 63 文字以下にする必要があります。 

PCoIP Device  
Description 

デバイスのエンドポイントの場所など、デバイスの説明またはその他

の情報。 
注意：ファームウエアはこのフィールドを使用しません。これは管理

者専用のフィールドです。 

Generic Tag デバイスに関する汎用タグ情報。 
注意：ファームウエアはこのフィールドを使用しません。これは管理

者専用のフィールドです。 

5.3.2   OSD：ラベル設定 
Label ページでは、デバイスに名前を割り当てることができます。このページは、

Options > Configuration > Label メニューから表示することができます。 



 
図 5-7：OSD Label ページ 

表 5-11：OSD Label ページパラメータ 

パラメータ 説明 

PCoIP Device Name ホストまたはクライアントに論理名を付けることができます。デフォ

ルトは pcoip-host-<MAC>または pcoip-portal-<MAC>です。ここで、

<MAC>はデバイスの MAC アドレスです。 
このフィールドは、DHCP が有効になっており、システムが DNS サ

ーバへのホスト名登録をサポートするように設定されている場合に、

ホストまたはクライアントが DNS サーバに登録する名前です  
PCoIP Device Name がネットワーク上のエンドポイントごとに一意

であり、以下の命名規則に従っていることを保証することが重要で

す。 
· 先頭と末尾の文字はアルファベット（A～Z または a～z）または

数字（0～9）にする必要があります。 
· 残りの文字はアルファベット、数字、またはハイフンにする必要

があります。 
· 長さは 63 文字以下にする必要があります。 

PCoIP Device  
Description 

デバイスのエンドポイントの場所など、デバイスの説明またはその他

の情報。 
注意：ファームウエアはこのフィールドを使用しません。これは管理



  

PCoIP ゼロクライアント/ホスト管理者ガイド 

TER1206003 第 1 版 137 

パラメータ 説明 

者専用のフィールドです。 

Generic Tag デバイスに関する汎用タグ情報。 
注意：ファームウエアはこのフィールドを使用しません。これは管理

者専用のフィールドです。 

  

5.4   デバイスディスカバリの設定 

5.4.1   MC：ディスカバリ設定 
このページの設定を使用すれば、ネットワーク上の場所に関する知識がなくても、

SLP ディスカバリ、PCoIP MC DNS ベースのディスカバリプレフィックス、または

DNS-SRV ディスカバリを使用して PCoIP システム内のホストとクライアントを動

的に発見するようにプロファイルを構成することができます。ディスカバリメカニ

ズムを使用すれば、複雑なシステムの設定工数と保守工数を大幅に減らすことがで

きます。 

注意：SLP ディスカバリメカニズムでは、すべての PCoIP デバイスと MC が同じネ

ットワークサブネット上に存在する必要があります。SLP ディスカバリをサブネッ

ト全体で機能させるためには、サブネット間でマルチキャストトラフィックを転送

するようにルータを設定する必要があります。ほとんどのデプロイメントではこれ

が不可能なため、DNS-SRV ディスカバリをお勧めします。 

MC でプロパティを有効にするには、Set in Profile チェックボックスをオンにし、

指示に従ってフィールドを設定します。このページでプロパティを更新したら、

Save をクリックして変更を保存します。 



 
図 5-8：MC ディスカバリ設定 

表 5-12：MC ディスカバリ設定パラメータ 

パラメータ 説明 

Enable SLP Discovery  有効になっている場合は、ホストとクライアントを、SLP 管理エンテ

ィティを通して動的に発見することができます。 
注意：このプロパティを変更した場合はデバイスを再起動する必要が

あります。 

PCoIP MC DNS-Based 
Discovery Prefix  

このプロパティは、複数の管理コンソールが使用されている環境内の

特定の PCoIP MC にデバイスから接触するように指示するために使

用します。この動作にはいくつかの制約があります。このプロパティ

を使用する前に、『PCoIP Management Console User Manual』
（TER0812002）を参照してください。 
注意：このプロパティを変更した場合はデバイスを再起動する必要が

あります。 

Enable DNS-SRV 
Discovery 

有効になっている場合： 
· ホストとクライアントが、ネットワーク上の場所に関する知識が

なくても、自動的に、自らをコネクションブローカにアドバタイ

ズします。 
· ホストまたはクライアントが DNS から DNS SRV レコードをダウ

ンロードして使用しようとします。 
このディスカバリメカニズムの詳細については、『PCoIP 
Management Console User Manual』（TER0812002）を参照してく

ださい。 
注意：このプロパティを変更した場合はデバイスを再起動する必要が

あります。 
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パラメータ 説明 

DNS-SRV Discovery 
Delay 

コネクションブローカと管理コンソールに対して DNS SRV ディスカ

バリを試みる時間間隔を秒単位で設定します。DNS SRV ディスカバ

リは、デバイスが接続管理サーバに正常に接触するまで定期的に繰り

返されます。 

5.4.2   AWI：ディスカバリ設定 
このページの設定を使用すれば、ネットワーク上の場所に関する知識がなくても、

管理エンティティを通して、PCoIP システム内のホストとクライアントを動的に発

見することができます。ディスカバリメカニズムを使用すれば、複雑なシステムの

設定工数と保守工数を大幅に減らすことができます。 

このページは、ホストまたはクライアントの Configuration > Discovery メニューか

ら表示することができます。 

注意：SLP ディスカバリメカニズムでは、すべての PCoIP デバイスと MC が同じネ

ットワークサブネット上に存在する必要があります。SLP ディスカバリをサブネッ

ト全体で機能させるためには、サブネット間でマルチキャストトラフィックを転送

するようにルータを設定する必要があります。ほとんどのデプロイメントではこれ

が不可能なため、DNS-SRV ディスカバリをお勧めします。 

 
図 5-9：AWI Discovery ページ 

表 5-13：AWI Discovery ページパラメータ 

パラメータ 説明 

Enable SLP Discovery  有効になっている場合は、ホストとクライアントを、SLP 管理エンテ

ィティを通して動的に発見することができます。 



パラメータ 説明 

Enable DNS-SRV 
Discovery 

有効になっている場合： 
· ホストとクライアントが、ネットワーク上の場所に関する知識が

なくても、自動的に、自らをコネクションブローカにアドバタイ

ズします。 
· ホストまたはクライアントが DNS から DNS SRV レコードをダウ

ンロードして使用しようとします。 
このディスカバリメカニズムの詳細については、『PCoIP 
Management Console User Manual』（TER0812002）を参照してく

ださい。 
注意：Enable DNS SRV Discovery オプションは、コネクションブ

ローカのディスカバリを設定しますが、PCoIP 管理コンソールの

DNS SRV 機能に影響を与えません。 

DNS-SRV Discovery 
Delay 

コネクションブローカと管理コンソールに対して DNS SRV ディスカ

バリを試みる時間間隔を秒単位で設定します。DNS SRV ディスカバ

リは、デバイスが接続管理サーバに正常に接触するまで定期的に繰り

返されます。 
注意：Enable DNS SRV オプションは PCoIP 管理コンソールの DNS 
SRV 機能に影響を与えません。PCoIP 管理コンソールには DNS SRV 
Discovery Delay が使用されます。DNS SRV レコードがインストール

されていない場合は、遅延を最大値の“9999”に設定することをお勧め

します。これにより、ホストまたはクライアントによる PCoIP 管理

コンソールへの接触の試みが最小限に抑えられます。 

5.4.3   OSD：ディスカバリ設定 
このページの設定を使用すれば、ネットワーク上の場所に関する知識がなくても、

サービスロケーションプロトコル（SLP）管理エンティティを通して、PCoIP シス

テム内のホストとクライアントを動的に発見することができます。ディスカバリメ

カニズムを使用すれば、複雑なシステムの設定工数と保守工数を大幅に減らすこと

ができます。 

このページは、Options > Configuration > Discovery メニューから表示することがで

きます。 

注意：SLP ディスカバリメカニズムでは、すべての PCoIP デバイスと MC が同じネ

ットワークサブネット上に存在する必要があります。SLP ディスカバリをサブネッ

ト全体で機能させるためには、サブネット間でマルチキャストトラフィックを転送

するようにルータを設定する必要があります。ほとんどのデプロイメントではこれ

が不可能なため、DNS-SRV ディスカバリをお勧めします。これは、AWI Discovery
ページまたは MC Discovery Configuration ページから設定することができます。 
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図 5-10：OSD Discovery ページ 

表 5-14：OSD Discovery ページパラメータ 

パラメータ 説明 

Enable Discovery 有効になっている場合は、ホストを、SLP 管理エンティティを通して

動的に発見することができます。 

5.5   SNMP の設定 

5.5.1   MC：SNMP 設定に関するヘルプ 
管理コンソール用の SNMP 設定は、MC の Network Configuration ページに配置され

ています。 

注意：PCoIP SNMP エージェントの使用方法については、『Using SNMP with a 
PCoIP Device User Guide』（TER0805002）を参照してください。 

5.5.2   AWI：SNMP 設定 
SNMP ページでは、ホストまたはクライアントの SNMP エージェントを有効または

無効にすることができます。このページは、ホストまたはクライアントの

Configuration > SNMP メニューから表示することができます。 



注意：PCoIP SNMP エージェントの使用方法については、『Using SNMP with a 
PCoIP Device User Guide』（TER0805002）を参照してください。 

 
図 5-11：AWI SNMP ページ 

表 5-15：AWI SNMP ページパラメータ 

パラメータ 説明 

Enable SNMP 有効になっている場合は、デバイスが PCoIP SNMP エージェントか

ら SNMP 要求に応答できるようにします。SNMP エージェントを無

効にすると、SNMP 要求に応答することも、トラップを生成すること

もできなくなります。また、PCoIP SNMP MIB にアクセスすること

もできなくなります。 

Community Name デバイスで使用される SNMP コミュニティ名を設定します。 

5.6   セッションの設定 

5.6.1   セッションの設定 
MC、AWI、および OSD 上の Session ページでは、ホストまたはクライアントデバ

イスからピアデバイスへの接続方法やホストまたはクライアントデバイスのピアデ

バイスからの接続の受け入れ方法を設定することができます。使用可能な設定オプ

ションは、選択されたセッション接続タイプによって異なります。 

セッション接続タイプ 

次の 3 つの主なセッション接続タイプがあります。 

· Direct to Host（SLP ホストディスカバリを使用するためのオプション付き） 
· View Connection Server（さまざまなオプション付き） 
· Connection Management Interface 

Direct to Host セッション 
Direct to Host セッションは、ゼロクライアントと、PCoIP ホストカードが実装され

たリモートワークステーション間の直接接続です。ホストの DNS 名または IP アド
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レスを指定したり、クライアントを、サービスロケーションプロトコル（SLP）を

通してホストを発見するように設定したりすることができます。セッションが失わ

れたときに自動的にホストに再接続するようにクライアントを設定することもでき

ます。 

表 5-16：直接セッション接続 

管理ツール デバイス セッション接続オプション 

MC すべてのデバイス

ファミリ 
Direct to Host 
Direct to Host + SLP ホストディスカバリ 

AWI ホスト Direct from Client 

クライアント Direct to Host 
Direct to Host + SLP ホストディスカバリ 

OSD クライアント Direct to Host 
Direct to Host + SLP ホストディスカバリ 

  

VMware View 仮想デスクトップ接続 
VMware Viewセッションは、VMware View Connection Server とコネクションマネー

ジャ（コネクションブローカとも呼ばれる）を使用したゼロクライアントと

VMware View仮想デスクトップ間の接続です。VMware Viewセッションは、基本モ

ード、自動ログオンモード、VMware Viewキオスクモード、および Imprivata 
OneSign モードで設定することができます。 

表 5-17：直接セッション接続 

管理ツール デバイス セッション接続オプション 

MC すべてのデバイス

ファミリ 
View Connection Server 
View Connection Server + 自動ログオン 
View Connection Server + キオスク 
View Connection Server + Imprivata OneSign 

AWI クライアント View Connection Server 
View Connection Server + 自動ログオン 
View Connection Server + キオスク 
View Connection Server + Imprivata OneSign 

OSD クライアント View Connection Server 
View Connection Server + 自動ログオン 



管理ツール デバイス セッション接続オプション 

View Connection Server + キオスク 
View Connection Server + Imprivata OneSign 

  

Connection Management Interface セッション 
Connection Management Interface は、外部のコネクションマネージャをコネクション

ブローカとして設定するために使用します。 

表 5-18：直接セッション接続 

管理ツール デバイス セッション接続オプション 

MC すべてのデバイス

ファミリ 
Connection Management Interface 

AWI ホスト Connection Management Interface 

クライアント Connection Management Interface 

OSD クライアント Connection Management Interface 

5.6.2   MC：Direct to Host セッション設定 
クライアントを直接ホストに接続するようにプロファイルを設定するには、MC で

Direct to Host セッション接続タイプを選択します。 

MC でプロパティを有効にするには、Set in Profile チェックボックスをオンにし、

指示に従ってフィールドを設定します。このページでプロパティを更新したら、

Save をクリックして変更を保存します。 

この選択を変更した場合はデバイスを再起動する必要があります。 

注意：特定のホストとクライアントのリンク方法については、『PCoIP Management 
Console User Manual』（TER0812002）を参照してください。ピアリングプロパティ

を使用して特定のホストを設定する（特定の MAC アドレスではなく任意のピアを

受け入れるするためなど）には、AWIの Direct from Clientセッション設定を使用し

ます。 
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図 5-12： MC セッション接続タイプ – Direct to Host 

表 5-19：MC セッション設定パラメータ 

パラメータ 説明 

Enable Auto Reconnect 有効になっている場合は、セッションが失われたときに、クライアン

トが自動的に最後に接続していたホストに再接続します。 
注意：このプロパティを変更した場合はデバイスを再起動する必要が

あります。 

Enable Peer Loss  
Overlay 

有効になっている場合は、ネットワーク接続の消失が検出されたとき

に、“Network Connection Lost”オーバーレイがディスプレイ上に表示

されます。このオーバーレイは VMware View などの仮想デスクトッ

プの場合にも表示されます。通常のハイパーバイザスケジューリング

の遅延によってもこのメッセージが誤ってトリガーされる場合があり

ます。 
注意：このオプションはゼロクライアントに対してしか使用すること

ができません。ピア消失通知が必要なデスクトップアプリケーション

は、OSD、AWI、または MC を介してこの機能を再有効化する必要が

あります。 

Enable Preparing 
Desktop Overlay 

有効になっている場合は、ユーザがログインしたときに、"Preparing 
Desktop"オーバーレイがディスプレイ上に表示されます。 
注意：このオーバーレイは、デスクトップの表示に数秒以上かかって

いる場合でもログインが進行中であることを保証します。 

Disconnect Dialog 
Display Mode 

このフィールドを使用すれば、セッションが切断されたときに表示さ

れるメッセージのタイプを制御することができます。次の 3 つのカテ

ゴリに分かれています。 



パラメータ 説明 

情報：セッションに影響を与えるユーザまたは管理者によるアクショ

ン： 
· 別の場所からログインしたか、ホストがシャットダウンまたは再

起動されたために切断されました。 
· 管理者が切断を実行したために切断されました。 
· 別の場所からログインしたために切断されました。 
· ワークステーションを切断したために切断されました。 
警告：セッションに影響を与えるシステムによる予想されるアクショ

ン： 
· セッションがタイムアウトしたために切断されました。 
エラー：セッションの失敗を引き起こす予期せぬシステムによるアク

ション： 
· 切断されました。 
· 接続できません（0x1001）。IT 管理者に連絡してください。 
· 接続できません（0x1002）。IT 管理者に連絡してください。 
· セッションがリモートで閉じられました。 
· セッションがリモートで閉じられました（原因不明）。 
· 設定エラーが原因で切断されました（0x100）。IT 管理者に支援

を要請してください。 
· 設定エラーが原因で切断されました（0x201）。IT 管理者に支援

を要請してください。 
· 設定エラーが原因で切断されました（0x300）。IT 管理者に支援

を要請してください。 
· 設定エラーが原因で切断されました（0x301）。IT 管理者に支援

を要請してください。 
· 設定エラーが原因で切断されました（0x302）。IT 管理者に支援

を要請してください。 
· 設定エラーが原因で切断されました（0x303）。IT 管理者に支援

を要請してください。 
· 設定エラーが原因で切断されました（0x305）。IT 管理者に支援

を要請してください。 
· 設定エラーが原因で切断されました（0x400）。IT 管理者に支援

を要請してください。 
· 設定エラーが原因で切断されました（0x401）。IT 管理者に支援

を要請してください。 
· 設定エラーが原因で切断されました（0x402）。IT 管理者に支援

を要請してください。 
· 設定エラーが原因で切断されました（0x403）。IT 管理者に支援

を要請してください。 
· 設定エラーが原因で切断されました（0x404）。IT 管理者に支援

を要請してください。 
以下の表示を選択することができます。 

1. Show All messages – このオプションは、情報メッセージ、警告

メッセージ、およびエラーメッセージを含むすべての切断メッセ
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ージを表示します。 
2. Show Error and Warnings Only – このオプションは情報メッセ

ージを表示せず、エラーメッセージと警告メッセージのみを表示

します。 
3. Show Error Only – このオプションは情報メッセージと警告メッ

セージを表示せず、エラーメッセージのみを表示します。 
4. Show None – どの切断メッセージも表示しません。 

Session Lost Timeout アクティブセッションの接続に関するタイムアウト（秒単位）を入力

します。このフィールドの有効タイムアウト範囲は 5～60 秒です。こ

のタイムアウト期間が満了になるとセッションが切断されます。 

5.6.3   MC：Direct to Host Session + SLP ホストディスカバリ

設定 
クライアントを直接ホストに接続するようにプロファイルを設定して、サービスロ

ケーションプロトコル（SLP）を通してホストを動的に発見するようにクライアン

トを設定するる場合は、MC で Direct to Host + SLP ホストディスカバリセッション

接続タイプを選択します。 

MC でプロパティを有効にするには、Set in Profile チェックボックスをオンにし、

指示に従ってフィールドを設定します。このページでプロパティを更新したら、

Save をクリックして変更を保存します。 

この選択を変更した場合はデバイスを再起動する必要があります。 

注意：特定のホストとクライアントのリンク方法については、『PCoIP Management 
Console User Manual』（TER0812002）を参照してください。ピアリングプロパティ

を使用して特定のホストを設定する（特定の MAC アドレスではなく任意のピアを

受け入れるするためなど）には、AWIの Direct from Clientセッション設定を使用し

ます。 



 
図 5-13： MC セッション接続タイプ – Direct to Host + SLP ホストディスカバリ 

表 5-20：MC セッション設定パラメータ 

パラメータ 説明 

Enable Auto Reconnect 有効になっている場合は、セッションが失われたときに、クライアン

トが自動的に最後に接続していたホストに再接続します。 
注意：このプロパティを変更した場合はデバイスを再起動する必要が

あります。 

Enable Peer Loss  
Overlay 

有効になっている場合は、ネットワーク接続の消失が検出されたとき

に、“Network Connection Lost”オーバーレイがディスプレイ上に表示

されます。このオーバーレイは VMware View などの仮想デスクトッ

プの場合にも表示されます。通常のハイパーバイザスケジューリング

の遅延によってもこのメッセージが誤ってトリガーされる場合があり

ます。 
注意：このオプションはゼロクライアントに対してしか使用すること

ができません。ピア消失通知が必要なデスクトップアプリケーション

は、OSD、AWI、または MC を介してこの機能を再有効化する必要が

あります。 

Enable Preparing 
Desktop Overlay 

有効になっている場合は、ユーザがログインしたときに、"Preparing 
Desktop"オーバーレイがディスプレイ上に表示されます。 
注意：このオーバーレイは、デスクトップの表示に数秒以上かかって

いる場合でもログインが進行中であることを保証します。 

Disconnect Dialog 
Display Mode 

このフィールドを使用すれば、セッションが切断されたときに表示さ

れるメッセージのタイプを制御することができます。次の 3 つのカテ

ゴリに分かれています。 
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パラメータ 説明 

情報：セッションに影響を与えるユーザまたは管理者によるアクショ

ン： 
· 別の場所からログインしたか、ホストがシャットダウンまたは再

起動されたために切断されました。 
· 管理者が切断を実行したために切断されました。 
· 別の場所からログインしたために切断されました。 
· ワークステーションを切断したために切断されました。 
警告：セッションに影響を与えるシステムによる予想されるアクショ

ン： 
· セッションがタイムアウトしたために切断されました。 
エラー：セッションの失敗を引き起こす予期せぬシステムによるアク

ション： 
· 切断されました。 
· 接続できません（0x1001）。IT 管理者に連絡してください。 
· 接続できません（0x1002）。IT 管理者に連絡してください。 
· セッションがリモートで閉じられました。 
· セッションがリモートで閉じられました（原因不明）。 
· 設定エラーが原因で切断されました（0x100）。IT 管理者に支援

を要請してください。 
· 設定エラーが原因で切断されました（0x201）。IT 管理者に支援

を要請してください。 
· 設定エラーが原因で切断されました（0x300）。IT 管理者に支援

を要請してください。 
· 設定エラーが原因で切断されました（0x301）。IT 管理者に支援

を要請してください。 
· 設定エラーが原因で切断されました（0x302）。IT 管理者に支援

を要請してください。 
· 設定エラーが原因で切断されました（0x303）。IT 管理者に支援

を要請してください。 
· 設定エラーが原因で切断されました（0x305）。IT 管理者に支援

を要請してください。 
· 設定エラーが原因で切断されました（0x400）。IT 管理者に支援

を要請してください。 
· 設定エラーが原因で切断されました（0x401）。IT 管理者に支援

を要請してください。 
· 設定エラーが原因で切断されました（0x402）。IT 管理者に支援

を要請してください。 
· 設定エラーが原因で切断されました（0x403）。IT 管理者に支援

を要請してください。 
· 設定エラーが原因で切断されました（0x404）。IT 管理者に支援

を要請してください。 
以下の表示を選択することができます。 

1. Show All messages – このオプションは、情報メッセージ、警告

メッセージ、およびエラーメッセージを含むすべての切断メッセ
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ージを表示します。 
2. Show Error and Warnings Only – このオプションは情報メッセ

ージを表示せず、エラーメッセージと警告メッセージのみを表示

します。 
3. Show Error Only – このオプションは情報メッセージと警告メッ

セージを表示せず、エラーメッセージのみを表示します。 
4. Show None – どの切断メッセージも表示しません。 

Session Lost Timeout アクティブセッションの接続に関するタイムアウト（秒単位）を入力

します。このフィールドの有効タイムアウト範囲は 5～60 秒です。こ

のタイムアウト期間が満了になるとセッションが切断されます。 

5.6.4   MC：View Connection Server セッション設定 
VMware View Connection Server を使用してクライアントを仮想デスクトップに接続

するようにプロファイルを設定する場合は、MC で View Connection Server セッシ

ョン接続タイプを選択します。 

MC でプロパティを有効にするには、Set in Profile チェックボックスをオンにし、

指示に従ってフィールドを設定します。このページでプロパティを更新したら、

Save をクリックして変更を保存します。 

この選択を変更した場合はデバイスを再起動する必要があります。 

 
図 5-14：MC セッション接続タイプ – View Connection Server 

表 5-21：MC セッション設定パラメータ 

パラメータ 説明 
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View Connection Server 
Address 

View Connection Server の IP アドレスまたは完全修飾ドメイン名

（FQDN）を入力します。 

Desktop Name to Select セッションを開始するときにクライアントが使用するプール/デスクト

ップ名を入力します。 
注意：この設定は省略可能です。 

View Connection Server 
Port 

View Connection Server との通信に SSL が使用されている場合のデフ

ォルトポートは 443 です。SSL 通信が無効になっている場合のデフォ

ルトポートは 80 です。 
ネットワークがセキュア接続用として非標準ポートを使用するように

セットアップされている場合は、ポート番号を入力します。 

Enable View Connection 
Server SSL 

有効になっている場合は、View Connection Server との SSL 通信が可

能になります。 
注意：このプロパティは、View Connection Server との SSL 通信が常

に有効になっているファームウエア 4.0.0 以降を実行しているデバイ

スには影響を与えません。 

Certification Check 
Mode 

クライアントが View Connection Server とのセキュア接続を確認でき

ない場合の動作を選択します。 
· Warn if the connection may be insecure (Default)：未署名のま

たは期限切れの証明書を受信した場合、または、証明書が自己署

名されておらず、ゼロクライアントのトラストストアが空の場合

に警告を表示するようにクライアントを設定します （このオプシ

ョンはデフォルトで選択されています）。 
· Reject the unverifiable connection (Secure)：信頼できる有効な

証明書がインストールされていない場合に接続を拒否するように

クライアントを設定します。 
· Allow the unverifiable connection (Not Secure)：すべての接続

を許可するようにクライアントを設定します。 

Certification Check 
Lockout Mode 

ユーザが OSD から VCS Certificate Check Mode 設定を変更できな

いようにする場合は、このプロパティを Locked に設定します。 

Clear Trusted 
Connection Server 
Cache 

有効になっている場合は、信頼できる View Connection Server のキャ

ッシュがクリアされます。 

Enable View Connection 
Server Auto Connect 

有効になっている場合は、クライアントが、電源がオンになっている

ときはいつでも、または、仮想デスクトップとのセッションが終了し

たときに、自動的に、選択された View Connection Server に接続しま

す。 
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Connection Server 
Cache Mode 

このフィールドは、ユーザが有効なサーバアドレスを入力したときに

View Connection Server を OSD Connect ページの Server ドロップ

ダウンメニューに動的に追加するかどうか、または、ユーザが選択す

るための読み取り専用リストに View Connection Server を表示するか

どうかを決定します。 
· Last servers used：ユーザが入力したキャッシュサーバのリスト

を OSD Connect ページの Server ドロップダウンメニューに表示

したい場合にこのオプションを選択します。 
· Read-only：ユーザに読み取り専用リストから View Connection 

Server を選択させたい場合にこのオプションを選択します。 

Connection Server 
Cache Entry (1 to 25) 

ユーザの OSD Connect ページ内のキャッシュに表示する、必要な数

のフィールド（最大 25）を有効にして、それぞれに対して、ユーザの

接続を許可する View Connection Server の IP アドレスまたは FQDN
を入力します。 
· Connection Server Cache Mode フィールドで Last servers 

used が選択されている場合は、ユーザが有効なサーバ IP アドレ

スまたは FQDN を入力するたびに新しい View Connection Server
が Server ドロップダウンメニューに追加されます。 

· Read-only が選択されている場合は、ユーザは Server ドロップダ

ウンメニュー内の読み取り専用リストからしかサーバを選択する

ことができません。 

Self Help Link Mode 有効になっている場合は、VMware View ユーザ認証画面上でセルフヘ

ルプリンクが有効になります。 

Auto Launch If Only One 
Desktop 

有効になっている場合は、ユーザ資格情報の入力後に、自動的に、ユ

ーザが仮想デスクトップに接続されます。 

Enable Login Username 
Caching 

有効になっている場合は、ユーザ名テキストボックスに、自動的に、

最後に入力されたユーザ名が設定されます。 

Use OSD Logo for View 
Banner 

有効になっている場合は、ログイン中に、VMware View バナーの代わ

りに、PCoIP ゼロクライアント OSD ロゴが表示されます。OSD ロゴ

は OSD Logo Upload ページでアップロードすることができます。 

Prefer GSC-IS Over PIV 
Endpoint 

選択されている場合は、スマートカードで CAC（GSC-IS）や PIV エ

ンドポイントなどの複数のインターフェースがサポートされていれ

ば、GSC-IS インターフェースが使用されます。スマートカードで

CAC と PIV エンドポイントのどちらかなどの 1 つのインターフェー

スしかサポートされていない場合は、この設定に関係なく、CAC また

は PIV エンドポイントインターフェースのみが使用されます。これ

は、PCoIP セッション以外で実行されるスマートカードアクセスにの

み影響を与えます。 

Enable Peer Loss  有効になっている場合は、ネットワーク接続の消失が検出されたとき
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Overlay に、“Network Connection Lost”オーバーレイがディスプレイ上に表示

されます。このオーバーレイは VMware View などの仮想デスクトッ

プの場合にも表示されます。通常のハイパーバイザスケジューリング

の遅延によってもこのメッセージが誤ってトリガーされる場合があり

ます。 
注意：このオプションはゼロクライアントに対してしか使用すること

ができません。ピア消失通知が必要なデスクトップアプリケーション

は、OSD、AWI、または MC を介してこの機能を再有効化する必要が

あります。 

Enable Preparing 
Desktop Overlay 

有効になっている場合は、ユーザがログインしたときに、"Preparing 
Desktop"オーバーレイがディスプレイ上に表示されます。 
注意：このオーバーレイは、デスクトップの表示に数秒以上かかって

いる場合でもログインが進行中であることを保証します。 

Disconnect Dialog 
Display Mode 

このフィールドを使用すれば、セッションが切断されたときに表示さ

れるメッセージのタイプを制御することができます。次の 3 つのカテ

ゴリに分かれています。 
情報：セッションに影響を与えるユーザまたは管理者によるアクショ

ン： 
· 別の場所からログインしたか、ホストがシャットダウンまたは再

起動されたために切断されました。 
· 管理者が切断を実行したために切断されました。 
· 別の場所からログインしたために切断されました。 
· ワークステーションを切断したために切断されました。 
警告：セッションに影響を与えるシステムによる予想されるアクショ

ン： 
· セッションがタイムアウトしたために切断されました。 
エラー：セッションの失敗を引き起こす予期せぬシステムによるアク

ション： 
· 切断されました。 
· 接続できません（0x1001）。IT 管理者に連絡してください。 
· 接続できません（0x1002）。IT 管理者に連絡してください。 
· セッションがリモートで閉じられました。 
· セッションがリモートで閉じられました（原因不明）。 
· 設定エラーが原因で切断されました（0x100）。IT 管理者に支援

を要請してください。 
· 設定エラーが原因で切断されました（0x201）。IT 管理者に支援

を要請してください。 
· 設定エラーが原因で切断されました（0x300）。IT 管理者に支援

を要請してください。 
· 設定エラーが原因で切断されました（0x301）。IT 管理者に支援

を要請してください。 
· 設定エラーが原因で切断されました（0x302）。IT 管理者に支援
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を要請してください。 
· 設定エラーが原因で切断されました（0x303）。IT 管理者に支援

を要請してください。 
· 設定エラーが原因で切断されました（0x305）。IT 管理者に支援

を要請してください。 
· 設定エラーが原因で切断されました（0x400）。IT 管理者に支援

を要請してください。 
· 設定エラーが原因で切断されました（0x401）。IT 管理者に支援

を要請してください。 
· 設定エラーが原因で切断されました（0x402）。IT 管理者に支援

を要請してください。 
· 設定エラーが原因で切断されました（0x403）。IT 管理者に支援

を要請してください。 
· 設定エラーが原因で切断されました（0x404）。IT 管理者に支援

を要請してください。 
以下の表示を選択することができます。 

1. Show All messages – このオプションは、情報メッセージ、警告

メッセージ、およびエラーメッセージを含むすべての切断メッセ

ージを表示します。 
2. Show Error and Warnings Only – このオプションは情報メッセ

ージを表示せず、エラーメッセージと警告メッセージのみを表示

します。 
3. Show Error Only – このオプションは情報メッセージと警告メッ

セージを表示せず、エラーメッセージのみを表示します。 
4. Show None – どの切断メッセージも表示しません。 

Session Lost Timeout アクティブセッションの接続に関するタイムアウト（秒単位）を入力

します。このフィールドの有効タイムアウト範囲は 5～60 秒です。こ

のタイムアウト期間が満了になるとセッションが切断されます。 

5.6.5   MC：View Connection Server + 自動ログオンセッション

設定 
クライアントが VMware View Connection Server 経由で仮想デスクトップに接続する

ときに自動的にユーザのログイン詳細を入力するようにプロファイルを設定する場

合は、MC で View Connection Server + 自動ログオンセッション接続タイプを選択し

ます。 

MC でプロパティを有効にするには、Set in Profile チェックボックスをオンにし、

指示に従ってフィールドを設定します。このページでプロパティを更新したら、

Save をクリックして変更を保存します。 

この選択を変更した場合はデバイスを再起動する必要があります。 
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図 5-15：MC セッション接続タイプ – View Connection Server + 自動ログオン 

表 5-22：MC セッション設定パラメータ 

パラメータ 説明 

View Connection Server 
Address 

View Connection Server の IP アドレスまたは完全修飾ドメイン名

（FQDN）を入力します。 

Auto-Logon Username 指定した View Connection Server に送信するユーザ名を入力しま

す。 

Auto-Logon Password 指定した View Connection Server に送信するパスワードを入力しま

す。 

Auto-Logon Domain 指定した View Connection Server に送信するドメインを入力しま

す。 

Desktop Name to Select セッションを開始するときにクライアントが使用するプール/デスク

トップ名を入力します。 
注意：この設定は省略可能です。 

View Connection Server 
Port 

View Connection Server との通信に SSL が使用されている場合のデ

フォルトポートは 443 です。SSL 通信が無効になっている場合のデ

フォルトポートは 80 です。 
ネットワークがセキュア接続用として非標準ポートを使用するように

セットアップされている場合は、ポート番号を入力します。 

Enable View Connection 有効になっている場合は、View Connection Server との SSL 通信が
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Server SSL 可能になります。 
注意：このプロパティは、View Connection Server との SSL 通信が

常に有効になっているファームウエア 4.0.0 以降を実行しているデバ

イスには影響を与えません。 

Certification Check 
Mode 

クライアントが View Connection Server とのセキュア接続を確認で

きない場合の動作を選択します。 
· Warn if the connection may be insecure (Default)：未署名のま

たは期限切れの証明書を受信した場合、または、証明書が自己署

名されておらず、ゼロクライアントのトラストストアが空の場合

に警告を表示するようにクライアントを設定します （このオプシ

ョンはデフォルトで選択されています）。 
· Reject the unverifiable connection (Secure)：信頼できる有効

な証明書がインストールされていない場合に接続を拒否するよう

にクライアントを設定します。 
· Allow the unverifiable connection (Not Secure)：すべての接続

を許可するようにクライアントを設定します。 

Certification Check 
Lockout Mode 

ユーザが OSD から VCS Certificate Check Mode 設定を変更できな

いようにする場合は、このプロパティを Locked に設定します。 

Clear Trusted 
Connection Server 
Cache 

有効になっている場合は、信頼できる View Connection Server のキ

ャッシュがクリアされます。 

Enable View Connection 
Server Auto Connect 

有効になっている場合は、クライアントが、電源がオンになっている

ときはいつでも、または、仮想デスクトップとのセッションが終了し

たときに、自動的に、選択された View Connection Server に接続し

ます。 

Connection Server 
Cache Mode 

このフィールドは、ユーザが有効なサーバアドレスを入力したときに

View Connection Server を OSD Connect ページの Server ドロップ

ダウンメニューに動的に追加するかどうか、または、ユーザが選択す

るための読み取り専用リストに View Connection Server を表示する

かどうかを決定します。 
· Last servers used：ユーザが入力したキャッシュサーバのリス

トを OSD Connect ページの Server ドロップダウンメニューに

表示したい場合にこのオプションを選択します。 
· Read-only：ユーザに読み取り専用リストから View Connection 

Server を選択させたい場合にこのオプションを選択します。 

Connection Server 
Cache Entry (1 to 25) 

ユーザの OSD Connect ページ内のキャッシュに表示する、必要な数

のフィールド（最大 25）を有効にして、それぞれに対して、ユーザ

の接続を許可する View Connection Server の IP アドレスまたは

FQDN を入力します。 
· Connection Server Cache Mode フィールドで Last servers 
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used が選択されている場合は、ユーザが有効なサーバ IP アドレ

スまたは FQDN を入力するたびに新しい View Connection Server
が Server ドロップダウンメニューに追加されます。 

· Read-only が選択されている場合は、ユーザは Server ドロップ

ダウンメニュー内の読み取り専用リストからしかサーバを選択す

ることができません。 

Auto Launch If Only One 
Desktop 

有効になっている場合は、ユーザ資格情報の入力後に、自動的に、ユ

ーザが仮想デスクトップに接続されます。 

Use OSD Logo for View 
Banner 

有効になっている場合は、ログイン中に、VMware View バナーの代

わりに、PCoIP ゼロクライアント OSD ロゴが表示されます。OSD ロ

ゴは OSD Logo Upload ページでアップロードすることができます。 

Enable Peer Loss  
Overlay 

有効になっている場合は、ネットワーク接続の消失が検出されたとき

に、“Network Connection Lost”オーバーレイがディスプレイ上に表示

されます。このオーバーレイは VMware View などの仮想デスクトッ

プの場合にも表示されます。通常のハイパーバイザスケジューリング

の遅延によってもこのメッセージが誤ってトリガーされる場合があり

ます。 
注意：このオプションはゼロクライアントに対してしか使用すること

ができません。ピア消失通知が必要なデスクトップアプリケーション

は、OSD、AWI、または MC を介してこの機能を再有効化する必要が

あります。 

Enable Preparing 
Desktop Overlay 

有効になっている場合は、ユーザがログインしたときに、"Preparing 
Desktop"オーバーレイがディスプレイ上に表示されます。 
注意：このオーバーレイは、デスクトップの表示に数秒以上かかって

いる場合でもログインが進行中であることを保証します。 

Disconnect Dialog 
Display Mode 

このフィールドを使用すれば、セッションが切断されたときに表示さ

れるメッセージのタイプを制御することができます。次の 3 つのカテ

ゴリに分かれています。 
情報：セッションに影響を与えるユーザまたは管理者によるアクショ

ン： 
· 別の場所からログインしたか、ホストがシャットダウンまたは再

起動されたために切断されました。 
· 管理者が切断を実行したために切断されました。 
· 別の場所からログインしたために切断されました。 
· ワークステーションを切断したために切断されました。 
警告：セッションに影響を与えるシステムによる予想されるアクショ

ン： 
· セッションがタイムアウトしたために切断されました。 
エラー：セッションの失敗を引き起こす予期せぬシステムによるアク
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ション： 
· 切断されました。 
· 接続できません（0x1001）。IT 管理者に連絡してください。 
· 接続できません（0x1002）。IT 管理者に連絡してください。 
· セッションがリモートで閉じられました。 
· セッションがリモートで閉じられました（原因不明）。 
· 設定エラーが原因で切断されました（0x100）。IT 管理者に支援

を要請してください。 
· 設定エラーが原因で切断されました（0x201）。IT 管理者に支援

を要請してください。 
· 設定エラーが原因で切断されました（0x300）。IT 管理者に支援

を要請してください。 
· 設定エラーが原因で切断されました（0x301）。IT 管理者に支援

を要請してください。 
· 設定エラーが原因で切断されました（0x302）。IT 管理者に支援

を要請してください。 
· 設定エラーが原因で切断されました（0x303）。IT 管理者に支援

を要請してください。 
· 設定エラーが原因で切断されました（0x305）。IT 管理者に支援

を要請してください。 
· 設定エラーが原因で切断されました（0x400）。IT 管理者に支援

を要請してください。 
· 設定エラーが原因で切断されました（0x401）。IT 管理者に支援

を要請してください。 
· 設定エラーが原因で切断されました（0x402）。IT 管理者に支援

を要請してください。 
· 設定エラーが原因で切断されました（0x403）。IT 管理者に支援

を要請してください。 
· 設定エラーが原因で切断されました（0x404）。IT 管理者に支援

を要請してください。 
以下の表示を選択することができます。 

1. Show All messages – このオプションは、情報メッセージ、警告

メッセージ、およびエラーメッセージを含むすべての切断メッセ

ージを表示します。 
2. Show Error and Warnings Only – このオプションは情報メッセ

ージを表示せず、エラーメッセージと警告メッセージのみを表示

します。 
3. Show Error Only – このオプションは情報メッセージと警告メッ

セージを表示せず、エラーメッセージのみを表示します。 
4. Show None – どの切断メッセージも表示しません。 

Session Lost Timeout アクティブセッションの接続に関するタイムアウト（秒単位）を入力

します。このフィールドの有効タイムアウト範囲は 5～60 秒です。こ

のタイムアウト期間が満了になるとセッションが切断されます。 
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5.6.6   MC：View Connection Server + キオスクセッション設定 
クライアントが VMware View Connection Server 経由で仮想デスクトップに接続する

ときにキオスクモードを使用するようにプロファイルを設定する場合は、MC で

View Connection Server + キオスクセッション接続タイプを選択します。 

MC でプロパティを有効にするには、Set in Profile チェックボックスをオンにし、

指示に従ってフィールドを設定します。このページでプロパティを更新したら、

Save をクリックして変更を保存します。 

この選択を変更した場合はデバイスを再起動する必要があります。 

 
図 5-16：MC セッション接続タイプ – View Connection Server + キオスク 

表 5-23：MC セッション設定パラメータ 

パラメータ 説明 

View Connection Server 
Address 

View Connection Server の IP アドレスまたは完全修飾ドメイン名

（FQDN）を入力します。 

Use Kiosk Custom 
Username 

有効になっている場合は、ログイン名が"Custom-<XXX>"として表示

されます。ここで、"XXX"は Kiosk Mode Custom Username の値で

す。無効になっている場合は、クライアントが"CM-
AA:BB:CC:DD:EE:FF"という形式の MAC ベースのユーザ名を使用し

ます。 

Kiosk Mode Custom 
Username 

Use Kiosk Custom Username が"Custom-<XXX>"という形式のカス

タムユーザ名を使用するように設定されている場合に、"XXX"コンポ

ーネントの値を入力します。このフィールドは最大 13 文字に制限さ

れています。 



パラメータ 説明 

Kiosk Mode Password キオスクモードで仮想デスクトップにアクセスするためのパスワード

を入力します。 
注意：この設定は省略可能です。 

View Connection Server 
Port 

View Connection Server との通信に SSL が使用されている場合のデ

フォルトポートは 443 です。SSL 通信が無効になっている場合のデ

フォルトポートは 80 です。 
ネットワークがセキュア接続用として非標準ポートを使用するように

セットアップされている場合は、ポート番号を入力します。 

Enable View Connection 
Server SSL 

有効になっている場合は、View Connection Server との SSL 通信が

可能になります。 
注意：このプロパティは、View Connection Server との SSL 通信が

常に有効になっているファームウエア 4.0.0 以降を実行しているデバ

イスには影響を与えません。 

Certification Check 
Mode 

クライアントが View Connection Server とのセキュア接続を確認で

きない場合の動作を選択します。 
· Warn if the connection may be insecure (Default)：未署名のま

たは期限切れの証明書を受信した場合、または、証明書が自己署

名されておらず、ゼロクライアントのトラストストアが空の場合

に警告を表示するようにクライアントを設定します （このオプシ

ョンはデフォルトで選択されています）。 
· Reject the unverifiable connection (Secure)：信頼できる有効

な証明書がインストールされていない場合に接続を拒否するよう

にクライアントを設定します。 
· Allow the unverifiable connection (Not Secure)：すべての接続

を許可するようにクライアントを設定します。 

Certification Check 
Lockout Mode 

ユーザが OSD から VCS Certificate Check Mode 設定を変更できな

いようにする場合は、このプロパティを Locked に設定します。 

Clear Trusted 
Connection Server 
Cache 

有効になっている場合は、信頼できる View Connection Server のキ

ャッシュがクリアされます。 

Use OSD Logo for View 
Banner 

有効になっている場合は、ログイン中に、VMware View バナーの代

わりに、PCoIP ゼロクライアント OSD ロゴが表示されます。OSD ロ

ゴは OSD Logo Upload ページでアップロードすることができます。 

Enable Peer Loss  
Overlay 

有効になっている場合は、ネットワーク接続の消失が検出されたとき

に、“Network Connection Lost”オーバーレイがディスプレイ上に表示

されます。このオーバーレイは VMware View などの仮想デスクトッ

プの場合にも表示されます。通常のハイパーバイザスケジューリング

の遅延によってもこのメッセージが誤ってトリガーされる場合があり
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パラメータ 説明 

ます。 
注意：このオプションはゼロクライアントに対してしか使用すること

ができません。ピア消失通知が必要なデスクトップアプリケーション

は、OSD、AWI、または MC を介してこの機能を再有効化する必要が

あります。 

Enable Preparing 
Desktop Overlay 

有効になっている場合は、ユーザがログインしたときに、"Preparing 
Desktop"オーバーレイがディスプレイ上に表示されます。 
注意：このオーバーレイは、デスクトップの表示に数秒以上かかって

いる場合でもログインが進行中であることを保証します。 

Disconnect Dialog 
Display Mode 

このフィールドを使用すれば、セッションが切断されたときに表示さ

れるメッセージのタイプを制御することができます。次の 3 つのカテ

ゴリに分かれています。 
情報：セッションに影響を与えるユーザまたは管理者によるアクショ

ン： 
· 別の場所からログインしたか、ホストがシャットダウンまたは再

起動されたために切断されました。 
· 管理者が切断を実行したために切断されました。 
· 別の場所からログインしたために切断されました。 
· ワークステーションを切断したために切断されました。 
警告：セッションに影響を与えるシステムによる予想されるアクショ

ン： 
· セッションがタイムアウトしたために切断されました。 
エラー：セッションの失敗を引き起こす予期せぬシステムによるアク

ション： 
· 切断されました。 
· 接続できません（0x1001）。IT 管理者に連絡してください。 
· 接続できません（0x1002）。IT 管理者に連絡してください。 
· セッションがリモートで閉じられました。 
· セッションがリモートで閉じられました（原因不明）。 
· 設定エラーが原因で切断されました（0x100）。IT 管理者に支援

を要請してください。 
· 設定エラーが原因で切断されました（0x201）。IT 管理者に支援

を要請してください。 
· 設定エラーが原因で切断されました（0x300）。IT 管理者に支援

を要請してください。 
· 設定エラーが原因で切断されました（0x301）。IT 管理者に支援

を要請してください。 
· 設定エラーが原因で切断されました（0x302）。IT 管理者に支援

を要請してください。 
· 設定エラーが原因で切断されました（0x303）。IT 管理者に支援

を要請してください。 
· 設定エラーが原因で切断されました（0x305）。IT 管理者に支援
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を要請してください。 
· 設定エラーが原因で切断されました（0x400）。IT 管理者に支援

を要請してください。 
· 設定エラーが原因で切断されました（0x401）。IT 管理者に支援

を要請してください。 
· 設定エラーが原因で切断されました（0x402）。IT 管理者に支援

を要請してください。 
· 設定エラーが原因で切断されました（0x403）。IT 管理者に支援

を要請してください。 
· 設定エラーが原因で切断されました（0x404）。IT 管理者に支援

を要請してください。 
以下の表示を選択することができます。 

1. Show All messages – このオプションは、情報メッセージ、警告

メッセージ、およびエラーメッセージを含むすべての切断メッセ

ージを表示します。 
2. Show Error and Warnings Only – このオプションは情報メッセ

ージを表示せず、エラーメッセージと警告メッセージのみを表示

します。 
3. Show Error Only – このオプションは情報メッセージと警告メッ

セージを表示せず、エラーメッセージのみを表示します。 
4. Show None – どの切断メッセージも表示しません。 

Session Lost Timeout アクティブセッションの接続に関するタイムアウト（秒単位）を入力

します。このフィールドの有効タイムアウト範囲は 5～60 秒です。こ

のタイムアウト期間が満了になるとセッションが切断されます。 

5.6.7   MC：View Connection Server + Imprivata OneSign セ

ッション設定 
クライアントが仮想デスクトップに接続するときに View Connection Server に加えて

Imprivata OneSign システム経由でも認証するようにプロファイルを設定する場合は、

MC で View Connection Server + Imprivata OneSign セッション接続タイプを選択し

ます。 

MC でプロパティを有効にするには、Set in Profile チェックボックスをオンにし、

指示に従ってフィールドを設定します。このページでプロパティを更新したら、

Save をクリックして変更を保存します。 

この選択を変更した場合はデバイスを再起動する必要があります。 
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図 5-17：MC セッション接続タイプ – View Connection Server + Imprivata OneSign 

表 5-24：MC セッション設定パラメータ 

パラメータ 説明 

View Connection Server 
Address 

View Connection Server の IP アドレスまたは完全修飾ドメイン名

（FQDN）を入力します。 

Onesign Bootstrap URL OneSign 認証デプロイメント内で初期 OneSign サーバを探すために

使用されるブートストラップ URL を入力します。 

Onesign Appliance 
Verification 

OneSign アプライアンスサーバから提示された証明書に対して実施さ

れる検証のレベルを設定します。 
· No verification：任意のアプライアンスに接続します。 
· Full verification：証明書が検証済みのアプライアンスにのみ接続

します。 

Onesign Desktop Name 
Mode 

Desktop Name to Select プロパティが OneSign モードで使用される

かどうかを選択します。 
· Ignore 
· Use If Set 

Desktop Name to Select デスクトップ名を入力します。デスクトッププールリストにこの名前

のプールが含まれている場合は、クライアントが即座にそのプールを

使用したセッションを開始します。 
注意：このフィールドは大文字と小文字が区別されます。 

Certification Check クライアントが View Connection Server とのセキュア接続を確認で



パラメータ 説明 

Mode きない場合の動作を選択します。 
· Warn if the connection may be insecure (Default)：未署名のま

たは期限切れの証明書を受信した場合、または、証明書が自己署

名されておらず、ゼロクライアントのトラストストアが空の場合

に警告を表示するようにクライアントを設定します （このオプシ

ョンはデフォルトで選択されています）。 
· Reject the unverifiable connection (Secure)：信頼できる有効

な証明書がインストールされていない場合に接続を拒否するよう

にクライアントを設定します。 
· Allow the unverifiable connection (Not Secure)：すべての接続

を許可するようにクライアントを設定します。 

Certification Check 
Lockout Mode 

ユーザが OSD から VCS Certificate Check Mode 設定を変更できな

いようにする場合は、このプロパティを Locked に設定します。 

Clear Trusted 
Connection Server 
Cache 

有効になっている場合は、信頼できる View Connection Server のキ

ャッシュがクリアされます。 

Enable Login Username 
Caching 

有効になっている場合は、ユーザ名テキストボックスに、自動的に、

最後に入力されたユーザ名が設定されます。 

Use OSD Logo for View 
Banner 

有効になっている場合は、ログイン中に、VMware View バナーの代

わりに、PCoIP ゼロクライアント OSD ロゴが表示されます。OSD ロ

ゴは OSD Logo Upload ページでアップロードすることができます。 

Prefer GSC-IS Over PIV 
Endpoint 

選択されている場合は、スマートカードで CAC（GSC-IS）や PIV エ

ンドポイントなどの複数のインターフェースがサポートされていれ

ば、GSC-IS インターフェースが使用されます。スマートカードで

CAC と PIV エンドポイントのどちらかなどの 1 つのインターフェー

スしかサポートされていない場合は、この設定に関係なく、CAC ま

たは PIV エンドポイントインターフェースのみが使用されます。これ

は、PCoIP セッション以外で実行されるスマートカードアクセスにの

み影響を与えます。 

Enable Peer Loss  
Overlay 

有効になっている場合は、ネットワーク接続の消失が検出されたとき

に、“Network Connection Lost”オーバーレイがディスプレイ上に表示

されます。このオーバーレイは VMware View などの仮想デスクトッ

プの場合にも表示されます。通常のハイパーバイザスケジューリング

の遅延によってもこのメッセージが誤ってトリガーされる場合があり

ます。 
注意：このオプションはゼロクライアントに対してしか使用すること

ができません。ピア消失通知が必要なデスクトップアプリケーション

は、OSD、AWI、または MC を介してこの機能を再有効化する必要が

あります。 
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パラメータ 説明 

Enable Preparing 
Desktop Overlay 

有効になっている場合は、ユーザがログインしたときに、"Preparing 
Desktop"オーバーレイがディスプレイ上に表示されます。 
注意：このオーバーレイは、デスクトップの表示に数秒以上かかって

いる場合でもログインが進行中であることを保証します。 

Disconnect Dialog 
Display Mode 

このフィールドを使用すれば、セッションが切断されたときに表示さ

れるメッセージのタイプを制御することができます。次の 3 つのカテ

ゴリに分かれています。 
情報：セッションに影響を与えるユーザまたは管理者によるアクショ

ン： 
· 別の場所からログインしたか、ホストがシャットダウンまたは再

起動されたために切断されました。 
· 管理者が切断を実行したために切断されました。 
· 別の場所からログインしたために切断されました。 
· ワークステーションを切断したために切断されました。 
警告：セッションに影響を与えるシステムによる予想されるアクショ

ン： 
· セッションがタイムアウトしたために切断されました。 
エラー：セッションの失敗を引き起こす予期せぬシステムによるアク

ション： 
· 切断されました。 
· 接続できません（0x1001）。IT 管理者に連絡してください。 
· 接続できません（0x1002）。IT 管理者に連絡してください。 
· セッションがリモートで閉じられました。 
· セッションがリモートで閉じられました（原因不明）。 
· 設定エラーが原因で切断されました（0x100）。IT 管理者に支援

を要請してください。 
· 設定エラーが原因で切断されました（0x201）。IT 管理者に支援

を要請してください。 
· 設定エラーが原因で切断されました（0x300）。IT 管理者に支援

を要請してください。 
· 設定エラーが原因で切断されました（0x301）。IT 管理者に支援

を要請してください。 
· 設定エラーが原因で切断されました（0x302）。IT 管理者に支援

を要請してください。 
· 設定エラーが原因で切断されました（0x303）。IT 管理者に支援

を要請してください。 
· 設定エラーが原因で切断されました（0x305）。IT 管理者に支援

を要請してください。 
· 設定エラーが原因で切断されました（0x400）。IT 管理者に支援

を要請してください。 
· 設定エラーが原因で切断されました（0x401）。IT 管理者に支援

を要請してください。 
· 設定エラーが原因で切断されました（0x402）。IT 管理者に支援
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を要請してください。 
· 設定エラーが原因で切断されました（0x403）。IT 管理者に支援

を要請してください。 
· 設定エラーが原因で切断されました（0x404）。IT 管理者に支援

を要請してください。 
以下の表示を選択することができます。 

1. Show All messages – このオプションは、情報メッセージ、警告

メッセージ、およびエラーメッセージを含むすべての切断メッセ

ージを表示します。 
2. Show Error and Warnings Only – このオプションは情報メッセ

ージを表示せず、エラーメッセージと警告メッセージのみを表示

します。 
3. Show Error Only – このオプションは情報メッセージと警告メッ

セージを表示せず、エラーメッセージのみを表示します。 
4. Show None – どの切断メッセージも表示しません。 

Session Lost Timeout アクティブセッションの接続に関するタイムアウト（秒単位）を入力

します。このフィールドの有効タイムアウト範囲は 5～60 秒です。こ

のタイムアウト期間が満了になるとセッションが切断されます。 

5.6.8   MC：Connection Management Interface 設定 
外部コネクションマネージャをコネクションブローカとして使用するようにプロフ

ァイルを設定する場合は、MCで Connection Management Interface セッション接続

タイプを選択します。 

注意：外部コネクションマネージャは大規模で複雑なシステムの管理手順を簡略化

することができます。管理接続では、外部コネクションマネージャサーバがデバイ

スと通信して、それをリモートで制御および設定することができます。コネクショ

ンマネージャは、接続するデバイスに適切なピアを特定してから接続を開始するこ

ともできます。 

MC でプロパティを有効にするには、Set in Profile チェックボックスをオンにし、

指示に従ってフィールドを設定します。このページでプロパティを更新したら、

Save をクリックして変更を保存します。 

この選択を変更した場合はデバイスを再起動する必要があります。 
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図 5-18：MC セッション接続タイプ – Connection Management Interface 

表 5-25：MC セッション設定パラメータ 

パラメータ 説明 

CMS Address コネクションマネージャの IP アドレスまたは完全修飾ドメイン名

（FQDN）を入力します。 
注意：多くのコネクションマネージャが、自動的に、発見したすべて

のデバイスにこの値を設定します。 

Enable Peer Loss  
Overlay 

有効になっている場合は、ネットワーク接続の消失が検出されたとき

に、“Network Connection Lost”オーバーレイがディスプレイ上に表示

されます。このオーバーレイは VMware View などの仮想デスクトッ

プの場合にも表示されます。通常のハイパーバイザスケジューリング

の遅延によってもこのメッセージが誤ってトリガーされる場合があり

ます。 
注意：このオプションはゼロクライアントに対してしか使用すること

ができません。ピア消失通知が必要なデスクトップアプリケーション

は、OSD、AWI、または MC を介してこの機能を再有効化する必要が

あります。 

Enable Preparing 
Desktop Overlay 

有効になっている場合は、ユーザがログインしたときに、"Preparing 
Desktop"オーバーレイがディスプレイ上に表示されます。 
注意：このオーバーレイは、デスクトップの表示に数秒以上かかって

いる場合でもログインが進行中であることを保証します。 

Disconnect Dialog 
Display Mode 

このフィールドを使用すれば、セッションが切断されたときに表示さ

れるメッセージのタイプを制御することができます。次の 3 つのカテ

ゴリに分かれています。 
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情報：セッションに影響を与えるユーザまたは管理者によるアクショ

ン： 
· 別の場所からログインしたか、ホストがシャットダウンまたは再

起動されたために切断されました。 
· 管理者が切断を実行したために切断されました。 
· 別の場所からログインしたために切断されました。 
· ワークステーションを切断したために切断されました。 
警告：セッションに影響を与えるシステムによる予想されるアクショ

ン： 
· セッションがタイムアウトしたために切断されました。 
エラー：セッションの失敗を引き起こす予期せぬシステムによるアク

ション： 
· 切断されました。 
· 接続できません（0x1001）。IT 管理者に連絡してください。 
· 接続できません（0x1002）。IT 管理者に連絡してください。 
· セッションがリモートで閉じられました。 
· セッションがリモートで閉じられました（原因不明）。 
· 設定エラーが原因で切断されました（0x100）。IT 管理者に支援

を要請してください。 
· 設定エラーが原因で切断されました（0x201）。IT 管理者に支援

を要請してください。 
· 設定エラーが原因で切断されました（0x300）。IT 管理者に支援

を要請してください。 
· 設定エラーが原因で切断されました（0x301）。IT 管理者に支援

を要請してください。 
· 設定エラーが原因で切断されました（0x302）。IT 管理者に支援

を要請してください。 
· 設定エラーが原因で切断されました（0x303）。IT 管理者に支援

を要請してください。 
· 設定エラーが原因で切断されました（0x305）。IT 管理者に支援

を要請してください。 
· 設定エラーが原因で切断されました（0x400）。IT 管理者に支援

を要請してください。 
· 設定エラーが原因で切断されました（0x401）。IT 管理者に支援

を要請してください。 
· 設定エラーが原因で切断されました（0x402）。IT 管理者に支援

を要請してください。 
· 設定エラーが原因で切断されました（0x403）。IT 管理者に支援

を要請してください。 
· 設定エラーが原因で切断されました（0x404）。IT 管理者に支援

を要請してください。 
以下の表示を選択することができます。 

1. Show All messages – このオプションは、情報メッセージ、警告

メッセージ、およびエラーメッセージを含むすべての切断メッセ
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ージを表示します。 
2. Show Error and Warnings Only – このオプションは情報メッセ

ージを表示せず、エラーメッセージと警告メッセージのみを表示

します。 
3. Show Error Only – このオプションは情報メッセージと警告メッ

セージを表示せず、エラーメッセージのみを表示します。 
4. Show None – どの切断メッセージも表示しません。 

Session Lost Timeout アクティブセッションの接続に関するタイムアウト（秒単位）を入力

します。このフィールドの有効タイムアウト範囲は 5～60 秒です。こ

のタイムアウト期間が満了になるとセッションが切断されます。 

5.6.9   AWI ホスト：Direct from Client セッション設定 
クライアントに直接接続するようにホストを設定する場合は、Configuration > 
Session ページで Direct from Client セッション接続タイプを選択します。 

 
図 5-19： AWI セッション接続タイプ – Direct from Client 

表 5-26：AWI Session ページパラメータ 

パラメータ 説明 

Accept Any Peer 有効になっている場合は、ホストが任意のクライアントからの接続を

受け入れます。無効になっている場合は、ホストに受け入れさせるピ

アの MAC アドレスを指定する必要があります。 

Peer MAC Address ホストへの接続を許可するクライアントの MAC アドレスを入力しま

す。Accept Any Peer オプションが有効になっている場合は、この

フィールドが不要なため、編集不可になります。 



パラメータ 説明 

Session Negotiation 
Cipher 

クライアントが PCoIP クライアントと PCoIP ホスト間のトランスポ

ート層セキュリティ（TLS）セッションをネゴシエートするために使

用する TLS 暗号を設定します。 
· TLS 1.0 with RSA keys and AES-256 or AES-128 encryption：

このオプションは最大限の互換性を提供します。 
· TLS 1.2 with Suite B-compliant 192-bit elliptic curve 

encryption：このオプションはより高度なセキュリティを提供し

ます。 

Enabled Session 
Ciphers 

デバイスの暗号化モードを有効または無効にします。デフォルトで、

デバイスに関係するすべての暗号化モードが有効になっています。 
· AES-128-GCM（Tera1 と Tera2）：第 1 世代 Tera1 プロセッサ

と第 2 世代 Tera2 プロセッサに実装されている暗号化方式。この

方式では、Tera1 デバイスのハードウエアエンドポイント間で最

高性能を実現することができます。また、Tera2 クライアントが

VMware 4 以降に接続されており、ネットワーク上で 7 Mbps 以上

の速度が利用可能であれば、高い性能を実現できる可能性があり

ます。 
· AES-256-GCM（Tera2 のみ）：第 2 世代 Tera2 プロセッサに実

装されているよりセキュアな暗号化方式で、ハードウエアエンド

ポイント間で最高性能を実現することができます。VMware 4 以

降に接続されている場合は、AES-128-GCM をお勧めします。 
· Salsa20-256-Round12（Tera1 のみ）：Tera1 クライアントが

VMware 4 以降に接続されており、ネットワーク上で 7 Mbps 以上

の速度が利用可能であれば、高い性能を実現することが可能な、

ファームウエアに実装されているより軽量な暗号化方式。 
注意：VMware View 仮想デスクトップへの接続方法については、

『Using PCoIP Zero Clients with VMware View User Guide』
（TER0904005）を参照してください。 

注意：有効にする暗号化モードは、セッションを確立するホストとク

ライアント間で一致させる必要があります。複数のモードが有効にな

っている場合は、ファームウエアが次のように選択します。 

· ホストと Tera1 または Tera2 クライアント間：PCoIP セッション

に対して AES-128-GCM または AES-256-GCM 
· VMware View 4.5 以降と Tera1 クライアント間：PCoIP セッショ

ンに対して SALSA20-256-Round12 
· VMware View 4.5 以降と Tera2 クライアント間：PCoIP セッショ

ンに対して AES-128-GCM 

5.6.10   AWI クライアント：Direct to Host セッション設定 
ホストに直接接続するようにクライアントを設定する場合は、Configuration > 
Session ページで Direct to Host セッション接続タイプを選択します。 
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図 5-20：AWI セッション接続タイプ – Direct to Host 

表 5-27：AWI Session ページパラメータ 

パラメータ 説明 

DNS Name or 
IP Address 

ホストの IP アドレスまたは DNS 名を入力します。 

Wake host from low 
power state 

ユーザがクライアントのリモート PC ボタンを押すか、Connect ウィ

ンドウの Connect ボタンをクリックしたときに、自動的に、クライ

アントからホストを再開させるかどうかを設定します。 
· Wake-On-LAN Disabled：選択されている場合は、再開機能が無

効になります。このオプションはデフォルトで選択されていま

す。 
· Wake-On-LAN Enabled + Peer Address：選択されている場合

は、再開機能が有効になり、Host Wake MAC Address フィール

ドが表示され、ホストの MAC アドレスを入力することができま

す。このオプションは、クライアントとホストが同じネットワー

クに接続されている場合に使用します。 
· Wake-On-LAN Enabled + Custom Address：選択されている場

合は、再開機能が有効になり、Host Wake MAC Address フィー

ルドと Host Wake IP Address フィールドが表示され、ホストの

両方のアドレスを入力できるようになります。このオプション

は、ホストがクライアントとは別のネットワークに接続されてい

る場合に選択します。 
注意： 

· この機能はハードウエアホストでのみ動作します。低電力状態に
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入ることができないため、ソフトウエアホストでは動作しませ

ん。 
· ハードウエアホストは、Wake-on-LAN パケットを受信したとき

に低電力状態（オフ/休止/スリープ）からの再開をサポートでき

る必要があります。 

Host Wake MAC 
Address 

Wake-On-LAN Enabled + Peer Address または Wake-On-LAN 
Enabled + Custom Address が選択されている場合に、ホスト再開

設定を完成させるためのホストの MAC アドレスを入力します。クラ

イアントは、ホストを低電力状態から再開させるために、この MAC
アドレスに「マジックパケット」を送信します。 

Host Wake IP Address Wake-On-LAN Enabled + Custom Address が選択されている場合

に、ホスト再開設定を完成させるためのホストの IP アドレスを入力

します。クライアントは、ホストコンピュータを低電力状態から再開

させるために、この IP アドレスに「マジックパケット」を送信しま

す。 

Enable Auto-Reconnect 有効になっている場合は、セッションが失われたときに、クライアン

トが自動的に最後に接続していたホストに再接続します。  

Enable Peer Loss  
Overlay 

有効になっている場合は、ネットワーク接続の消失が検出されたとき

に、“Network Connection Lost”オーバーレイがディスプレイ上に表示

されます。このオーバーレイは VMware View などの仮想デスクトッ

プの場合にも表示されます。通常のハイパーバイザスケジューリング

の遅延によってもこのメッセージが誤ってトリガーされる場合があり

ます。 
注意：このオプションはゼロクライアントに対してしか使用すること

ができません。ピア消失通知が必要なデスクトップアプリケーション

は、OSD、AWI、または MC を介してこの機能を再有効化する必要が

あります。 

Enable Preparing 
Desktop Overlay 

有効になっている場合は、ユーザがログインしたときに、"Preparing 
Desktop"オーバーレイがディスプレイ上に表示されます。 
注意：このオーバーレイは、デスクトップの表示に数秒以上かかって

いる場合でもログインが進行中であることを保証します。 

Enable Session 
Disconnect Hotkey 

有効になっている場合は、ユーザが Ctrl+Alt+F12 ホットキーシーケン

スを押すと、"Zero Client Control Panel"オーバーレイがポップアップ

表示されます。ここで、ユーザはワークステーション上の現在のセッ

ションを切断したり、ワークステーションの電源をオフにしたりする

ことができます。 
注意：ユーザがこの切断ホットキーシーケンスを使用できるようにす

るには、他の特定の設定オプションを有効にする必要があります。詳

細については、「セッションの切断」を参照してください。 
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Session Negotiation 
Cipher 

クライアントが PCoIP クライアントと PCoIP ホスト間のトランスポ

ート層セキュリティ（TLS）セッションをネゴシエートするために使

用する TLS 暗号を設定します。 
· TLS 1.0 with RSA keys and AES-256 or AES-128 encryption：

このオプションは最大限の互換性を提供します。 
· TLS 1.2 with Suite B-compliant 192-bit elliptic curve 

encryption：このオプションはより高度なセキュリティを提供し

ます。 

Enabled Session 
Ciphers 

デバイスの暗号化モードを有効または無効にします。デフォルトで、

デバイスに関係するすべての暗号化モードが有効になっています。 
· AES-128-GCM（Tera1 と Tera2）：第 1 世代 Tera1 プロセッサ

と第 2 世代 Tera2 プロセッサに実装されている暗号化方式。この

方式では、Tera1 デバイスのハードウエアエンドポイント間で最

高性能を実現することができます。また、Tera2 クライアントが

VMware 4 以降に接続されており、ネットワーク上で 7 Mbps 以上

の速度が利用可能であれば、高い性能を実現できる可能性があり

ます。 
· AES-256-GCM（Tera2 のみ）：第 2 世代 Tera2 プロセッサに実

装されているよりセキュアな暗号化方式で、ハードウエアエンド

ポイント間で最高性能を実現することができます。VMware 4 以

降に接続されている場合は、AES-128-GCM をお勧めします。 
· Salsa20-256-Round12（Tera1 のみ）：Tera1 クライアントが

VMware 4 以降に接続されており、ネットワーク上で 7 Mbps 以上

の速度が利用可能であれば、高い性能を実現することが可能な、

ファームウエアに実装されているより軽量な暗号化方式。 
注意：VMware View 仮想デスクトップへの接続方法については、

『Using PCoIP Zero Clients with VMware View User Guide』
（TER0904005）を参照してください。 

注意：有効にする暗号化モードは、セッションを確立するホストとク

ライアント間で一致させる必要があります。複数のモードが有効にな

っている場合は、ファームウエアが次のように選択します。 

· ホストと Tera1 または Tera2 クライアント間：PCoIP セッション

に対して AES-128-GCM または AES-256-GCM 
· VMware View 4.5 以降と Tera1 クライアント間：PCoIP セッショ

ンに対して SALSA20-256-Round12 
· VMware View 4.5 以降と Tera2 クライアント間：PCoIP セッショ

ンに対して AES-128-GCM 

Disconnect Message 
Filter 

このフィールドを使用すれば、セッションが切断されたときに表示さ

れるメッセージのタイプを制御することができます。次の 3 つのカテ

ゴリに分かれています。 
情報：セッションに影響を与えるユーザまたは管理者によるアクショ

ン： 
· 別の場所からログインしたか、ホストがシャットダウンまたは再

起動されたために切断されました。 
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· 管理者が切断を実行したために切断されました。 
· 別の場所からログインしたために切断されました。 
· ワークステーションを切断したために切断されました。 
警告：セッションに影響を与えるシステムによる予想されるアクショ

ン： 
· セッションがタイムアウトしたために切断されました。 
エラー：セッションの失敗を引き起こす予期せぬシステムによるアク

ション： 
· 切断されました。 
· 接続できません（0x1001）。IT 管理者に連絡してください。 
· 接続できません（0x1002）。IT 管理者に連絡してください。 
· セッションがリモートで閉じられました。 
· セッションがリモートで閉じられました（原因不明）。 
· 設定エラーが原因で切断されました（0x100）。IT 管理者に支援

を要請してください。 
· 設定エラーが原因で切断されました（0x201）。IT 管理者に支援

を要請してください。 
· 設定エラーが原因で切断されました（0x300）。IT 管理者に支援

を要請してください。 
· 設定エラーが原因で切断されました（0x301）。IT 管理者に支援

を要請してください。 
· 設定エラーが原因で切断されました（0x302）。IT 管理者に支援

を要請してください。 
· 設定エラーが原因で切断されました（0x303）。IT 管理者に支援

を要請してください。 
· 設定エラーが原因で切断されました（0x305）。IT 管理者に支援

を要請してください。 
· 設定エラーが原因で切断されました（0x400）。IT 管理者に支援

を要請してください。 
· 設定エラーが原因で切断されました（0x401）。IT 管理者に支援

を要請してください。 
· 設定エラーが原因で切断されました（0x402）。IT 管理者に支援

を要請してください。 
· 設定エラーが原因で切断されました（0x403）。IT 管理者に支援

を要請してください。 
· 設定エラーが原因で切断されました（0x404）。IT 管理者に支援

を要請してください。 
以下の表示を選択することができます。 

1. Show All messages – このオプションは、情報メッセージ、警告

メッセージ、およびエラーメッセージを含むすべての切断メッセ

ージを表示します。 
2. Show Error and Warnings Only – このオプションは情報メッセ

ージを表示せず、エラーメッセージと警告メッセージのみを表示

します。 
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3. Show Error Only – このオプションは情報メッセージと警告メッ

セージを表示せず、エラーメッセージのみを表示します。 
4. Show None – どの切断メッセージも表示しません。 

  

5.6.11   AWI クライアント：Direct to Host + SLP ホストディスカ

バリセッション設定 
ホストに直接接続したり、サービスロケーションプロトコル（SLP）経由で自動的

にホストを発見したりするようにクライアントを設定する場合は、Configuration > 
Session ページで Direct to Host + SLP ホストディスカバリセッション接続タイプを

選択します。 

 
図 5-21：AWI セッション接続タイプ – Direct to Host + SLP ホストディスカバリ 

表 5-28：AWI Session ページパラメータ 

パラメータ 説明 

Enable Auto-Reconnect 有効になっている場合は、セッションが失われたときに、クライアン

トが自動的に最後に接続していたホストに再接続します。 

Enable Peer Loss  
Overlay 

有効になっている場合は、ネットワーク接続の消失が検出されたとき

に、“Network Connection Lost”オーバーレイがディスプレイ上に表示

されます。このオーバーレイは VMware View などの仮想デスクトッ
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プの場合にも表示されます。通常のハイパーバイザスケジューリング

の遅延によってもこのメッセージが誤ってトリガーされる場合があり

ます。 
注意：このオプションはゼロクライアントに対してしか使用すること

ができません。ピア消失通知が必要なデスクトップアプリケーション

は、OSD、AWI、または MC を介してこの機能を再有効化する必要が

あります。 

Enable Preparing 
Desktop Overlay 

有効になっている場合は、ユーザがログインしたときに、"Preparing 
Desktop"オーバーレイがディスプレイ上に表示されます。 
注意：このオーバーレイは、デスクトップの表示に数秒以上かかって

いる場合でもログインが進行中であることを保証します。 

Enable Session 
Disconnect Hotkey 

有効になっている場合は、ユーザが Ctrl+Alt+F12 ホットキーシーケン

スを押すと、"Zero Client Control Panel"オーバーレイがポップアップ

表示されます。ここで、ユーザはワークステーション上の現在のセッ

ションを切断したり、ワークステーションの電源をオフにしたりする

ことができます。 
注意：ユーザがこの切断ホットキーシーケンスを使用できるようにす

るには、他の特定の設定オプションを有効にする必要があります。詳

細については、「セッションの切断」を参照してください。 

Session Negotiation 
Cipher 

クライアントが PCoIP クライアントと PCoIP ホスト間のトランスポ

ート層セキュリティ（TLS）セッションをネゴシエートするために使

用する TLS 暗号を設定します。 
· TLS 1.0 with RSA keys and AES-256 or AES-128 encryption：

このオプションは最大限の互換性を提供します。 
· TLS 1.2 with Suite B-compliant 192-bit elliptic curve 

encryption：このオプションはより高度なセキュリティを提供し

ます。 

Enabled Session 
Ciphers 

デバイスの暗号化モードを有効または無効にします。デフォルトで、

デバイスに関係するすべての暗号化モードが有効になっています。 
· AES-128-GCM（Tera1 と Tera2）：第 1 世代 Tera1 プロセッサ

と第 2 世代 Tera2 プロセッサに実装されている暗号化方式。この

方式では、Tera1 デバイスのハードウエアエンドポイント間で最

高性能を実現することができます。また、Tera2 クライアントが

VMware 4 以降に接続されており、ネットワーク上で 7 Mbps 以上

の速度が利用可能であれば、高い性能を実現できる可能性があり

ます。 
· AES-256-GCM（Tera2 のみ）：第 2 世代 Tera2 プロセッサに実

装されているよりセキュアな暗号化方式で、ハードウエアエンド

ポイント間で最高性能を実現することができます。VMware 4 以

降に接続されている場合は、AES-128-GCM をお勧めします。 
· Salsa20-256-Round12（Tera1 のみ）：Tera1 クライアントが

VMware 4 以降に接続されており、ネットワーク上で 7 Mbps 以上
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の速度が利用可能であれば、高い性能を実現することが可能な、

ファームウエアに実装されているより軽量な暗号化方式。 
注意：VMware View 仮想デスクトップへの接続方法については、

『Using PCoIP Zero Clients with VMware View User Guide』
（TER0904005）を参照してください。 

注意：有効にする暗号化モードは、セッションを確立するホストとク

ライアント間で一致させる必要があります。複数のモードが有効にな

っている場合は、ファームウエアが次のように選択します。 

· ホストと Tera1 または Tera2 クライアント間：PCoIP セッション

に対して AES-128-GCM または AES-256-GCM 
· VMware View 4.5 以降と Tera1 クライアント間：PCoIP セッショ

ンに対して SALSA20-256-Round12 
· VMware View 4.5 以降と Tera2 クライアント間：PCoIP セッショ

ンに対して AES-128-GCM 

Disconnect Message 
Filter 

このフィールドを使用すれば、セッションが切断されたときに表示さ

れるメッセージのタイプを制御することができます。次の 3 つのカテ

ゴリに分かれています。 
情報：セッションに影響を与えるユーザまたは管理者によるアクショ

ン： 
· 別の場所からログインしたか、ホストがシャットダウンまたは再

起動されたために切断されました。 
· 管理者が切断を実行したために切断されました。 
· 別の場所からログインしたために切断されました。 
· ワークステーションを切断したために切断されました。 
警告：セッションに影響を与えるシステムによる予想されるアクショ

ン： 
· セッションがタイムアウトしたために切断されました。 
エラー：セッションの失敗を引き起こす予期せぬシステムによるアク

ション： 
· 切断されました。 
· 接続できません（0x1001）。IT 管理者に連絡してください。 
· 接続できません（0x1002）。IT 管理者に連絡してください。 
· セッションがリモートで閉じられました。 
· セッションがリモートで閉じられました（原因不明）。 
· 設定エラーが原因で切断されました（0x100）。IT 管理者に支援

を要請してください。 
· 設定エラーが原因で切断されました（0x201）。IT 管理者に支援

を要請してください。 
· 設定エラーが原因で切断されました（0x300）。IT 管理者に支援

を要請してください。 
· 設定エラーが原因で切断されました（0x301）。IT 管理者に支援

を要請してください。 
· 設定エラーが原因で切断されました（0x302）。IT 管理者に支援
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を要請してください。 
· 設定エラーが原因で切断されました（0x303）。IT 管理者に支援

を要請してください。 
· 設定エラーが原因で切断されました（0x305）。IT 管理者に支援

を要請してください。 
· 設定エラーが原因で切断されました（0x400）。IT 管理者に支援

を要請してください。 
· 設定エラーが原因で切断されました（0x401）。IT 管理者に支援

を要請してください。 
· 設定エラーが原因で切断されました（0x402）。IT 管理者に支援

を要請してください。 
· 設定エラーが原因で切断されました（0x403）。IT 管理者に支援

を要請してください。 
· 設定エラーが原因で切断されました（0x404）。IT 管理者に支援

を要請してください。 
以下の表示を選択することができます。 

1. Show All messages – このオプションは、情報メッセージ、警告

メッセージ、およびエラーメッセージを含むすべての切断メッセ

ージを表示します。 
2. Show Error and Warnings Only – このオプションは情報メッセ

ージを表示せず、エラーメッセージと警告メッセージのみを表示

します。 
3. Show Error Only – このオプションは情報メッセージと警告メッ

セージを表示せず、エラーメッセージのみを表示します。 
4. Show None – どの切断メッセージも表示しません。 

  

5.6.12   AWI クライアント：View Connection Server セッション

設定 
VMware View Connection Server を使用して仮想デスクトップに接続するようにクラ

イアントを設定する場合は、Configuration > Session ページで View Connection 
Server セッション接続タイプを選択します。 
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図 5-22：AWI セッション接続タイプ – View Connection Server 

表 5-29：AWI Session ページパラメータ 

パラメータ 説明 

DNS Name or 
IP Address 

VMware View Connection Server の DNS 名または IP アドレスを入力

します。 

Desktop Name to Select セッションを開始するときにクライアントが使用するプール/デスク

トップ名を入力します。 
注意：この設定は省略可能です。 

Port デフォルトで、このフィールドは空白になっており、View 
Connection Server との通信にはポート 443 が使用されます。 
ネットワークがセキュア接続用として非標準ポートを使用するように

セットアップされている場合は、ポート番号を入力します。 



パラメータ 説明 

VCS Certificate Check 
Mode 

クライアントが View Connection Server とのセキュア接続を確認で

きない場合の動作を選択します。 
· Never connect to untrusted servers：信頼できる有効な証明書

がインストールされていない場合に接続を拒否するようにクライ

アントを設定します （これは最もセキュアなオプションです）。 
· Warn before connecting to untrusted servers：未署名のまたは

期限切れの証明書を受信した場合、または、証明書が自己署名さ

れておらず、ゼロクライアントのトラストストアが空の場合に警

告を表示するようにクライアントを設定します （このオプション

はデフォルトで選択されています）。 
· Do not verify server identity certificates：すべての接続を許可

するようにクライアントを設定します （このオプションはセキュ

アではありません）。 

VCS Certificate Check 
Mode Lockout 

ユーザが OSD から VCS Certificate Check Mode 設定を変更できな

いようにします。 

Trusted View 
Connection Servers 

Show ボタンをクリックすると、クライアントが有効な証明書を受信

した VMware View Connection Server が表示されます。 
Clear ボタンをクリックすると、このキャッシュがクリアされます。 

Auto Connect 有効になっている場合は、クライアントが、電源がオンになっている

ときはいつでも、または、仮想デスクトップとのセッションが終了し

たときに、自動的に、選択された View Connection Server に接続し

ます。 
注意：Auto Connect を有効にしたら、変更を反映させるためにクラ

イアントの電源を入れ直す必要があります。 

Connection Server 
Cache Mode 

このフィールドは、ユーザが有効なサーバアドレスを入力したときに

View Connection Server を OSD Connect ページの Server ドロップ

ダウンメニューに動的に追加するかどうか、または、ユーザが選択す

るための読み取り専用リストに View Connection Server を表示する

かどうかを決定します。 
· Last servers used：ユーザが入力したキャッシュサーバのリス

トを OSD Connect ページの Server ドロップダウンメニューに

表示したい場合にこのオプションを選択します。 
· Read-only：ユーザに読み取り専用リストから View Connection 

Server を選択させたい場合にこのオプションを選択します。 
注意：PCoIP 管理コンソールを使用して、使用可能なコネクションサ

ーバのリストを事前に生成しておくことができます。 

Enable Self Help Link 詳細については、「セルフヘルプリンクの有効化」を参照してくださ

い。 

Auto Launch If Only One 有効になっている場合は、ユーザ資格情報の入力後に、自動的に、ユ
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Desktop ーザが仮想デスクトップに接続されます。 
注意：この機能は、単一のデスクトップを使用可能なユーザにのみ適

用されます。複数の仮想デスクトップを使用可能なユーザには適用さ

れません。 

Login Username 
Caching 

有効になっている場合は、ユーザ名テキストボックスに、自動的に、

最後に入力されたユーザ名が設定されます。 

Use OSD Logo for View 
Banner 

有効になっている場合は、ログイン中に、VMware View バナーの代

わりに、PCoIP ゼロクライアント OSD ロゴが表示されます。OSD ロ

ゴは OSD Logo Upload ページでアップロードすることができます。 

Prefer GSC-IS 選択されている場合は、スマートカードで CAC（GSC-IS）や PIV エ

ンドポイントなどの複数のインターフェースがサポートされていれ

ば、GSC-IS インターフェースが使用されます。スマートカードで

CAC と PIV エンドポイントのどちらかなどの 1 つのインターフェー

スしかサポートされていない場合は、この設定に関係なく、CAC ま

たは PIV エンドポイントインターフェースのみが使用されます。これ

は、PCoIP セッション以外で実行されるスマートカードアクセスにの

み影響を与えます。 

Enable Peer Loss  
Overlay 

有効になっている場合は、ネットワーク接続の消失が検出されたとき

に、“Network Connection Lost”オーバーレイがディスプレイ上に表示

されます。このオーバーレイは VMware View などの仮想デスクトッ

プの場合にも表示されます。通常のハイパーバイザスケジューリング

の遅延によってもこのメッセージが誤ってトリガーされる場合があり

ます。 
注意：このオプションはゼロクライアントに対してしか使用すること

ができません。ピア消失通知が必要なデスクトップアプリケーション

は、OSD、AWI、または MC を介してこの機能を再有効化する必要が

あります。 

Enable Preparing 
Desktop Overlay 

有効になっている場合は、ユーザがログインしたときに、"Preparing 
Desktop"オーバーレイがディスプレイ上に表示されます。 
注意：このオーバーレイは、デスクトップの表示に数秒以上かかって

いる場合でもログインが進行中であることを保証します。 

Enable Session 
Disconnect Hotkey 

有効になっている場合は、ユーザが Ctrl+Alt+F12 ホットキーシーケン

スを押すと、"Zero Client Control Panel"オーバーレイがポップアップ

表示されます。ここで、ユーザはワークステーション上の現在のセッ

ションを切断したり、ワークステーションの電源をオフにしたりする

ことができます。 
注意：ユーザがこの切断ホットキーシーケンスを使用できるようにす

るには、他の特定の設定オプションを有効にする必要があります。詳

細については、「セッションの切断」を参照してください。 
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Session Negotiation 
Cipher 

クライアントが PCoIP クライアントと PCoIP ホスト間のトランスポ

ート層セキュリティ（TLS）セッションをネゴシエートするために使

用する TLS 暗号を設定します。 
· TLS 1.0 with RSA keys and AES-256 or AES-128 encryption：

このオプションは最大限の互換性を提供します。 
· TLS 1.2 with Suite B-compliant 192-bit elliptic curve 

encryption：このオプションはより高度なセキュリティを提供し

ます。 

Enabled Session 
Ciphers 

デバイスの暗号化モードを有効または無効にします。デフォルトで、

デバイスに関係するすべての暗号化モードが有効になっています。 
· AES-128-GCM（Tera1 と Tera2）：第 1 世代 Tera1 プロセッサ

と第 2 世代 Tera2 プロセッサに実装されている暗号化方式。この

方式では、Tera1 デバイスのハードウエアエンドポイント間で最

高性能を実現することができます。また、Tera2 クライアントが

VMware 4 以降に接続されており、ネットワーク上で 7 Mbps 以上

の速度が利用可能であれば、高い性能を実現できる可能性があり

ます。 
· AES-256-GCM（Tera2 のみ）：第 2 世代 Tera2 プロセッサに実

装されているよりセキュアな暗号化方式で、ハードウエアエンド

ポイント間で最高性能を実現することができます。VMware 4 以

降に接続されている場合は、AES-128-GCM をお勧めします。 
· Salsa20-256-Round12（Tera1 のみ）：Tera1 クライアントが

VMware 4 以降に接続されており、ネットワーク上で 7 Mbps 以上

の速度が利用可能であれば、高い性能を実現することが可能な、

ファームウエアに実装されているより軽量な暗号化方式。 
注意：VMware View 仮想デスクトップへの接続方法については、

『Using PCoIP Zero Clients with VMware View User Guide』
（TER0904005）を参照してください。 

注意：有効にする暗号化モードは、セッションを確立するホストとク

ライアント間で一致させる必要があります。複数のモードが有効にな

っている場合は、ファームウエアが次のように選択します。 

· ホストと Tera1 または Tera2 クライアント間：PCoIP セッション

に対して AES-128-GCM または AES-256-GCM 
· VMware View 4.5 以降と Tera1 クライアント間：PCoIP セッショ

ンに対して SALSA20-256-Round12 
· VMware View 4.5 以降と Tera2 クライアント間：PCoIP セッショ

ンに対して AES-128-GCM 

Disconnect Message 
Filter 

このフィールドを使用すれば、セッションが切断されたときに表示さ

れるメッセージのタイプを制御することができます。次の 3 つのカテ

ゴリに分かれています。 
情報：セッションに影響を与えるユーザまたは管理者によるアクショ

ン： 
· 別の場所からログインしたか、ホストがシャットダウンまたは再

起動されたために切断されました。 
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· 管理者が切断を実行したために切断されました。 
· 別の場所からログインしたために切断されました。 
· ワークステーションを切断したために切断されました。 
警告：セッションに影響を与えるシステムによる予想されるアクショ

ン： 
· セッションがタイムアウトしたために切断されました。 
エラー：セッションの失敗を引き起こす予期せぬシステムによるアク

ション： 
· 切断されました。 
· 接続できません（0x1001）。IT 管理者に連絡してください。 
· 接続できません（0x1002）。IT 管理者に連絡してください。 
· セッションがリモートで閉じられました。 
· セッションがリモートで閉じられました（原因不明）。 
· 設定エラーが原因で切断されました（0x100）。IT 管理者に支援

を要請してください。 
· 設定エラーが原因で切断されました（0x201）。IT 管理者に支援

を要請してください。 
· 設定エラーが原因で切断されました（0x300）。IT 管理者に支援

を要請してください。 
· 設定エラーが原因で切断されました（0x301）。IT 管理者に支援

を要請してください。 
· 設定エラーが原因で切断されました（0x302）。IT 管理者に支援

を要請してください。 
· 設定エラーが原因で切断されました（0x303）。IT 管理者に支援

を要請してください。 
· 設定エラーが原因で切断されました（0x305）。IT 管理者に支援

を要請してください。 
· 設定エラーが原因で切断されました（0x400）。IT 管理者に支援

を要請してください。 
· 設定エラーが原因で切断されました（0x401）。IT 管理者に支援

を要請してください。 
· 設定エラーが原因で切断されました（0x402）。IT 管理者に支援

を要請してください。 
· 設定エラーが原因で切断されました（0x403）。IT 管理者に支援

を要請してください。 
· 設定エラーが原因で切断されました（0x404）。IT 管理者に支援

を要請してください。 
以下の表示を選択することができます。 

1. Show All messages – このオプションは、情報メッセージ、警告

メッセージ、およびエラーメッセージを含むすべての切断メッセ

ージを表示します。 
2. Show Error and Warnings Only – このオプションは情報メッセ

ージを表示せず、エラーメッセージと警告メッセージのみを表示

します。 
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3. Show Error Only – このオプションは情報メッセージと警告メッ

セージを表示せず、エラーメッセージのみを表示します。 
4. Show None – どの切断メッセージも表示しません。 

セルフヘルプリンクの有効化 

Self Help Link オプションを使用すれば、ユーザのセルフヘルプリンクを Connect ウ
ィンドウに表示するように設定することができます。ログオン詳細を設定すると、

ユーザがセルフヘルプリンクをクリックしたときに自動的に仮想マシンにログイン

することが保証されます。 

 
図 5-23：Self Help Link オプションの有効化 

このフィールドを有効にすると、次のようなオプションが表示されます。 

パラメータ 説明 

View Connection Server セルフヘルプ仮想マシンをホストしている View Connection Server
の名前を入力します。 

Port デフォルトで、このフィールドは空白になっており、View 
Connection Server との通信にはポート 443 が使用されます。 
ネットワークがセキュア接続用として非標準ポートを使用するように

セットアップされている場合は、ポート番号を入力します。 

Username セルフヘルプリンクに対して仮想マシンをパスワードで保護する場合

に、このフィールドにユーザ名を入力します。 

Password セルフヘルプリンクに対して仮想マシンをパスワードで保護する場合

に、このフィールドにパスワードを入力します。 

Domain セルフヘルプリンクの仮想マシンで使用されるドメイン名を入力しま

す。 
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Desktop Name to Select セルフヘルプリンクの仮想マシンで使用されるプール/デスクトップ

名を入力します。 

Link Text Connect ウィンドウにハイパーリンクとして表示するテキストを入

力します。 

5.6.13   AWI クライアント：View Connection Server + 自動ログ

オンセッション設定 
ユーザが VMware View Connection Server 経由で仮想デスクトップに接続するときに

自動的にユーザのログイン詳細を入力するようにクライアントを設定する場合は、

Configuration > Session ページで View Connection Server + 自動ログオンセッション

接続タイプを選択します。 

 
図 5-24：AWI セッション接続タイプ – View Connection Server + 自動ログオン 



表 5-30：AWI Session ページパラメータ 

パラメータ 説明 

DNS Name or 
IP Address 

VMware View Connection Server の DNS 名または IP アドレスを入力

します。 

Logon Username クライアントのユーザ名を入力します。 

Logon Password クライアントのパスワードを入力します。 

Logon Domain Name クライアントのドメイン名を入力します。 

Desktop Name to Select セッションを開始するときにクライアントが使用するプール/デスク

トップ名を入力します。 
注意：この設定は省略可能です。 

Port デフォルトで、このフィールドは空白になっており、View 
Connection Server との通信にはポート 443 が使用されます。 
ネットワークがセキュア接続用として非標準ポートを使用するように

セットアップされている場合は、ポート番号を入力します。 

VCS Certificate Check 
Mode 

クライアントが View Connection Server とのセキュア接続を確認で

きない場合の動作を選択します。 
· Never connect to untrusted servers：信頼できる有効な証明書

がインストールされていない場合に接続を拒否するようにクライ

アントを設定します （これは最もセキュアなオプションです）。 
· Warn before connecting to untrusted servers：未署名のまたは

期限切れの証明書を受信した場合、または、証明書が自己署名さ

れておらず、ゼロクライアントのトラストストアが空の場合に警

告を表示するようにクライアントを設定します （このオプション

はデフォルトで選択されています）。 
· Do not verify server identity certificates：すべての接続を許可

するようにクライアントを設定します （このオプションはセキュ

アではありません）。 

VCS Certificate Check 
Mode Lockout 

ユーザが OSD から VCS Certificate Check Mode 設定を変更できな

いようにします。 

Trusted View 
Connection Servers 

Show ボタンをクリックすると、クライアントが有効な証明書を受信

した VMware View Connection Server が表示されます。 
Clear ボタンをクリックすると、このキャッシュがクリアされます。 

Auto Connect 有効になっている場合は、クライアントが、電源がオンになっている

ときはいつでも、または、仮想デスクトップとのセッションが終了し

たときに、自動的に、選択された View Connection Server に接続し
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パラメータ 説明 

ます。 
注意：Auto Connect を有効にしたら、変更を反映させるためにクラ

イアントの電源を入れ直す必要があります。 

Connection Server 
Cache Mode 

このフィールドは、ユーザが有効なサーバアドレスを入力したときに

View Connection Server を OSD Connect ページの Server ドロップ

ダウンメニューに動的に追加するかどうか、または、ユーザが選択す

るための読み取り専用リストに View Connection Server を表示する

かどうかを決定します。 
· Last servers used：ユーザが入力したキャッシュサーバのリス

トを OSD Connect ページの Server ドロップダウンメニューに

表示したい場合にこのオプションを選択します。 
· Read-only：ユーザに読み取り専用リストから View Connection 

Server を選択させたい場合にこのオプションを選択します。 
注意：PCoIP 管理コンソールを使用して、使用可能なコネクションサ

ーバのリストを事前に生成しておくことができます。 

Enable Self Help Link 詳細については、「セルフヘルプリンクの有効化」を参照してくださ

い。 

Auto Launch If Only One 
Desktop 

有効になっている場合は、ユーザ資格情報の入力後に、自動的に、ユ

ーザが仮想デスクトップに接続されます。 
注意：この機能は、単一のデスクトップを使用可能なユーザにのみ適

用されます。複数の仮想デスクトップを使用可能なユーザには適用さ

れません。 

Login Username 
Caching 

有効になっている場合は、ユーザ名テキストボックスに、自動的に、

最後に入力されたユーザ名が設定されます。 

Use OSD Logo for View 
Banner 

有効になっている場合は、ログイン中に、VMware View バナーの代

わりに、PCoIP ゼロクライアント OSD ロゴが表示されます。OSD ロ

ゴは OSD Logo Upload ページでアップロードすることができます。 

Prefer GSC-IS 選択されている場合は、スマートカードで CAC（GSC-IS）や PIV エ

ンドポイントなどの複数のインターフェースがサポートされていれ

ば、GSC-IS インターフェースが使用されます。スマートカードで

CAC と PIV エンドポイントのどちらかなどの 1 つのインターフェー

スしかサポートされていない場合は、この設定に関係なく、CAC ま

たは PIV エンドポイントインターフェースのみが使用されます。これ

は、PCoIP セッション以外で実行されるスマートカードアクセスにの

み影響を与えます。 

Enable Peer Loss  
Overlay 

有効になっている場合は、ネットワーク接続の消失が検出されたとき

に、“Network Connection Lost”オーバーレイがディスプレイ上に表示

されます。このオーバーレイは VMware View などの仮想デスクトッ
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プの場合にも表示されます。通常のハイパーバイザスケジューリング

の遅延によってもこのメッセージが誤ってトリガーされる場合があり

ます。 
注意：このオプションはゼロクライアントに対してしか使用すること

ができません。ピア消失通知が必要なデスクトップアプリケーション

は、OSD、AWI、または MC を介してこの機能を再有効化する必要が

あります。 

Enable Preparing 
Desktop Overlay 

有効になっている場合は、ユーザがログインしたときに、"Preparing 
Desktop"オーバーレイがディスプレイ上に表示されます。 
注意：このオーバーレイは、デスクトップの表示に数秒以上かかって

いる場合でもログインが進行中であることを保証します。 

Enable Session 
Disconnect Hotkey 

有効になっている場合は、ユーザが Ctrl+Alt+F12 ホットキーシーケン

スを押すと、"Zero Client Control Panel"オーバーレイがポップアップ

表示されます。ここで、ユーザはワークステーション上の現在のセッ

ションを切断したり、ワークステーションの電源をオフにしたりする

ことができます。 
注意：ユーザがこの切断ホットキーシーケンスを使用できるようにす

るには、他の特定の設定オプションを有効にする必要があります。詳

細については、「セッションの切断」を参照してください。 

Session Negotiation 
Cipher 

クライアントが PCoIP クライアントと PCoIP ホスト間のトランスポ

ート層セキュリティ（TLS）セッションをネゴシエートするために使

用する TLS 暗号を設定します。 
· TLS 1.0 with RSA keys and AES-256 or AES-128 encryption：

このオプションは最大限の互換性を提供します。 
· TLS 1.2 with Suite B-compliant 192-bit elliptic curve 

encryption：このオプションはより高度なセキュリティを提供し

ます。 

Enabled Session 
Ciphers 

デバイスの暗号化モードを有効または無効にします。デフォルトで、

デバイスに関係するすべての暗号化モードが有効になっています。 
· AES-128-GCM（Tera1 と Tera2）：第 1 世代 Tera1 プロセッサ

と第 2 世代 Tera2 プロセッサに実装されている暗号化方式。この

方式では、Tera1 デバイスのハードウエアエンドポイント間で最

高性能を実現することができます。また、Tera2 クライアントが

VMware 4 以降に接続されており、ネットワーク上で 7 Mbps 以上

の速度が利用可能であれば、高い性能を実現できる可能性があり

ます。 
· AES-256-GCM（Tera2 のみ）：第 2 世代 Tera2 プロセッサに実

装されているよりセキュアな暗号化方式で、ハードウエアエンド

ポイント間で最高性能を実現することができます。VMware 4 以

降に接続されている場合は、AES-128-GCM をお勧めします。 
· Salsa20-256-Round12（Tera1 のみ）：Tera1 クライアントが

VMware 4 以降に接続されており、ネットワーク上で 7 Mbps 以上
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の速度が利用可能であれば、高い性能を実現することが可能な、

ファームウエアに実装されているより軽量な暗号化方式。 
注意：VMware View 仮想デスクトップへの接続方法については、

『Using PCoIP Zero Clients with VMware View User Guide』
（TER0904005）を参照してください。 

注意：有効にする暗号化モードは、セッションを確立するホストとク

ライアント間で一致させる必要があります。複数のモードが有効にな

っている場合は、ファームウエアが次のように選択します。 

· ホストと Tera1 または Tera2 クライアント間：PCoIP セッション

に対して AES-128-GCM または AES-256-GCM 
· VMware View 4.5 以降と Tera1 クライアント間：PCoIP セッショ

ンに対して SALSA20-256-Round12 
· VMware View 4.5 以降と Tera2 クライアント間：PCoIP セッショ

ンに対して AES-128-GCM 

Disconnect Message 
Filter 

このフィールドを使用すれば、セッションが切断されたときに表示さ

れるメッセージのタイプを制御することができます。次の 3 つのカテ

ゴリに分かれています。 
情報：セッションに影響を与えるユーザまたは管理者によるアクショ

ン： 
· 別の場所からログインしたか、ホストがシャットダウンまたは再

起動されたために切断されました。 
· 管理者が切断を実行したために切断されました。 
· 別の場所からログインしたために切断されました。 
· ワークステーションを切断したために切断されました。 
警告：セッションに影響を与えるシステムによる予想されるアクショ

ン： 
· セッションがタイムアウトしたために切断されました。 
エラー：セッションの失敗を引き起こす予期せぬシステムによるアク

ション： 
· 切断されました。 
· 接続できません（0x1001）。IT 管理者に連絡してください。 
· 接続できません（0x1002）。IT 管理者に連絡してください。 
· セッションがリモートで閉じられました。 
· セッションがリモートで閉じられました（原因不明）。 
· 設定エラーが原因で切断されました（0x100）。IT 管理者に支援

を要請してください。 
· 設定エラーが原因で切断されました（0x201）。IT 管理者に支援

を要請してください。 
· 設定エラーが原因で切断されました（0x300）。IT 管理者に支援

を要請してください。 
· 設定エラーが原因で切断されました（0x301）。IT 管理者に支援

を要請してください。 
· 設定エラーが原因で切断されました（0x302）。IT 管理者に支援
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を要請してください。 
· 設定エラーが原因で切断されました（0x303）。IT 管理者に支援

を要請してください。 
· 設定エラーが原因で切断されました（0x305）。IT 管理者に支援

を要請してください。 
· 設定エラーが原因で切断されました（0x400）。IT 管理者に支援

を要請してください。 
· 設定エラーが原因で切断されました（0x401）。IT 管理者に支援

を要請してください。 
· 設定エラーが原因で切断されました（0x402）。IT 管理者に支援

を要請してください。 
· 設定エラーが原因で切断されました（0x403）。IT 管理者に支援

を要請してください。 
· 設定エラーが原因で切断されました（0x404）。IT 管理者に支援

を要請してください。 
以下の表示を選択することができます。 

1. Show All messages – このオプションは、情報メッセージ、警告

メッセージ、およびエラーメッセージを含むすべての切断メッセ

ージを表示します。 
2. Show Error and Warnings Only – このオプションは情報メッセ

ージを表示せず、エラーメッセージと警告メッセージのみを表示

します。 
3. Show Error Only – このオプションは情報メッセージと警告メッ

セージを表示せず、エラーメッセージのみを表示します。 
4. Show None – どの切断メッセージも表示しません。 

セルフヘルプリンクの有効化 

Self Help Link オプションを使用すれば、ユーザのセルフヘルプリンクを Connect ウ
ィンドウに表示するように設定することができます。ログオン詳細を設定すると、

ユーザがセルフヘルプリンクをクリックしたときに自動的に仮想マシンにログイン

することが保証されます。 

 
図 5-25：Self Help Link オプションの有効化 
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このフィールドを有効にすると、次のようなオプションが表示されます。 

パラメータ 説明 

View Connection Server セルフヘルプ仮想マシンをホストしている View Connection Server
の名前を入力します。 

Port デフォルトで、このフィールドは空白になっており、View 
Connection Server との通信にはポート 443 が使用されます。 
ネットワークがセキュア接続用として非標準ポートを使用するように

セットアップされている場合は、ポート番号を入力します。 

Username セルフヘルプリンクに対して仮想マシンをパスワードで保護する場合

に、このフィールドにユーザ名を入力します。 

Password セルフヘルプリンクに対して仮想マシンをパスワードで保護する場合

に、このフィールドにパスワードを入力します。 

Domain セルフヘルプリンクの仮想マシンで使用されるドメイン名を入力しま

す。 

Desktop Name to Select セルフヘルプリンクの仮想マシンで使用されるプール/デスクトップ

名を入力します。 

Link Text Connect ウィンドウにハイパーリンクとして表示するテキストを入

力します。 

5.6.14   AWI クライアント：View Connection Server + キオスク

セッション設定 
VMware View Connection Server を介して仮想デスクトップに接続するときにキオス

クモードを使用するようにクライアントを設定する場合は、Configuration > Session
ページで View Connection Server + キオスクセッション接続タイプを選択します。 



 
図 5-26：AWI セッション接続タイプ – View Connection Server + キオスク 

表 5-31：AWI Session ページパラメータ 

パラメータ 説明 

DNS Name or 
IP Address 

VMware View Connection Server の DNS 名または IP アドレスを入力

します。 

Username Type View Connection Server 上でデバイスに使用するネーミングにマッチ

したユーザ名のタイプを選択します。 
· Zero Client MAC：このオプションは、自動的に、Username フ

ィールドにゼロクライアントの MAC アドレスを設定する場合に

選択します。 
· Custom：ゼロクライアントのユーザ名を入力します。このユー

ザ名にはプレフィックスの"Custom"が付加されます。 

Username ユーザ名タイプとして Custom が選択されている場合に、このカス

タムユーザ名要素の値を入力します。このフィールドは最大 13 文字

に制限されています。 
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Password キオスクに対して仮想マシンをパスワードで保護する場合に、このフ

ィールドにパスワードを入力します。このパスワードは、View 
Connection Server でデバイスに対して入力されたものと同じにする

必要があります。 

Port デフォルトで、このフィールドは空白になっており、View 
Connection Server との通信にはポート 443 が使用されます。 
ネットワークがセキュア接続用として非標準ポートを使用するように

セットアップされている場合は、ポート番号を入力します。 

VCS Certificate Check 
Mode 

クライアントが View Connection Server とのセキュア接続を確認で

きない場合の動作を選択します。 
· Never connect to untrusted servers：信頼できる有効な証明書

がインストールされていない場合に接続を拒否するようにクライ

アントを設定します （これは最もセキュアなオプションです）。 
· Warn before connecting to untrusted servers：未署名のまたは

期限切れの証明書を受信した場合、または、証明書が自己署名さ

れておらず、ゼロクライアントのトラストストアが空の場合に警

告を表示するようにクライアントを設定します （このオプション

はデフォルトで選択されています）。 
· Do not verify server identity certificates：すべての接続を許可

するようにクライアントを設定します （このオプションはセキュ

アではありません）。 

VCS Certificate Check 
Mode Lockout 

ユーザが OSD から VCS Certificate Check Mode 設定を変更できな

いようにします。 

Trusted View 
Connection Servers 

Show ボタンをクリックすると、クライアントが有効な証明書を受信

した VMware View Connection Server が表示されます。 
Clear ボタンをクリックすると、このキャッシュがクリアされます。 

Connection Server 
Cache Mode 

このフィールドは、ユーザが有効なサーバアドレスを入力したときに

View Connection Server を OSD Connect ページの Server ドロップ

ダウンメニューに動的に追加するかどうか、または、ユーザが選択す

るための読み取り専用リストに View Connection Server を表示する

かどうかを決定します。 
· Last servers used：ユーザが入力したキャッシュサーバのリス

トを OSD Connect ページの Server ドロップダウンメニューに

表示したい場合にこのオプションを選択します。 
· Read-only：ユーザに読み取り専用リストから View Connection 

Server を選択させたい場合にこのオプションを選択します。 
注意：PCoIP 管理コンソールを使用して、使用可能なコネクションサ

ーバのリストを事前に生成しておくことができます。 

Use OSD Logo for View 有効になっている場合は、ログイン中に、VMware View バナーの代
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Banner わりに、PCoIP ゼロクライアント OSD ロゴが表示されます。OSD ロ

ゴは OSD Logo Upload ページでアップロードすることができます。 

Enable Peer Loss  
Overlay 

有効になっている場合は、ネットワーク接続の消失が検出されたとき

に、“Network Connection Lost”オーバーレイがディスプレイ上に表示

されます。このオーバーレイは VMware View などの仮想デスクトッ

プの場合にも表示されます。通常のハイパーバイザスケジューリング

の遅延によってもこのメッセージが誤ってトリガーされる場合があり

ます。 
注意：このオプションはゼロクライアントに対してしか使用すること

ができません。ピア消失通知が必要なデスクトップアプリケーション

は、OSD、AWI、または MC を介してこの機能を再有効化する必要が

あります。 

Enable Preparing 
Desktop Overlay 

有効になっている場合は、ユーザがログインしたときに、"Preparing 
Desktop"オーバーレイがディスプレイ上に表示されます。 
注意：このオーバーレイは、デスクトップの表示に数秒以上かかって

いる場合でもログインが進行中であることを保証します。 

Enable Session 
Disconnect Hotkey 

有効になっている場合は、ユーザが Ctrl+Alt+F12 ホットキーシーケン

スを押すと、"Zero Client Control Panel"オーバーレイがポップアップ

表示されます。ここで、ユーザはワークステーション上の現在のセッ

ションを切断したり、ワークステーションの電源をオフにしたりする

ことができます。 
注意：ユーザがこの切断ホットキーシーケンスを使用できるようにす

るには、他の特定の設定オプションを有効にする必要があります。詳

細については、「セッションの切断」を参照してください。 

Session Negotiation 
Cipher 

クライアントが PCoIP クライアントと PCoIP ホスト間のトランスポ

ート層セキュリティ（TLS）セッションをネゴシエートするために使

用する TLS 暗号を設定します。 
· TLS 1.0 with RSA keys and AES-256 or AES-128 encryption：

このオプションは最大限の互換性を提供します。 
· TLS 1.2 with Suite B-compliant 192-bit elliptic curve 

encryption：このオプションはより高度なセキュリティを提供し

ます。 

Enabled Session 
Ciphers 

デバイスの暗号化モードを有効または無効にします。デフォルトで、

デバイスに関係するすべての暗号化モードが有効になっています。 
· AES-128-GCM（Tera1 と Tera2）：第 1 世代 Tera1 プロセッサ

と第 2 世代 Tera2 プロセッサに実装されている暗号化方式。この

方式では、Tera1 デバイスのハードウエアエンドポイント間で最

高性能を実現することができます。また、Tera2 クライアントが

VMware 4 以降に接続されており、ネットワーク上で 7 Mbps 以上

の速度が利用可能であれば、高い性能を実現できる可能性があり

ます。 
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· AES-256-GCM（Tera2 のみ）：第 2 世代 Tera2 プロセッサに実

装されているよりセキュアな暗号化方式で、ハードウエアエンド

ポイント間で最高性能を実現することができます。VMware 4 以

降に接続されている場合は、AES-128-GCM をお勧めします。 
· Salsa20-256-Round12（Tera1 のみ）：Tera1 クライアントが

VMware 4 以降に接続されており、ネットワーク上で 7 Mbps 以上

の速度が利用可能であれば、高い性能を実現することが可能な、

ファームウエアに実装されているより軽量な暗号化方式。 
注意：VMware View 仮想デスクトップへの接続方法については、

『Using PCoIP Zero Clients with VMware View User Guide』
（TER0904005）を参照してください。 

注意：有効にする暗号化モードは、セッションを確立するホストとク

ライアント間で一致させる必要があります。複数のモードが有効にな

っている場合は、ファームウエアが次のように選択します。 

· ホストと Tera1 または Tera2 クライアント間：PCoIP セッション

に対して AES-128-GCM または AES-256-GCM 
· VMware View 4.5 以降と Tera1 クライアント間：PCoIP セッショ

ンに対して SALSA20-256-Round12 
· VMware View 4.5 以降と Tera2 クライアント間：PCoIP セッショ

ンに対して AES-128-GCM 

Disconnect Message 
Filter 

このフィールドを使用すれば、セッションが切断されたときに表示さ

れるメッセージのタイプを制御することができます。次の 3 つのカテ

ゴリに分かれています。 
情報：セッションに影響を与えるユーザまたは管理者によるアクショ

ン： 
· 別の場所からログインしたか、ホストがシャットダウンまたは再

起動されたために切断されました。 
· 管理者が切断を実行したために切断されました。 
· 別の場所からログインしたために切断されました。 
· ワークステーションを切断したために切断されました。 
警告：セッションに影響を与えるシステムによる予想されるアクショ

ン： 
· セッションがタイムアウトしたために切断されました。 
エラー：セッションの失敗を引き起こす予期せぬシステムによるアク

ション： 
· 切断されました。 
· 接続できません（0x1001）。IT 管理者に連絡してください。 
· 接続できません（0x1002）。IT 管理者に連絡してください。 
· セッションがリモートで閉じられました。 
· セッションがリモートで閉じられました（原因不明）。 
· 設定エラーが原因で切断されました（0x100）。IT 管理者に支援

を要請してください。 
· 設定エラーが原因で切断されました（0x201）。IT 管理者に支援
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を要請してください。 
· 設定エラーが原因で切断されました（0x300）。IT 管理者に支援

を要請してください。 
· 設定エラーが原因で切断されました（0x301）。IT 管理者に支援

を要請してください。 
· 設定エラーが原因で切断されました（0x302）。IT 管理者に支援

を要請してください。 
· 設定エラーが原因で切断されました（0x303）。IT 管理者に支援

を要請してください。 
· 設定エラーが原因で切断されました（0x305）。IT 管理者に支援

を要請してください。 
· 設定エラーが原因で切断されました（0x400）。IT 管理者に支援

を要請してください。 
· 設定エラーが原因で切断されました（0x401）。IT 管理者に支援

を要請してください。 
· 設定エラーが原因で切断されました（0x402）。IT 管理者に支援

を要請してください。 
· 設定エラーが原因で切断されました（0x403）。IT 管理者に支援

を要請してください。 
· 設定エラーが原因で切断されました（0x404）。IT 管理者に支援

を要請してください。 
以下の表示を選択することができます。 

1. Show All messages – このオプションは、情報メッセージ、警告

メッセージ、およびエラーメッセージを含むすべての切断メッセ

ージを表示します。 
2. Show Error and Warnings Only – このオプションは情報メッセ

ージを表示せず、エラーメッセージと警告メッセージのみを表示

します。 
3. Show Error Only – このオプションは情報メッセージと警告メッ

セージを表示せず、エラーメッセージのみを表示します。 
4. Show None – どの切断メッセージも表示しません。 

5.6.15   AWI クライアント：View Connection Server + 
Imprivata OneSign セッション設定 
仮想デスクトップに接続するときに View Connection Server に加えて Imprivata 
OneSign システム経由でも認証するようにクライアントを設定する場合は、

Configuration > Session ページで View Connection Server + Imprivata OneSign セッ

ション接続タイプを選択します。 
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図 5-27：AWI セッション接続タイプ – View Connection Server + Imprivata OneSign 

表 5-32：AWI Session ページパラメータ 

パラメータ 説明 

DNS Name or 
IP Address 

VMware View Connection Server の DNS 名または IP アドレスを入力

します。 

Bootstrap URL OneSign 認証デプロイメント内で初期 OneSign サーバを探すために

使用されるブートストラップ URL を入力します。 

Onesign Desktop Name 
Mode 

Desktop Name to Select プロパティが OneSign モードで使用される

かどうかを選択します。 
· Ignore 
· Use If Set 

Desktop Name to Select デスクトップ名を入力します。デスクトッププールリストにこの名前

のプールが含まれている場合は、クライアントが即座にそのプールを
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使用したセッションを開始します。 
注意：このフィールドは大文字と小文字が区別されます。 

Onesign Appliance 
Verification 

OneSign アプライアンスサーバから提示された証明書に対して実施さ

れる検証のレベルを設定します。 
· No verification：任意のアプライアンスに接続します。 
· Full verification：証明書が検証済みのアプライアンスにのみ接続

します。 

VCS Certificate Check 
Mode 

クライアントが View Connection Server とのセキュア接続を確認で

きない場合の動作を選択します。 
· Never connect to untrusted servers：信頼できる有効な証明書

がインストールされていない場合に接続を拒否するようにクライ

アントを設定します （これは最もセキュアなオプションです）。 
· Warn before connecting to untrusted servers：未署名のまたは

期限切れの証明書を受信した場合、または、証明書が自己署名さ

れておらず、ゼロクライアントのトラストストアが空の場合に警

告を表示するようにクライアントを設定します （このオプション

はデフォルトで選択されています）。 
· Do not verify server identity certificates：すべての接続を許可

するようにクライアントを設定します （このオプションはセキュ

アではありません）。 

VCS Certificate Check 
Mode Lockout 

ユーザが OSD から VCS Certificate Check Mode 設定を変更できな

いようにします。 

Trusted View 
Connection Servers 

Show ボタンをクリックすると、クライアントが有効な証明書を受信

した VMware View Connection Server が表示されます。 
Clear ボタンをクリックすると、このキャッシュがクリアされます。 

Login Username 
Caching 

有効になっている場合は、ユーザ名テキストボックスに、自動的に、

最後に入力されたユーザ名が設定されます。 

Use OSD Logo for View 
Banner 

有効になっている場合は、ログイン中に、VMware View バナーの代

わりに、PCoIP ゼロクライアント OSD ロゴが表示されます。OSD ロ

ゴは OSD Logo Upload ページでアップロードすることができます。 

Prefer GSC-IS 選択されている場合は、スマートカードで CAC（GSC-IS）や PIV エ

ンドポイントなどの複数のインターフェースがサポートされていれ

ば、GSC-IS インターフェースが使用されます。スマートカードで

CAC と PIV エンドポイントのどちらかなどの 1 つのインターフェー

スしかサポートされていない場合は、この設定に関係なく、CAC ま

たは PIV エンドポイントインターフェースのみが使用されます。これ

は、PCoIP セッション以外で実行されるスマートカードアクセスにの

み影響を与えます。 
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Enable Peer Loss  
Overlay 

有効になっている場合は、ネットワーク接続の消失が検出されたとき

に、“Network Connection Lost”オーバーレイがディスプレイ上に表示

されます。このオーバーレイは VMware View などの仮想デスクトッ

プの場合にも表示されます。通常のハイパーバイザスケジューリング

の遅延によってもこのメッセージが誤ってトリガーされる場合があり

ます。 
注意：このオプションはゼロクライアントに対してしか使用すること

ができません。ピア消失通知が必要なデスクトップアプリケーション

は、OSD、AWI、または MC を介してこの機能を再有効化する必要が

あります。 

Enable Preparing 
Desktop Overlay 

有効になっている場合は、ユーザがログインしたときに、"Preparing 
Desktop"オーバーレイがディスプレイ上に表示されます。 
注意：このオーバーレイは、デスクトップの表示に数秒以上かかって

いる場合でもログインが進行中であることを保証します。 

Enable Session 
Disconnect Hotkey 

有効になっている場合は、ユーザが Ctrl+Alt+F12 ホットキーシーケン

スを押すと、"Zero Client Control Panel"オーバーレイがポップアップ

表示されます。ここで、ユーザはワークステーション上の現在のセッ

ションを切断したり、ワークステーションの電源をオフにしたりする

ことができます。 
注意：ユーザがこの切断ホットキーシーケンスを使用できるようにす

るには、他の特定の設定オプションを有効にする必要があります。詳

細については、「セッションの切断」を参照してください。 

Session Negotiation 
Cipher 

クライアントが PCoIP クライアントと PCoIP ホスト間のトランスポ

ート層セキュリティ（TLS）セッションをネゴシエートするために使

用する TLS 暗号を設定します。 
· TLS 1.0 with RSA keys and AES-256 or AES-128 encryption：

このオプションは最大限の互換性を提供します。 
· TLS 1.2 with Suite B-compliant 192-bit elliptic curve 

encryption：このオプションはより高度なセキュリティを提供し

ます。 

Enabled Session 
Ciphers 

デバイスの暗号化モードを有効または無効にします。デフォルトで、

デバイスに関係するすべての暗号化モードが有効になっています。 
· AES-128-GCM（Tera1 と Tera2）：第 1 世代 Tera1 プロセッサ

と第 2 世代 Tera2 プロセッサに実装されている暗号化方式。この

方式では、Tera1 デバイスのハードウエアエンドポイント間で最

高性能を実現することができます。また、Tera2 クライアントが

VMware 4 以降に接続されており、ネットワーク上で 7 Mbps 以上

の速度が利用可能であれば、高い性能を実現できる可能性があり

ます。 
· AES-256-GCM（Tera2 のみ）：第 2 世代 Tera2 プロセッサに実

装されているよりセキュアな暗号化方式で、ハードウエアエンド

ポイント間で最高性能を実現することができます。VMware 4 以
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降に接続されている場合は、AES-128-GCM をお勧めします。 
· Salsa20-256-Round12（Tera1 のみ）：Tera1 クライアントが

VMware 4 以降に接続されており、ネットワーク上で 7 Mbps 以上

の速度が利用可能であれば、高い性能を実現することが可能な、

ファームウエアに実装されているより軽量な暗号化方式。 
注意：VMware View 仮想デスクトップへの接続方法については、

『Using PCoIP Zero Clients with VMware View User Guide』
（TER0904005）を参照してください。 

注意：有効にする暗号化モードは、セッションを確立するホストとク

ライアント間で一致させる必要があります。複数のモードが有効にな

っている場合は、ファームウエアが次のように選択します。 

· ホストと Tera1 または Tera2 クライアント間：PCoIP セッション

に対して AES-128-GCM または AES-256-GCM 
· VMware View 4.5 以降と Tera1 クライアント間：PCoIP セッショ

ンに対して SALSA20-256-Round12 
· VMware View 4.5 以降と Tera2 クライアント間：PCoIP セッショ

ンに対して AES-128-GCM 

Disconnect Message 
Filter 

このフィールドを使用すれば、セッションが切断されたときに表示さ

れるメッセージのタイプを制御することができます。次の 3 つのカテ

ゴリに分かれています。 
情報：セッションに影響を与えるユーザまたは管理者によるアクショ

ン： 
· 別の場所からログインしたか、ホストがシャットダウンまたは再

起動されたために切断されました。 
· 管理者が切断を実行したために切断されました。 
· 別の場所からログインしたために切断されました。 
· ワークステーションを切断したために切断されました。 
警告：セッションに影響を与えるシステムによる予想されるアクショ

ン： 
· セッションがタイムアウトしたために切断されました。 
エラー：セッションの失敗を引き起こす予期せぬシステムによるアク

ション： 
· 切断されました。 
· 接続できません（0x1001）。IT 管理者に連絡してください。 
· 接続できません（0x1002）。IT 管理者に連絡してください。 
· セッションがリモートで閉じられました。 
· セッションがリモートで閉じられました（原因不明）。 
· 設定エラーが原因で切断されました（0x100）。IT 管理者に支援

を要請してください。 
· 設定エラーが原因で切断されました（0x201）。IT 管理者に支援

を要請してください。 
· 設定エラーが原因で切断されました（0x300）。IT 管理者に支援

を要請してください。 
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· 設定エラーが原因で切断されました（0x301）。IT 管理者に支援

を要請してください。 
· 設定エラーが原因で切断されました（0x302）。IT 管理者に支援

を要請してください。 
· 設定エラーが原因で切断されました（0x303）。IT 管理者に支援

を要請してください。 
· 設定エラーが原因で切断されました（0x305）。IT 管理者に支援

を要請してください。 
· 設定エラーが原因で切断されました（0x400）。IT 管理者に支援

を要請してください。 
· 設定エラーが原因で切断されました（0x401）。IT 管理者に支援

を要請してください。 
· 設定エラーが原因で切断されました（0x402）。IT 管理者に支援

を要請してください。 
· 設定エラーが原因で切断されました（0x403）。IT 管理者に支援

を要請してください。 
· 設定エラーが原因で切断されました（0x404）。IT 管理者に支援

を要請してください。 
以下の表示を選択することができます。 

1. Show All messages – このオプションは、情報メッセージ、警告

メッセージ、およびエラーメッセージを含むすべての切断メッセ

ージを表示します。 
2. Show Error and Warnings Only – このオプションは情報メッセ

ージを表示せず、エラーメッセージと警告メッセージのみを表示

します。 
3. Show Error Only – このオプションは情報メッセージと警告メッ

セージを表示せず、エラーメッセージのみを表示します。 
4. Show None – どの切断メッセージも表示しません。 

5.6.16   AWI ホスト：Connection Management Interface セッシ

ョン設定 
外部コネクションマネージャをホストが使用するコネクションブローカとして設定

する場合は、Configuration > Session ページで Connection Management Interface セ
ッション接続タイプを選択します。 

注意：外部コネクションマネージャは大規模で複雑なシステムの管理手順を簡略化

することができます。管理接続では、外部コネクションマネージャサーバがデバイ

スと通信して、それをリモートで制御および設定することができます。コネクショ

ンマネージャは、接続するデバイスに適切なピアを特定してから接続を開始するこ

ともできます。 



 
図 5-28：AWI セッション接続タイプ – Connection Management Interface（ホスト） 

表 5-33：AWI Session ページパラメータ 

パラメータ 説明 

DNS Name or 
IP Address 

コネクションマネージャの DNS 名または IP アドレスを入力します。 

Session Negotiation 
Cipher 

クライアントが PCoIP クライアントと PCoIP ホスト間のトランスポ

ート層セキュリティ（TLS）セッションをネゴシエートするために使

用する TLS 暗号を設定します。 
· TLS 1.0 with RSA keys and AES-256 or AES-128 encryption：

このオプションは最大限の互換性を提供します。 
· TLS 1.2 with Suite B-compliant 192-bit elliptic curve 

encryption：このオプションはより高度なセキュリティを提供し

ます。 

Enabled Session 
Ciphers 

デバイスの暗号化モードを有効または無効にします。デフォルトで、

デバイスに関係するすべての暗号化モードが有効になっています。 
· AES-128-GCM（Tera1 と Tera2）：第 1 世代 Tera1 プロセッサ

と第 2 世代 Tera2 プロセッサに実装されている暗号化方式。この

方式では、Tera1 デバイスのハードウエアエンドポイント間で最

高性能を実現することができます。また、Tera2 クライアントが

VMware 4 以降に接続されており、ネットワーク上で 7 Mbps 以上

の速度が利用可能であれば、高い性能を実現できる可能性があり

ます。 
· AES-256-GCM（Tera2 のみ）：第 2 世代 Tera2 プロセッサに実

装されているよりセキュアな暗号化方式で、ハードウエアエンド

ポイント間で最高性能を実現することができます。VMware 4 以

降に接続されている場合は、AES-128-GCM をお勧めします。 
· Salsa20-256-Round12（Tera1 のみ）：Tera1 クライアントが

VMware 4 以降に接続されており、ネットワーク上で 7 Mbps 以上

の速度が利用可能であれば、高い性能を実現することが可能な、

ファームウエアに実装されているより軽量な暗号化方式。 
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注意：VMware View 仮想デスクトップへの接続方法については、

『Using PCoIP Zero Clients with VMware View User Guide』
（TER0904005）を参照してください。 

注意：有効にする暗号化モードは、セッションを確立するホストとク

ライアント間で一致させる必要があります。複数のモードが有効にな

っている場合は、ファームウエアが次のように選択します。 

· ホストと Tera1 または Tera2 クライアント間：PCoIP セッション

に対して AES-128-GCM または AES-256-GCM 
· VMware View 4.5 以降と Tera1 クライアント間：PCoIP セッショ

ンに対して SALSA20-256-Round12 
· VMware View 4.5 以降と Tera2 クライアント間：PCoIP セッショ

ンに対して AES-128-GCM 

Disconnect Message 
Filter 

このフィールドを使用すれば、セッションが切断されたときに表示さ

れるメッセージのタイプを制御することができます。次の 3 つのカテ

ゴリに分かれています。 
情報：セッションに影響を与えるユーザまたは管理者によるアクショ

ン： 
· 別の場所からログインしたか、ホストがシャットダウンまたは再

起動されたために切断されました。 
· 管理者が切断を実行したために切断されました。 
· 別の場所からログインしたために切断されました。 
· ワークステーションを切断したために切断されました。 
警告：セッションに影響を与えるシステムによる予想されるアクショ

ン： 
· セッションがタイムアウトしたために切断されました。 
エラー：セッションの失敗を引き起こす予期せぬシステムによるアク

ション： 
· 切断されました。 
· 接続できません（0x1001）。IT 管理者に連絡してください。 
· 接続できません（0x1002）。IT 管理者に連絡してください。 
· セッションがリモートで閉じられました。 
· セッションがリモートで閉じられました（原因不明）。 
· 設定エラーが原因で切断されました（0x100）。IT 管理者に支援

を要請してください。 
· 設定エラーが原因で切断されました（0x201）。IT 管理者に支援

を要請してください。 
· 設定エラーが原因で切断されました（0x300）。IT 管理者に支援

を要請してください。 
· 設定エラーが原因で切断されました（0x301）。IT 管理者に支援

を要請してください。 
· 設定エラーが原因で切断されました（0x302）。IT 管理者に支援

を要請してください。 
· 設定エラーが原因で切断されました（0x303）。IT 管理者に支援
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を要請してください。 
· 設定エラーが原因で切断されました（0x305）。IT 管理者に支援

を要請してください。 
· 設定エラーが原因で切断されました（0x400）。IT 管理者に支援

を要請してください。 
· 設定エラーが原因で切断されました（0x401）。IT 管理者に支援

を要請してください。 
· 設定エラーが原因で切断されました（0x402）。IT 管理者に支援

を要請してください。 
· 設定エラーが原因で切断されました（0x403）。IT 管理者に支援

を要請してください。 
· 設定エラーが原因で切断されました（0x404）。IT 管理者に支援

を要請してください。 
以下の表示を選択することができます。 

1. Show All messages – このオプションは、情報メッセージ、警告

メッセージ、およびエラーメッセージを含むすべての切断メッセ

ージを表示します。 
2. Show Error and Warnings Only – このオプションは情報メッセ

ージを表示せず、エラーメッセージと警告メッセージのみを表示

します。 
3. Show Error Only – このオプションは情報メッセージと警告メッ

セージを表示せず、エラーメッセージのみを表示します。 
4. Show None – どの切断メッセージも表示しません。 

5.6.17   AWI クライアント：Connection Management Interface
セッション設定 
VMware View Connection Server 以外の外部コネクションマネージャをクライアント

が使用するコネクションブローカとして設定する場合は、Configuration > Session ペ

ージで Connection Management Interface セッション接続タイプを選択します。 

注意：外部コネクションマネージャは大規模で複雑なシステムの管理手順を簡略化

することができます。管理接続では、外部コネクションマネージャサーバがデバイ

スと通信して、それをリモートで制御および設定することができます。コネクショ

ンマネージャは、接続するデバイスに適切なピアを特定してから接続を開始するこ

ともできます。 
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図 5-29：AWI セッション接続タイプ – Connection Management Interface 

（クライアント） 

表 5-34：AWI Session ページパラメータ 

パラメータ 説明 

DNS Name or 
IP Address 

コネクションマネージャの DNS 名または IP アドレスを入力します。 

Enable Peer Loss  
Overlay 

有効になっている場合は、ネットワーク接続の消失が検出されたとき

に、“Network Connection Lost”オーバーレイがディスプレイ上に表示

されます。このオーバーレイは VMware View などの仮想デスクトッ

プの場合にも表示されます。通常のハイパーバイザスケジューリング

の遅延によってもこのメッセージが誤ってトリガーされる場合があり

ます。 
注意：このオプションはゼロクライアントに対してしか使用すること

ができません。ピア消失通知が必要なデスクトップアプリケーション

は、OSD、AWI、または MC を介してこの機能を再有効化する必要が

あります。 

Enable Preparing 
Desktop Overlay 

有効になっている場合は、ユーザがログインしたときに、"Preparing 
Desktop"オーバーレイがディスプレイ上に表示されます。 
注意：このオーバーレイは、デスクトップの表示に数秒以上かかって

いる場合でもログインが進行中であることを保証します。 

Enable Session 
Disconnect Hotkey 

有効になっている場合は、ユーザが Ctrl+Alt+F12 ホットキーシーケン

スを押すと、"Zero Client Control Panel"オーバーレイがポップアップ

表示されます。ここで、ユーザはワークステーション上の現在のセッ
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ションを切断したり、ワークステーションの電源をオフにしたりする

ことができます。 
注意：ユーザがこの切断ホットキーシーケンスを使用できるようにす

るには、他の特定の設定オプションを有効にする必要があります。詳

細については、「セッションの切断」を参照してください。 

Enable Event Log 
Notification 

有効になっている場合は、クライアントがそのイベントログの内容を

接続管理サーバに送信します。 

Session Negotiation 
Cipher 

クライアントが PCoIP クライアントと PCoIP ホスト間のトランスポ

ート層セキュリティ（TLS）セッションをネゴシエートするために使

用する TLS 暗号を設定します。 
· TLS 1.0 with RSA keys and AES-256 or AES-128 encryption：

このオプションは最大限の互換性を提供します。 
· TLS 1.2 with Suite B-compliant 192-bit elliptic curve 

encryption：このオプションはより高度なセキュリティを提供し

ます。 

Enabled Session 
Ciphers 

デバイスの暗号化モードを有効または無効にします。デフォルトで、

デバイスに関係するすべての暗号化モードが有効になっています。 
· AES-128-GCM（Tera1 と Tera2）：第 1 世代 Tera1 プロセッサ

と第 2 世代 Tera2 プロセッサに実装されている暗号化方式。この

方式では、Tera1 デバイスのハードウエアエンドポイント間で最

高性能を実現することができます。また、Tera2 クライアントが

VMware 4 以降に接続されており、ネットワーク上で 7 Mbps 以上

の速度が利用可能であれば、高い性能を実現できる可能性があり

ます。 
· AES-256-GCM（Tera2 のみ）：第 2 世代 Tera2 プロセッサに実

装されているよりセキュアな暗号化方式で、ハードウエアエンド

ポイント間で最高性能を実現することができます。VMware 4 以

降に接続されている場合は、AES-128-GCM をお勧めします。 
· Salsa20-256-Round12（Tera1 のみ）：Tera1 クライアントが

VMware 4 以降に接続されており、ネットワーク上で 7 Mbps 以上

の速度が利用可能であれば、高い性能を実現することが可能な、

ファームウエアに実装されているより軽量な暗号化方式。 
注意：VMware View 仮想デスクトップへの接続方法については、

『Using PCoIP Zero Clients with VMware View User Guide』
（TER0904005）を参照してください。 

注意：有効にする暗号化モードは、セッションを確立するホストとク

ライアント間で一致させる必要があります。複数のモードが有効にな

っている場合は、ファームウエアが次のように選択します。 

· ホストと Tera1 または Tera2 クライアント間：PCoIP セッション

に対して AES-128-GCM または AES-256-GCM 
· VMware View 4.5 以降と Tera1 クライアント間：PCoIP セッショ

ンに対して SALSA20-256-Round12 
· VMware View 4.5 以降と Tera2 クライアント間：PCoIP セッショ
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ンに対して AES-128-GCM 

Disconnect Message 
Filter 

このフィールドを使用すれば、セッションが切断されたときに表示さ

れるメッセージのタイプを制御することができます。次の 3 つのカテ

ゴリに分かれています。 
情報：セッションに影響を与えるユーザまたは管理者によるアクショ

ン： 
· 別の場所からログインしたか、ホストがシャットダウンまたは再

起動されたために切断されました。 
· 管理者が切断を実行したために切断されました。 
· 別の場所からログインしたために切断されました。 
· ワークステーションを切断したために切断されました。 
警告：セッションに影響を与えるシステムによる予想されるアクショ

ン： 
· セッションがタイムアウトしたために切断されました。 
エラー：セッションの失敗を引き起こす予期せぬシステムによるアク

ション： 
· 切断されました。 
· 接続できません（0x1001）。IT 管理者に連絡してください。 
· 接続できません（0x1002）。IT 管理者に連絡してください。 
· セッションがリモートで閉じられました。 
· セッションがリモートで閉じられました（原因不明）。 
· 設定エラーが原因で切断されました（0x100）。IT 管理者に支援

を要請してください。 
· 設定エラーが原因で切断されました（0x201）。IT 管理者に支援

を要請してください。 
· 設定エラーが原因で切断されました（0x300）。IT 管理者に支援

を要請してください。 
· 設定エラーが原因で切断されました（0x301）。IT 管理者に支援

を要請してください。 
· 設定エラーが原因で切断されました（0x302）。IT 管理者に支援

を要請してください。 
· 設定エラーが原因で切断されました（0x303）。IT 管理者に支援

を要請してください。 
· 設定エラーが原因で切断されました（0x305）。IT 管理者に支援

を要請してください。 
· 設定エラーが原因で切断されました（0x400）。IT 管理者に支援

を要請してください。 
· 設定エラーが原因で切断されました（0x401）。IT 管理者に支援

を要請してください。 
· 設定エラーが原因で切断されました（0x402）。IT 管理者に支援

を要請してください。 
· 設定エラーが原因で切断されました（0x403）。IT 管理者に支援

を要請してください。 
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· 設定エラーが原因で切断されました（0x404）。IT 管理者に支援

を要請してください。 
以下の表示を選択することができます。 

1. Show All messages – このオプションは、情報メッセージ、警告

メッセージ、およびエラーメッセージを含むすべての切断メッセ

ージを表示します。 
2. Show Error and Warnings Only – このオプションは情報メッセ

ージを表示せず、エラーメッセージと警告メッセージのみを表示

します。 
3. Show Error Only – このオプションは情報メッセージと警告メッ

セージを表示せず、エラーメッセージのみを表示します。 
4. Show None – どの切断メッセージも表示しません。 

5.6.18   OSD：Direct to Host セッション設定 
ホストに直接接続するようにクライアントを設定する場合は、Options > 
Configuration > Session ページで Direct to Host セッション接続タイプを選択します。 

このオプションの詳細設定を構成するには、Advanced ボタンをクリックします。 

 
図 5-30：OSD セッション接続タイプ – Direct to Host 
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図 5-31：Advanced Settings 

表 5-35：OSD Session ページパラメータ 

パラメータ 説明 

DNS Name or 
IP Address 

ホストの IP アドレスまたは DNS 名を入力します。 

Enable Auto-Reconnect 有効になっている場合は、セッションが失われたときに、クライアン

トが自動的に最後に接続していたホストに再接続します。  

Enable Peer Loss  
Overlay 

有効になっている場合は、ネットワーク接続の消失が検出されたとき

に、“Network Connection Lost”オーバーレイがディスプレイ上に表示

されます。このオーバーレイは VMware View などの仮想デスクトッ

プの場合にも表示されます。通常のハイパーバイザスケジューリング

の遅延によってもこのメッセージが誤ってトリガーされる場合があり

ます。 
注意：このオプションはゼロクライアントに対してしか使用すること

ができません。ピア消失通知が必要なデスクトップアプリケーション

は、OSD、AWI、または MC を介してこの機能を再有効化する必要が

あります。 

Enable Preparing 
Desktop Overlay 

有効になっている場合は、ユーザがログインしたときに、"Preparing 
Desktop"オーバーレイがディスプレイ上に表示されます。 
注意：このオーバーレイは、デスクトップの表示に数秒以上かかって

いる場合でもログインが進行中であることを保証します。 
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Disconnect Message 
Filter 

このフィールドを使用すれば、セッションが切断されたときに表示さ

れるメッセージのタイプを制御することができます。次の 3 つのカテ

ゴリに分かれています。 
情報：セッションに影響を与えるユーザまたは管理者によるアクショ

ン： 
· 別の場所からログインしたか、ホストがシャットダウンまたは再

起動されたために切断されました。 
· 管理者が切断を実行したために切断されました。 
· 別の場所からログインしたために切断されました。 
· ワークステーションを切断したために切断されました。 
警告：セッションに影響を与えるシステムによる予想されるアクショ

ン： 
· セッションがタイムアウトしたために切断されました。 
エラー：セッションの失敗を引き起こす予期せぬシステムによるアク

ション： 
· 切断されました。 
· 接続できません（0x1001）。IT 管理者に連絡してください。 
· 接続できません（0x1002）。IT 管理者に連絡してください。 
· セッションがリモートで閉じられました。 
· セッションがリモートで閉じられました（原因不明）。 
· 設定エラーが原因で切断されました（0x100）。IT 管理者に支援

を要請してください。 
· 設定エラーが原因で切断されました（0x201）。IT 管理者に支援

を要請してください。 
· 設定エラーが原因で切断されました（0x300）。IT 管理者に支援

を要請してください。 
· 設定エラーが原因で切断されました（0x301）。IT 管理者に支援

を要請してください。 
· 設定エラーが原因で切断されました（0x302）。IT 管理者に支援

を要請してください。 
· 設定エラーが原因で切断されました（0x303）。IT 管理者に支援

を要請してください。 
· 設定エラーが原因で切断されました（0x305）。IT 管理者に支援

を要請してください。 
· 設定エラーが原因で切断されました（0x400）。IT 管理者に支援

を要請してください。 
· 設定エラーが原因で切断されました（0x401）。IT 管理者に支援

を要請してください。 
· 設定エラーが原因で切断されました（0x402）。IT 管理者に支援

を要請してください。 
· 設定エラーが原因で切断されました（0x403）。IT 管理者に支援

を要請してください。 
· 設定エラーが原因で切断されました（0x404）。IT 管理者に支援

を要請してください。 



  

PCoIP ゼロクライアント/ホスト管理者ガイド 

TER1206003 第 1 版 211 

パラメータ 説明 

以下の表示を選択することができます。 
1. Show All messages – このオプションは、情報メッセージ、警告

メッセージ、およびエラーメッセージを含むすべての切断メッセ

ージを表示します。 
2. Show Error and Warnings Only – このオプションは情報メッセ

ージを表示せず、エラーメッセージと警告メッセージのみを表示

します。 
3. Show Error Only – このオプションは情報メッセージと警告メッ

セージを表示せず、エラーメッセージのみを表示します。 
4. Show None – どの切断メッセージも表示しません。 

5.6.19   OSD：Direct to Host + SLP ホストディスカバリセッショ

ン設定 
ホストに直接接続したり、サービスロケーションプロトコル（SLP）経由で自動的

にホストを発見したりするようにクライアントを設定する場合は、Options > 
Configuration > Session ページで Direct to Host + SLP ホストディスカバリセッショ

ン接続タイプを選択します。 

このオプションの詳細設定を構成するには、Advanced ボタンをクリックします。 

 
図 5-32：OSD セッション接続タイプ – Direct to Host + SLP ホストディスカバリ 



 
図 5-33：Advanced Settings 

表 5-36：OSD Session ページパラメータ 

パラメータ 説明 

Enable Auto-Reconnect 有効になっている場合は、セッションが失われたときに、クライアン

トが自動的に最後に接続していたホストに再接続します。 

Enable Peer Loss  
Overlay 

有効になっている場合は、ネットワーク接続の消失が検出されたとき

に、“Network Connection Lost”オーバーレイがディスプレイ上に表示

されます。このオーバーレイは VMware View などの仮想デスクトッ

プの場合にも表示されます。通常のハイパーバイザスケジューリング

の遅延によってもこのメッセージが誤ってトリガーされる場合があり

ます。 
注意：このオプションはゼロクライアントに対してしか使用すること

ができません。ピア消失通知が必要なデスクトップアプリケーション

は、OSD、AWI、または MC を介してこの機能を再有効化する必要が

あります。 

Enable Preparing 
Desktop Overlay 

有効になっている場合は、ユーザがログインしたときに、"Preparing 
Desktop"オーバーレイがディスプレイ上に表示されます。 
注意：このオーバーレイは、デスクトップの表示に数秒以上かかって

いる場合でもログインが進行中であることを保証します。 

Disconnect Message 
Filter 

このフィールドを使用すれば、セッションが切断されたときに表示さ

れるメッセージのタイプを制御することができます。次の 3 つのカテ

ゴリに分かれています。 
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情報：セッションに影響を与えるユーザまたは管理者によるアクショ

ン： 
· 別の場所からログインしたか、ホストがシャットダウンまたは再

起動されたために切断されました。 
· 管理者が切断を実行したために切断されました。 
· 別の場所からログインしたために切断されました。 
· ワークステーションを切断したために切断されました。 
警告：セッションに影響を与えるシステムによる予想されるアクショ

ン： 
· セッションがタイムアウトしたために切断されました。 
エラー：セッションの失敗を引き起こす予期せぬシステムによるアク

ション： 
· 切断されました。 
· 接続できません（0x1001）。IT 管理者に連絡してください。 
· 接続できません（0x1002）。IT 管理者に連絡してください。 
· セッションがリモートで閉じられました。 
· セッションがリモートで閉じられました（原因不明）。 
· 設定エラーが原因で切断されました（0x100）。IT 管理者に支援

を要請してください。 
· 設定エラーが原因で切断されました（0x201）。IT 管理者に支援

を要請してください。 
· 設定エラーが原因で切断されました（0x300）。IT 管理者に支援

を要請してください。 
· 設定エラーが原因で切断されました（0x301）。IT 管理者に支援

を要請してください。 
· 設定エラーが原因で切断されました（0x302）。IT 管理者に支援

を要請してください。 
· 設定エラーが原因で切断されました（0x303）。IT 管理者に支援

を要請してください。 
· 設定エラーが原因で切断されました（0x305）。IT 管理者に支援

を要請してください。 
· 設定エラーが原因で切断されました（0x400）。IT 管理者に支援

を要請してください。 
· 設定エラーが原因で切断されました（0x401）。IT 管理者に支援

を要請してください。 
· 設定エラーが原因で切断されました（0x402）。IT 管理者に支援

を要請してください。 
· 設定エラーが原因で切断されました（0x403）。IT 管理者に支援

を要請してください。 
· 設定エラーが原因で切断されました（0x404）。IT 管理者に支援

を要請してください。 
以下の表示を選択することができます。 

1. Show All messages – このオプションは、情報メッセージ、警告

メッセージ、およびエラーメッセージを含むすべての切断メッセ
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ージを表示します。 
2. Show Error and Warnings Only – このオプションは情報メッセ

ージを表示せず、エラーメッセージと警告メッセージのみを表示

します。 
3. Show Error Only – このオプションは情報メッセージと警告メッ

セージを表示せず、エラーメッセージのみを表示します。 
4. Show None – どの切断メッセージも表示しません。 

5.6.20   OSD：View Connection Server セッション設定 
VMware View Connection Server を使用して仮想デスクトップに接続するようにクラ

イアントを設定する場合は、Options > Configuration > Session ページで View 
Connection Server セッション接続タイプを選択します。 

このオプションの詳細設定を構成するには、Advanced ボタンをクリックします。 

 
図 5-34：OSD セッション接続タイプ – View Connection Server 
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図 5-35：Advanced Settings 

表 5-37：OSD Session ページパラメータ 

パラメータ 説明 

DNS Name or 
IP Address 

VMware View Connection Server の DNS 名または IP アドレスを入力

します。 

Desktop Name to Select セッションを開始するときにクライアントが使用するプール/デスク

トップ名を入力します。 
注意：この設定は省略可能です。 

Port デフォルトで、このフィールドは空白になっており、View 
Connection Server との通信にはポート 443 が使用されます。 
ネットワークがセキュア接続用として非標準ポートを使用するように

セットアップされている場合は、ポート番号を入力します。 

Auto Connect 有効になっている場合は、クライアントが、電源がオンになっている

ときはいつでも、または、仮想デスクトップとのセッションが終了し

たときに、自動的に、選択された View Connection Server に接続し

ます。 
注意：Auto Connect を有効にしたら、変更を反映させるためにクラ

イアントの電源を入れ直す必要があります。 

Remember Username 有効になっている場合は、ユーザ名テキストボックスに、自動的に、

最後に入力されたユーザ名が設定されます。 



パラメータ 説明 

Use OSD Logo for View 
Banner 

有効になっている場合は、ログイン中に、VMware View バナーの代

わりに、PCoIP ゼロクライアント OSD ロゴが表示されます。OSD ロ

ゴは OSD Logo Upload ページでアップロードすることができます。 

Prefer GSC-IS 選択されている場合は、スマートカードで CAC（GSC-IS）や PIV エ

ンドポイントなどの複数のインターフェースがサポートされていれ

ば、GSC-IS インターフェースが使用されます。スマートカードで

CAC と PIV エンドポイントのどちらかなどの 1 つのインターフェー

スしかサポートされていない場合は、この設定に関係なく、CAC ま

たは PIV エンドポイントインターフェースのみが使用されます。これ

は、PCoIP セッション以外で実行されるスマートカードアクセスにの

み影響を与えます。 

Enable Peer Loss  
Overlay 

有効になっている場合は、ネットワーク接続の消失が検出されたとき

に、“Network Connection Lost”オーバーレイがディスプレイ上に表示

されます。このオーバーレイは VMware View などの仮想デスクトッ

プの場合にも表示されます。通常のハイパーバイザスケジューリング

の遅延によってもこのメッセージが誤ってトリガーされる場合があり

ます。 
注意：このオプションはゼロクライアントに対してしか使用すること

ができません。ピア消失通知が必要なデスクトップアプリケーション

は、OSD、AWI、または MC を介してこの機能を再有効化する必要が

あります。 

Enable Preparing 
Desktop Overlay 

有効になっている場合は、ユーザがログインしたときに、"Preparing 
Desktop"オーバーレイがディスプレイ上に表示されます。 
注意：このオーバーレイは、デスクトップの表示に数秒以上かかって

いる場合でもログインが進行中であることを保証します。 

Disconnect Message 
Filter 

このフィールドを使用すれば、セッションが切断されたときに表示さ

れるメッセージのタイプを制御することができます。次の 3 つのカテ

ゴリに分かれています。 
情報：セッションに影響を与えるユーザまたは管理者によるアクショ

ン： 
· 別の場所からログインしたか、ホストがシャットダウンまたは再

起動されたために切断されました。 
· 管理者が切断を実行したために切断されました。 
· 別の場所からログインしたために切断されました。 
· ワークステーションを切断したために切断されました。 
警告：セッションに影響を与えるシステムによる予想されるアクショ

ン： 
· セッションがタイムアウトしたために切断されました。 
エラー：セッションの失敗を引き起こす予期せぬシステムによるアク

ション： 
· 切断されました。 
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· 接続できません（0x1001）。IT 管理者に連絡してください。 
· 接続できません（0x1002）。IT 管理者に連絡してください。 
· セッションがリモートで閉じられました。 
· セッションがリモートで閉じられました（原因不明）。 
· 設定エラーが原因で切断されました（0x100）。IT 管理者に支援

を要請してください。 
· 設定エラーが原因で切断されました（0x201）。IT 管理者に支援

を要請してください。 
· 設定エラーが原因で切断されました（0x300）。IT 管理者に支援

を要請してください。 
· 設定エラーが原因で切断されました（0x301）。IT 管理者に支援

を要請してください。 
· 設定エラーが原因で切断されました（0x302）。IT 管理者に支援

を要請してください。 
· 設定エラーが原因で切断されました（0x303）。IT 管理者に支援

を要請してください。 
· 設定エラーが原因で切断されました（0x305）。IT 管理者に支援

を要請してください。 
· 設定エラーが原因で切断されました（0x400）。IT 管理者に支援

を要請してください。 
· 設定エラーが原因で切断されました（0x401）。IT 管理者に支援

を要請してください。 
· 設定エラーが原因で切断されました（0x402）。IT 管理者に支援

を要請してください。 
· 設定エラーが原因で切断されました（0x403）。IT 管理者に支援

を要請してください。 
· 設定エラーが原因で切断されました（0x404）。IT 管理者に支援

を要請してください。 
以下の表示を選択することができます。 

1. Show All messages – このオプションは、情報メッセージ、警告

メッセージ、およびエラーメッセージを含むすべての切断メッセ

ージを表示します。 
2. Show Error and Warnings Only – このオプションは情報メッセ

ージを表示せず、エラーメッセージと警告メッセージのみを表示

します。 
3. Show Error Only – このオプションは情報メッセージと警告メッ

セージを表示せず、エラーメッセージのみを表示します。 
4. Show None – どの切断メッセージも表示しません。 

5.6.21   OSD：View Connection Server + 自動ログオンセッショ

ン設定 
ユーザが VMware View Connection Server 経由で仮想デスクトップに接続するときに

自動的にユーザのログイン詳細を入力するようにクライアントを設定する場合は、



Options > Configuration > Session ページで View Connection Server + 自動ログオン

セッション接続タイプを選択します。 

このオプションの詳細設定を構成するには、Advanced ボタンをクリックします。 

 
図 5-36：OSD セッション接続タイプ – View Connection Server + 自動ログオン 
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図 5-37：Advanced Settings 

表 5-38：OSD Session ページパラメータ 

パラメータ 説明 

DNS Name or 
IP Address 

VMware View Connection Server の DNS 名または IP アドレスを入力

します。 

User name クライアントのユーザ名を入力します。 

Password クライアントのパスワードを入力します。 

Domain クライアントのドメイン名を入力します。 

Desktop Name to Select セッションを開始するときにクライアントが使用するプール/デスク

トップ名を入力します。 
注意：この設定は省略可能です。 

Port デフォルトで、このフィールドは空白になっており、View 
Connection Server との通信にはポート 443 が使用されます。 
ネットワークがセキュア接続用として非標準ポートを使用するように

セットアップされている場合は、ポート番号を入力します。 

Auto Connect 有効になっている場合は、クライアントが、電源がオンになっている

ときはいつでも、または、仮想デスクトップとのセッションが終了し

たときに、自動的に、選択された View Connection Server に接続し
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ます。 
注意：Auto Connect を有効にしたら、変更を反映させるためにクラ

イアントの電源を入れ直す必要があります。 

Auto Launch If Only One 
Desktop 

有効になっている場合は、ユーザ資格情報の入力後に、自動的に、ユ

ーザが仮想デスクトップに接続されます。 
注意：この機能は、単一のデスクトップを使用可能なユーザにのみ適

用されます。複数の仮想デスクトップを使用可能なユーザには適用さ

れません。 

Use OSD Logo for View 
Banner 

有効になっている場合は、ログイン中に、VMware View バナーの代

わりに、PCoIP ゼロクライアント OSD ロゴが表示されます。OSD ロ

ゴは OSD Logo Upload ページでアップロードすることができます。 

Enable Peer Loss  
Overlay 

有効になっている場合は、ネットワーク接続の消失が検出されたとき

に、“Network Connection Lost”オーバーレイがディスプレイ上に表示

されます。このオーバーレイは VMware View などの仮想デスクトッ

プの場合にも表示されます。通常のハイパーバイザスケジューリング

の遅延によってもこのメッセージが誤ってトリガーされる場合があり

ます。 
注意：このオプションはゼロクライアントに対してしか使用すること

ができません。ピア消失通知が必要なデスクトップアプリケーション

は、OSD、AWI、または MC を介してこの機能を再有効化する必要が

あります。 

Enable Preparing 
Desktop Overlay 

有効になっている場合は、ユーザがログインしたときに、"Preparing 
Desktop"オーバーレイがディスプレイ上に表示されます。 
注意：このオーバーレイは、デスクトップの表示に数秒以上かかって

いる場合でもログインが進行中であることを保証します。 

Disconnect Message 
Filter 

このフィールドを使用すれば、セッションが切断されたときに表示さ

れるメッセージのタイプを制御することができます。次の 3 つのカテ

ゴリに分かれています。 
情報：セッションに影響を与えるユーザまたは管理者によるアクショ

ン： 
· 別の場所からログインしたか、ホストがシャットダウンまたは再

起動されたために切断されました。 
· 管理者が切断を実行したために切断されました。 
· 別の場所からログインしたために切断されました。 
· ワークステーションを切断したために切断されました。 
警告：セッションに影響を与えるシステムによる予想されるアクショ

ン： 
· セッションがタイムアウトしたために切断されました。 
エラー：セッションの失敗を引き起こす予期せぬシステムによるアク
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ション： 
· 切断されました。 
· 接続できません（0x1001）。IT 管理者に連絡してください。 
· 接続できません（0x1002）。IT 管理者に連絡してください。 
· セッションがリモートで閉じられました。 
· セッションがリモートで閉じられました（原因不明）。 
· 設定エラーが原因で切断されました（0x100）。IT 管理者に支援

を要請してください。 
· 設定エラーが原因で切断されました（0x201）。IT 管理者に支援

を要請してください。 
· 設定エラーが原因で切断されました（0x300）。IT 管理者に支援

を要請してください。 
· 設定エラーが原因で切断されました（0x301）。IT 管理者に支援

を要請してください。 
· 設定エラーが原因で切断されました（0x302）。IT 管理者に支援

を要請してください。 
· 設定エラーが原因で切断されました（0x303）。IT 管理者に支援

を要請してください。 
· 設定エラーが原因で切断されました（0x305）。IT 管理者に支援

を要請してください。 
· 設定エラーが原因で切断されました（0x400）。IT 管理者に支援

を要請してください。 
· 設定エラーが原因で切断されました（0x401）。IT 管理者に支援

を要請してください。 
· 設定エラーが原因で切断されました（0x402）。IT 管理者に支援

を要請してください。 
· 設定エラーが原因で切断されました（0x403）。IT 管理者に支援

を要請してください。 
· 設定エラーが原因で切断されました（0x404）。IT 管理者に支援

を要請してください。 
以下の表示を選択することができます。 

1. Show All messages – このオプションは、情報メッセージ、警告

メッセージ、およびエラーメッセージを含むすべての切断メッセ

ージを表示します。 
2. Show Error and Warnings Only – このオプションは情報メッセ

ージを表示せず、エラーメッセージと警告メッセージのみを表示

します。 
3. Show Error Only – このオプションは情報メッセージと警告メッ

セージを表示せず、エラーメッセージのみを表示します。 
4. Show None – どの切断メッセージも表示しません。 



5.6.22   OSD：View Connection Server + キオスクセッション設

定 
VMware View Connection Server を介して仮想デスクトップに接続するときにキオス

クモードを使用するようにクライアントを設定する場合は、Options > 
Configuration > Session ページで View Connection Server + キオスクセッション接続

タイプを選択します。 

このオプションの詳細設定を構成するには、Advanced ボタンをクリックします。 

 
図 5-38：OSD セッション接続タイプ – View Connection Server + キオスク 
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図 5-39：Advanced Settings 

表 5-39：OSD Session ページパラメータ 

パラメータ 説明 

DNS Name or 
IP Address 

VMware View Connection Server の DNS 名または IP アドレスを入力

します。 

Username Type View Connection Server 上でデバイスに使用するネーミングにマッチ

したユーザ名のタイプを選択します。 
· Zero Client MAC：このオプションは、自動的に、Username フ

ィールドにゼロクライアントの MAC アドレスを設定する場合に

選択します。 
· Custom：ゼロクライアントのユーザ名を入力します。このユー

ザ名にはプレフィックスの"Custom"が付加されます。 

Username ユーザ名タイプとして Custom が選択されている場合に、このカス

タムユーザ名要素の値を入力します。このフィールドは最大 13 文字

に制限されています。 

Password キオスクに対して仮想マシンをパスワードで保護する場合に、このフ

ィールドにパスワードを入力します。このパスワードは、View 
Connection Server でデバイスに対して入力されたものと同じにする

必要があります。 

Port デフォルトで、このフィールドは空白になっており、View 
Connection Server との通信にはポート 443 が使用されます。 
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ネットワークがセキュア接続用として非標準ポートを使用するように

セットアップされている場合は、ポート番号を入力します。 

Use OSD Logo for View 
Banner 

有効になっている場合は、ログイン中に、VMware View バナーの代

わりに、PCoIP ゼロクライアント OSD ロゴが表示されます。OSD ロ

ゴは OSD Logo Upload ページでアップロードすることができます。 

Enable Peer Loss  
Overlay 

有効になっている場合は、ネットワーク接続の消失が検出されたとき

に、“Network Connection Lost”オーバーレイがディスプレイ上に表示

されます。このオーバーレイは VMware View などの仮想デスクトッ

プの場合にも表示されます。通常のハイパーバイザスケジューリング

の遅延によってもこのメッセージが誤ってトリガーされる場合があり

ます。 
注意：このオプションはゼロクライアントに対してしか使用すること

ができません。ピア消失通知が必要なデスクトップアプリケーション

は、OSD、AWI、または MC を介してこの機能を再有効化する必要が

あります。 

Enable Preparing 
Desktop Overlay 

有効になっている場合は、ユーザがログインしたときに、"Preparing 
Desktop"オーバーレイがディスプレイ上に表示されます。 
注意：このオーバーレイは、デスクトップの表示に数秒以上かかって

いる場合でもログインが進行中であることを保証します。 

Disconnect Message 
Filter 

このフィールドを使用すれば、セッションが切断されたときに表示さ

れるメッセージのタイプを制御することができます。次の 3 つのカテ

ゴリに分かれています。 
情報：セッションに影響を与えるユーザまたは管理者によるアクショ

ン： 
· 別の場所からログインしたか、ホストがシャットダウンまたは再

起動されたために切断されました。 
· 管理者が切断を実行したために切断されました。 
· 別の場所からログインしたために切断されました。 
· ワークステーションを切断したために切断されました。 
警告：セッションに影響を与えるシステムによる予想されるアクショ

ン： 
· セッションがタイムアウトしたために切断されました。 
エラー：セッションの失敗を引き起こす予期せぬシステムによるアク

ション： 
· 切断されました。 
· 接続できません（0x1001）。IT 管理者に連絡してください。 
· 接続できません（0x1002）。IT 管理者に連絡してください。 
· セッションがリモートで閉じられました。 
· セッションがリモートで閉じられました（原因不明）。 
· 設定エラーが原因で切断されました（0x100）。IT 管理者に支援
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を要請してください。 
· 設定エラーが原因で切断されました（0x201）。IT 管理者に支援

を要請してください。 
· 設定エラーが原因で切断されました（0x300）。IT 管理者に支援

を要請してください。 
· 設定エラーが原因で切断されました（0x301）。IT 管理者に支援

を要請してください。 
· 設定エラーが原因で切断されました（0x302）。IT 管理者に支援

を要請してください。 
· 設定エラーが原因で切断されました（0x303）。IT 管理者に支援

を要請してください。 
· 設定エラーが原因で切断されました（0x305）。IT 管理者に支援

を要請してください。 
· 設定エラーが原因で切断されました（0x400）。IT 管理者に支援

を要請してください。 
· 設定エラーが原因で切断されました（0x401）。IT 管理者に支援

を要請してください。 
· 設定エラーが原因で切断されました（0x402）。IT 管理者に支援

を要請してください。 
· 設定エラーが原因で切断されました（0x403）。IT 管理者に支援

を要請してください。 
· 設定エラーが原因で切断されました（0x404）。IT 管理者に支援

を要請してください。 
以下の表示を選択することができます。 

1. Show All messages – このオプションは、情報メッセージ、警告

メッセージ、およびエラーメッセージを含むすべての切断メッセ

ージを表示します。 
2. Show Error and Warnings Only – このオプションは情報メッセ

ージを表示せず、エラーメッセージと警告メッセージのみを表示

します。 
3. Show Error Only – このオプションは情報メッセージと警告メッ

セージを表示せず、エラーメッセージのみを表示します。 
4. Show None – どの切断メッセージも表示しません。 

5.6.23   OSD：View Connection Server + Imprivata OneSign セ

ッション設定 
仮想デスクトップに接続するときに View Connection Server に加えて Imprivata 
OneSign システム経由でも認証するようにクライアントを設定する場合は、Options 
> Configuration > Session ページで View Connection Server + Imprivata OneSign セッ

ション接続タイプを選択します。 

このオプションの詳細設定を構成するには、Advanced ボタンをクリックします。 



 
図 5-40：OSD セッション接続タイプ – View Connection Server + Imprivata OneSign 

 
図 5-41：Advanced Settings 
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表 5-40：OSD Session ページパラメータ 

パラメータ 説明 

DNS Name or 
IP Address 

VMware View Connection Server の DNS 名または IP アドレスを入力

します。 

Bootstrap URL OneSign 認証デプロイメント内で初期 OneSign サーバを探すために

使用されるブートストラップ URL を入力します。 

Onesign Desktop Name 
Mode 

Desktop Name to Select プロパティが OneSign モードで使用される

かどうかを選択します。 
· Ignore the Desktop Name to Select field 
· Use the Desktop Name to Select field if set 

Desktop Name to Select デスクトップ名を入力します。デスクトッププールリストにこの名前

のプールが含まれている場合は、クライアントが即座にそのプールを

使用したセッションを開始します。 
注意：このフィールドは大文字と小文字が区別されます。 

Remember Username 有効になっている場合は、ユーザ名テキストボックスに、自動的に、

最後に入力されたユーザ名が設定されます。 

Use OSD Logo for View 
Banner 

有効になっている場合は、ログイン中に、VMware View バナーの代

わりに、PCoIP ゼロクライアント OSD ロゴが表示されます。OSD ロ

ゴは OSD Logo Upload ページでアップロードすることができます。 

Prefer GSC-IS 選択されている場合は、スマートカードで CAC（GSC-IS）や PIV エ

ンドポイントなどの複数のインターフェースがサポートされていれ

ば、GSC-IS インターフェースが使用されます。スマートカードで

CAC と PIV エンドポイントのどちらかなどの 1 つのインターフェー

スしかサポートされていない場合は、この設定に関係なく、CAC ま

たは PIV エンドポイントインターフェースのみが使用されます。これ

は、PCoIP セッション以外で実行されるスマートカードアクセスにの

み影響を与えます。 

Enable Peer Loss  
Overlay 

有効になっている場合は、ネットワーク接続の消失が検出されたとき

に、“Network Connection Lost”オーバーレイがディスプレイ上に表示

されます。このオーバーレイは VMware View などの仮想デスクトッ

プの場合にも表示されます。通常のハイパーバイザスケジューリング

の遅延によってもこのメッセージが誤ってトリガーされる場合があり

ます。 
注意：このオプションはゼロクライアントに対してしか使用すること

ができません。ピア消失通知が必要なデスクトップアプリケーション

は、OSD、AWI、または MC を介してこの機能を再有効化する必要が

あります。 



パラメータ 説明 

Enable Preparing 
Desktop Overlay 

有効になっている場合は、ユーザがログインしたときに、"Preparing 
Desktop"オーバーレイがディスプレイ上に表示されます。 
注意：このオーバーレイは、デスクトップの表示に数秒以上かかって

いる場合でもログインが進行中であることを保証します。 

Disconnect Message 
Filter 

このフィールドを使用すれば、セッションが切断されたときに表示さ

れるメッセージのタイプを制御することができます。次の 3 つのカテ

ゴリに分かれています。 
情報：セッションに影響を与えるユーザまたは管理者によるアクショ

ン： 
· 別の場所からログインしたか、ホストがシャットダウンまたは再

起動されたために切断されました。 
· 管理者が切断を実行したために切断されました。 
· 別の場所からログインしたために切断されました。 
· ワークステーションを切断したために切断されました。 
警告：セッションに影響を与えるシステムによる予想されるアクショ

ン： 
· セッションがタイムアウトしたために切断されました。 
エラー：セッションの失敗を引き起こす予期せぬシステムによるアク

ション： 
· 切断されました。 
· 接続できません（0x1001）。IT 管理者に連絡してください。 
· 接続できません（0x1002）。IT 管理者に連絡してください。 
· セッションがリモートで閉じられました。 
· セッションがリモートで閉じられました（原因不明）。 
· 設定エラーが原因で切断されました（0x100）。IT 管理者に支援

を要請してください。 
· 設定エラーが原因で切断されました（0x201）。IT 管理者に支援

を要請してください。 
· 設定エラーが原因で切断されました（0x300）。IT 管理者に支援

を要請してください。 
· 設定エラーが原因で切断されました（0x301）。IT 管理者に支援

を要請してください。 
· 設定エラーが原因で切断されました（0x302）。IT 管理者に支援

を要請してください。 
· 設定エラーが原因で切断されました（0x303）。IT 管理者に支援

を要請してください。 
· 設定エラーが原因で切断されました（0x305）。IT 管理者に支援

を要請してください。 
· 設定エラーが原因で切断されました（0x400）。IT 管理者に支援

を要請してください。 
· 設定エラーが原因で切断されました（0x401）。IT 管理者に支援

を要請してください。 
· 設定エラーが原因で切断されました（0x402）。IT 管理者に支援
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パラメータ 説明 

を要請してください。 
· 設定エラーが原因で切断されました（0x403）。IT 管理者に支援

を要請してください。 
· 設定エラーが原因で切断されました（0x404）。IT 管理者に支援

を要請してください。 
以下の表示を選択することができます。 

1. Show All messages – このオプションは、情報メッセージ、警告

メッセージ、およびエラーメッセージを含むすべての切断メッセ

ージを表示します。 
2. Show Error and Warnings Only – このオプションは情報メッセ

ージを表示せず、エラーメッセージと警告メッセージのみを表示

します。 
3. Show Error Only – このオプションは情報メッセージと警告メッ

セージを表示せず、エラーメッセージのみを表示します。 
4. Show None – どの切断メッセージも表示しません。 

5.6.24   OSD：Connection Management Interface セッション設

定 
外部コネクションマネージャをクライアントが使用するコネクションブローカとし

て設定する場合は、Options > Configuration > Session ページで Connection 
Management Interface セッション接続タイプを選択します。 

注意：外部コネクションマネージャは大規模で複雑なシステムの管理手順を簡略化

することができます。管理接続では、外部コネクションマネージャサーバがデバイ

スと通信して、それをリモートで制御および設定することができます。コネクショ

ンマネージャは、接続するデバイスに適切なピアを特定してから接続を開始するこ

ともできます。 



 
図 5-42：OSD セッション接続タイプ – Connection Management Interface 

 
図 5-43：Advanced Settings 
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表 5-41：AWI Session ページパラメータ 

パラメータ 説明 

DNS Name or 
IP Address 

コネクションマネージャの DNS 名または IP アドレスを入力します。 

Enable Peer Loss  
Overlay 

有効になっている場合は、ネットワーク接続の消失が検出されたとき

に、“Network Connection Lost”オーバーレイがディスプレイ上に表示

されます。このオーバーレイは VMware View などの仮想デスクトッ

プの場合にも表示されます。通常のハイパーバイザスケジューリング

の遅延によってもこのメッセージが誤ってトリガーされる場合があり

ます。 
注意：このオプションはゼロクライアントに対してしか使用すること

ができません。ピア消失通知が必要なデスクトップアプリケーション

は、OSD、AWI、または MC を介してこの機能を再有効化する必要が

あります。 

Enable Preparing 
Desktop Overlay 

有効になっている場合は、ユーザがログインしたときに、"Preparing 
Desktop"オーバーレイがディスプレイ上に表示されます。 
注意：このオーバーレイは、デスクトップの表示に数秒以上かかって

いる場合でもログインが進行中であることを保証します。 

Enable Event Log 
Notification 

有効になっている場合は、クライアントがそのイベントログの内容を

接続管理サーバに送信します。 

Disconnect Message 
Filter 

このフィールドを使用すれば、セッションが切断されたときに表示さ

れるメッセージのタイプを制御することができます。次の 3 つのカテ

ゴリに分かれています。 
情報：セッションに影響を与えるユーザまたは管理者によるアクショ

ン： 
· 別の場所からログインしたか、ホストがシャットダウンまたは再

起動されたために切断されました。 
· 管理者が切断を実行したために切断されました。 
· 別の場所からログインしたために切断されました。 
· ワークステーションを切断したために切断されました。 
警告：セッションに影響を与えるシステムによる予想されるアクショ

ン： 
· セッションがタイムアウトしたために切断されました。 
エラー：セッションの失敗を引き起こす予期せぬシステムによるアク

ション： 
· 切断されました。 
· 接続できません（0x1001）。IT 管理者に連絡してください。 
· 接続できません（0x1002）。IT 管理者に連絡してください。 
· セッションがリモートで閉じられました。 
· セッションがリモートで閉じられました（原因不明）。 
· 設定エラーが原因で切断されました（0x100）。IT 管理者に支援



パラメータ 説明 

を要請してください。 
· 設定エラーが原因で切断されました（0x201）。IT 管理者に支援

を要請してください。 
· 設定エラーが原因で切断されました（0x300）。IT 管理者に支援

を要請してください。 
· 設定エラーが原因で切断されました（0x301）。IT 管理者に支援

を要請してください。 
· 設定エラーが原因で切断されました（0x302）。IT 管理者に支援

を要請してください。 
· 設定エラーが原因で切断されました（0x303）。IT 管理者に支援

を要請してください。 
· 設定エラーが原因で切断されました（0x305）。IT 管理者に支援

を要請してください。 
· 設定エラーが原因で切断されました（0x400）。IT 管理者に支援

を要請してください。 
· 設定エラーが原因で切断されました（0x401）。IT 管理者に支援

を要請してください。 
· 設定エラーが原因で切断されました（0x402）。IT 管理者に支援

を要請してください。 
· 設定エラーが原因で切断されました（0x403）。IT 管理者に支援

を要請してください。 
· 設定エラーが原因で切断されました（0x404）。IT 管理者に支援

を要請してください。 
以下の表示を選択することができます。 

1. Show All messages – このオプションは、情報メッセージ、警告

メッセージ、およびエラーメッセージを含むすべての切断メッセ

ージを表示します。 
2. Show Error and Warnings Only – このオプションは情報メッセ

ージを表示せず、エラーメッセージと警告メッセージのみを表示

します。 
3. Show Error Only – このオプションは情報メッセージと警告メッ

セージを表示せず、エラーメッセージのみを表示します。 
4. Show None – どの切断メッセージも表示しません。 

5.7   セッション暗号化の設定 

5.7.1   MC：暗号化設定 
このページの設定を使用すれば、クライアントとホスト間の PCoIP セッションをネ

ゴシエートするために使用される Transport Layer Security（TLS）レベルだけでなく、

デバイスで使用される暗号化スキームも使用してプロファイルを構成することがで

きます。少なくとも 1 つの暗号化スキームを有効にする必要があります。 
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MC でプロパティを有効にするには、Set in Profile チェックボックスをオンにし、

指示に従ってフィールドを設定します。このページでプロパティを更新したら、

Save をクリックして変更を保存します。 

 
図 5-44：MC 暗号化設定 

表 5-42：MC 暗号化設定パラメータ 

パラメータ 説明 

Session Negotiation 
Security Level 

PCoIP セッションネゴシエーションに必要なセキュリティレベルを設

定します。 
· Maximum Compatibility 
· Suite B：このオプションはより高度なセキュリティを提供しま

す。 

Enable AES-128-GCM 
Encryption (Tera2) 

有効になっている場合は、PCoIP セッションの保護に AES-128-GCM
暗号化スキームが使用されます。 

Enable AES-256-GCM 
Encryption (Tera2) 

有効になっている場合は、PCoIP セッションの保護に AES-256-GCM
暗号化スキームが使用されます。 
注意：この方式では、Tera2 デバイスのハードウエアエンドポイント

間で最高性能を実現することができます。 

Enable AES-128-GCM 
Encryption (Tera1) 

有効になっている場合は、PCoIP セッションの保護に AES-128-GCM
暗号化スキームが使用されます。 
注意：この方式では、Tera1 デバイスのハードウエアエンドポイント

間で最高性能を実現することができます。 



パラメータ 説明 

Enable Salsa20-256-
Round12 Encryption 
(Tera1) 

有効になっている場合は、PCoIP セッションの保護に Salsa20-256-
Round12M 暗号化スキームが使用されます。 
注意：この方式では、Tera1 クライアントが VMware 4 以降に接続さ

れており、ネットワーク上で 7 Mbps 以上の速度が利用可能であれ

ば、高い性能を実現できる可能性があります。 

5.7.2   AWI：暗号化設定に関するヘルプ 
ホストおよびクライアント AWI用の暗号化設定は、各セッション接続タイプの

Configuration > Session ページに配置されています。詳細については、以下のトピッ

クに含まれるフィールドの説明を参照してください。 

· AWIホスト：Direct from Client セッション設定 
· AWIクライアント：Direct to Host セッション設定 
· AWIクライアント：Direct to Host + SLP ホストディスカバリセッション設定 
· AWIクライアント：View Connection Server セッション設定 
· AWIクライアント：View Connection Server + 自動ログオンセッション設定 
· AWIクライアント：View Connection Server + キオスクセッション設定 
· AWIクライアント：View Connection Server + Imprivata OneSign セッション設定 

5.8   セッション帯域幅の設定 

5.8.1   MC：帯域幅設定 
このページの設定を使用すれば、PCoIP セッション中にホストとクライアントで使

用される帯域幅パラメータでプロファイルを設定することができます。 

MC でプロパティを有効にするには、Set in Profile チェックボックスをオンにし、

指示に従ってフィールドを設定します。このページでプロパティを更新したら、

Save をクリックして変更を保存します。 
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図 5-45：MC 帯域幅設定 

表 5-43：MC 帯域幅設定パラメータ 

パラメータ 説明 

Device Bandwidth Limit ホストまたはクライアントの最大帯域幅ピークを入力します。ホスト

の構成では、この設定によって、ホストからクライアントへの帯域幅

（グラフィックスデータなど）が定義されます。クライアントの構成

では、この設定によって、クライアントからホストへの帯域幅（USB
データなど）が定義されます。 
デバイス帯域幅の有効範囲は 1000～220000 Kbps です。 
PCoIP プロセッサは、Device Bandwidth Limit の最大値までの必要

な帯域幅しか使用しないうえ、ネットワークの混雑に応じて帯域幅を

動的に調整します。このフィールドを 0 に設定した場合は、そのとき

にネットワーク上で利用可能な最大速度を使用するように PCoIP プ

ロセッサが設定されます。 
このフィールドは、クライアントとホストが接続されているネットワ

ークの上限に設定することをお勧めします。 
 注意：3.0 より古いファームウエアを実行しているデバイスに適用し

た場合は、0 以外の値が最も近い Mbps（最小値は 1 Mbps）に丸めら

れます。 

Device Bandwidth 
Target 

混雑時のネットワーク帯域幅に対する一時的な制限を入力します。ホ

ストまたはクライアントがパケット損失を検出すると、デバイス帯域

幅がこの値まで急激に減少してから、この値を下回るとゆっくり減少

します。これにより、混雑したネットワークリンクを共有しているユ

ーザ間の帯域幅がより均等に分散されます。 
 注意：3.0 より古いファームウエアを実行しているデバイスに適用し

た場合は、0 以外の値が最も近い Mbps（最小値は 1 Mbps）に丸めら

れます。 



パラメータ 説明 

Device Bandwidth Floor 混雑が発生して帯域幅が必要になった場合の最小帯域幅を入力しま

す。これにより、混雑またはパケット損失が判明しているネットワー

クの性能を最適化することができます。帯域幅が必要ない場合は、使

用される帯域幅が下限値未満まで減少します。 
ホストの構成では、この設定によって、ホストからクライアントへの

最小帯域幅（グラフィックデータなど）が定義されます。クライアン

トの構成では、この設定によって、クライアントからホストへの最小

帯域幅（USB データなど）が定義されます。 
0 に設定した場合は、ネットワーク障害が発生したら 1000 Kbps まで

帯域幅を下げるように PCoIP プロセッサが設定されます。これを 0
以外の値に設定する場合は、ネットワークトポロジに精通している必

要があります。 
注意：ファームウエアには、必要な帯域幅に到達するまで、ネットワ

ークの混在が検出されるまで、または Device Bandwidth Limit が満

たされるまで、使用帯域幅を増やすスロースタートアルゴリズムが実

装されています。このアルゴリズムは、Device Bandwidth Limit と
8000 Kbps の小さい方で開始して、使用帯域幅を数秒以内に増やしま

す。このスロースタートアルゴリズムを使用すれば、低帯域幅シナリ

オ（WAN シナリオなど）の滑らかなセッション起動が可能になりま

す。PCoIP セッションの起動後は、アルゴリズムによって使用帯域幅

が増加したときに、ユーザが一時的に低帯域幅ビデオアーチファクト

に気付く可能性があります。 

 注意：3.0 より古いファームウエアを実行しているデバイスに適用し

た場合は、0 以外の値が最も近い Mbps（最小値は 1 Mbps）に丸めら

れます。 

5.8.2   AWI：帯域幅設定 
このページの設定を使用すれば、PCoIP セッション中にホストまたはクライアント

によって使用される帯域幅を制御することができます。このページは、ホストまた

はクライアントの Configuration > Bandwidth メニューから表示することができます。

このページのパラメータは Apply のクリック直後に適用されます。 
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図 5-46：AWI Bandwidth ページ 

表 5-44：AWI 帯域幅パラメータ 

パラメータ 説明 

Device Bandwidth Limit ホストまたはクライアントの最大帯域幅ピークを入力します。ホスト

の構成では、この設定によって、ホストからクライアントへの帯域幅

（グラフィックスデータなど）が定義されます。クライアントの構成

では、この設定によって、クライアントからホストへの帯域幅（USB
データなど）が定義されます。 
デバイス帯域幅の有効範囲は 1000～220000 Kbps です。 
PCoIP プロセッサは、Device Bandwidth Limit の最大値までの必要

な帯域幅しか使用しないうえ、ネットワークの混雑に応じて帯域幅を

動的に調整します。このフィールドを 0 に設定した場合は、そのとき

にネットワーク上で利用可能な最大速度を使用するように PCoIP プ

ロセッサが設定されます。 
このフィールドは、クライアントとホストが接続されているネットワ

ークの上限に設定することをお勧めします。 
 注意：3.0 より古いファームウエアを実行しているデバイスに適用し

た場合は、0 以外の値が最も近い Mbps（最小値は 1 Mbps）に丸めら

れます。 

Device Bandwidth 
Target 

混雑時のネットワーク帯域幅に対する一時的な制限を入力します。ホ

ストまたはクライアントがパケット損失を検出すると、デバイス帯域

幅がこの値まで急激に減少してから、この値を下回るとゆっくり減少

します。これにより、混雑したネットワークリンクを共有しているユ

ーザ間の帯域幅がより均等に分散されます。 



パラメータ 説明 

 注意：3.0 より古いファームウエアを実行しているデバイスに適用し

た場合は、0 以外の値が最も近い Mbps（最小値は 1 Mbps）に丸めら

れます。 

Device Bandwidth Floor 混雑が発生して帯域幅が必要になった場合の最小帯域幅を入力しま

す。これにより、混雑またはパケット損失が判明しているネットワー

クの性能を最適化することができます。帯域幅が必要ない場合は、使

用される帯域幅が下限値未満まで減少します。 
ホストの構成では、この設定によって、ホストからクライアントへの

最小帯域幅（グラフィックデータなど）が定義されます。クライアン

トの構成では、この設定によって、クライアントからホストへの最小

帯域幅（USB データなど）が定義されます。 
0 に設定した場合は、ネットワーク障害が発生したら 1000 Kbps まで

帯域幅を下げるように PCoIP プロセッサが設定されます。これを 0
以外の値に設定する場合は、ネットワークトポロジに精通している必

要があります。 
注意：ファームウエアには、必要な帯域幅に到達するまで、ネットワ

ークの混在が検出されるまで、または Device Bandwidth Limit が満

たされるまで、使用帯域幅を増やすスロースタートアルゴリズムが実

装されています。このアルゴリズムは、Device Bandwidth Limit と
8000 Kbps の小さい方で開始して、使用帯域幅を数秒以内に増やしま

す。このスロースタートアルゴリズムを使用すれば、低帯域幅シナリ

オ（WAN シナリオなど）の滑らかなセッション起動が可能になりま

す。PCoIP セッションの起動後は、アルゴリズムによって使用帯域幅

が増加したときに、ユーザが一時的に低帯域幅ビデオアーチファクト

に気付く可能性があります。 

 注意：3.0 より古いファームウエアを実行しているデバイスに適用し

た場合は、0 以外の値が最も近い Mbps（最小値は 1 Mbps）に丸めら

れます。 

5.9   言語の設定 

5.9.1   MC：言語設定 
このページの設定を使用すれば、OSD ユーザインターフェースで使用される言語で

プロファイルを設定することができます。 

MC でプロパティを有効にするには、Set in Profile チェックボックスをオンにし、

指示に従ってフィールドを設定します。このページでプロパティを更新したら、

Save をクリックして変更を保存します。 
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図 5-47：MC 言語設定 

表 5-45：MC 言語設定パラメータ 

パラメータ 説明 

Language OSD ユーザインターフェースに対して設定します。 
注意：これは、実際のユーザセッションの言語設定に影響を与えませ

ん。 

注意：このプロパティを変更した場合はデバイスを再起動する必要が

あります。 

Keyboard Layout キーボードのレイアウトを変更します。ユーザがセッションを開始す

ると、この設定が仮想マシンに転送されます。PCoIP "Use Enhanced 
Keyboard on Windows Client if available" GPO がキーボードレイアウ

ト設定を許可するように設定されている場合は、この設定がユーザの

セッション中に使用されます。この GPO がキーボードレイアウト設

定を許可するように設定されていない場合は、この設定が無視されま

す。 
注意：このプロパティを変更した場合はデバイスを再起動する必要が

あります。 

5.9.2   AWI クライアント：言語設定 
このページの設定を使用すれば、OSD ユーザインターフェースで使用される言語を

設定することができます。このページは、Configuration > Language メニューから

表示することができます。 



 
図 5-48：AWI クライアント Language ページ 

表 5-46：AWI クライアント言語パラメータ 

パラメータ 説明 

Language OSD ユーザインターフェースに対して設定します。 
注意：これは、実際のユーザセッションの言語設定に影響を与えませ

ん。 

Keyboard Layout キーボードのレイアウトを変更します。ユーザがセッションを開始す

ると、この設定が仮想マシンに転送されます。PCoIP "Use Enhanced 
Keyboard on Windows Client if available" GPO がキーボードレイアウ

ト設定を許可するように設定されている場合は、この設定がユーザの

セッション中に使用されます。この GPO がキーボードレイアウト設

定を許可するように設定されていない場合は、この設定が無視されま

す。 

5.9.3   OSD：言語設定 
このページの設定を使用すれば、OSD ユーザインターフェースで使用される言語を

設定することができます。このページは、Options > Configuration > Language メニ

ューから表示することができます。 
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図 5-49：OSD Language ページ 

表 5-47：OSD 言語パラメータ 

パラメータ 説明 

Language OSD ユーザインターフェースに対して設定します。 
注意：これは、実際のユーザセッションの言語設定に影響を与えませ

ん。 

Keyboard Layout キーボードのレイアウトを変更します。ユーザがセッションを開始す

ると、この設定が仮想マシンに転送されます。PCoIP "Use Enhanced 
Keyboard on Windows Client if available" GPO がキーボードレイアウ

ト設定を許可するように設定されている場合は、この設定がユーザの

セッション中に使用されます。この GPO がキーボードレイアウト設

定を許可するように設定されていない場合は、この設定が無視されま

す。 



5.10   OSD パラメータの設定 

5.10.1   MC：OSD 設定 
このページの設定を使用すれば、デバイスの OSD 上で使用されるスクリーンセーバ

タイムアウト値を設定したり、OSDに表示しないメニューとメニュー項目を制御し

たりするようにプロファイルを構成することができます。 

MC でプロパティを有効にするには、Set in Profile チェックボックスをオンにし、

指示に従ってフィールドを設定します。このページでプロパティを更新したら、

Save をクリックして変更を保存します。 

 
図 5-50：MC OSD 設定 

表 5-48：MC 言語設定パラメータ 

パラメータ 説明 

OSD Screensaver 
Timeout 

接続されたディスプレイが低電力モードに入るまでの秒数（10～
9999）を使用して OSD スクリーンセーバタイムアウトを設定しま

す。0 秒に設定すると、スクリーンセーバが無効になります。 

Hidden Menu Entries OSD ローカル GUI 上に表示しない項目を選択します。単一のメニュ

ー項目、Options メニュー全体、またはすべてのメニューを非表示に

することができます。 
注意：このプロパティを変更した場合はデバイスを再起動する必要が

あります。 
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5.10.2   AWI クライアント：OSD 設定 
このページの設定を使用すれば、ローカル OSD のモニタスクリーンセーバタイムア

ウトを設定することができます。このページは、Configuration > OSD メニューから

表示することができます。 

 
図 5-51：AWI On Screen Display ページ 

表 5-49：AWI OSD パラメータ 

パラメータ 説明 

Screen-Saver Timeout 接続されたディスプレイが低電力モードに入るまでの秒数（10～
9999）を使用して OSD スクリーンセーバタイムアウトを設定しま

す。0 秒に設定すると、スクリーンセーバが無効になります。 

5.10.3   OSD：OSD 設定 
このページの設定を使用すれば、ローカル OSD のモニタスクリーンセーバタイムア

ウトを設定することができます。このページは、Options > Configuration > OSD メ

ニューから表示することができます。 



 
図 5-52：OSD OSD ページ 

表 5-50：OSD OSD パラメータ 

パラメータ 説明 

Screen-Saver Timeout 接続されたディスプレイが低電力モードに入るまでの秒数（10～
9999）を使用して OSD スクリーンセーバタイムアウトを設定しま

す。0 秒に設定すると、スクリーンセーバが無効になります。 

5.11   イメージ品質の設定 

5.11.1   MC：イメージ設定 
Image ページでは、PCoIP セッションのイメージ品質を変更するようにプロファイ

ルを設定することができます。 

注意：この設定は、ゼロクライアントとホスト間のセッションにのみ適用されます。 

MC でプロパティを有効にするには、Set in Profile チェックボックスをオンにし、

指示に従ってフィールドを設定します。このページでプロパティを更新したら、

Save をクリックして変更を保存します。 
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図 5-53：MC イメージ設定 

表 5-51：MC イメージ設定パラメータ 

パラメータ 説明 

Minimum Image Quality ネットワーク帯域幅が制限されている場合にイメージ品質とフレーム

レートのバランスを取ることができます。ユースケースによっては、

より高いフレームレートでより低い品質のイメージが必要な場合やよ

り低いフレームレートでより高い品質のイメージが必要な場合があり

ます。 
ネットワーク帯域幅が制限されている環境では、スライダを

Reduced の方向に移動してより高いフレームレートを許可します。

より高いイメージ品質を許可する場合は、スライダを Perception-
Free の方向に移動します。ネットワーク帯域幅が制限されていない

場合は、Minimum Image Quality パラメータに関係なく、PCoIP シ

ステムが問題のない品質を維持します。 
注意：Maximum Initial Image Quality は Minimum Image Quality
以上にする必要があります。 

Maximum Initial Image 
Quality 

画面内容の変化に伴ってネットワーク帯域幅のピークを下げながら、

より低い品質のイメージを生成する場合は、スライダを Reduced の

方向に移動します。より高い品質のイメージを生成しながら、より高

い帯域幅のピークも生成する場合は、スライダを Perception-Free の

方向に移動します。 
このパラメータは、画面変化の最初の表示フレーム上の品質を制限し

ます。イメージの無変化領域は、このパラメータに関係なく、ロスレ

ス状態が維持されます。 
注意：Maximum Initial Image Quality は Minimum Image Quality
以上にする必要があります。 



パラメータ 説明 

Image Quality 
Preference 

より低い品質レベルでより高いフレームレートを生成する場合は、ス

ライダを Smoother Motion の方向に移動します。より高い品質レベ

ルでより低いフレームレートを生成する場合は、スライダを Sharper 
Image の方向に移動します。範囲は 0～100 の 5 段階です。 
注意：この設定は、5.0 以前のリリースを実行している VMware View
仮想デスクトップとの PCoIP セッションでは機能しません。 

Disable Build to Lossless イメージが完全なロスレス状態（つまり、ホストイメージソースと比

較して理想的なピクセル単位レンダリング）になるまでバックグラウ

ンドで再構築が継続される PCoIP プロトコルのロスレス構築機能を

維持する場合は、このフィールドをオフのままにします。これはデフ

ォルト（推奨）設定です。 
警告：Disable Build to Lossless フィールドをオンにすると、ゼロ

クライアントに表示されるイメージが劣化します。ユーザが重要な機

能を実行するために最適なイメージ品質を必要としていないとゼロク

ライアント管理者が判断した場合を除いて、このフィールドはオンに

しないでください。この決定はゼロクライアント管理者独自の責任で

す。 
このフィールドをオンにした場合は、PCoIP プロトコルによって、ク

ライアントイメージが知覚的にはロスレスだが、完全なロスレス状態

ではない高品質イメージにすばやく構築されます。これにより、一部

の帯域幅が節約されますが、イメージとデスクトップの内容を完全に

ロスレスにしなければならないユースケースにはお勧めできません。 
このフィールド設定に関する質問は、Teradici サポートにお問い合わ

せください。 
注意：この設定は、5.0 以前のリリースを実行している VMware View
仮想デスクトップとの PCoIP セッションでは機能しません。 

Enable Client Image 
Settings 

有効になっている場合は、クライアントのイメージ設定をセッション

に使用するオプションがホストで使用可能になります。無効になって

いる場合は、ホストのイメージ設定が適用されます。 
注意：Image Quality Preference 設定にはこのルールが適用されませ

ん。 

Maximum Frame Rate 最大フレームレートは、単一ネットワークリンク上での複数 PCoIP
セッションの管理を容易にします。この設定によって、ユーザが到達

可能な上限が決定されます。フレーム制限なしにする場合は、このフ

ィールドを 0 に設定します。値を設定すると、単一ユーザがその値に

制限されます。これにより、すべてのユーザのユーザエクスペリエン

スの制御が容易になります。 
注意：この設定は、5.0 以前のリリースを実行している VMware View
仮想デスクトップとの PCoIP セッションでは機能しません。 



  

PCoIP ゼロクライアント/ホスト管理者ガイド 

TER1206003 第 1 版 247 

5.11.2   AWI ホスト：イメージ設定 
Image ページでは、PCoIP セッションのイメージ品質を変更することができます。

このページは、Configuration > Image メニューから表示することができます。 

注意：この設定は、ゼロクライアントとホスト間のセッションにのみ適用されます。 

 
図 5-54：AWI ホスト Image ページ 

注意：Use Client Image Settings フィールドが選択されていない場合は、下の図のよ

うに、このページのテキストボックスがスライダに置き換えられます。 

 
図 5-55：AWI ホスト Image ページ – Use Client Image Settings が無効になっている場合 

表 5-52：AWI ホスト Image ページパラメータ 

パラメータ 説明 



パラメータ 説明 

Use Client Image 
Settings 

有効になっている場合は、このページのイメージ設定を編集すること

ができません。表示される設定（グレーアウトされている）はホスト

用としてフラッシュに保存されている設定です。 
無効になっている場合は、イメージ設定が編集可能になり、現在のセ

ッションに適用されます。 

Minimum Image Quality ネットワーク帯域幅が制限されている場合にイメージ品質とフレーム

レートのバランスを取ることができます。ユースケースによっては、

より高いフレームレートでより低い品質のイメージが必要な場合やよ

り低いフレームレートでより高い品質のイメージが必要な場合があり

ます。 
ネットワーク帯域幅が制限されている環境では、スライダを

Reduced の方向に移動してより高いフレームレートを許可します。

より高いイメージ品質を許可する場合は、スライダを Perception-
Free の方向に移動します。ネットワーク帯域幅が制限されていない

場合は、Minimum Image Quality パラメータに関係なく、PCoIP シ

ステムが問題のない品質を維持します。 
注意：Maximum Initial Image Quality は Minimum Image Quality
以上にする必要があります。 

Maximum Initial Image 
Quality 

画面内容の変化に伴ってネットワーク帯域幅のピークを下げながら、

より低い品質のイメージを生成する場合は、スライダを Reduced の

方向に移動します。より高い品質のイメージを生成しながら、より高

い帯域幅のピークも生成する場合は、スライダを Perception-Free の

方向に移動します。 
このパラメータは、画面変化の最初の表示フレーム上の品質を制限し

ます。イメージの無変化領域は、このパラメータに関係なく、ロスレ

ス状態が維持されます。 
注意：Maximum Initial Image Quality は Minimum Image Quality
以上にする必要があります。 

Image Quality 
Preference 

より低い品質レベルでより高いフレームレートを生成する場合は、ス

ライダを Smoother Motion の方向に移動します。より高い品質レベ

ルでより低いフレームレートを生成する場合は、スライダを Sharper 
Image の方向に移動します。範囲は 0～100 の 5 段階です。 
注意：この設定は、5.0 以前のリリースを実行している VMware View
仮想デスクトップとの PCoIP セッションでは機能しません。 

Maximum Frame Rate 最大フレームレートは、単一ネットワークリンク上での複数 PCoIP
セッションの管理を容易にします。この設定によって、ユーザが到達

可能な上限が決定されます。フレーム制限なしにする場合は、このフ

ィールドを 0 に設定します。値を設定すると、単一ユーザがその値に

制限されます。これにより、すべてのユーザのユーザエクスペリエン

スの制御が容易になります。 
注意：この設定は、5.0 以前のリリースを実行している VMware View
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パラメータ 説明 

仮想デスクトップとの PCoIP セッションでは機能しません。 

Disable Build to Lossless イメージが完全なロスレス状態（つまり、ホストイメージソースと比

較して理想的なピクセル単位レンダリング）になるまでバックグラウ

ンドで再構築が継続される PCoIP プロトコルのロスレス構築機能を

維持する場合は、このフィールドをオフのままにします。これはデフ

ォルト（推奨）設定です。 
警告：Disable Build to Lossless フィールドをオンにすると、ゼロ

クライアントに表示されるイメージが劣化します。ユーザが重要な機

能を実行するために最適なイメージ品質を必要としていないとゼロク

ライアント管理者が判断した場合を除いて、このフィールドはオンに

しないでください。この決定はゼロクライアント管理者独自の責任で

す。 
このフィールドをオンにした場合は、PCoIP プロトコルによって、ク

ライアントイメージが知覚的にはロスレスだが、完全なロスレス状態

ではない高品質イメージにすばやく構築されます。これにより、一部

の帯域幅が節約されますが、イメージとデスクトップの内容を完全に

ロスレスにしなければならないユースケースにはお勧めできません。 
このフィールド設定に関する質問は、Teradici サポートにお問い合わ

せください。 
注意：この設定は、5.0 以前のリリースを実行している VMware View
仮想デスクトップとの PCoIP セッションでは機能しません。 

5.11.3   AWI クライアント：イメージ設定 
Image ページでは、PCoIP セッションのイメージ品質を変更することができます。

このページは、Configuration > Image メニューから表示することができます。 

注意：この設定は、ゼロクライアントとホスト間のセッションにのみ適用されます。 



 
図 5-56：AWI クライアント Image ページ 

表 5-53：AWI クライアント Image ページパラメータ 

パラメータ 説明 

Minimum Image Quality ネットワーク帯域幅が制限されている場合にイメージ品質とフレーム

レートのバランスを取ることができます。ユースケースによっては、

より高いフレームレートでより低い品質のイメージが必要な場合やよ

り低いフレームレートでより高い品質のイメージが必要な場合があり

ます。 
ネットワーク帯域幅が制限されている環境では、スライダを

Reduced の方向に移動してより高いフレームレートを許可します。

より高いイメージ品質を許可する場合は、スライダを Perception-
Free の方向に移動します。ネットワーク帯域幅が制限されていない

場合は、Minimum Image Quality パラメータに関係なく、PCoIP シ

ステムが問題のない品質を維持します。 
注意：Maximum Initial Image Quality は Minimum Image Quality
以上にする必要があります。 

Maximum Initial Image 
Quality 

画面内容の変化に伴ってネットワーク帯域幅のピークを下げながら、

より低い品質のイメージを生成する場合は、スライダを Reduced の

方向に移動します。より高い品質のイメージを生成しながら、より高

い帯域幅のピークも生成する場合は、スライダを Perception-Free の

方向に移動します。 
このパラメータは、画面変化の最初の表示フレーム上の品質を制限し

ます。イメージの無変化領域は、このパラメータに関係なく、ロスレ

ス状態が維持されます。 
注意：Maximum Initial Image Quality は Minimum Image Quality
以上にする必要があります。 
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パラメータ 説明 

Image Quality 
Preference 

より低い品質レベルでより高いフレームレートを生成する場合は、ス

ライダを Smoother Motion の方向に移動します。より高い品質レベ

ルでより低いフレームレートを生成する場合は、スライダを Sharper 
Image の方向に移動します。範囲は 0～100 の 5 段階です。 
注意：この設定は、5.0 以前のリリースを実行している VMware View
仮想デスクトップとの PCoIP セッションでは機能しません。 

Maximum Frame Rate 最大フレームレートは、単一ネットワークリンク上での複数 PCoIP
セッションの管理を容易にします。この設定によって、ユーザが到達

可能な上限が決定されます。フレーム制限なしにする場合は、このフ

ィールドを 0 に設定します。値を設定すると、単一ユーザがその値に

制限されます。これにより、すべてのユーザのユーザエクスペリエン

スの制御が容易になります。 
注意：この設定は、5.0 以前のリリースを実行している VMware View
仮想デスクトップとの PCoIP セッションでは機能しません。 

Disable Build to Lossless イメージが完全なロスレス状態（つまり、ホストイメージソースと比

較して理想的なピクセル単位レンダリング）になるまでバックグラウ

ンドで再構築が継続される PCoIP プロトコルのロスレス構築機能を

維持する場合は、このフィールドをオフのままにします。これはデフ

ォルト（推奨）設定です。 
警告：Disable Build to Lossless フィールドをオンにすると、ゼロ

クライアントに表示されるイメージが劣化します。ユーザが重要な機

能を実行するために最適なイメージ品質を必要としていないとゼロク

ライアント管理者が判断した場合を除いて、このフィールドはオンに

しないでください。この決定はゼロクライアント管理者独自の責任で

す。 
このフィールドをオンにした場合は、PCoIP プロトコルによって、ク

ライアントイメージが知覚的にはロスレスだが、完全なロスレス状態

ではない高品質イメージにすばやく構築されます。これにより、一部

の帯域幅が節約されますが、イメージとデスクトップの内容を完全に

ロスレスにしなければならないユースケースにはお勧めできません。 
このフィールド設定に関する質問は、Teradici サポートにお問い合わ

せください。 
注意：この設定は、5.0 以前のリリースを実行している VMware View
仮想デスクトップとの PCoIP セッションでは機能しません。 

5.11.4   OSD：イメージ設定 
Image ページでは、PCoIP セッションのイメージ品質を変更することができます。

このページは、Options > User Settings > Image メニューから表示することができま

す。 

注意：この設定は、ゼロクライアントとホスト間のセッションにのみ適用されます。 



 
図 5-57：OSD Image ページ 

注意：OSDでは、このページに Options->User Settings メニューからアクセスする

ことができます。 

表 5-54：OSD Image ページパラメータ 

パラメータ 説明 

Image Quality 
Preference 

より低い品質レベルでより高いフレームレートを生成する場合は、ス

ライダを Smoother Motion の方向に移動します。より高い品質レベ

ルでより低いフレームレートを生成する場合は、スライダを Sharper 
Image の方向に移動します。範囲は 0～100 の 5 段階です。 
注意：この設定は、5.0 以前のリリースを実行している VMware View
仮想デスクトップとの PCoIP セッションでは機能しません。 
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5.12   モニタエミュレーションの設定 

5.12.1   MC：モニタエミュレーション 
Monitor Emulation ページでは、モニタエミュレーション機能を有効または無効に

するようにプロファイルを設定することができます。このページは、未だにモニタ

エミュレーションを使用しているホストカード上でのみ使用することができます。

クライアント上では無効になっているため、編集することができません。 

ディスプレイが接続されていないと起動しない PC やワークステーションがありま

す。モニタエミュレーションは、起動プロセスの完了を保証する汎用表示を提供し

ます。セッションが確立されると、クライアントのディスプレイ情報がホストに送

信されます。 

MC でプロパティを有効にするには、Set in Profile チェックボックスをオンにし、

指示に従ってフィールドを設定します。このページでプロパティを更新したら、

Save をクリックして変更を保存します。 

 
図 5-58：MC Monitor Emulation ページ 

表 5-55：MC モニタパラメータ 

パラメータ 説明 

Enable Monitor 
Emulation on Video Port 
1 

有効になっている場合は、PCoIP セッションがアクティブかどうかに

関係なく、ホストがすべてのディスプレイデータチャネル（DDC）の

問い合わせに応答します。セッションがアクティブでない場合は、ホ

ストがエミュレートした DDC データを提供します。セッションがア

クティブな場合は、ホストがクライアントのポート 1 コネクタに接続

されたモニタから収集した実際の DDC データを提供します。 
無効になっている場合は、PCoIP セッションがアクティブなときの



パラメータ 説明 

み、ホストがディスプレイデータチャネル（DDC）の問い合わせに応

答します。 
注意：このフィールドを有効にすると、クライアントでビデオが表示

されない問題の解決が支援される場合があります。 

注意：このプロパティを変更した場合はデバイスを再起動する必要が

あります。 

Enable Monitor 
Emulation on Video Port 
2 

このフィールドは、ポート 2 コネクタに対する DDC 問い合わせに影

響を与え、ポート 1 コネクタの場合と同等の機能を提供します。 
注意：このプロパティを変更した場合はデバイスを再起動する必要が

あります。 

Enable Monitor 
Emulation on Video Port 
3 

このフィールドは、ポート 3 コネクタに対する DDC 問い合わせに影

響を与え、ポート 1 コネクタの場合と同等の機能を提供します。 
注意：このプロパティを変更した場合はデバイスを再起動する必要が

あります。 

Enable Monitor 
Emulation on Video Port 
4 

このフィールドは、ポート 4 コネクタに対する DDC 問い合わせに影

響を与え、ポート 1 コネクタの場合と同等の機能を提供します。 
注意：このプロパティを変更した場合はデバイスを再起動する必要が

あります。 

5.12.2   AWI Tera1 ホスト：モニタエミュレーション 
Monitor Emulation ページでは、モニタエミュレーション機能を有効または無効に

することができます。このページは、未だにモニタエミュレーションを使用してい

るホストカード上でのみ使用することができます。クライアント上では無効になっ

ているため、編集することができません。 

ディスプレイが接続されていないと起動しない PC やワークステーションがありま

す。モニタエミュレーションは、起動プロセスの完了を保証する汎用表示を提供し

ます。セッションが確立されると、クライアントのディスプレイ情報がホストに送

信されます。 

このページは、Configuration > Monitor Emulation メニューから表示することがで

きます。 
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図 5-59：AWI Tera1 ホスト Monitor Emulation ページ 

表 5-56：AWI Tera1 ホストモニタパラメータ 

パラメータ 説明 

Enable Monitor 
Emulation on DVI-1 

有効になっている場合は、PCoIP セッションがアクティブかどうかに

関係なく、ホストがすべてのディスプレイデータチャネル（DDC）の

問い合わせに応答します。セッションがアクティブでない場合は、ホ

ストがエミュレートした DDC データを提供します。セッションがア

クティブな場合は、ホストがクライアントのポート 1 コネクタに接続

されたモニタから収集した実際の DDC データを提供します。 
無効になっている場合は、PCoIP セッションがアクティブなときの

み、ホストがディスプレイデータチャネル（DDC）の問い合わせに応

答します。 
注意：このフィールドを有効にすると、クライアントでビデオが表示

されない問題の解決が支援される場合があります。 

Enable Monitor 
Emulation on DVI-2 

このフィールドは、ポート 2 コネクタに対する DDC 問い合わせに影

響を与え、ポート 1 コネクタの場合と同等の機能を提供します。 

5.12.3   AWI Tera2 ホスト：モニタエミュレーション 
Monitor Emulation ページでは、モニタエミュレーション機能を有効または無効に

することができます。このページは、モニタエミュレーションを使用しているホス

トカード上でのみ使用することができます。クライアント上では無効になっている

ため、編集することができません。 

ディスプレイが接続されていないと起動しない PC やワークステーションがありま

す。モニタエミュレーションは、起動プロセスの完了を保証する汎用表示を提供し

ます。セッションが確立されると、クライアントのディスプレイ情報がホストに送

信されます。 

このページは、Configuration > Monitor Emulation メニューから表示することがで

きます。 



 
図 5-60：AWI Tera2 ホスト Monitor Emulation ページ 

表 5-57：AWI Tera2 ホストモニタパラメータ 

パラメータ 説明 

Enable Monitor 
Emulation on Video Port 
1 

有効になっている場合は、PCoIP セッションがアクティブかどうかに

関係なく、ホストがすべてのディスプレイデータチャネル（DDC）の

問い合わせに応答します。セッションがアクティブでない場合は、ホ

ストがエミュレートした DDC データを提供します。セッションがア

クティブな場合は、ホストがクライアントのポート 1 コネクタに接続

されたモニタから収集した実際の DDC データを提供します。 
無効になっている場合は、PCoIP セッションがアクティブなときの

み、ホストがディスプレイデータチャネル（DDC）の問い合わせに応

答します。 
注意：このフィールドを有効にすると、クライアントでビデオが表示

されない問題の解決が支援される場合があります。 

Enable Monitor 
Emulation on Video Port 
2 

このフィールドは、ポート 2 コネクタに対する DDC 問い合わせに影

響を与え、ポート 1 コネクタの場合と同等の機能を提供します。 

Enable Monitor 
Emulation on Video Port 
3 

このフィールドは、ポート 3 コネクタに対する DDC 問い合わせに影

響を与え、ポート 1 コネクタの場合と同等の機能を提供します。 

Enable Monitor 
Emulation on Video Port 
4 

このフィールドは、ポート 4 コネクタに対する DDC 問い合わせに影

響を与え、ポート 1 コネクタの場合と同等の機能を提供します。 
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5.13   時間の設定 

5.13.1   MC：時間設定 
Time ページでは、ネットワークタイムプロトコル（NTP）パラメータを使用して、

ホストとクライアントのイベントログに NTP 時間に基づくタイムスタンプを付けら

れるようにプロファイルを設定することができます。 

注意：クライアントが DHCP 用に設定され、DHCP サーバが NTP サーバアドレスを

提供している場合は、このアドレスが手動で設定されたどの NTP サーバよりも優先

されます。また、NTP が無効になっている場合は、有効になります。 

注意：クライアントは NTP サーバからタイムゾーンまたは夏時間（DST）情報を取

得しません。 

注意：システムトラブルシューティングを容易にするために、ユーザがユーザイベ

ントと診断イベントログのエントリを対応付けることができるように NTP パラメー

タを設定します。 

MC でプロパティを有効にするには、Set in Profile チェックボックスをオンにし、

指示に従ってフィールドを設定します。このページでプロパティを更新したら、

Save をクリックして変更を保存します。 

 
図 5-61：MC 時間設定 

表 5-58：MC 時間設定パラメータ 

パラメータ 説明 

NTP Server Hostname ホストまたはクライアントが現在時刻を決定するために接触する

NTP サーバの IP アドレスまたは完全修飾ドメイン名（FQDN）を設

定します。 



パラメータ 説明 

NTP Server Port NTP サーバのポート番号を設定します。デフォルトの NTP サーバポ

ート値は 123 です。 

NTP Query Interval ホストまたはクライアントが現在時刻を更新するために NTP サーバ

に接触する頻度（秒単位）を設定します。デフォルトの問い合わせ間

隔は、86400 秒、つまり、24 時間です。 

Enable DST 夏時間（DST）の自動調節を有効または無効にします。 

Time Zone Offset 必要なタイムゾーンを選択します。 

5.13.2   AWI：時間設定 
Time ページでは、ホストとクライアントのイベントログに NTP 時間に基づくタイ

ムスタンプを付けられるようにネットワークタイムプロトコル（NTP）パラメータ

を設定することができます。 

注意：クライアントが DHCP 用に設定され、DHCP サーバが NTP サーバアドレスを

提供している場合は、このアドレスが手動で設定されたどの NTP サーバよりも優先

されます。また、NTP が無効になっている場合は、有効になります。 

注意：クライアントは NTP サーバからタイムゾーンまたは夏時間（DST）情報を取

得しません。 

注意：システムトラブルシューティングを容易にするために、ユーザがユーザイベ

ントと診断イベントログのエントリを対応付けることができるように NTP パラメー

タを設定します。 

このページは、ホストまたはクライアントの Configuration > Time メニューから表

示することができます。 
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図 5-62：AWI Time ページ 

表 5-59：AWI Time ページパラメータ 

パラメータ 説明 

Current Time NTP に基づく時間が表示されます。 

Enable NTP NTP 機能を有効または無効にします。 

Identify NTP Host by NTP ホストを IP アドレスで識別するか、完全修飾ドメイン名

（FQDN）で識別するかを選択します。NTP が無効になっている場合

は、このフィールドが不要なため、編集不可になります。無効な IP
アドレスまたは DNS 名を入力した場合は、その修正を促すメッセー

ジが表示されます。パラメータは選択した方式によって異なります。 
· IP Address：NTP ホストの IP アドレスを示します。 
· FQDN：NTP ホストの DNS 名を示します。 

NTP Host Port NTP サーバのポート番号を設定します。デフォルトの NTP サーバポ

ート値は 123 です。 

NTP Query Interval 問い合わせ間隔を設定します。1 つ目のフィールドが時間間隔用で、

2 つ目のフィールドが時間単位（分、時間、日、または週）用です。 

Time Zone ローカルタイムゾーンを選択します。 

Enable Daylight Savings 夏時間（DST）の自動調節を有効または無効にします。 



パラメータ 説明 

Time 

5.14   セキュリティの設定 

5.14.1   MC：セキュリティ設定 
このページの設定を使用すれば、ホストとクライアントに使用されるセキュリティ

パラメータでプロファイルを構成することができます。 

MC でプロパティを有効にするには、Set in Profile チェックボックスをオンにし、

指示に従ってフィールドを設定します。このページでプロパティを更新したら、

Save をクリックして変更を保存します。 

 
図 5-63：MC セキュリティ設定 

表 5-60：MC セキュリティ設定パラメータ 

パラメータ 説明 

Password ホストまたはクライアントの管理用ウェブインターフェース（AWI）
のパスワードを入力します。このパスワードは、クライアントのオン

スクリーンディスクプレイ（OSD）経由でアクセス可能な特定の構

成設定を変更する場合にも必要です。 
このフィールドには 0～20 文字を入力することができます。 

Enable Password 
Protection 

有効になっている場合は、ホストまたはクライアントの AWI パスワ

ードが必要です。無効になっている場合は、AWI と OSD がパスワー

ドで保護されません。 
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パラメータ 説明 

Enable Web Interface 有効になっている場合は、ホストまたはクライアントの AWI が有効

になります。無効になっている場合は、AWI が無効になります。 

Enable Hotkey 
Parameter Reset 

有効になっている場合は、クライアントが PCoIP セッションに入っ

ていないときに、キーボードの組み合わせの Ctrl+Alt+Shift+Space を

使用してクライアントを工場出荷時設定にリセットすることができま

す。 

Hide Parameter Reset 
Hotkey Sequence 

有効になっている場合は、リセットホットキーシーケンスがクライア

ント OSD 上に表示されません。 

Enable 802.1X Security 有効になっている場合は、デバイスが、802.1X 認証を通してアクセ

スが管理されたネットワークに接続されている場合に 802.1X 認証を

実行します。 

802.1X Authentication 
Identity 

802.1X 認証で提示するためのユーザ名を設定します。 

5.14.2   AWI：セキュリティ設定に関するヘルプ 
AWIのセキュリティ設定は、AWIの Network Settings ページ（Configuration > 
Network メニューからアクセス）に配置されています。このページの以下のフィー

ルドに関する説明を参照してください。 

· Enable 802.1X Security 
· Authentication 
· Identity 
· Client Certificate 

5.15   オーディオ承認の設定 

5.15.1   MC：オーディオ承認 
このページの設定を使用すれば、ホストとクライアントに使用されるオーディオパ

ラメータでプロファイルを構成することができます。 

MC でプロパティを有効にするには、Set in Profile チェックボックスをオンにし、

指示に従ってフィールドを設定します。このページでプロパティを更新したら、

Save をクリックして変更を保存します。 



 
図 5-64：MC オーディオ承認 

表 5-61：MC オーディオ承認パラメータ 

パラメータ 説明 

Enable HD Audio デバイス上でオーディオサポートを設定できるようにします。 
注意：このプロパティはホストとクライアントの両方で有効にする必要があ

ります。 

無効になっている場合は、ホストオペレーティングシステムのエミュレート

にオーディオハードウエアを使用することができません。 
注意：このプロパティを変更した場合はデバイスを再起動する必要がありま

す。 

Enable Audio Line 
In 

このプロパティによって、オーディオシステムからホストオペレーティング

システムにアドバタイズされる入力モードが決定されます。有効になってい

る場合は、クライアント上で発見されたライン入力コネクタが標準のライン

入力として使用されます。無効になっている場合は、クライアント上で発見

されたライン入力コネクタがマイクロホン入力として使用されます。 

Enable Microsoft 
Windows Vista 64-
bit Mode 

Windows Vista 64 ビットバージョンと Windows 7 64 ビットバージョンのオ

ペレーティングシステムの場合にこのオプションを有効にします。 
警告：Windows XP 64 または 32 ビットオペレーティングシステムではこの

モードを使用しないでください。 
Linux 64 ビットオペレーティングシステムの場合は、64 ビットモードを有効

にする必要がありません。Linux カーネルは最新の PCoIP オーディオ

CODEC サポートを使用してコンパイルする必要があります。 
注意：このプロパティを変更した場合はデバイスを再起動する必要がありま

す。 
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5.15.2   AWI Tera1 ホスト：オーディオ承認 
最初のセッションを開始するときに、Initial Setup ページでオーディオ承認を設定

することができます。 

それ以降のセッションでは、Audio ページ（Permissions > Audio メニューからアク

セス）を使用して、デバイスのオーディオ承認を設定します。このページでオプシ

ョンを更新したら、Apply をクリックして変更を保存します。 

管理用ウェブインターフェースで Audio ページを表示するには、Permissions メニュ

ーを選択してから、Audio をクリックします。 

 
図 5-65：AWI Tera1 ホスト Audio ページ 

表 5-62：AWI Tera1 ホスト Audio ページパラメータ 

パラメータ 説明 

Enable HD Audio デバイス上でオーディオサポートを設定できるようにします。 
注意：このプロパティはホストとクライアントの両方で有効にする必要があ

ります。 

無効になっている場合は、ホストオペレーティングシステムのエミュレート

にオーディオハードウエアを使用することができません。 

Enable Microsoft® 
Windows Vista® / 
Windows® 7 64-bit 
Mode 

Windows Vista 64 ビットバージョンと Windows 7 64 ビットバージョンのオ

ペレーティングシステムの場合にこのオプションを有効にします。 
警告：Windows XP 64 または 32 ビットオペレーティングシステムではこの

モードを使用しないでください。 
Linux 64 ビットオペレーティングシステムの場合は、64 ビットモードを有効

にする必要がありません。Linux カーネルは最新の PCoIP オーディオ

CODEC サポートを使用してコンパイルする必要があります。 

Enable Audio Line 
In 

このプロパティによって、オーディオシステムからホストオペレーティング

システムにアドバタイズされる入力モードが決定されます。有効になってい



パラメータ 説明 

る場合は、クライアント上で発見されたライン入力コネクタが標準のライン

入力として使用されます。無効になっている場合は、クライアント上で発見

されたライン入力コネクタがマイクロホン入力として使用されます。 
注意：デバイス上に Windows Vista または Windows 7 がインストールされて

いる場合は、画面上の指示に従ってください。 

5.15.3   AWI クライアント：オーディオ承認 
最初のセッションを開始するときに、Initial Setup ページでオーディオ承認を設定

することができます。 

それ以降のセッションでは、Audio ページ（Permissions > Audio メニューからアク

セス）を使用して、デバイスのオーディオ承認を設定します。このページでオプシ

ョンを更新したら、Apply をクリックして変更を保存します。 

管理用ウェブインターフェースで Audio ページを表示するには、Permissions メニュ

ーを選択してから、Audio をクリックします。 

 
図 5-66：AWI クライアント Audio ページ 

表 5-63：AWI クライアント Audio ページパラメータ 

パラメータ 説明 

Enable HD Audio デバイス上でオーディオサポートを設定できるようにします。 
注意：このプロパティはホストとクライアントの両方で有効にする必要があ

ります。 

無効になっている場合は、ホストオペレーティングシステムのエミュレート

にオーディオハードウエアを使用することができません。 
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5.16   電源承認の設定 

5.16.1   MC：電源承認 
このページの設定を使用すれば、ホストとクライアントの電源承認でプロファイル

を構成することができます。 

MC でプロパティを有効にするには、Set in Profile チェックボックスをオンにし、

指示に従ってフィールドを設定します。このページでプロパティを更新したら、

Save をクリックして変更を保存します。 

 
図 5-67：MC 電源承認 

表 5-64：MC 電源承認パラメータ 

パラメータ 説明 

Client Power 
Button Function 

このプロパティによって、クライアントのリモート PC ボタンの機能が設定

されます。 
ホストは、クライアントのリモート PC ボタンの押下が 4 秒未満で、ソフト

電源オフが有効になっている場合に、ソフト電源オフを実行（つまり、スリ

ープモードに移行）するように指示されます。 
ホストは、クライアントのリモート PC ボタンの押下が 4 秒以上で、ハード

電源オフが有効になっている場合に、ハード電源オフ（つまり、シャットダ

ウン）を実行するように指示されます。 
以下のオプションの中から選択します。 
· user cannot invoke any power off：ユーザはホストをシャットダウン

したり、ホストをスリープモードに移行したりすることができません。 
· user can only invoke a hard power off：ユーザはホストをシャットダ

ウンすることはできますが、ホストをスリープモードに移行することは

できません。 



パラメータ 説明 

· user can only invoke a soft power off：ユーザはホストをスリープモー

ドに移行することはできますが、ホストをシャットダウンすることはで

きません。 
· user can invoke soft and hard power offs：ユーザはホストをスリープ

モードに移行することも、ホストをシャットダウンすることもできま

す。 

Wake-on-USB 
Mode 

有効になっている場合は、ユーザがマウスを移動したとき、または、キーボ

ード上のキーを押したときにスリープモードから再開するようにホストが設

定されます。 

Wake-on-LAN 
Mode 

有効になっている場合は、ユーザがクライアントの Remote PC ボタンを押

したとき、または、Connect ウィンドウの Connect ボタンをクリックした

ときに、スリープモードから再開するようにホストが設定されます。 

Power On After 
Power Loss Mode 

有効になっている場合は、クライアントが、電源が供給された時点で自動的

に再開します。 

5.16.2   AWI Tera1 クライアント：電源承認 
Power ページでは、クライアントのホスト電源オフ承認を設定することができます。

このページは、Permissions > Power メニューからアクセスすることができます。 

 
図 5-68：AWI Tera1 クライアント Power ページ 

表 5-65：AWI Tera1 クライアント Power ページパラメータ 

パラメータ 説明 

Client Power Button このプロパティによって、クライアントのリモート PC ボタンの機能

が設定されます。 
ホストは、クライアントのリモート PC ボタンの押下が 4 秒未満で、

ソフト電源オフが有効になっている場合に、ソフト電源オフを実行

（つまり、スリープモードに移行）するように指示されます。 
ホストは、クライアントのリモート PC ボタンの押下が 4 秒以上で、
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パラメータ 説明 

ハード電源オフが有効になっている場合に、ハード電源オフ（つま

り、シャットダウン）を実行するように指示されます。 
以下のオプションの中から選択します。 
· Power-off not permitted：ユーザはホストをシャットダウンした

り、ホストをスリープモードに移行したりすることができませ

ん。 
· Soft Power-off only：ユーザはホストをスリープモードに移行す

ることはできますが、ホストをシャットダウンすることはできま

せん。 
· Hard Power-off only：ユーザはホストをシャットダウンするこ

とはできますが、ホストをスリープモードに移行することはでき

ません。 
· Soft and Hard Power-off：ユーザはホストをスリープモードに移

行することも、ホストをシャットダウンすることもできます。 

  

5.17   ホストドライバ機能の設定 

5.17.1   MC：ホストドライバ機能 
このページの設定を使用すれば、ホストコンピュータ上で PCoIP ホストソフトウエ

ア UIを有効または無効にするようにプロファイルを設定することができます。 

注意：PCoIP ホストソフトウエアのインストール方法と使用方法については、

『PCoIP Host Software User Guide』（TER0810001）を参照してください。 

MC でプロパティを有効にするには、Set in Profile チェックボックスをオンにし、

指示に従ってフィールドを設定します。このページでプロパティを更新したら、

Save をクリックして変更を保存します。 



 
図 5-69：MC ホストドライバ設定 

表 5-66：MC ホストドライバ設定パラメータ 

パラメータ 説明 

Enable Host Driver 有効になっている場合は、ホストコンピュータ上の PCoIP ホストソフトウエ

アにアクセスすることができます。このソフトウエアを使用すれば、以下の

ような機能を有効にすることができます。 
· ローカルカーソルとキーボード機能の使用 
· セッションが中断したときのホスト PC のロック 
· Wake-on-LAN 機能の使用 
· ホストとクライアントのネットワークパラメータの表示 
· セッションの切断 
· ホストの統計情報と接続情報の表示 
· ホスト上でのクライアントディスプレイトポロジ設定の使用 
無効になっている場合は、ホストコンピュータ上の PCoIP ホストソフトウエ

ア UI にアクセスすることができません。 
注意：このプロパティを変更した場合はデバイスを再起動する必要がありま

す。 

5.17.2   AWI ホスト：ホストドライバ機能 
このページの設定を使用すれば、ホストコンピュータ上で PCoIP ホストソフトウエ

ア UIを有効または無効にすることができます。このページは、Configuration > 
Host Driver Function メニューからアクセスすることができます。 

注意：PCoIP ホストソフトウエアのインストール方法と使用方法については、

『PCoIP Host Software User Guide』（TER0810001）を参照してください。 
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図 5-70：AWI Host Driver Function ページ 

表 5-67：AWI ホストドライバ機能パラメータ 

パラメータ 説明 

Enable Host Driver 
Function 

有効になっている場合は、ホストコンピュータ上の PCoIP ホストソフトウエ

アにアクセスすることができます。このソフトウエアを使用すれば、以下の

ような機能を有効にすることができます。 
· ローカルカーソルとキーボード機能の使用 
· セッションが中断したときのホスト PC のロック 
· Wake-on-LAN 機能の使用 
· ホストとクライアントのネットワークパラメータの表示 
· セッションの切断 
· ホストの統計情報と接続情報の表示 
· ホスト上でのクライアントディスプレイトポロジ設定の使用 
無効になっている場合は、ホストコンピュータ上の PCoIP ホストソフトウエ

ア UI にアクセスすることができません。 

5.18   イベントログの設定 

5.18.1   MC：イベントログ設定 
このページの設定を使用すれば、ホストやクライアントに使用したり、デバイス上

のログフィルタリングモードを設定したりするためのイベントログメッセージング

でプロファイルを構成することができます。 

syslogを有効にして、イベントを収集して報告するためのロギングプロトコルとし

て設定することもできます。 

MC でプロパティを有効にするには、Set in Profile チェックボックスをオンにし、

指示に従ってフィールドを設定します。このページでプロパティを更新したら、

Save をクリックして変更を保存します。 



 
図 5-71：MC イベントログ管理 

表 5-68：MC イベントログ管理パラメータ 

パラメータ 説明 

Enable Diagnostic 
Log 

有効になっている場合は、デバイスのイベントログに接続管理固有のメッセ

ージが追加されます。 

Event Log Filter 
Mode 

イベントログフィルタリングモードを簡潔または冗長として設定します。 

Syslog Server 
Hostname 

ホストまたはクライアントがイベントログメッセージを送信する syslog サー

バの IP アドレスまたは完全修飾ドメイン名を入力します。 

Syslog Server Port syslog サーバのポート番号を入力します。 
注意：ポート番号のデフォルト値は 514 です。 

Syslog Facility 
Number 

デバイスで生成されるすべての syslog メッセージのファシリティ番号を入力

します。 

Enhanced Logging 
Mode Mask 

拡張ロギングモードを有効にするには、以下のカテゴリのいずれかを選択し

ます。 
· Audio 
· Management Console 
· Video 
· Networking 
· Session Negotiation 
· Smart Card 
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パラメータ 説明 

· System 
· USB 
· OneSign 
注意：一度に有効にできるのは、上記カテゴリのいずれか 1 つの拡張ロギン

グだけです。 

5.18.2   AWI：イベントログ設定 
Event Log ページでは、ホストまたはクライアントからのイベントログメッセージ

を表示または消去したり、デバイス上のログフィルタリングモードを設定したりす

ることができます。このページは、ホストまたはクライアントの Diagnostics > 
Event Log メニューからアクセスすることができます。 

syslogを有効にして、イベントを収集して報告するためのロギングプロトコルとし

て設定することもできます。 



 
図 5-72：AWI Event Log ページ 

表 5-69：AWI Event Log ページパラメータ 

パラメータ 説明 

Event log Messages View：クリックすると、ブラウザページが開いて、デバイス上に保

存されたイベントログメッセージ（タイムスタンプ情報付き）が表示

されます。ブラウザページのログ情報を更新するには、F5 を押しま

す。 
Clear：クリックすると、デバイス上に保存されたすべてのイベント

ログメッセージが削除されます。 

Event Log Filter Mode プルダウンメニューをクリックしてイベントログフィルタリングモー

ドを選択します。 
· Verbose（デフォルト設定） 
· Terse 
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パラメータ 説明 

Enable Syslog syslog 標準をデバイスのロギングメカニズムとして有効または無効に

します。 
注意：syslog が有効になっている場合は、残りのフィールドを設定す

る必要があります。syslog が無効になっている場合は、これらのフィ

ールドを編集することができません。 

Identify Syslog Host By syslog サーバホストを IP アドレスで識別するか、完全修飾ドメイン

名（FQDN）で識別するかを選択します。 

Syslog Host IP Address / 
Syslog Host DNS name 

表示されるパラメータは、syslog サーバホストを識別するために選択

したオプションによって異なります。 
· IP Address：syslog サーバホストの IP アドレスを入力します。 
· FQDN：syslog サーバホストの DNS 名を入力します。 
注意：無効な IP アドレスまたは DNS 名を入力した場合は、その修正

を促すメッセージが表示されます。 

Syslog Host Port syslog サーバのポート番号を入力します。 
注意：ポート番号のデフォルト値は 514 です。 

Syslog Facility ファシリティは、syslog メッセージのソースを分類するためにすべて

の syslog メッセージに付加される番号です。このファシリティは、

標準 syslog ヘッダの一部であり、すべての syslog サーバで解釈され

ます。 
ロギングニーズに適したファシリティを入力します。例えば、次のよ

うにデバイスを設定することができます。 
· ゼロクライアントがファシリティ 19 を使用する 
· Cisco ルータがファシリティ 20 を使用する 
· VMware ESX ホストがファシリティ 21 を使用する  
注意：デフォルトファシリティは「19 – local use 3」に設定されま

す。Cisco ルータはデフォルトで「23 – local use 7」に設定されま

す。 

Enhanced logging mode 拡張ロギングモードを有効にするには、以下のカテゴリのいずれかを

選択します。 
· Audio 
· Management Console 
· Video 
· Networking 
· Session Negotiation 
· Smart Card 
· System 
· USB 



パラメータ 説明 

· OneSign 
注意：一度に有効にできるのは、上記カテゴリのいずれか 1 つの拡張

ロギングだけです。 

5.18.3   OSD：イベントログ設定 
Event Log ページでは、クライアントからのイベントログメッセージを表示、更新、

および消去することができます。このページは、Options > Diagnostics > Event Log
メニューからアクセスすることができます。 

 
図 5-73：OSD Event Log ページ 

表 5-70：OSD Event Log ページパラメータ 

パラメータ 説明 

Refresh クリックすると、このページに表示されたログ情報が更新されます。 

Clear クリックすると、デバイス上に保存されたすべてのイベントログメッ

セージが削除されます。 



  

PCoIP ゼロクライアント/ホスト管理者ガイド 

TER1206003 第 1 版 275 

5.19   周辺機器の設定 

5.19.1   MC：周辺機器設定 
このページの設定を使用すれば、選択したデバイス上の USB Enhanced Host 
Controller Interface（EHCI）モードを有効または無効にするようにプロファイルを構

成することができます。 

MC でプロパティを有効にするには、Set in Profile チェックボックスをオンにし、

指示に従ってフィールドを設定します。このページでプロパティを更新したら、

Save をクリックして変更を保存します。 

 
図 5-74：MC 周辺機器設定 

表 5-71：MC 周辺機器設定パラメータ 

パラメータ 説明 

Enable USB EHCI 有効になっている場合は、VMware View 4.6 以降を実行しているホストとの

セッション用のゼロクライアント USB ポートに直接接続されたデバイスの

EHCI（USB 2.0）が設定されます。 
注意：RAM が 128MB 未満のクライアント上では、この機能を有効にするこ

とができません。等時性エンドポイントを備えたデバイスは USB 2.0 の速度

で動作しません。 

5.19.2   AWI クライアント：周辺機器設定に関するヘルプ 
AWIの周辺機器 USB EHCI設定は、AWI Client：USB Permissions ページ

（Permissions > USB メニューからアクセス）に配置されています。 



5.20   IPv6 の設定 

5.20.1   MC：IPv6 設定 
このページの設定を使用すれば、IPv6 ネットワークに接続された PCoIP デバイスの

IPv6 を有効にするようにプロファイルを構成することができます。 

注意：現時点で、VMware Viewは IPv6 に対応していません。 

MC でプロパティを有効にするには、Set in Profile チェックボックスをオンにし、

指示に従ってフィールドを設定します。このページでプロパティを更新したら、

Save をクリックして変更を保存します。 

 
図 5-75：MC IPv6 設定 

表 5-72：MC IPv6 設定パラメータ 

パラメータ 説明 

Enable IPv6 このプロパティは、デバイスが IPv6 を使用するかどうかを決定しま

す。IPv6 はデフォルトで無効になっています。 
注意：このプロパティを変更した場合はデバイスを再起動する必要が

あります。 

IPv6 Domain Name DHCPv6 が有効になっている場合は、これが DHCPv6 から返される

値です。そうでない場合は、これが静的な設定になります。 
注意：このプロパティを変更した場合はデバイスを再起動する必要が

あります。 

Enable DHCPv6 デバイスが DHCPv6 を使用して IPv6 アドレス（IPv6 DHCP アドレス

1～4 に保存）を取得するかどうかを決定します。DHCPv6 はデフォ
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ルトで有効になっています。 
注意：このプロパティを変更した場合はデバイスを再起動する必要が

あります。 

Enable SLAAC エンドポイントがステートレスアドレス自動設定（SLAAC IPv6）を

使用して IPv6 アドレス（IPv6 SLAAC アドレス 1～4 に保存）を取得

するかどうかを決定します。SLAAC はデフォルトで有効になってい

ます。 
注意：このプロパティを変更した場合はデバイスを再起動する必要が

あります。 

IPv6 Gateway Address IPv6 ゲートウェイアドレスを設定します

（"FD0F:EC91:16F9:201:215:58FF:FEA0:1565"など）。これは、ル

ータアドバタイズメント（有効になっている場合）で指定された値で

す。有効になっていない場合は、これが静的な設定になります。 
注意：このプロパティを変更した場合はデバイスを再起動する必要が

あります。 

IPv6 Gateway Address 
Prefix Length 

IPv6 ゲートウェイアドレスプレフィックス長を設定します（64 な

ど）。これは、ルータアドバタイズメント（有効になっている場合）

で指定された値です。有効になっていない場合は、これが静的な設定

になります。 
注意：このプロパティを変更した場合はデバイスを再起動する必要が

あります。 

IPv6 Primary DNS 
Address 

プライマリ DNS サーバの IPv6 アドレスを設定します

（"FD0F:EC91:16F9:201:215:58FF:FEA0:7824"など）。DHCPv6 が

有効になっている場合は、これが DHCPv6 から返される値です。そ

うでない場合は、これが静的な設定になります。 
注意：このプロパティを変更した場合はデバイスを再起動する必要が

あります。 

IPv6 Primary DNS 
Address Prefix Length 

プライマリ DNS サーバの IPv6 アドレスプレフィックス長を設定しま

す（64 など）。DHCPv6 が有効になっている場合は、これが

DHCPv6 から返される値です。そうでない場合は、これが静的な設定

になります。 
注意：このプロパティを変更した場合はデバイスを再起動する必要が

あります。 

IPv6 Secondary DNS 
Address 

セカンダリ DNS サーバの IPv6 アドレスを設定します

（"FD0F:EC91:16F9:201:215:58FF:FEA0:7827"など）。DHCPv6 が

有効になっている場合は、これが DHCPv6 から返される値です。そ

うでない場合は、これが静的な設定になります。 
注意：このプロパティを変更した場合はデバイスを再起動する必要が



パラメータ 説明 

あります。 

IPv6 Secondary DNS 
Address Prefix Length 

セカンダリ DNS サーバの IPv6 アドレスプレフィックス長を設定しま

す（64 など）。DHCPv6 が有効になっている場合は、これが

DHCPv6 から返される値です。そうでない場合は、これが静的な設定

になります。 
注意：このプロパティを変更した場合はデバイスを再起動する必要が

あります。 

5.20.2   AWI：IPv6 設定 
このページの設定を使用すれば、IPv6 ネットワークに接続された PCoIP デバイスの

IPv6 を有効にすることができます。 

注意：現時点で、VMware Viewは IPv6 に対応していません。 

このページは、ホストまたはクライアントの Configuration > IPv6 メニューからア

クセスすることができます。 

 
図 5-76：AWI IPv6 ページ 
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注意：このページ上でいずれかの設定を変更した場合は、変更を反映させるために

デバイスを再起動する必要があります。 

表 5-73：AWI IPv6 ページパラメータ 

パラメータ 説明 

Enable IPv6 このフィールドは、PCoIP デバイスの IPv6 を有効にする場合に有効

にします。 

Link Local Address このフィールドは自動的に値が設定されます。 

Gateway IPv6 ゲートウェイアドレスを入力します。 

Enable DHCPv6 このフィールドは、デバイスの動的ホスト構成プロトコルバージョン

6（DHCPv6）をセットアップする場合に有効にします。 

DHCPv6 Addresses DHCPv6 が有効になっている状態でデバイスを再起動すると、サーバ

が自動的にこれらのフィールドをデバイスのアドレスに設定します。 

Primary DNS デバイスのプライマリ DNS IP アドレス。DHCPv6 が有効になってい

る場合は、DHCPv6 サーバによって自動的にこのフィールドに値が設

定されます。 

Secondary DNS デバイスのセカンダリ DNS IP アドレス。DHCPv6 が有効になってい

る場合は、DHCPv6 サーバによって自動的にこのフィールドに値が設

定されます。 

Domain Name ホストまたはクライアントで使用されるドメイン名（"domain.local"
など）。DHCPv6 が有効になっている場合は、DHCPv6 サーバによ

って自動的にこのフィールドに値が設定されます。 

FQDN ホストまたはクライアントの完全修飾ドメイン名。DHCPv6 が有効に

なっている場合は、DHCPv6 サーバによって自動的にこのフィールド

に値が設定されます。 

Enable SLAAC このフィールドは、デバイスのステートレスアドレス自動設定

（SLAAC）をセットアップする場合に有効にします。 

SLAAC Addresses SLAAC が有効になっている状態でデバイスを再起動すると、これら

のフィールドに自動的に値が設定されます。 

Enable Manual Address このフィールドは、デバイスの手動（静的）アドレスをセットアップ

する場合に有効にします。 

Manual Address デバイスの IP アドレスを入力します。 



5.20.3   OSD：IPv6 設定 
このページの設定を使用すれば、IPv6 ネットワークに接続された PCoIP デバイスの

IPv6 を有効にすることができます。 

注意：現時点で、VMware Viewは IPv6 に対応していません。 

このページは、Options > Configuration > IPv6 メニューからアクセスすることがで

きます。 

 
図 5-77：OSD IPv6 ページ 

注意：このページ上でいずれかの設定を変更した場合は、変更を反映させるために

デバイスを再起動する必要があります。 

表 5-74：OSD IPv6 ページパラメータ 

パラメータ 説明 

Enable IPv6 このフィールドは、PCoIP デバイスの IPv6 を有効にする場合に有効

にします。 

Link Local Address このフィールドは自動的に値が設定されます。 

Gateway IPv6 ゲートウェイアドレスを入力します。 
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Enable DHCPv6 このフィールドは、デバイスの動的ホスト構成プロトコルバージョン

6（DHCPv6）をセットアップする場合に有効にします。 

DHCPv6 Addresses DHCPv6 が有効になっている状態でデバイスを再起動すると、サーバ

が自動的にこれらのフィールドをデバイスのアドレスに設定します。 

Primary DNS デバイスのプライマリ DNS IP アドレス。DHCPv6 が有効になってい

る場合は、DHCPv6 サーバによって自動的にこのフィールドに値が設

定されます。 

Secondary DNS デバイスのセカンダリ DNS IP アドレス。DHCPv6 が有効になってい

る場合は、DHCPv6 サーバによって自動的にこのフィールドに値が設

定されます。 

Domain Name ホストまたはクライアントで使用されるドメイン名（"domain.local"
など）。DHCPv6 が有効になっている場合は、DHCPv6 サーバによ

って自動的にこのフィールドに値が設定されます。 

FQDN ホストまたはクライアントの完全修飾ドメイン名。DHCPv6 が有効に

なっている場合は、DHCPv6 サーバによって自動的にこのフィールド

に値が設定されます。 

Enable SLAAC このフィールドは、デバイスのステートレスアドレス自動設定

（SLAAC）をセットアップする場合に有効にします。 

SLAAC Addresses SLAAC が有効になっている状態でデバイスを再起動すると、これら

のフィールドに自動的に値が設定されます。 

Enable Manual Address このフィールドは、デバイスの手動（静的）アドレスをセットアップ

する場合に有効にします。 

Manual Address デバイスの IP アドレスを入力します。 

5.21   ディスプレイトポロジの設定 

5.21.1   MC：ディスプレイトポロジ設定 
このページの設定を使用すれば、Tera1クライアントと Tera2 クライアントに使用さ

れるディスプレイトポロジでプロファイルを構成することができます。 

注意：TERA2321 ゼロクライアントデバイスの場合は、デュアルディスプレイゼロ

クライアントレイアウトを使用してください。 



MC でプロパティを有効にするには、Set in Profile チェックボックスをオンにし、

指示に従ってフィールドを設定します。このページでプロパティを更新したら、

Save をクリックして変更を保存します。 

 
図 5-78：MC ディスプレイトポロジ設定 

表 5-75：MC ディスプレイトポロジ設定パラメータ 

パラメータ 説明 

デュアルディスプレイゼロクライアント 

Enable Configuration PCoIP チップセットあたり 2 台のディスプレイをサポートするように

デバイスを設定する場合に有効にします。 

Display Layout ディスプレイのレイアウトを選択します（A と B）。この設定は、机

上のディスプレイの物理的なレイアウトを反映している必要がありま

す。 
· Horizontal：図に示すように、ディスプレイを横方向に配置する

場合に選択します。 
· Vertical：図に示すように、ディスプレイを縦方向に配置する場

合に選択します。 

Alignment ディスプレイのサイズが異なる場合の配置方法を選択します。 
注意：この設定は、ユーザがディスプレイ間でカーソルを移動すると



  

PCoIP ゼロクライアント/ホスト管理者ガイド 

TER1206003 第 1 版 283 

パラメータ 説明 

きに使用される画面の領域に影響を与えます。ドロップダウンリスト

に表示される整列オプションは、選択されたディスプレイレイアウト

によって異なります。 

Horizontal layout： 
· Top：ディスプレイを上側で揃える場合に選択します。この設定

では、サイズが異なるディスプレイ間のナビゲート時に画面の上

部領域が使用されます。 
· Center：ディスプレイを横方向の中央に配置する場合に選択しま

す。この設定では、サイズが異なるディスプレイ間のナビゲート

時に画面の中央領域が使用されます。 
· Bottom：ディスプレイを下側で揃える場合に選択します。この設

定では、サイズが異なるディスプレイ間のナビゲート時に画面の

下部領域が使用されます。 
Vertical layout： 
· Left：ディスプレイを左側で揃える場合に選択します。この設定

では、サイズが異なるディスプレイ間のナビゲート時に画面の左

領域が使用されます。 
· Center：ディスプレイを縦方向の中央に配置する場合に選択しま

す。この設定では、サイズが異なるディスプレイ間のナビゲート

時に画面の中央領域が使用されます。 
· Right：ディスプレイを右側で揃える場合に選択します。この設

定では、サイズが異なるディスプレイ間のナビゲート時に画面の

右領域が使用されます。 

Primary プライマリポートにするゼロクライアント上のビデオポートを設定し

ます。 
注意：プライマリポートに接続されたディスプレイがプライマリディ

スプレイ（つまり、PCoIP セッションを開始する前に OSD メニュー

が表示され、セッションの開始後に Windows のタスクバーが要求さ

れるディスプレイ）になります。 

· Port 1：ゼロクライアント上のポート 1 をプライマリポートとし

て設定する場合に選択します。 
· Port 2：ゼロクライアント上のポート 2 をプライマリポートとし

て設定する場合に選択します。 

Position 各ポートに物理的に接続するディスプレイを指定します。 

Rotation 各ポートのディスプレイの回転を設定します。 
· No rotation 
· 90° clockwise 
· 180° rotation 
· 90° counter-clockwise 

Resolution ディスプレイ解像度は、仮想マシンまたはホストとゼロクライアント

間の PCoIP セッション用に設定することができます。ゼロクライア
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ントは、サポートされているモニタのディスプレイ解像度を検出し

て、それらをドロップダウンメニューに設定します。デフォルトで

は、ディスプレイのネイティブ解像度が使用されます。 

クアッドディスプレイゼロクライアント 

Enable Configuration PCoIP チップセットあたり 4 台のディスプレイをサポートするように

デバイスを設定する場合に有効にします。 

Display Layout ディスプレイのレイアウトを選択します（A、B、C、および D）。こ

の設定は、机上のディスプレイの物理的なレイアウトを反映している

必要があります。 
· Horizontal：図に示すように、ディスプレイを横方向に配置する

場合に選択します。 
· Vertical：図に示すように、ディスプレイを縦方向に配置する場

合に選択します。 
· Box：図に示すように、ディスプレイをボックス構成で配置する

場合に選択します。 

Alignment ディスプレイのサイズが異なる場合の配置方法を選択します。 
注意：この設定は、ユーザがディスプレイ間でカーソルを移動すると

きに使用される画面の領域に影響を与えます。ドロップダウンリスト

に表示される整列オプションは、選択されたディスプレイレイアウト

によって異なります。 

Horizontal layout： 
· Top：ディスプレイを上側で揃える場合に選択します。この設定

では、サイズが異なるディスプレイ間のナビゲート時に画面の上

部領域が使用されます。 
· Center：ディスプレイを横方向の中央に配置する場合に選択しま

す。この設定では、サイズが異なるディスプレイ間のナビゲート

時に画面の中央領域が使用されます。 
· Bottom：ディスプレイを下側で揃える場合に選択します。この設

定では、サイズが異なるディスプレイ間のナビゲート時に画面の

下部領域が使用されます。 
Vertical layout： 
· Left：ディスプレイを左側で揃える場合に選択します。この設定

では、サイズが異なるディスプレイ間のナビゲート時に画面の左

領域が使用されます。 
· Center：ディスプレイを縦方向の中央に配置する場合に選択しま

す。この設定では、サイズが異なるディスプレイ間のナビゲート

時に画面の中央領域が使用されます。 
· Right：ディスプレイを右側で揃える場合に選択します。この設

定では、サイズが異なるディスプレイ間のナビゲート時に画面の

右領域が使用されます。 
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Primary プライマリポートにするゼロクライアント上のビデオポートを設定し

ます。 
注意：プライマリポートに接続されたディスプレイがプライマリディ

スプレイ（つまり、PCoIP セッションを開始する前に OSD メニュー

が表示され、セッションの開始後に Windows のタスクバーが要求さ

れるディスプレイ）になります。 

· Port 1：ゼロクライアント上のポート 1 をプライマリポートとし

て設定する場合に選択します。 
· Port 2：ゼロクライアント上のポート 2 をプライマリポートとし

て設定する場合に選択します。 
· Port 3：ゼロクライアント上のポート 3 をプライマリポートとし

て設定する場合に選択します。 
· Port 4：ゼロクライアント上のポート 4 をプライマリポートとし

て設定する場合に選択します。 

Position 各ポートに物理的に接続するディスプレイを指定します。 

Rotation 各ポートのディスプレイの回転を設定します。 
· No rotation 
· 90° clockwise 
· 180° rotation 
· 90° counter-clockwise 

Resolution ディスプレイ解像度は、仮想マシンまたはホストとゼロクライアント

間の PCoIP セッション用に設定することができます。ゼロクライア

ントは、サポートされているモニタのディスプレイ解像度を検出し

て、それらをドロップダウンメニューに設定します。デフォルトで

は、ディスプレイのネイティブ解像度が使用されます。 

5.21.2   OSD デュアルディスプレイ：ディスプレイトポロジ設定 
Display Topology ページでは、PCoIP セッション用のディスプレイトポロジを変更

することができます。このページは、クライアント OSD の Options > User Settings 
> Display Topology メニューからアクセスすることができます。 

クライアントと VMware View仮想デスクトップ間の PCoIP セッションにディスプレ

イトポロジ機能を適用するには、VMware View 4.5 以降を使用する必要があります。

クライアントと PCoIP ホスト間の PCoIP セッションにディスプレイトポロジ機能を

適用するには、PCoIP ホストソフトウエアをホストにインストールしておく必要が

あります。 

注意：ディスプレイトポロジ設定は、必ず、この OSD Display Topology ページを使

用して変更してください。VMware Viewを使用している場合は、仮想マシン内の

Windows ディスプレイ設定を使用し、これらの設定を変更しないようにしてくださ

い。 



注意：クライアントとして TERA2321 ゼロクライアントデバイスを使用している場

合は、このページにデュアルモニタレイアウトも表示されます。 

 
図 5-79：OSD Tera1 Display Topology ページ 

表 5-76：OSD Tera1 Display Topology ページパラメータ 

パラメータ 説明 

Enable Configuration PCoIP チップセットあたり 2 台のディスプレイをサポートするように

デバイスを設定する場合に有効にします。 

Display Layout ディスプレイのレイアウトを選択します（A と B）。この設定は、机

上のディスプレイの物理的なレイアウトを反映している必要がありま

す。 
· Horizontal：図に示すように、ディスプレイを横方向に配置する

場合に選択します。 
· Vertical：図に示すように、ディスプレイを縦方向に配置する場

合に選択します。 

Alignment ディスプレイのサイズが異なる場合の配置方法を選択します。 
注意：この設定は、ユーザがディスプレイ間でカーソルを移動すると

きに使用される画面の領域に影響を与えます。ドロップダウンリスト

に表示される整列オプションは、選択されたディスプレイレイアウト

によって異なります。 
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パラメータ 説明 

Horizontal layout： 
· Top：ディスプレイを上側で揃える場合に選択します。この設定

では、サイズが異なるディスプレイ間のナビゲート時に画面の上

部領域が使用されます。 
· Center：ディスプレイを横方向の中央に配置する場合に選択しま

す。この設定では、サイズが異なるディスプレイ間のナビゲート

時に画面の中央領域が使用されます。 
· Bottom：ディスプレイを下側で揃える場合に選択します。この設

定では、サイズが異なるディスプレイ間のナビゲート時に画面の

下部領域が使用されます。 
Vertical layout： 
· Left：ディスプレイを左側で揃える場合に選択します。この設定

では、サイズが異なるディスプレイ間のナビゲート時に画面の左

領域が使用されます。 
· Center：ディスプレイを縦方向の中央に配置する場合に選択しま

す。この設定では、サイズが異なるディスプレイ間のナビゲート

時に画面の中央領域が使用されます。 
· Right：ディスプレイを右側で揃える場合に選択します。この設

定では、サイズが異なるディスプレイ間のナビゲート時に画面の

右領域が使用されます。 

Primary プライマリポートにするゼロクライアント上のビデオポートを設定し

ます。 
注意：プライマリポートに接続されたディスプレイがプライマリディ

スプレイ（つまり、PCoIP セッションを開始する前に OSD メニュー

が表示され、セッションの開始後に Windows のタスクバーが要求さ

れるディスプレイ）になります。 

· Port 1：ゼロクライアント上のポート 1 をプライマリポートとし

て設定する場合に選択します。 
· Port 2：ゼロクライアント上のポート 2 をプライマリポートとし

て設定する場合に選択します。 

Position 各ポートに物理的に接続するディスプレイを指定します。 

Rotation 各ポートのディスプレイの回転を設定します。 
· No rotation 
· 90° clockwise 
· 180° rotation 
· 90° counter-clockwise 

Resolution ディスプレイ解像度は、仮想マシンまたはホストとゼロクライアント

間の PCoIP セッション用に設定することができます。ゼロクライア

ントは、サポートされているモニタのディスプレイ解像度を検出し

て、それらをドロップダウンメニューに設定します。デフォルトで

は、ディスプレイのネイティブ解像度が使用されます。 



5.21.3   OSD クアッドディスプレイ：ディスプレイトポロジ設定 
Display Topology ページでは、PCoIP セッション用のディスプレイトポロジを変更

することができます。このページは、クライアント OSD の Options > User Settings 
> Display Topology メニューからアクセスすることができます。 

クライアントと VMware View仮想デスクトップ間の PCoIP セッションにディスプレ

イトポロジ機能を適用するには、VMware View 4.5 以降を使用する必要があります。

クライアントと PCoIP ホスト間の PCoIP セッションにディスプレイトポロジ機能を

適用するには、PCoIP ホストソフトウエアをホストにインストールしておく必要が

あります。 

注意：ディスプレイトポロジ設定は、必ず、この OSD Display Topology ページを使

用して変更してください。VMware Viewを使用している場合は、仮想マシン内の

Windows ディスプレイ設定を使用し、これらの設定を変更しないようにしてくださ

い。 

注意：クライアントとして TERA2321 ゼロクライアントデバイスを使用している場

合は、このページに、クアッドモニタレイアウトの代わりに、デュアルモニタレイ

アウトが表示されます。 

 
図 5-80：OSD Tera2 Display Topology ページ 

表 5-77：OSD Tera2 Display Topology ページパラメータ 

パラメータ 説明 
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パラメータ 説明 

Enable Configuration PCoIP チップセットあたり 4 台のディスプレイをサポートするように

デバイスを設定する場合に有効にします。 

Display Layout ディスプレイのレイアウトを選択します（A、B、C、および D）。こ

の設定は、机上のディスプレイの物理的なレイアウトを反映している

必要があります。 
· Horizontal：図に示すように、ディスプレイを横方向に配置する

場合に選択します。 
· Vertical：図に示すように、ディスプレイを縦方向に配置する場

合に選択します。 
· Box：図に示すように、ディスプレイをボックス構成で配置する

場合に選択します。 

Alignment ディスプレイのサイズが異なる場合の配置方法を選択します。 
注意：この設定は、ユーザがディスプレイ間でカーソルを移動すると

きに使用される画面の領域に影響を与えます。ドロップダウンリスト

に表示される整列オプションは、選択されたディスプレイレイアウト

によって異なります。 

Horizontal layout： 
· Top：ディスプレイを上側で揃える場合に選択します。この設定

では、サイズが異なるディスプレイ間のナビゲート時に画面の上

部領域が使用されます。 
· Center：ディスプレイを横方向の中央に配置する場合に選択しま

す。この設定では、サイズが異なるディスプレイ間のナビゲート

時に画面の中央領域が使用されます。 
· Bottom：ディスプレイを下側で揃える場合に選択します。この設

定では、サイズが異なるディスプレイ間のナビゲート時に画面の

下部領域が使用されます。 
Vertical layout： 
· Left：ディスプレイを左側で揃える場合に選択します。この設定

では、サイズが異なるディスプレイ間のナビゲート時に画面の左

領域が使用されます。 
· Center：ディスプレイを縦方向の中央に配置する場合に選択しま

す。この設定では、サイズが異なるディスプレイ間のナビゲート

時に画面の中央領域が使用されます。 
· Right：ディスプレイを右側で揃える場合に選択します。この設

定では、サイズが異なるディスプレイ間のナビゲート時に画面の

右領域が使用されます。 

Primary プライマリポートにするゼロクライアント上のビデオポートを設定し

ます。 
注意：プライマリポートに接続されたディスプレイがプライマリディ

スプレイ（つまり、PCoIP セッションを開始する前に OSD メニュー

が表示され、セッションの開始後に Windows のタスクバーが要求さ

れるディスプレイ）になります。 



パラメータ 説明 

· Port 1：ゼロクライアント上のポート 1 をプライマリポートとし

て設定する場合に選択します。 
· Port 2：ゼロクライアント上のポート 2 をプライマリポートとし

て設定する場合に選択します。 
· Port 3：ゼロクライアント上のポート 3 をプライマリポートとし

て設定する場合に選択します。 
· Port 4：ゼロクライアント上のポート 4 をプライマリポートとし

て設定する場合に選択します。 

Position 各ポートに物理的に接続するディスプレイを指定します。 

Rotation 各ポートのディスプレイの回転を設定します。 
· No rotation 
· 90° clockwise 
· 180° rotation 
· 90° counter-clockwise 

Resolution ディスプレイ解像度は、仮想マシンまたはホストとゼロクライアント

間の PCoIP セッション用に設定することができます。ゼロクライア

ントは、サポートされているモニタのディスプレイ解像度を検出し

て、それらをドロップダウンメニューに設定します。デフォルトで

は、ディスプレイのネイティブ解像度が使用されます。 

5.22   OSD ロゴのアップロード 

5.22.1   MC：OSD ロゴ設定 
Profile OSD Logo セクションは、管理コンソールの Manage Profiles ページの下部に

配置されています。このセクションでは、ユーザのローカルオンスクリーンディス

プレイ（OSD）GUIの Connect ページに表示されるプロファイルにイメージをアッ

プロードすることができます。 

注意：AWI Session – View Connection Server ページの詳細オプションで Use OSD 
Logo for View Banner を有効にすることにより、VMware Viewバナーの代わりにこ

のロゴを表示するように VMware View ログイン画面を設定することができます。 

 
図 5-81：MC Profile OSD Logo 設定 

Set OSD Logo をクリックすると、イメージファイルをアップロード可能な以下の画

面が表示されます。 
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図 5-82：MC Add OSD Logo 設定 

表 5-78：MC Add OSD Logo 設定パラメータ 

パラメータ 説明 

Filename アップロードするロゴイメージのファイル名を指定します。Browse ボタ

ンを使用してターゲットファイルを参照することができます。 
ファイルはウェブブラウザからアクセスできる必要があります（つま

り、ローカルドライブまたはアクセス可能なネットワークドライブ上に

存在する必要があります）。24 bpp（ビット/ピクセル）イメージを BMP
形式にする必要があり、その寸法は幅が 256 ピクセル、高さが 64 ピクセ

ルを超えないようにする必要があります。ファイル拡張子が間違ってい

る場合はエラーメッセージが表示されます。 

Upload Upload をクリックすると指定されたイメージファイルがクライアントに

転送されます。アップロードを確定するためのメッセージが表示されま

す。 

5.22.2   AWI クライアント：OSD ロゴ設定 
OSD Logo ページでは、ローカルオンスクリーンディスプレイ（OSD）GUIの
Connect ページに表示するイメージをアップロードすることができます。OSD Logo
ページは、Upload > OSD Logo メニューからアクセスすることができます。 

注意：AWI Session – View Connection Server ページの詳細オプションで Use OSD 
Logo for View Banner を有効にすることにより、VMware Viewバナーの代わりにこ

のロゴを表示するように VMware View ログイン画面を設定することができます。 

 
図 5-83：AWI クライアント OSD Logo Upload ページ 



表 5-79：AWI クライアント OSD Logo Upload ページパラメータ 

パラメータ 説明 

OSD logo filename アップロードするロゴイメージのファイル名を指定します。Browse ボタ

ンを使用してターゲットファイルを参照することができます。 
ファイルはウェブブラウザからアクセスできる必要があります（つま

り、ローカルドライブまたはアクセス可能なネットワークドライブ上に

存在する必要があります）。24 bpp（ビット/ピクセル）イメージを BMP
形式にする必要があり、その寸法は幅が 256 ピクセル、高さが 64 ピクセ

ルを超えないようにする必要があります。ファイル拡張子が間違ってい

る場合はエラーメッセージが表示されます。 

Upload Upload をクリックすると指定されたイメージファイルがクライアントに

転送されます。アップロードを確定するためのメッセージが表示されま

す。 

5.23   ファームウエアのアップロード 

5.23.1   MC：ファームウエア管理 
Profile Firmware セクションは、管理コンソールの Manage Profiles ページの下部に

配置されています。このセクションでは、ファームウエアファイルをプロファイル

に割り当て、ファームウエアが各デバイスに転送される前に満たすべきアップグレ

ード基準を設定することができます。 

注意：ファームウエアファイルをプロファイルに割り当てるためには、まず、

Update > Import Firmware メニューを通してファイルが MC にインポートされてい

ることを確認する必要があります。詳細については、『PCoIP Management Console 
User Manual』（TER0812002）を参照してください。 

 
図 5-84：MC Profile Firmware 設定 

Set Firmware をクリックすると、次のような画面が表示されます。 

 
図 5-85：MC Link to Imported Firmware 



  

PCoIP ゼロクライアント/ホスト管理者ガイド 

TER1206003 第 1 版 293 

ドロップダウンメニューからファームウエアバージョンを選択してから、デバイス

上のバージョンと異なる場合にファームウエアを上書きするのか、テキスト入力フ

ィールドに入力したファームウエアバージョンよりも前のバージョンの場合にファ

ームウエアを上書きするのかを選択します。最後に Select をクリックします。 

 
図 5-86：MC Link to Imported Firmware - 設定後 

表 5-80：MC Link to Imported Firmware パラメータ 

パラメータ 説明 

Firmware 
Version 

プロファイルに割り当てるファームウエアファイルを選択します。 
注意：先に、Update > Import Firmware メニューからファームウエアファイル

を MC にインポートしておく必要があります。詳細については、『PCoIP 
Management Console User Manual』（TER0812002）を参照してください。 

Apply when 
existing 
firmware is 

ドロップダウンメニューから次のオプションのいずれかを設定します。 
· different：このオプションは、デバイス上のファームウエアのバージョンが

選択したバージョンと違っていればファームウエアを上書きする場合に選択

します。 
· less than：このオプションは、デバイス上のファームウエアのバージョン

が x.y.zフィールド内のバージョンよりも前のバージョンであればファーム

ウエアを上書きする場合に選択し、このフィールドにバージョンを入力しま

す（4.0.2 など）。 

5.23.2   AWI：ファームウエアアップロード設定 
Firmware ページでは、新しいファームウエアビルドをホストまたはクライアントに

アップロードすることができます。このページは、Upload > Firmware メニューか

らアクセスすることができます。 

注意：ホストとクライアントに同じファームウエアリリースバージョンがインスト

ールされている必要があります。 



 
図 5-87：AWI Firmware Upload ページ 

表 5-81：AWI Firmware Upload ページパラメータ 

パラメータ 説明 

Firmware build filename アップロードするファームウエアイメージのファイル名。Browse ボ

タンを使用してファイルを参照することができます。ファイルはウェ

ブブラウザからアクセスできる必要があります（つまり、ローカルド

ライブまたはアクセス可能なネットワークドライブ上に存在する必要

があります）。ファームウエアイメージは、".all"ファイルにする必要

があります。 

Upload Upload ボタンをクリックすると指定されたファイルがデバイスに転

送されます。偶発的なアップロードを避けるために、AWI からこの操

作の確認が促されます。 
注意：ホストとクライアントの両方に同じファームウエアリリースが

存在することを保証することが重要です。 

  

クライアントにファームウエアリリースをアップロードするには： 

1. クライアントの AWIにログインします。 
2. Firmware Upload ページで、ファームウエアファイルが格納されているフォルダ

を参照します。このファイルには、".all"拡張子が付加されます。 
3. 正しい"*.all"ファームウエアファイルをダブルクリックします。 
4. Upload をクリックします。 
5. OK をクリックしてアップロードの実行を確定します。この処理に数分かかる場

合があります。完了すると、AWIページに Reset と Continue の 2 つのボタンが

表示されます。 
6. Reset をクリックします。 
7. OK をクリックします。 

ホストにファームウエアリリースをアップロードするには： 

1. ホスト PC またはワークステーションがアイドル状態になっている（つまり、す

べてのアプリケーションが閉じている）ことを確認します。 
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2. ホストの AWIにログインします。 
3. Firmware Upload ページで、ファームウエアファイルが格納されているフォルダ

を参照します。このファイルには、".all"拡張子が付加されます。 
4. 正しい"*.all"ファームウエアファイルをダブルクリックします。 
5. Upload をクリックします。 
6. OK をクリックしてアップロードの実行を確定します。この処理に数分かかる場

合があります。完了すると、AWIページに Reset と Continue の 2 つのボタンが

表示されます。 
7. Reset をクリックします。 
8. OK をクリックします。 
9. ホスト PC またはワークステーションの電源を入れ直します。ホストカードに変

更を反映させるためには、PC またはワークスレーションの電源オフ（再起動だ

けでなく）が必要です。 

  

5.24   USB 承認の設定 

5.24.1   MC：USB 承認 
Profile Zero Client USB セクションは、管理コンソールの Manage Profiles ページの

下部に配置されています。このセクションでは、クライアント上で設定された USB
設定を保持したり、その設定を無効にしたり、新しい設定を追加したりするように

プロファイルを構成することができます。 

注意：USB Enhanced Host Controller Interface（EHCI）モードは、管理コンソールの

MC Peripheral Configuration ページで設定します。 

 
図 5-88：MC プロファイルゼロクライアント USB 設定 



表 5-82：MC プロファイルゼロクライアント USB 設定パラメータ 

パラメータ 説明 

Profile Zero 
Client USB 
Authorization 

次のいずれかを選択します。 
· Do not erase the device's existing USB authorizations：このオプション

は、クライアント上で設定された既存の USB 許可設定を使用する場合に選

択します。 
· Erase the device's existing USB authorizations and replace them with 

an empty set：このオプションは、クライアント上で設定されたすべての

USB 許可設定を削除する場合に選択します。 
· Add New：このリンクは、クライアント上で設定された既存の設定に新しい

USB 許可エントリを追加する場合にクリックします。 

Profile Zero 
Client USB 
Unauthorization 

次のいずれかを選択します。 
· Do not erase the device's existing USB unauthorizations：このオプショ

ンは、クライアント上で設定された既存の USB 非許可設定を使用する場合

に選択します。 
· Erase the device's existing USB unauthorizations and replace them with 

an empty set：このオプションは、クライアント上で設定されたすべての

USB デバイスを無効にする場合に選択します。 
· Add New：このリンクは、クライアント上で設定された既存の非許可設定に

新しい USB 非許可エントリを追加する場合にクリックします。 

Profile Zero 
Client USB 
Bridged 

次のいずれかを選択します。 
· Do not erase the device's existing USB bridged settings：このオプショ

ンは、クライアント上で設定された既存の USB ブリッジ設定を使用する場

合に選択します。 
· Erase the device's existing USB bridged settings and replace them with 

an empty set：このオプションは、クライアント上で設定されたすべての

USB ブリッジ設定を無効にする場合に選択します。 
· Add New：このリンクは、クライアント上で設定された既存の設定に新しい

USB ブリッジエントリを追加する場合にクリックします。 

  

USB 許可、非許可、またはブリッジエントリの Add New をクリックした場合は、

それぞれ、以下の画面が表示されます。 
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図 5-89：USB 許可 – Add New 

 
図 5-90：USB 非許可 – Add New 

 
図 5-91：USB ブリッジ – Add New 

表 5-83：Add Profile USB – Add New パラメータ 

パラメータ 説明 

Rule Type 新しい USB 許可または非許可エントリを追加するときに、次のいずれかを選択

します。 
· Class：USB デバイスがそのデバイスクラス、サブクラス、およびプロトコ

ル情報によって許可されます。 
· ID：USB デバイスがそのベンダ ID と製品 ID 情報によって許可されます。 



パラメータ 説明 

Device Class このフィールドは、Class が選択されたときに有効になります。 
ドロップダウンメニューからサポートされているデバイスクラスを選択する

か、任意のデバイスクラスを許可または非許可（無効に）する場合は Any を選

択します。 

Sub Class このフィールドは、Class が選択されたときに有効になります。 
ドロップダウンメニューからサポートされているデバイスサブクラスを選択す

るか、任意のサブクラスを許可または非許可（無効に）する場合は Any を選択

します。 
注意：デバイスクラスとして Any を選択した場合は、これが唯一の使用可能な

選択肢になります。 

Protocol このフィールドは、Class が選択されたときに有効になります。 
ドロップダウンメニューからサポートされているプロトコルを選択するか、

Any を選択します。 
注意：デバイスクラスまたはサブクラスとして Any を選択した場合は、これが

唯一の使用可能な選択肢になります。 

VID このフィールドは、ID が選択された場合、または、新しい USB ブリッジエント

リを追加している場合に有効になります。 
許可デバイス、非許可デバイス、またはブリッジデバイスのベンダ ID を入力し

ます。有効範囲は 16 進数の 0～FFFF です。 

PID このフィールドは、ID が選択された場合、または、新しい USB ブリッジエント

リを追加している場合に有効になります。 
許可デバイス、非許可デバイス、またはブリッジデバイスの製品 ID を入力しま

す。有効範囲は 16 進数の 0～FFFF です。 

5.24.2   AWI クライアント：USB 承認 
USB ページは、Permissions > USB メニューからアクセスします。このページでは、

ID またはクラスに基づいて、「ホワイトリスト」の USB デバイスを許可したり、

「ブラックリスト」の USB デバイスを非許可したりすることができます。ワイルド

カードを使用（または"any"を指定）して、すべてのデバイスの定義に必要なエント

リ数を減らすことができます。 

ホストにブリッジする必要のあるデバイスを設定したり、特定の USB デバイスの

USB 2.0 Enhanced Host Controller Interface（EHCI）モードを有効にしたりすることも

できます。 

非許可 USB デバイスの PCoIP ゼロクライアントハードウエアでは、USB プラグイ

ベントがブロックされます。ホスト（PCoIP ホストカードまたはホスト仮想デスク

トップ）では追加のセキュリティレイヤ用のデバイスを表示したり、それにアクセ

スしたりすることはできません。 
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USB ページはホストとクライアントの両方で使用できますが、ホスト USB 承認の

方がクライアント USB 承認よりも優先されます。PCoIP ホストカードに接続する場

合は、USB承認をホスト上でのみ設定することを強くお勧めします。次のルールが

適用されます。 

· ホストで承認（許可または非許可）が設定されている場合は、その承認がクライ

アントに送信されます。クライアントで非許可デバイスが設定されている場合は、

それらがホストの非許可デバイスに追加され、統合されたリストが使用されます。 
· ホストで承認が設定されていない場合は、クライアントの承認が使用されます。 

工場出荷時設定にはホスト上の USB 承認設定が含まれません。クライアント USB
承認の工場出荷時設定は"any、any、any"（つまり、許可 USB デバイス）です。ホ

スト実装（ハードウエア PCoIP ホストやソフトウエア PCoIP ホストなど）によって

は、必要に応じて、クライアントまたはホスト上で USB 承認を設定することができ

ます。 

ホスト USB 承認は、PCoIP セッションの開始時点でのみ更新されます。これらは次

の優先順位に従って許可されます（最高から最低の順）。 

· 非許可ベンダ ID/製品 ID 
· 許可ベンダ ID/製品 ID 
· 非許可デバイスクラス/サブクラス/プロトコル 
· 許可デバイスクラス/サブクラス/プロトコル 

 
図 5-92：AWI クライアント USB ページ 

表 5-84：AWI クライアント USB ページパラメータ 

パラメータ 説明 

Authorized 
Devices 

デバイスの許可 USB デバイスを指定します。 
Add New：新しいデバイスまたはデバイスグループをリストに追加します。こ



パラメータ 説明 

れにより、ID またはクラスによる USB 許可が可能になります。 
· ID：USB デバイスがそのベンダ ID と製品 ID によって許可されます。 
· Class：USB デバイスがデバイスクラス、サブクラス、およびプロトコルに

よって許可されます。 
Remove：デバイスまたはデバイスグループに関するルールをリストから削除

します。 

Unauthorized 
Devices 

デバイスの非許可 USB デバイスを指定します。 
Add New：新しいデバイスまたはデバイスグループをリストに追加します。こ

れにより、ID またはクラスによる USB デバイスの非許可が可能になります。 
· ID：USB デバイスがそのベンダ ID と製品 ID によって非許可されます。 
· Class：USB デバイスがデバイスクラス、サブクラス、およびプロトコルに

よって非許可されます。 
Remove：デバイスまたはデバイスグループに関するルールをリストから削除

します。 

Bridged 
Devices 

PCoIP ゼロクライアントは、VMware View 仮想デスクトップに接続するときに

HID デバイスをローカルに終端します。ただし、デバイスによっては、HID と

してアドバタイズしながら、別のドライバを使用している場合があります。こ

のようなデバイスはローカルに終端するのではなく、ホストにブリッジする必

要があります。この設定では、特定の USB デバイスをブリッジして仮想デスク

トップ上のドライバを使用できるようにゼロクライアントに指示することがで

きます。 
Add New：新しいデバイスまたはデバイスグループをリストに追加します。こ

れにより、ベンダ ID と製品 ID による USB デバイスのブリッジが可能になりま

す。 
Remove：デバイスまたはデバイスグループに関するルールをリストから削除

します。 
注意：ブリッジングはファームウエア 3.3.0 以降でサポートされている機能で

す。このルールは、ゼロクライアントと、VMware View 4.6 以降を実行してい

るソフトホスト間のセッションにのみ影響を与えます。 

Enable EHCI 
(root port only) 

このフィールドは、VMware View 4.6 以降を実行しているホストとのセッショ

ン用のゼロクライアント USB ポートに直接接続されたデバイスの EHCI（USB 
2.0）を設定する場合に有効にします。 
注意：RAM が 128MB 未満のクライアント上では、この機能を有効にすること

ができません。等時性エンドポイントを備えたデバイスは USB 2.0 の速度で動

作しません。 

  

新しい USB 許可エントリまたは非許可エントリを追加するときに、デバイスをクラ

スと ID のどちらで記述するかによって次のパラメータが表示されます。 
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図 5-93：デバイスクラスパラメータ 

 
図 5-94：デバイス ID パラメータ 

表 5-85：USB 許可/非許可デバイスパラメータ 

パラメータ 説明 

Add new 新しい USB 許可または非許可エントリを追加するときに、次のいずれかを選択

します。 
· Class：USB デバイスがそのデバイスクラス、サブクラス、およびプロトコ

ル情報によって許可されます。 
· ID：USB デバイスがそのベンダ ID と製品 ID 情報によって許可されます。 

Device Class このフィールドは、Class が選択されたときに有効になります。 
ドロップダウンメニューからサポートされているデバイスクラスを選択する

か、任意のデバイスクラスを許可または非許可（無効に）する場合は Any を選

択します。 

Sub Class このフィールドは、Class が選択されたときに有効になります。 
ドロップダウンメニューからサポートされているデバイスサブクラスを選択す

るか、任意のサブクラスを許可または非許可（無効に）する場合は Any を選択

します。 
注意：デバイスクラスとして Any を選択した場合は、これが唯一の使用可能な

選択肢になります。 

Protocol このフィールドは、Class が選択されたときに有効になります。 
ドロップダウンメニューからサポートされているプロトコルを選択するか、

Any を選択します。 



パラメータ 説明 

注意：デバイスクラスまたはサブクラスとして Any を選択した場合は、これが

唯一の使用可能な選択肢になります。 

Vendor ID このフィールドは、ID が選択されたときに有効になります。 
許可（または非許可）デバイスのベンダ ID を入力します。有効範囲は 16 進数

の 0～FFFF です。 

Protocol ID このフィールドは、ID が選択されたときに有効になります。 
（許可または非許可）デバイスの製品 ID を入力します。有効範囲は 16 進数の

0～FFFF です。 

  

新しい USB ブリッジエントリを追加するときに、次のパラメータが表示されます。 

 
図 5-95：USB ブリッジパラメータ 

表 5-86：USB ブリッジデバイスパラメータ 

パラメータ 説明 

Vendor ID ブリッジデバイスのベンダ ID を入力します。有効範囲は 16 進数の 0～FFFF で

す。 

Protocol ID ブリッジデバイスの製品 ID を入力します。有効範囲は 16 進数の 0～FFFF で

す。 

5.24.3   AWI ホスト：USB 承認 
USB ページは、Permissions > USB メニューからアクセスします。このページでは、

ID またはクラスに基づいて、「ホワイトリスト」の USB デバイスを許可したり、

「ブラックリスト」の USB デバイスを非許可したりすることができます。ワイルド

カードを使用（または"any"を指定）して、すべてのデバイスの定義に必要なエント

リ数を減らすことができます。 

非許可 USB デバイスの PCoIP ゼロクライアントハードウエアでは、USB プラグイ

ベントがブロックされます。ホスト（PCoIP ホストカードまたはホスト仮想デスク
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トップ）では追加のセキュリティレイヤ用のデバイスを表示したり、それにアクセ

スしたりすることはできません。 

USB ページはホストとクライアントの両方で使用できますが、ホスト USB 承認の

方がクライアント USB 承認よりも優先されます。PCoIP ホストカードに接続する場

合は、USB承認をホスト上でのみ設定することを強くお勧めします。次のルールが

適用されます。 

· ホストで承認（許可または非許可）が設定されている場合は、その承認がクライ

アントに送信されます。クライアントで非許可デバイスが設定されている場合は、

それらがホストの非許可デバイスに追加され、統合されたリストが使用されます。 
· ホストで承認が設定されていない場合は、クライアントの承認が使用されます。 

工場出荷時設定にはホスト上の USB 承認設定が含まれません。クライアント USB
承認の工場出荷時設定は"any、any、any"（つまり、許可 USB デバイス）です。ホ

スト実装（ハードウエア PCoIP ホストやソフトウエア PCoIP ホストなど）によって

は、必要に応じて、クライアントまたはホスト上で USB 承認を設定することができ

ます。 

ホスト USB 承認は、PCoIP セッションの開始時点でのみ更新されます。これらは次

の優先順位に従って許可されます（最高から最低の順）。 

· 非許可ベンダ ID/製品 ID 
· 許可ベンダ ID/製品 ID 
· 非許可デバイスクラス/サブクラス/プロトコル 
· 許可デバイスクラス/サブクラス/プロトコル 



 
図 5-96：AWI ホスト USB ページ 

表 5-87：AWI ホスト USB ページパラメータ 

パラメータ 説明 

Authorized 
Devices 

デバイスの許可 USB デバイスを指定します。 
Add New：新しいデバイスまたはデバイスグループをリストに追加します。こ

れにより、ID またはクラスによる USB 許可が可能になります。 
· ID：USB デバイスがそのベンダ ID と製品 ID によって許可されます。 
· Class：USB デバイスがデバイスクラス、サブクラス、およびプロトコルに

よって許可されます。 
Remove：デバイスまたはデバイスグループに関するルールをリストから削除

します。 

Unauthorized 
Devices 

デバイスの非許可 USB デバイスを指定します。 
Add New：新しいデバイスまたはデバイスグループをリストに追加します。こ

れにより、ID またはクラスによる USB デバイスの非許可が可能になります。 
· ID：USB デバイスがそのベンダ ID と製品 ID によって非許可されます。 
· Class：USB デバイスがデバイスクラス、サブクラス、およびプロトコルに

よって非許可されます。 
Remove：デバイスまたはデバイスグループに関するルールをリストから削除
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パラメータ 説明 

します。 

  

新しい USB 許可エントリまたは非許可エントリを追加するときに、デバイスをクラ

スと ID のどちらで記述するかによって次のパラメータが表示されます。 

 
図 5-97：デバイスクラスパラメータ 

 
図 5-98：デバイス ID パラメータ 

表 5-88：USB 許可/非許可デバイスパラメータ 

パラメータ 説明 

Add new 新しい USB 許可または非許可エントリを追加するときに、次のいずれかを選択

します。 
· Class：USB デバイスがそのデバイスクラス、サブクラス、およびプロトコ

ル情報によって許可されます。 
· ID：USB デバイスがそのベンダ ID と製品 ID 情報によって許可されます。 

Device Class このフィールドは、Class が選択されたときに有効になります。 
ドロップダウンメニューからサポートされているデバイスクラスを選択する

か、任意のデバイスクラスを許可または非許可（無効に）する場合は Any を選

択します。 

Sub Class このフィールドは、Class が選択されたときに有効になります。 



パラメータ 説明 

ドロップダウンメニューからサポートされているデバイスサブクラスを選択す

るか、任意のサブクラスを許可または非許可（無効に）する場合は Any を選択

します。 
注意：デバイスクラスとして Any を選択した場合は、これが唯一の使用可能な

選択肢になります。 

Protocol このフィールドは、Class が選択されたときに有効になります。 
ドロップダウンメニューからサポートされているプロトコルを選択するか、

Any を選択します。 
注意：デバイスクラスまたはサブクラスとして Any を選択した場合は、これが

唯一の使用可能な選択肢になります。 

Vendor ID このフィールドは、ID が選択されたときに有効になります。 
許可（または非許可）デバイスのベンダ ID を入力します。有効範囲は 16 進数

の 0～FFFF です。 

Protocol ID このフィールドは、ID が選択されたときに有効になります。 
（許可または非許可）デバイスの製品 ID を入力します。有効範囲は 16 進数の

0～FFFF です。 

5.25   証明書ストアの設定 

5.25.1   MC：証明書ストア管理 
Certificate Store セクションは、管理コンソールの Manage Profiles ページの下部に

配置されています。このセクションでは、デバイス上で設定された証明書設定を保

存したり、設定を無効にしたり、新しい証明書ファイルをプロファイルにアップロ

ードしたりするようにプロファイルを構成することができます。 

注意：最大 16 の証明書ファイルをプロファイルにアップロードして、それらの用途

を設定することができます。 

 
図 5-99：MC 証明書ストア設定 

表 5-89：MC 証明書ストア設定パラメータ 

パラメータ 説明 
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パラメータ 説明 

Do not erase 
the device's 
existing 
certificates 

このオプションは、プロファイルを通して、デバイス上で設定された既存の証

明書設定を使用する場合に選択します。 

Erase the 
device's 
existing 
Certificates and 
replace them 
with an empty 
set 

このオプションは、プロファイルを通して、デバイス上で設定されたすべての

証明書を無効にする場合に選択します。 

Add New 新しい証明書ファイルをプロファイルにアップロードすることができます。 

  

Add New をクリックすると、次の画面が表示されます。 

 
図 5-100：MC Add Certificate to Store 

表 5-90：MC Add Certificate to Store パラメータ 

パラメータ 説明 

Certificate File (*.pem) Browse ボタンを使用して証明書ファイルを探してから、Add をクリ

ックします。 
注意：最大 16 の証明書ファイルをプロファイルに追加することがで

きます。 

  

証明書ファイルを追加したら、Certificate Store セクションにあるドロップダウンメ

ニューから用途を選択することができます。 



 
図 5-101：MC Certificate Store 

5.25.2   AWI：証明書アップロード設定 
Certificate Upload ページでは、CA ルート証明書とクライアント証明書をアップロ

ードして管理することができます。このページは、Upload > Certificate メニューか

らアクセスすることができます。 

注意：最大 16 の証明書をアップロードすることができます。ファームウエアリリー

ス 3.5 現在、PCoIP プロトコルでは、802.1X 準拠ネットワーク用の 802.1X クライア

ント証明書が 1 つしか読み取られません。そのクライアント証明書に PCoIP デバイ

スに関するすべてのセキュリティ情報が含まれていることを確認してください。 

802.1X 認証を使用する場合の一般的なガイドラインを以下に示します。詳細につい

ては、Teradici サポートサイトで知識ベースサポートトピック 15134-1063 を参照し

てください。 

· 802.1X 認証には、802.1X クライアント証明書と 802.1X サーバ CA ルート証明書

の 2 つの証明書が必要です。 
· 802.1X クライアント証明書は、.pem 形式で作成し、RSA暗号化を使用する秘密

鍵を含める必要があります。証明書が別の形式の場合は、それをアップロードす

る前に、秘密鍵を含む.pem 形式に変換する必要があります。 
· Certificate Upload ページで 802.1X クライアント証明書をアップロードしたら、

Network ページで 802.1X 認証を設定する必要があります。このとき、802.1X 認

証を有効にして、ゼロデバイスの識別文字列を入力し、ドロップダウンリストか

ら正しい 802.1X クライアント証明書を選択してから、設定を適用する必要があ

ります。 
· 802.1X サーバ CA ルート証明書は、.pem形式にする必要がありますが、秘密鍵

を含める必要はありません。証明書が別の形式の場合は、それをアップロードす

る前に、.pem 形式に変換する必要があります。この証明書の場合は、Network ペ

ージでの設定が必要ありません。 
· 802.1X クライアント証明書と 802.1X サーバ CA ルート証明書はどちらも 6 KB 未

満にする必要があります。そうしなければ、アップロードすることができません。

証明書ファイルによっては複数の証明書が含まれている場合があります。証明書

ファイルが大き過ぎて、複数の証明書が含まれている場合は、そのファイルをテ
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キストエディタで開いて、個別の証明書をコピーして別々のファイルに保存する

ことができます。 

 
図 5-102：AWI Certificate Upload ページ 

表 5-91：AWI Certificate Upload ページパラメータ 

パラメータ 説明 

Certificate filename 最大 16 のルート証明書とクライアント証明書をアップロードしま

す。 

Uploaded Certificates アップロード済みの証明書が表示されます。アップロード済みの証明

書を削除するには、Remove ボタンをクリックします。削除プロセス

はデバイスの再起動後に行われます。証明書の詳細を確認するには、

Detail ボタンをクリックします。これらの証明書が Network ページ

の Client Certificate ドロップダウンメニュー内のオプションとして

表示されます。 

802.1X Client Certificate 読み取り専用フィールドです。Network ページの Client Certificate
フィールドにリンクされています。 

5.26   OSD ディスプレイオーバーライドの設定 

5.26.1   OSD デュアルディスプレイ：ディスプレイ設定 
Display ページでは、拡張ディスプレイ識別データ（EDID）オーバーライドモード

を有効にすることができます。 

注意：この機能は OSD経由でしか使用することができません。 

通常の操作では、ホストコンピュータ内の GPU がモニタの機能を特定するためにモ

ニタをゼロクライアントに接続する必要があります。モニタの機能は EDID 情報と

して報告されます。状況によっては、特定の KVM デバイス経由で接続されている

場合のように、クライアントが EDID 情報を読み取れない形態でモニタがクライア

ントに接続されている場合があります。このページの Preferred Resolution Override



機能を使用すれば、デフォルト EDID 情報を GPU にアドバタイズするようにクライ

アントを設定することができます。 

警告：Preferred Resolution Override 機能は、有効な EDID 情報が存在せず、モニタの

ディスプレイ特性が認識されている場合にのみ有効にする必要があります。EDID
の読み取りに失敗する場合は、ドロップダウンリストにディスプレイでサポートさ

れていない解像度が含まれている可能性があります。ディスプレイに何も映らない

場合、または、優先解像度を設定後に「Timing Out of Range」というメッセージが

30 秒以上表示された場合は、ビデオケーブルを抜き差ししてディスプレイの解像度

を以前の値に戻すことができます。 

注意：TERA2321 ゼロクライアントデバイスをクライアントとして使用している場

合は、このページに 2 つのモニタに関する優先解像度設定しか表示されません。 

 
図 5-103：OSD Tera1Display ページ 

表 5-92：OSD Tera1 Display ページパラメータ 

パラメータ 説明 

Enable Attached Display 
Override 

このオプションはレガシーシステム用です。モニタが検出できない場

合やモニタがクライアントに接続されていない場合に、デフォルト

EDID 情報をホストに送信するようにクライアントが設定されます。

Windows のバージョンが Windows 7 より前の場合は、ホストに

EDID 情報が存在しなければ、モニタが接続されていないと判断さ

れ、二度とチェックが行われません。このオプションは、クライアン
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パラメータ 説明 

トがセッション中は必ずホストに EDID 情報が存在することを保証し

ます。 
このオプションが有効になっている場合は、以下のデフォルト解像度

がアドバタイズされます。 
· 2560x1600 @60 Hz 
· 2048x1152 @60 Hz 
· 1920x1440 @60 Hz 
· 1920x1200 @60 Hz 
· 1920x1080 @60 Hz 
· 1856x1392 @60 Hz 
· 1792x1344 @60 Hz 
· 1680x1050 @60 Hz 
· 1600x1200 @60 Hz 
· 1600x900 @60 Hz 
· 1440x900 @60 Hz 
· 1400x1050 @60 Hz 
· 1366x768 @60 Hz 
· 1360x768 @60 Hz 
· 1280x1024 @60 Hz 
· 1280x960 @60 Hz 
· 1280x800 @60 Hz 
· 1280x768 @60 Hz 
· 1280x720 @60 Hz 
· 1024x768 @60 Hz 
· 848x480 @60 Hz 
· 800x600 @60 Hz 
· 640x480 @60 Hz 
このオプションが有効になっている場合は、クライアントに接続され

たすべてのディスプレイがネイティブ解像度の 1024x768 に設定され

ます。 

Enable Preferred 
Resolution Override 

このオプションは、ディスプレイが接続されているがシステムで検出

できないため、ディスプレイの優先解像度を指定したい場合に有効に

します。デフォルトネイティブ解像度の 1024x768 の代わりに、ここ

でディスプレイに対して設定された優先解像度がネイティブ解像度と

して送信される場合を除いて、上記と同じデフォルト解像度リストが

アドバタイズされます。 
· Preferred resolution 0：ゼロクライアントのポート 1 に接続され

たディスプレイの優先解像度を選択します。 
· Preferred resolution 1：ゼロクライアントのポート 2 に接続され

たディスプレイの優先解像度を選択します。 
このオプションが有効になっている場合は、クライアントに接続され

たすべてのディスプレイが、指定された優先解像度に設定されます。 



5.26.2   OSD クアッドディスプレイ：ディスプレイ設定 
Display ページでは、拡張ディスプレイ識別データ（EDID）オーバーライドモード

を有効にすることができます。 

注意：この機能は OSD経由でしか使用することができません。 

通常の操作では、ホストコンピュータ内の GPU がモニタの機能を特定するためにモ

ニタをゼロクライアントに接続する必要があります。モニタの機能は EDID 情報と

して報告されます。状況によっては、特定の KVM デバイス経由で接続されている

場合のように、クライアントが EDID 情報を読み取れない形態でモニタがクライア

ントに接続されている場合があります。このページの Preferred Resolution Override
機能を使用すれば、デフォルト EDID 情報を GPU にアドバタイズするようにクライ

アントを設定することができます。 

警告：Preferred Resolution Override 機能は、有効な EDID 情報が存在せず、モニタの

ディスプレイ特性が認識されている場合にのみ有効にする必要があります。EDID
の読み取りに失敗する場合は、ドロップダウンリストにディスプレイでサポートさ

れていない解像度が含まれている可能性があります。ディスプレイに何も映らない

場合、または、優先解像度を設定後に「Timing Out of Range」というメッセージが

30 秒以上表示された場合は、ビデオケーブルを抜き差ししてディスプレイの解像度

を以前の値に戻すことができます。 

注意：TERA2321 ゼロクライアントデバイスをクライアントとして使用している場

合は、ここに示すように、このページに 2 つのモニタに関する優先解像度設定しか

表示されません。 
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図 5-104：OSD Tera2 Display ページ 

表 5-93：OSD Tera2 Display ページパラメータ 

パラメータ 説明 

Enable Attached Display 
Override 

このオプションはレガシーシステム用です。モニタが検出できない場

合やモニタがクライアントに接続されていない場合に、デフォルト

EDID 情報をホストに送信するようにクライアントが設定されます。

Windows のバージョンが Windows 7 より前の場合は、ホストに

EDID 情報が存在しなければ、モニタが接続されていないと判断さ

れ、二度とチェックが行われません。このオプションは、クライアン

トがセッション中は必ずホストに EDID 情報が存在することを保証し

ます。 
このオプションが有効になっている場合は、以下のデフォルト解像度

がアドバタイズされます。 
· 2560x1600 @60 Hz 
· 2048x1152 @60 Hz 
· 1920x1440 @60 Hz 
· 1920x1200 @60 Hz 
· 1920x1080 @60 Hz 
· 1856x1392 @60 Hz 
· 1792x1344 @60 Hz 
· 1680x1050 @60 Hz 
· 1600x1200 @60 Hz 



パラメータ 説明 

· 1600x900 @60 Hz 
· 1440x900 @60 Hz 
· 1400x1050 @60 Hz 
· 1366x768 @60 Hz 
· 1360x768 @60 Hz 
· 1280x1024 @60 Hz 
· 1280x960 @60 Hz 
· 1280x800 @60 Hz 
· 1280x768 @60 Hz 
· 1280x720 @60 Hz 
· 1024x768 @60 Hz 
· 848x480 @60 Hz 
· 800x600 @60 Hz 
· 640x480 @60 Hz 
このオプションが有効になっている場合は、クライアントに接続され

たすべてのディスプレイがネイティブ解像度の 1024x768 に設定され

ます。 

Enable Preferred 
Resolution Override 

このオプションは、ディスプレイが接続されているがシステムで検出

できないため、ディスプレイの優先解像度を指定したい場合に有効に

します。デフォルトネイティブ解像度の 1024x768 の代わりに、ここ

でディスプレイに対して設定された優先解像度がネイティブ解像度と

して送信される場合を除いて、上記と同じデフォルト解像度リストが

アドバタイズされます。 
· Preferred resolution 0：ゼロクライアントのポート 1 に接続され

たディスプレイの優先解像度を選択します。 
· Preferred resolution 1：ゼロクライアントのポート 2 に接続され

たディスプレイの優先解像度を選択します。 
· Preferred resolution 2：ゼロクライアントのポート 3 に接続され

たディスプレイの優先解像度を選択します。 
· Preferred resolution 3：ゼロクライアントのポート 4 に接続され

たディスプレイの優先解像度を選択します。 
このオプションが有効になっている場合は、クライアントに接続され

たすべてのディスプレイが、指定された優先解像度に設定されます。 

5.27   パスワードとリセットパラメータの設定

（AWI/OSD） 

5.27.1   AWI：パスワード設定 
Password ページでは、デバイスのローカル管理パスワードを更新することができま

す。このページは、ホストまたはクライアントの Configuration > Password メニュ

ーからアクセスすることができます。 
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パスワードは 20 文字以下にする必要があります。PCoIP デバイスによってはデフォ

ルトでパスワード保護が無効になっている場合があり、このようなデバイスでは

Password ページが使用できません。MC の Security Configuration ページでこのよう

なデバイスのパスワード保護を有効にすることができます。 

注意：このパラメータは AWIとローカル OSD GUIに影響を与えます。パスワード

を忘れるとクライアントが使用できなくなるため、クライアントパスワードの更新

は慎重に行ってください。 

 
図 5-105：AWI Password ページ 

表 5-94：AWI Password ページパラメータ 

パラメータ 説明 

Old Password このフィールドが現在の管理パスワードと合っていなければ、パスワ

ードを更新することができません。 

New Password AWI とローカル OSD GUI の両方の新しい管理パスワード。 

Confirm New Password 変更を実施するためには、このフィールドと New Password フィー

ルドが一致している必要があります。 

5.27.2   OSD：パスワード設定 
Password ページでは、デバイスのローカル管理パスワードを更新することができま

す。このページは、Options > Password メニューからアクセスすることができます。 

パスワードは 20 文字以下にする必要があります。PCoIP デバイスによってはデフォ

ルトでパスワード保護が無効になっている場合があり、このようなデバイスでは

Password ページが使用できません。MC の Security Configuration ページでこのよう

なデバイスのパスワード保護を有効にすることができます。 



注意：このパラメータは AWIとローカル OSD GUIに影響を与えます。パスワード

を忘れるとクライアントが使用できなくなるため、クライアントパスワードの更新

は慎重に行ってください。 

 
図 5-106：OSD Change Password ページ 

表 5-95：OSD Change Password ページパラメータ 

パラメータ 説明 

Old Password このフィールドが現在の管理パスワードと合っていなければ、パスワ

ードを更新することができません。 

New Password AWI とローカル OSD GUI の両方の新しい管理パスワード。 

Confirm New Password 変更を実施するためには、このフィールドと New Password フィー

ルドが一致している必要があります。 

Reset クライアントパスワードを忘れた場合は、Reset ボタンをクリックし

てゼロクライアントベンダに応答コードを要求することができます。

チャレンジコードがベンダに送信されます。ベンダは要求を吟味し

て、Teradici で許可された場合に、応答コードを返します。応答コー

ドが正しく入力されれば、クライアントのパスワードが空の文字列に

リセットされます。新しいパスワードを入力する必要があります。 
注意：パスワードリセットの許可が必要な場合の詳細については、ク

ライアントベンダにお問い合わせください。このオプションは AWI
経由では使用できません。OSD 経由でしか使用することができませ

ん。 

5.27.3   AWI ホスト：パラメータリセット設定 
Reset Parameters ページでは、設定と承認をフラッシュメモリに保存された工場出

荷時設定値にリセットすることができます。このページは、Configuration > Reset 
Parameters メニューからアクセスすることができます。 

注意：パラメータを工場出荷時設定値にリセットしてもファームウエアが元に戻さ

れたり、カスタム OSDロゴが消去されたりすることはありません。 
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図 5-107：AWI ホスト Reset ページ 

表 5-96：AWI ホスト Reset ページパラメータ 

パラメータ 説明 

Reset Parameters このボタンをクリックすると、確認のためのプロンプトが表示されま

す。これは偶発的なリセットを防ぐためです。 

5.27.4   AWI クライアント：パラメータリセット設定 
Reset Parameters ページでは、設定と承認をフラッシュメモリに保存された工場出

荷時設定値にリセットすることができます。このページは、Configuration > Reset 
Parameters メニューからアクセスすることができます。 

注意：パラメータを工場出荷時設定値にリセットしてもファームウエアが元に戻さ

れたり、カスタム OSDロゴが消去されたりすることはありません。 

 
図 5-108：AWI クライアント Reset ページ 

表 5-97：AWI クライアント Reset ページパラメータ 

パラメータ 説明 



パラメータ 説明 

Reset Parameters このボタンをクリックすると、確認のためのプロンプトが表示されま

す。この目的は偶発的なリセットを防ぐためです。 

Enable Keyboard  
Shortcut 

有効になっている場合は、ユーザが指定されたキーの組み合わせを押

すことで、デバイスのパラメータと承認を自動的にリセットすること

ができます。 

Hide keyboard shortcut 
sequence in OSD 

Enable Keyboard Shortcut が有効になっており、このフィールドが

無効になっている場合は、キーボードシーケンスがクライアントの

Reset Parameters ページに表示されます。 
Enable Keyboard Shortcut フィールドとこのフォールドの両方が有

効になっている場合は、キーボードシーケンスがクライアントの

Reset Parameters ページに表示されませんが、ユーザはキーボード

シーケンスを使用してパラメータをリセットすることができます。 

5.27.5   OSD：パラメータリセット設定 
Reset ページでは、設定と承認をフラッシュメモリに保存された工場出荷時設定値

にリセットすることができます。このページは、Options > Configuration > Reset メ
ニューからアクセスすることができます。 

注意：パラメータを工場出荷時設定値にリセットしてもファームウエアが元に戻さ

れたり、カスタム OSDロゴが消去されたりすることはありません。 
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図 5-109：OSD Reset ページ 

表 5-98：OSD Reset ページパラメータ 

パラメータ 説明 

Reset Parameters このボタンをクリックすると、確認のためのプロンプトが表示されま

す。この目的は偶発的なリセットを防ぐためです。 

5.28   診断の表示（AWI/OSD） 

5.28.1   AWI：イベントログ設定に関するヘルプ 
AWIの Event Log ページの詳細については、「AWI：イベントログ設定」を参照し

てください。 

5.28.2   OSD：イベントログ設定に関するヘルプ 
OSD の Event Log ページの詳細については、「OSD：イベントログ設定」を参照し

てください。 



5.28.3   AWI ホスト：セッション制御設定 
Session Control ページでは、デバイスに関する情報を表示したり、セッションを手

動で切断または接続したりすることができます。このページは、Diagnostics > 
Session Control メニューからアクセスすることができます。 

 
図 5-110：AWI ホスト Session Control ページ 

表 5-99：AWI ホスト Session Control ページパラメータ 

パラメータ 説明 

Connection State このフィールドにはセッションの現状が表示されます。次のようなオ

プションがあります。 
· Disconnected 
· Connection Pending 
· Connected 
Connection State フィールドの下に次の 2 つのボタンが表示されま

す。 
· Connect：ホストではこのボタンが無効になっています。 
· Disconnect：接続状態が Connected または Connection 

Pending の場合は、このボタンをクリックしてデバイスの PCoIP
セッションを終了します。接続状態が Disconnected の場合は、

このボタンが無効になります。 

Peer IP Peer IP Address：ピアデバイスの IP アドレスが表示されます。セッ

ション中以外は、このフィールドが空白になります。 

Peer MAC Address Peer MAC Address：ピアデバイスの MAC アドレスが表示されま

す。セッション中以外は、このフィールドが空白になります。 
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5.28.4   AWI クライアント：セッション制御設定 
Session Control ページでは、デバイスに関する情報を表示したり、セッションを手

動で切断または接続したりすることができます。このページは、Diagnostics > 
Session Control メニューからアクセスすることができます。 

 
図 5-111：AWI クライアント Session Control ページ 

表 5-100：AWI クライアント Session Control ページパラメータ 

パラメータ 説明 

Connection State このフィールドにはセッションの現状が表示されます。次のようなオ

プションがあります。 
· Disconnected 
· Connection Pending 
· Connected 
Connection State フィールドの下に次の 2 つのボタンが表示されま

す。 
· Connect：接続状態が Disconnected の場合は、このボタンをク

リックしてクライアントとピアデバイス間の PCoIP セッションを

開始します。接続状態が Connection Pending または

Connected の場合は、このボタンが無効になります。 
· Disconnect：接続状態が Connected または Connection 

Pending の場合は、このボタンをクリックしてデバイスの PCoIP
セッションを終了します。接続状態が Disconnected の場合は、

このボタンが無効になります。 

Peer IP Peer IP Address：ピアデバイスの IP アドレスが表示されます。セッ

ション中以外は、このフィールドが空白になります。 

Peer MAC Address Peer MAC Address：ピアデバイスの MAC アドレスが表示されま

す。セッション中以外は、このフィールドが空白になります。 



5.28.5   AWI ホスト：セッション統計情報設定 
Session Statistics ページでは、セッションがアクティブな場合に最新の統計情報を表

示することができます。セッションが非アクティブな場合は、最後のセッションの

統計情報が表示されます。このページは、Diagnostics > Session Statistics メニューか

ら表示することができます。 

 
図 5-112：AWI ホスト Session Statistics ページ 

注意：上の図は、4 台のディスプレイが接続されたクライアントに接続されたホス

トカードに関するセッション統計情報を示しています。デプロイメントで 2 台のデ

ィスプレイが使用されている場合は、2 台のディスプレイに関する情報しかこのセ

クションに表示されません。 

表 5-101：AWI ホスト Session Statistics ページパラメータ 

パラメータ 説明 

Connection State PCoIP セッションの現在（または最後）の状態。値には以下が含まれ

ます。 
· Asleep 
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パラメータ 説明 

· Canceling 
· Connected 
· Connection Pending 
· Disconnected 
· Waking 

802.1X Authentication 
Status 

デバイス上で 802.1X 認証が有効になっているか、無効になっている

かを示します。 

PCoIP Packets Statistics PCoIP Packets Sent：現在/最後のセッションで送信された PCoIP パ

ケットの総数。 
PCoIP Packets Received：現在/最後のセッションで受信された

PCoIP パケットの総数。 
PCoIP Packets Lost：現在/最後のセッションで消失された PCoIP パ

ケットの総数。 

Bytes Bytes Sent：現在/最後のセッションで送信されたバイトの総数。 
Bytes Received：現在/最後のセッションで受信されたバイトの総

数。 

Round Trip Latency PCoIP システムとネットワークの往復遅延の最小値、平均値、および

最大値（ミリ秒（+/- 1 ms）単位） 

Bandwidth Statistics Transmit Bandwidth：Tera プロセッサによって送信された最小、平

均、および最大トラフィック。有効帯域幅限界は Tera プロセッサが

生成する可能性のあるネットワークトラフィックの最大量です。この

値は、設定された帯域幅パラメータと現在（または最後）のネットワ

ーク混雑レベルから抽出されます。 
Receive Bandwidth：Tera プロセッサによって受信された最小、平

均、および最大トラフィック。 

Pipeline Processing 
Rate 

イメージエンジンによって現在処理されているイメージデータの容量

（メガピクセル数/秒単位）。 

Endpoint Image Settings 
In Use 

使用されているイメージ設定がクライアントで設定されたのか、ホス

トで設定されたのかを示します。これは、ホストデバイスの Image
ページで Use Client Image Settings フィールドがどのように設定さ

れているかに基づきます。 

Initial Image Quality 最低品質設定と最高品質設定はデバイスの Image ページから取得さ

れます。 
アクティブ設定は現在セッションで使用されている設定で、ホスト上

にのみ表示されます。 



パラメータ 説明 

Image Quality 
Preference 

この設定は、Image ページの Image Quality Preference フィールド

から取得されます。この値は、イメージがよりスムーズなイメージに

設定されているのか、よりシャープなイメージに設定されているのか

を示します。 

Build to Lossless このフィールドに表示されるオプションには以下が含まれます。 
Enabled：Image ページの Disable Build to Lossless フィールドが

オフになっています。 
Disabled：Disable Build to Lossless フィールドがオンになってい

ます。 

Reset Statistics このボタンをクリックすると、このページ上の統計情報がリセットさ

れます。 
注意：Reset Statistics ボタンは、Home ページで報告された統計情

報もリセットします。 

Display ディスプレイのポート番号。 

Maximum Rate この列は取り付けられたディスプレイのリフレッシュレートを表しま

す。 
Image ページの Maximum Rate フィールドが 0（つまり、無制限）

に設定されている場合は、最大レートがモニタのリフレッシュレート

から取得されます。 
Image ページの Maximum Rate フィールドが 0 より大きい値に設定

されている場合は、リフレッシュレートが"User Defined"として表示

されます。  

Input Change Rate GPU からのコンテンツ変更率。これには、ユーザが実行しているす

べてのもの（カーソル移動、電子メール編集、ストリーミングビデオ

など）が含まれます。 

Output Process Rate ホスト上のイメージエンジンからクライアントに現在送信されている

フレームレート。 

Image Quality 取り付けられたディスプレイの現在のロスレス状態を示します。 
· Lossy 
· Perceptually lossless 
· Lossless 

5.28.6   AWI クライアント：セッション統計情報設定 
Session Statistics ページでは、セッションがアクティブな場合に最新の統計情報を表

示することができます。セッションが非アクティブな場合は、最後のセッションの
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統計情報が表示されます。このページは、Diagnostics > Session Statistics メニューか

ら表示することができます。 

 
図 5-113：AWI クライアント Session Statistics ページ 

注意：上の図は、2 台のディスプレイが接続されたクライアントに関するセッショ

ン統計情報を示しています。デプロイメントで 4台のディスプレイが使用されてい

る場合は、4 台すべてのディスプレイに関する情報がこのセクションに表示されま

す。 

表 5-102：AWI クライアント Session Statistics ページパラメータ 

パラメータ 説明 

Connection State PCoIP セッションの現在（または最後）の状態。値には以下が含まれ

ます。 
· Asleep 



パラメータ 説明 

· Canceling 
· Connected 
· Connection Pending 
· Disconnected 
· Waking 

802.1X Authentication 
Status 

デバイス上で 802.1X 認証が有効になっているか、無効になっている

かを示します。 

PCoIP Packets Statistics PCoIP Packets Sent：現在/最後のセッションで送信された PCoIP パ

ケットの総数。 
PCoIP Packets Received：現在/最後のセッションで受信された

PCoIP パケットの総数。 
PCoIP Packets Lost：現在/最後のセッションで消失された PCoIP パ

ケットの総数。 

Bytes Bytes Sent：現在/最後のセッションで送信されたバイトの総数。 
Bytes Received：現在/最後のセッションで受信されたバイトの総

数。 

Round Trip Latency PCoIP システムとネットワークの往復遅延の最小値、平均値、および

最大値（ミリ秒（+/- 1 ms）単位） 

Bandwidth Statistics Transmit Bandwidth：Tera プロセッサによって送信された最小、平

均、および最大トラフィック。有効帯域幅限界は Tera プロセッサが

生成する可能性のあるネットワークトラフィックの最大量です。この

値は、設定された帯域幅パラメータと現在（または最後）のネットワ

ーク混雑レベルから抽出されます。 
Receive Bandwidth：Tera プロセッサによって受信された最小、平

均、および最大トラフィック。 

Pipeline Processing 
Rate 

イメージエンジンによって現在処理されているイメージデータの容量

（メガピクセル数/秒単位）  

Endpoint Image Settings 
In Use 

使用されているイメージ設定がクライアントで設定されたのか、ホス

トで設定されたのかを示します。これは、ホストデバイスの Image
ページで Use Client Image Settings フィールドがどのように設定さ

れているかに基づきます。 

Initial Image Quality 最低品質設定と最高品質設定はデバイスの Image ページから取得さ

れます。 

Image Quality 
Preference 

この設定は、Image ページの Image Quality Preference フィールド

から取得されます。この値は、イメージがよりスムーズなイメージに
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パラメータ 説明 

設定されているのか、よりシャープなイメージに設定されているのか

を示します。 

Build to Lossless このフィールドに表示されるオプションには以下が含まれます。 
Enabled：Image ページの Disable Build to Lossless フィールドが

オフになっています。 
Disabled：Disable Build to Lossless フィールドがオンになってい

ます。 

Reset Statistics このボタンをクリックすると、このページ上の統計情報がリセットさ

れます。 
注意：Reset Statistics ボタンは、Home ページで報告された統計情

報もリセットします。 

Display ディスプレイのポート番号。 

Maximum Rate この列は取り付けられたディスプレイのリフレッシュレートを表しま

す。 
Image ページの Maximum Rate フィールドが 0（つまり、無制限）

に設定されている場合は、最大レートがモニタのリフレッシュレート

から取得されます。 
Image ページの Maximum Rate フィールドが 0 より大きい値に設定

されている場合は、リフレッシュレートが"User Defined"として表示

されます。  

Output Process Rate ホスト上のイメージエンジンからクライアントに現在送信されている

フレームレート。 

Image Quality 取り付けられたディスプレイの現在のロスレス状態を示します。 
· Lossy 
· Perceptually lossless 
· Lossless 

5.28.7   OSD：セッション統計情報設定 
Session Statistics ページでは、最後のセッションの統計方法を表示することができま

す。このページは、Options > Diagnostics > Session Statistics メニューから表示する

ことができます。 



 
図 5-114：OSD Session Statistics ページ 

表 5-103：OSD Session Statistics ページパラメータ 

パラメータ 説明 

PCoIP Packets Statistics PCoIP Packets Sent：最後のセッションで送信された PCoIP パケッ

トの総数。 
PCoIP Packets Received：最後のセッションで受信された PCoIP パ

ケットの総数。 
PCoIP Packets Lost：最後のセッションで消失された PCoIP パケッ

トの総数。 

Bytes Bytes Sent：最後のセッションで送信されたバイトの総数。 
Bytes Received：最後のセッションで受信されたバイトの総数。 

Round Trip Latency PCoIP システムとネットワークの往復遅延の最小値、平均値、および

最大値（ミリ秒（+/- 1 ms）単位） 

5.28.8   AWI ホスト：ホスト CPU 設定 
Host CPU ページでは、ホストコンピュータの識別文字列を表示したり、現在の電

源状態を確認したり、ホストの電源状態を変更したりすることができます。このペ

ージは、Diagnostics > Host CPU メニューからアクセスすることができます。 
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図 5-115：AWI Host CPU ページ 

表 5-104：AWI Host CPU ページパラメータ 

パラメータ 説明 

Host Identity ホストコンピュータの識別文字列（データが入手可能な場合）。 

Current Power State ホストに設定されている現在の電源状態。 

Change Power State 以下のオプションの中から選択します。 
· S5 (Soft Off)：押下時間が 4 秒未満の場合にホストのソフト電源

オフを実行する（つまり、ホストをスリープモードにする）よう

にクライアントのリモート PC ボタンを設定します。 
· S5 (Hard Off)：押下時間が 4 秒以上の場合にホストのハード電源

オフ（つまり、デバイスシャットダウン）を実行するようにクラ

イアントのリモート PC ボタンを設定します。 
注意：この機能を使用するには、ホストのハードウエアアーキテクチ

ャに互換性がある必要があります。 

5.28.9   AWI クライアント：オーディオ設定 
Audio ページでは、クライアントからオーディオテストトーンを再生することがで

きます。このページは、Diagnostics > Audio メニューからアクセスすることができ

ます。 

オーディオテストトーンを再生するには、Start をクリックしてテストトーンを開始

します。テストを終了するには、Stop をクリックします。 

注意：Audio ページの機能は、クライアントが PCoIP セッション中でない場合にの

みクライアント上で使用することができます。 



 
図 5-116：AWI クライアント Audio ページ 

5.28.10   AWI クライアント：ディスプレイ設定 
Display ページでは、クライアントのディスプレイ上でテストパターンを表示して確

認することができます。このページは、Diagnostics > Display メニューからアクセス

することができます。 

注意：テストパターンは、クライアントが PCoIP セッション中でない場合にのみ

Display ページに表示されます。クライアントがセッション中に Start をクリックす

ると、エラーメッセージが表示されます。 

 
図 5-117：AWI クライアント Display ページ 

表 5-105：AWI クライアント Display ページパラメータ 

パラメータ 説明 

Test mode 接続されたモニタのテストパターンのタイプを次のように設定しま

す。 
· Video Test Pattern Generator 
· Pseudo Random Bitstream 

Test resolution ドロップダウンメニューから使用するテスト解像度を選択します。 

Start/Stop Start をクリックするとテストパターンが開始されます。テストを終
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パラメータ 説明 

了するには、Stop をクリックします。 

5.28.11   AWI：PCoIP プロセッサ設定 
PCoIP Processor ページでは、ホストまたはクライアントをリセットしたり、デバイ

スの PCoIP プロセッサに関する最後のブート以降のアップタイムを表示したりする

ことができます。このページは、Diagnostics > PCoIP Processor メニューからアクセ

スすることができます。 

 
図 5-118：AWI PCoIP Processor ページ 

表 5-106：AWI PCoIP Processor ページパラメータ 

統計情報 説明 

Current Time 現在時刻。この機能では、NTP を有効にして設定する必要がありま

す。 

Time Since Boot 
(Uptime) 

デバイスの PCoIP プロセッサに関する最後のブート以降のアップタ

イムが表示されます。 

Reset PCoIP Processor このボタンをクリックするとデバイスがリセットされます。 

5.28.12   OSD：PCoIP プロセッサ設定 
PCoIP Processor ページでは、デバイスの PCoIP プロセッサに関する最後のブート

以降のアップタイムを表示することができます。このページは、Options > 
Diagnostics > PCoIP Processor メニューからアクセスすることができます。 



 
図 5-119：OSD PCoIP Processor ページ 

5.28.13   OSD：Ping 設定 
Ping ページでは、デバイスを pingして IP ネットワーク全体に到達可能かどうかを

確認することができます。これは、ホストが到達可能かどうかを判断するのに役立

つ場合があります。ファームウエアリリース 3.2.0 以降では pingコマンドで「フラ

グメント不許可フラグ」が強制されるため、この機能を使用して最大 MTU サイズ

を特定することもできます。 

このページは、Options > Diagnostics > Ping メニューからアクセスすることができ

ます。 
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図 5-120：OSD Ping ページ 

表 5-107：Ping ページパラメータ 

パラメータ 説明 

Destination ping する IP アドレスまたは完全修飾ドメイン名（FQDN）。 

Interval ping パケット間の時間間隔。 

Packet Size ping パケットのサイズ。 

Packets Sent 送信された ping パケットの数。 

Packets Received 受信された ping パケットの数。 

5.29   情報の表示（AWI/OSD） 

5.29.1   AWI：バージョン情報 
Version ページでは、デバイスのハードウエアバージョンとファームウエアバージ

ョンの詳細を表示することができます。このページは、Info > Version メニューから

アクセスすることができます。 



 
図 5-121：AWI Version ページ 

表 5-108：AWI Version ページパラメータ 

パラメータ 説明 

VPD Information (Vital Product Data)：ホストまたはクライアントを一意に識別する

ために工場でプロビジョンされた情報： 
· MAC Address：ホスト/クライアントの一意の MAC アドレス。 
· Unique Identifier：ホスト/クライアントの一意の識別子。 
· Serial Number：ホスト/クライアントの一意のシリアル番号。 
· Firmware Part Number：現在のファームウエアの部品番号。 
· Hardware Version：ホスト/クライアントハードウエアのバージ

ョン番号。 

Firmware Information この情報には現在のファームウエアの詳細が反映されます。 
· Firmware Version：現在のファームウエアのバージョン。 
· Firmware Build ID：現在のファームウエアのリビジョンコー

ド。 
· Firmware Build Date：現在のファームウエアのビルド日付。 

PCoIP Processor 
Information 

この情報は PCoIP プロセッサに関する詳細を提供します。 
· PCoIP Processor Family：プロセッサファミリ - Tera1 または

Tera2。 
· PCoIP Processor Revision：PCoIP プロセッサのシリコンリビ
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パラメータ 説明 

ジョン。シリコンのリビジョン B は 1.0 として表記されます。 

Bootloader Information この情報には現在のファームウエアブートローダの詳細が反映されま

す。 
· Boatloader Version：現在のブートローダのバージョン。 
· Bootloader Build ID：現在のブートローダのリビジョンコード。 
· Bootloader Build Date：現在のブートローダのビルド日付。 

5.29.2   バージョン情報の表示 
Version ページでは、デバイスのハードウエアバージョンとファームウエアバージ

ョンの詳細を表示することができます。このページは、Options > Information > 
Version メニューからアクセスすることができます。 

 
図 5-122：OSD Version ページ 

表 5-109：OSD Version ページパラメータ 

パラメータ 説明 

VPD Information (Vital Product Data)：ホストまたはクライアントを一意に識別する

ために工場でプロビジョンされた情報： 
· MAC Address：ホスト/クライアントの一意の MAC アドレス。 
· Unique Identifier：ホスト/クライアントの一意の識別子。 



パラメータ 説明 

· Serial Number：ホスト/クライアントの一意のシリアル番号。 
· Firmware Part Number：現在のファームウエアの部品番号。 
· Hardware Version：ホスト/クライアントハードウエアのバージ

ョン番号。 

Firmware Information この情報には現在のファームウエアの詳細が反映されます。 
· Firmware Version：現在のファームウエアのバージョン。 
· Firmware Build ID：現在のファームウエアのリビジョンコー

ド。 
· Firmware Build Date：現在のファームウエアのビルド日付。 

PCoIP Processor 
Information 

この情報は PCoIP プロセッサに関する詳細を提供します。 
· PCoIP Processor Family：プロセッサファミリ - Tera1 または

Tera2。 
· PCoIP Processor Revision：PCoIP プロセッサのシリコンリビ

ジョン。シリコンのリビジョン B は 1.0 として表記されます。 

Bootloader Information この情報には現在のファームウエアブートローダの詳細が反映されま

す。 
· Boatloader Version：現在のブートローダのバージョン。 
· Bootloader Build ID：現在のブートローダのリビジョンコード。 
· Bootloader Build Date：現在のブートローダのビルド日付。 

5.29.3   AWI ホスト：接続デバイス情報 
Attached Devices ページでは、現在クライアントに接続されているディスプレイに

関する情報を表示することができます。 
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図 5-123：AWI ホスト Attached Devices ページ 

注意：上の図は、4 台のディスプレイが接続されたクライアントに関する情報を示

しています。デプロイメントで 2 台のディスプレイが使用されている場合は、2 台

のディスプレイに関する情報しかこのページに表示されません。 

表 5-110：AWI ホスト：Attached Devices ページ情報 

統計情報 説明 

Displays このセクションには、各ポートに接続されたディスプレイのモデル、

ステータス、モード、解像度、シリアル番号、ベンダ識別（VID）、

製品識別（PID）、および日付が表示されます。 
注意：このオプションは、ホストが PCoIP セッション中の場合にの

み使用することができます。 

5.29.4   AWI クライアント：接続デバイス情報 
Attached Devices ページでは、現在クライアントに接続されているディスプレイに

関する情報を表示することができます。 



 
図 5-124：AWI クライアント Attached Devices ページ 

表 5-111：AWI クライアント：Attached Devices ページ情報 

統計情報 説明 

Displays このセクションには、各ポートに接続されたディスプレイのモデル、

ステータス、モード、解像度、シリアル番号、ベンダ識別（VID）、

製品識別（PID）、および日付が表示されます。 
注意：このオプションは、ホストが PCoIP セッション中の場合にの

み使用することができます。 

USB Devices このセクションには、クライアントに接続された USB デバイスのポ

ートモード、モデル、ステータス、デバイスクラス、サブクラス、プ

ロトコル、ベンダ識別（VID）、および製品識別（PID）が表示され

ます。 

USB Device Status 次のような状態オプションがあります。 
· Not Connected：デバイスが接続されていません。 
· Not in Session：デバイスが PCoIP セッション以外で検出されま

した。 
· Not Initialized：デバイスが PCoIP セッション中に検出されまし

たが、ホストコントローラがデバイスを初期化していません。 
· Failed Authorization：デバイスが PCoIP セッション中に検出さ

れましたが、承認されていません （USB の詳細については、

「AWI クライアント：USB 承認」を参照してください。 
· Locally Connected：デバイスが検出され、承認されています

が、PCoIP セッション中にローカルに終端されています（ローカ
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統計情報 説明 

ルカーソルなど）。 
· Connected：デバイスが PCoIP セッション中に検出され、承認

されました。 

5.30   ユーザ設定の構成（OSD） 

5.30.1   OSD：VMware View 証明書チェック設定 
VMware View ページでは、サーバに対するセキュア接続が確認できない場合のクラ

イアントの動作を選択することができます。このページは、Options > User Settings 
> VMware View メニューからアクセスすることができます。 

注意：AWIで VCS Certificate Check Mode Lockout が有効になっている場合は、こ

のページの設定が変更できなくなります。 

 
図 5-125：OSD VMware View ページ 

表 5-112：OSD VMware View ページパラメータ 

パラメータ 説明 

Never connect to 
untrusted servers 

信頼できる有効な証明書がインストールされていない場合に接続を拒

否するようにクライアントを設定します。 



パラメータ 説明 

Warn before connecting 
to untrusted servers 

未署名のまたは期限切れの証明書を受信した場合、または、証明書が

自己署名されておらず、クライアントのトラストストアが空の場合に

警告を表示するようにクライアントを設定します。 

Do not verify server 
identity certificates 

すべての接続を許可するようにクライアントを設定します。 

5.30.2   MC：VMware View 証明書チェック設定に関するヘルプ 
管理コンソールに関する証明書チェック設定は、MC の View Connection Server ペー

ジに配置されています。 

5.30.3   AWI クライアント：VMware View 証明書チェック設定に

関するヘルプ 
AWIに関する証明書チェック設定は、AWIクライアントの View Connection Server
ページに配置されています。 

5.30.4   OSD：マウス設定 
Mouse ページでは、OSD セッションのマウスカーソル速度設定を変更することがで

きます。このページは、Options > User Settings > Mouse メニューからアクセスする

ことができます。 

PCoIP ホストソフトウエア経由でもマウスカーソル速度を設定することができます。

詳細については、『PCoIP Host Software User Guide』（TER0810001）を参照してく

ださい。 

注意：PCoIP セッションがアクティブな場合は、Local Keyboard Host Driver 機能が

使用されていなければ、OSD マウスカーソル速度設定がマウスカーソル設定に影響

を与えることはありません（詳細については、『PCoIP Host Software User Guide』
（TER0810001）を参照してください）。この機能は OSD 経由でしか使用すること

ができません。AWIで使用することはできません。 
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図 5-126：OSD Mouse ページ 

表 5-113：OSD Mouse ページパラメータ 

パラメータ 説明 

Mouse Speed スライダを動かしてマウスカーソルの速度を設定します。 

5.30.5   OSD：キーボード設定 
Keyboard ページでは、OSD セッションのキーボード文字遅延設定と文字繰り返し

設定を変更することができます。このページは、Options > User Settings > Keyboard
メニューからアクセスすることができます。 

PCoIP ホストソフトウエア経由でもキーボード繰り返し設定を構成することができ

ます。詳細については、『PCoIP Host Software User Guide』（TER0810001）を参照

してください。 

注意：PCoIP セッションがアクティブな場合は、Local Keyboard Host Driver 機能が

使用されていなければ、この設定がキーボード設定に影響を与えることはありませ

ん（詳細については、『PCoIP Host Software User Guide』（TER0810001）を参照し

てください）。この機能は OSD 経由でしか使用することができません。AWIで使

用することはできません。 



 
図 5-127：OSD Keyboard ページ 

表 5-114：OSD Keyboard ページパラメータ 

パラメータ 説明 

Keyboard Repeat Delay スライダを動かして、文字を押したままにしたときに繰り返しを開始

するまでの時間を設定します。 

Keyboard Repeat Rate スライダを動かして、文字を押したままにしたときに繰り返す速度を

設定します。 

Repeat Settings Test 
Box 

選択したキーボード設定をテストする場合にこのボックスに入力しま

す。 

5.30.6   OSD：イメージ設定に関するヘルプ 
OSD の Image ページの詳細については、「OSD：イメージ設定」を参照してくださ

い。 

5.30.7   OSD：ディスプレイトポロジ設定に関するヘルプ 
OSD の Topology ページの詳細については、「OSD：Tera1 ディスプレイトポロジ設

定」または「OSD：Tera2 ディスプレイトポロジ設定」を参照してください。 
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5.30.8   OSD：タッチスクリーン設定 
Touch Screen ページでは、取り付けられた Elo TouchSystems タッチスクリーンディ

スプレイに関する設定を構成または調整することができます。このページは、

Options > User Settings > Touch Screen メニューからアクセスすることができます。 

注意：Touch Screen ページは OSD 経由でのみ使用することができます。AWIから

使用することはできません。 

 
図 5-128：OSD Touch Screen ページ 

表 5-115：OSD Touch Screen ページパラメータ 

パラメータ 説明 

Enable right click on hold このチェックボックスは、ユーザが画面に触れて数秒間そのままにし

たときに右クリックを生成できるようにする場合に選択します。無効

になっている場合は、右クリック操作がサポートされません。 

Right click delay ユーザが画面に触れたままにして右クリックを生成するまでに必要な

時間を決定する位置（Long と Short の間）にポインタをスライドさ

せます。 

Touch screen calibration 初めてタッチスクリーンをゼロクライアントに接続すると、キャリブ

レーションプログラムが起動します。タッチスクリーンでは、表示さ

れた 3 つのターゲットのそれぞれをタッチします。 
キャリブレーションをテストするには、指をモニタに沿って移動さ

せ、カーソルが追随することを確認します。成功しなかった場合は、



パラメータ 説明 

キャリブレーションプログラムが自動的に再起動します。キャリブレ

ーションが完了すると、座標がフラッシュに保存されます。 
手動でキャリブレーションプログラムを開始するには、OSD Touch 
Screen ページで Start をクリックします。オンスクリーンプロンプ

トに従います。 

タッチスクリーンのゼロクライアントへの取り付け 

1. タッチスクリーンの USB ケーブルをゼロクライアントの USB ポートに差し込み

ます。 
2. モニタケーブルをタッチスクリーンからゼロクライアントの DVI 1 ポートに取

り付けます。 

注意：タッチスクリーンの他に非タッチスクリーンモニタをゼロクライアント

に取り付けることができます （複数のタッチスクリーンをゼロクライアントに

取り付けることはできません）。タッチスクリーンを DVI1 に取り付け、2 つ目

の非タッチスクリーンモニタを DVI2 に取り付ける必要があります。タッチスク

リーンだけをゼロクライアントに取り付ける場合は、DVI1 と DVI2 のどちらに

も取り付けることができます。 

3. 電源をオンにします。 
4. ゼロクライアントセッションを切断します。これにより、タッチスクリーンの

キャリブレーションが開始されます。 

注意：タッチスクリーンのキャリブレーションが完了したら、座標がフラッシ

ュメモリに保存されます。必要に応じて、OSD Touch Screen ページを通して手

動でスクリーンのキャリブレーションをやり直すことができます。 

5. タッチスクリーンプロンプトに従います。指でキャリブレーションをテストす

ることができます（カーソルが指と一緒に移動するはずです）。スクリーンが

正しくキャリブレートされていない場合は、システムが自動的にキャリブレー

ションプログラムを再起動します。 

タッチスクリーンのブリッジデバイスとしての設定 

注意：この手順は、省略可能で、タッチスクリーンをブリッジデバイスとしてセッ

トアップしたい場合にのみ必要です。 

セッションがアクティブの間に、ホスト上で動作しているドライバからタッチスク

リーンを制御したい場合があります。これをセットアップするには、タッチスクリ

ーンをブリッジデバイスのリストに追加する必要があります。 

1. 以前の手順内のステップに従って、タッチスクリーンをゼロクライアントに取

り付けます。 
2. ゼロクライアントの管理用ウェブインターフェースにログインします。 
3. Info メニューで、Attached Devices をクリックします。 
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4. タッチスクリーンの詳細がこのページに表示されるはずです。PID 情報と VID
情報を書き留めます。 

 
5. Permissions メニューで、USB をクリックして USB ページを表示します。 
6. Bridged Devices エリアで、Add New をクリックします。 

 
7. タッチスクリーンのベンダ ID と製品 ID を入力してから、Apply をクリックしま

す。 
8. ゼロクライアントセッションを再起動します。 
9. Elo TouchSystems 製のタッチスクリーンドライバをインストールします。インス

トールとキャリブレーションの手順については、Elo TouchSystems のマニュアル

を参照してください。 

ゼロクライアントから VMware View ホストへの自動ログインの設定 

タッチスクリーンデバイスへのログインをもっと簡単にするために、VMware View 
Login ウィンドウでキーボードをバイパスするように選択することができます。こ

のセットアップを選択した場合は、VMware View Login ウィンドウで Connect をタ

ッチする必要があります（または、ユーザ名とパスワードを入力してから、

Connect をタッチする必要があります）。 

1. 管理用ウェブインターフェースにログインします。 



2. Configuration メニューで、Session を選択します。 
3. Session Connection Type ドロップダウンメニューで、View Connection Server + 

Auto-Logon を選択します。 
4. VMware View Connection Server の DNS 名または IP アドレスを入力します。 
5. ユーザ資格情報を入力してから、Apply をクリックします。 
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6   PCoIP テクノロジリファレンス 

6.1   PCoIP ホストカード 

PCoIP ホストカードは、タワーPC、ラックマウント PC、PC ブレード、およびサー

バブレードに内蔵することが可能な小型のアドインカードです。このカードの

TERA シリーズプロセッサは、ユーザのフルデスクトップ環境をエンコードするた

めの高度な表示圧縮アルゴリズムを実行します。その後で、この情報が IP ネットワ

ーク経由でリアルタイムにユーザの PCoIP ゼロクライアントに送信されます。 

PCoIP ホストカードの詳細については、http://www.teradici.com にある Teradici ウェ

ブサイトを参照してください。 

6.2   PCoIP ゼロクライアント 

PCoIP ゼロクライアントは、仮想デスクトップまたはリモートホストワークステー

ションをローカルまたはワイドエリア IP ネットワーク経由で接続可能にするセキュ

アなクライアントエンドポイントです。このクライアントは、小型のスタンドアロ

ンデバイス、PCoIP 内蔵ディスプレイ、VoIP 電話機、タッチスクリーンモニタなど

のさまざまなフォームファクタを取ることができます。ゼロクライアントは、複数

のワイドスクリーンフォーマット、HD オーディオ、およびローカル USB 周辺機器

をサポートします。また、近接型カードやスマートカードで使用するための多要素

認証を含む、拡張可能な USB セキュリティおよび認証機能を備えています。 

シングル TERA シリーズプロセッサで補強されたゼロクライアントは、豊富なマル

チメディア体験をユーザに提供します。ユーザは、あらゆる種類のゼロクライアン

トからデスクトップを操作することも、ゼロクライアントデバイス間を移動しなが

ら同じセッションを維持することもできます。 

PCoIP ゼロクライアントの詳細については、http://www.teradici.comにある Teradici
ウェブサイトを参照してください。 

6.3   DVI インターフェースと DisplayPort インターフェース 

Tera2 ゼロクライアントは、DVIデジタルディスプレイインターフェースと

DisplayPort デジタルディスプレイインターフェースの両方をサポートします。次の

ようなポートオプションを使用することができます。 

· TERA2321 DVI-Iデュアルディスプレイ PCoIP ゼロクライアント：2 つの DVIポ
ートがあります。 

· TERA2321 DP+DVI-I デュアルディスプレイ PCoIP ゼロクライアント：1つの

DVIポートと 1 つの DisplayPort ポートがあります。 



· TERA2140 DVI-D クアッドディスプレイ PCoIP ゼロクライアント：4 つの DVIポ
ートがあります。 

· TERA2140 DP クアッドディスプレイ PCoIP ゼロクライアント：4 つの DisplayPort
ポートがあります。 

6.3.1   2560x1600 ディスプレイ解像度のサポート 
上記ゼロクライアントのすべてが、DVIインターフェースまたは DisplayPort インタ

ーフェースを備えた付属モニタの 2560x1600 解像度もサポートします。ただし、

DVIインターフェースでこの解像度をサポートするには、カスタムデュアルリンク

DVIケーブルアダプタが必要です。 

下の図は、ビデオケーブルと各種ゼロクライアントを接続して接続先のディスプレ

イで 2560x1600 解像度を実現する方法を示しています。 

 
図 6-1：2560x1600 解像度用の DVI コネクタと DisplayPort コネクタ 

· TERA2321 DVI-Iデュアルディスプレイ PCoIP ゼロクライアント：このゼロクラ

イアントは 1 つの 2560x1600 モニタをサポートします。上の図（左上）に示すよ

うに、カスタムデュアルリンク DVI-Iケーブルアダプタの 2つの DVI-Iケーブル

コネクタをゼロクライアントの 2 つの DVI-Iポートに接続します。 
· TERA2321 DP+DVI-I デュアルディスプレイ PCoIP ゼロクライアント：このゼロ

クライアントは DisplayPort インターフェースを介して 1 つの 2560x1600モニタの
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みをサポートします。上の図（右上）に示すように、DisplayPort ケーブルのコネ

クタをゼロクライアントの DisplayPort ポートに接続します。 
· TERA2140 DVI-D クアッドディスプレイ PCoIP ゼロクライアント：このクライア

ントは最大 2 つの 2560x1600 解像度モニタをサポートします。上の図（左下）に

示すように、モニタごとに、カスタムデュアルリンク DVI-D ケーブルアダプタ

の 2 つの DVI-D ケーブルコネクタを 2 つの DVI-D ポートに接続します。これら

のコネクタは図と全く同様にクライアントのポートに接続する必要があります。 
· TERA2140 DP クアッドディスプレイ PCoIP ゼロクライアント：このゼロクライ

アントは最大 2 つの 2560x1600 モニタをサポートします。上の図（右下）に示す

ように、DisplayPort ケーブルのコネクタをゼロクライアントの DisplayPort ポー

トに接続します。 

注意：その他の解像度オプションの詳細については、「PCoIP ホストカードとゼロ

クライアント」を参照してください。 

6.4   PCoIP コネクションブローカ 

PCoIP コネクションブローカは、ゼロクライアントから接続を確立しているユーザ

の ID に基づいて動的にホスト PC をゼロクライアントに割り当てるリソースマネー

ジャです。コネクションブローカはホストのプールをゼロクライアントのグループ

に割り当てるためにも使用されます。PCoIP デプロイメント内のゼロクライアント

が常に同じホストに接続するように設定されている（つまり、静的 1 対 1 ペアリン

グ）場合は、コネクションブローカが必要ありません。 

ゼロクライアントとホスト PC を接続するために、複数のサードパーティ製コネク

ションブローカが PCoIP テクノロジをサポートしています。詳細については、

Teradiciサポートサイトで知識ベースサポートトピック 15134-24 を参照してくださ

い。 

VDI実装では、ゼロクライアントを VMware View仮想デスクトップに接続するため

に VMware Viewコネクションブローカが使用されます。VMware Viewコネクショ

ンブローカを使用して、PCoIP クライアントとホスト PC を接続することもできます。

詳細については。『Using PCoIP Host Cards with VMware View』（TER0911004）を

参照してください。 

6.5   APEX 2800 PCoIP サーバオフロードカード 

APEX 2800 PCoIP サーバオフロードカードは、仮想デスクトップインフラストラク

チャ（VDI）実装にハードウエア駆動型 PCoIP イメージエンコーディングを提供し

ます。このカードは、仮想マシンごとのグラフィックエンコーディング要求を継続

的に監視しながら、イメージ圧縮タスクを CPU 内のソフトウエアイメージエンコー

ディングからハードウエアイメージエンコーディングに切り替えたり、元に戻した

りします。このオフローディングは、ユーザが切り替えを通知されることなく、必

要に応じて、すばやくシームレスに実行されます。 



APEX 2800 PCoIP サーバオフロードカードの詳細については、

http://www.teradici.com にある Teradici ウェブサイトを参照してください。 



 

 

7   用語集（略語、頭字語） 

256 ビット Salsa20 
Salsa20 は 256 ビットのストリーム暗号暗号化アルゴリズムです。 

AC 
Alternating Current（交流電流） 

AES 
Advanced Encryption Standard（高度暗号化標準） 

AWI 
Administrative Web Interface（管理用ウェブインターフェース）。PCoIP ゼロ

クライアントとホストカードの監視と設定に使用される PCoIP デバイス。

AWI に接続するには、サポートされているブラウザに PCoIP デバイスの IP
アドレスを入力するだけです。 

BIOS 
Basic Input/Output System（基本入出力システム） 

CA 
Certificate Authorities（認証局） 

CAC 
Common Access Card（共通アクセスカード）。スマートカードの一種。 

CAD 
Computer Aided Design（コンピュータ支援設計） 

CMI 
Connection Management Interface（接続管理インターフェース）。外部接続管

理サーバとの通信に使用されるホストまたはクライアントから提供されるイ

ンターフェース。 
CMS 

Connection Management Server（接続管理サーバ）。ホストとクライアントを

管理可能な外部のサードパーティ製管理エンティティ。コネクションブロー

カと呼ばれることもあります。 
DA 

Directory Agent（ディレクトリエージェント） 
DDC 

Display Data Channel（ディスプレイデータチャネル） 
DDC/CI 

Display Data Channel/Command Interface（ディスプレイデータチャネル/コマ

ンドインターフェース） 
DHCP 

Dynamic Host Configuration Protocol（動的ホスト構成プロトコル） 



 

 

DMS-59 
2 つの DVI ストリームを 1 つのコネクタにまとめることができるコンピュー

タビデオカード上の 59 ピンコネクタ 
DNS 

Domain Name System（ドメインネームシステム） 
DNS-SRV 

Domain Name System Service Record（ドメインネームシステムサービスレコ

ード） 
DVI 

Digital Visual Interface（デジタルビジュアルインターフェース） 
EDID 

Extended Display Identification Data（拡張ディスプレイ識別データ） 
EEPROM 

Electrically Erasable Programmable Read-Only Memory（電気的消去可能

ROM） 
ESP 

Encapsulating Security Payload（セキュリティペイロード隠蔽） 
Fps 

Frames per second（1 秒あたりのフレーム数）。ディスプレイデータフレー

ム更新速度。 
FQDN 

Fully Qualified Domain Name（完全修飾ドメイン名） 
GPIO 

General Purpose Input/Output（汎用入出力） 
GPO 

Group Policy Object（グループポリシーオブジェクト） 
GPU 

Graphics Processing Unit（グラフィックスプロセッシングユニット） 
GUI 

Graphical User Interface（グラフィカルユーザインターフェース） 
HD 

High Definition（高解像度） 
HDCP 

High-bandwidth Digital Content Protection（高帯域幅デジタルコンテンツ保

護） 
HID 

Human Interface Device（ヒューマンインターフェースデバイス） 
HomePlug 

電力線経由のネットワーキングテクノロジ 
HPDET 

Hot Plug Detect（ホットプラグ検出） 



 

 

HTML 
Hyper Text Markup Language（ハイパーテキストマークアップランゲージ） 

ID 
Identification（識別） 

IP 
Internet Protocol（インターネットプロトコル） 

IPsec 
Internet Protocol Security（インターネットプロトコルセキュリティ） 

IPsec-ESP 
Internet Protocol Security-Encapsulated Security Payload（インターネットプロ

トコルセキュリティ-セキュリティペイロード隠蔽） 
IPv4 

Internet Protocol Version 4（インターネットプロトコルバージョン 4）。イン

ターネット上の主要なネットワークレイヤプロトコル。 
IPv6 

Internet Protocol Version 6（インターネットプロトコルバージョン 6）。IPv4
の後継。 

LAN 
Local Area Network（ローカルエリアネットワーク） 

LED 
Light-Emitting Diode（発光ダイオード） 

MAC 
Media Access Control（媒体アクセス制御）。一意のハードウエア識別子。 

Mbps 
Megabits per second（1 秒あたりのメガビット数） 

MC 
Management Console（管理コンソール） 

MIB 
Management Information Base（管理情報ベース）。SNMP で使用されます。 

MTU 
Maximum Transmission Unit（最大転送単位） 

NAT 
Network Address Translation（ネットワークアドレス変換） 

NTP 
Network Time Protocol（ネットワークタイムプロトコル） 

OHCI 
Open Host Controller Interface（オープンホストコントローラインターフェー

ス） 
OS 

Operating System（オペレーティングシステム） 



 

 

OSD 
On Screen Display（オンスクリーンディスプレイ）。ゼロクライアントに表

示されるインターフェース。OSD には、接続ダイアログだけでなく、ユー

ザと管理者の両方からアクセス可能なローカル設定オプションも表示されま

す。管理者は、必要に応じて、設定オプションを制限したり、ユーザに表示

しないようにしたりすることができます。 
PC 

Personal Computer（パーソナルコンピュータ） 
PCI 

Peripheral Component Interconnect（ペリフェラルコンポーネントインターコ

ネクト） 
PCLe 

Peripheral Component Interconnect Express（ペリフェラルコンポーネントイン

ターコネクトエクスプレス） 
PCoIP 

Personal Computer over Internet Protocol（パーソナルコンピュータオーバーイ

ンターネットプロトコル） 
PCoIP ホスト 

PCoIP システムのホスト側 
PCoIP ゼロクライアント 

PCoIP システムのクライアント（ポータル）側。PCoIP ポータルと呼ばれる

こともあります。 
PC-over-IP 

Personal Computer over Internet Protocol（パーソナルコンピュータオーバーイ

ンターネットプロトコル） 
POST 

Power On Self Test（パワーオンセルフテスト） 
RDP 

Remote Desktop Protocol（リモートデスクトッププロトコル） 
RFC 

Request for Comments（リクエストフォーコメンツ）。インターネット規格

文書。 
SA 

Service Agent（サービスエージェント） 
SLAAC 

Stateless Address Auto-Configuration（ステートレスアドレス自動設定） 
SLP 

Service Location Protocol（サービスロケーションプロトコル） 
SNMP 

Simple Network Management Protocol（簡易ネットワーク管理プロトコル） 



 

 

SSL 
Secure Socket Layer（セキュアソケットレイヤ）。セキュリティプロトコル

の 1 つ。 
TERA1100 

PCoIP ゼロクライアント機能をサポートする第 1 世代 Teradici プロセッサ 
TERA1200 

PCoIP ホスト機能をサポートする第 1 世代 Teradici プロセッサ 
TERA2140 

PCoIP ゼロクライアント機能をサポートする第 2 世代 Teradici プロセッサ 
TERA2220 

PCoIP ホスト機能をサポートする第 2 世代 Teradici プロセッサ 
TERA2240 

PCoIP ホスト機能をサポートする第 2 世代 Teradici プロセッサ 
TERA2321 

PCoIP ゼロクライアント機能をサポートする第 2 世代 Teradici プロセッサ 
UA 

User Agent（ユーザエージェント） 
UDP 

User Datagram Protocol（ユーザデータグラムプロトコル） 
UI 

User Interface（ユーザインターフェース） 
USB 

Universal Serial Bus（ユニバーサルシリアルバス） 
VDI 

Virtual Desktop Infrastructure（仮想デスクトップインフラストラクチャ） 
VGA 

Video Graphics Array（ビデオグラフィックスアレイ） 
VM 

Virtual Machine（仮想マシン） 
VPD 

Vital Product Data（重要プロダクトデータ）。ホストまたはクライアントを

一意に識別するために工場でプロビジョンされる情報。 
VPD（同音異句） 

Virtual Desktop Platform（仮想デスクトッププラットフォーム） 
VPN 

Virtual Private Network（仮想プライベートネットワーク） 
WAN 

Wide Area Network（広域ネットワーク）。拡張された企業向けの大陸規模

のネットワーク。 



 

 

WI-FI 
IEEE 802.11 無線技術の商標名 

WOL 
Wake-on-LAN（ウェイクオン LAN） 

WOU 
Wake-on-USB（ウェイクオン USB） 


